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カリキュラム・ポリシー

山形大学大学院則L学研究科(]●→学系）は，学位授りの力釘.（ディプロマ・ホリシー）を踏

まえ，以ドの）j針に従って教育研究環境を川謡する。

山形大学大学院則r.学研究科 (T学系）博L1)fi則諜肛におしヽ ては，

1 . 専攻領域の基礎から先端分野に及ぶ体系的な授業科目を配置する。

2 専攻領域の外国語の論文を理解し，研究や調査を学会や論文等で発表することができる実

験演習を行う。また協定校で受けた授業科目を単位として認定する。

3. 学位取得後に社会で学生の能力が発揮できるよう，カリキュラムを配置する。

什l形大学大学院則I".学研究科 (Iー^ ．学系）博［後則課代におしヽ ては， I: 証 1記の教か凍料の）j針に

加え，以 Iヽ．の教育研究環境を川紅する。

1' 自ら学術的技術的課題を設置し，新しい原理や手法を適応することにより，課題を解決

して発見ができる実験• 演習を配置する。

2 産業の現場各種研究施設又は他専門分野の研究室において，工学に対する視野を広め，

問題提起・解決能力を養う授業科目を配置する。

アドミッション・ポリシー

111形大学）ぐ学院則L学研究科 (L学系）博I:前期諜料は，以ドの人材を求めてしヽる。

1 . 専門分野に関する基礎学力を有し，さらに深く学ぼうとする意欲のある人

2 専門分野に関する知識を生かし，論理的な思考のもと自然科学の探究や研究開発に積極

的に取り組む人

3 社会の中での協調性を保ちながら，自ら考えて決断行動できる人

4. 他人へ思いやりの心と高い倫理観を持つ人

5 専門分野に関する知識や技術を通して広く社会に貢献したい人

111形大学大学院JI!!['_学研究科 (I:学系）博 l:後則課作では， I: 記に加え，以 Iく0)人材を求め

てしヽる。

1 . 専門分野以外に対しても深い関心をもち，広い応用力を有する人

2 グローバルな視野に立ち，世界で活躍する研究者・技術者を目指す人

- 2 -



理工学研究科の目的

科学技術の急速な発／」もと高度化に伴って，各しり門分野の細分化が泄む•力ズ;，従来の学 I廿l体系
を超えた，祈しい境界領域と学際領域が開拓され，科学技術の統合化が強力に推し進められてし、

る。本研究科では，種々の分野で先端科学技仙を将来にわたり維持し発展させるために，広範な

ヵし礎学力に）よづいた高度の,y門知識と能力を兼ね備えた，柔軟で独創刊刈i:かな科学者・技術者の
義成を ll的とする0

博 I—:1)1i期課肛（修Iー：）には，次の}2 1, り攻をi悦く。

数刑科学＼り攻

物則学＼り攻

物質什：命化学＼り攻

牛物学＼り攻

地球環炭学＼り攻

物質化学 I".学＼り攻

バイオ化学 i"_"'f:I、り攻
応川牛命システム 1万気り攻

情報科学＼り攻

屯氣屯(-L学刈i攻
機械システム l心を1り攻
も(})づくり技術経料；学刈i攻

j¥りI:後期課肛 (j1,JiI:) には，次の（う＼り攻を/i"i:<

地球共4詞科学＼り攻
4勿’質化学L学内攻
バイオ lゾ和H攻
，1じr-'l"N恨 lゾJ".I、り攻
機械システム 1汀::I、り攻

ものづくり技術経悩汀： I; り攻

博 I:前期諜料は，広し＼視野にたって帖深な学識を修得し，＼り攻分野における研究能力と似i度の
1yp1廿生を吸する職業宵に必要な沿i度の能力を捉うことを 11的とする。

博 I:後期課料は， ＼り凹分野につしヽて，研究者として 1'1立して研究活動を行しヽ， また，その他の

翡度にリ刈叫的な業務に従rJrするに必吸な翡疫の研究.IJ廿発能力及びその）よ礎となるI!¥/:かな学識を
義うことを目的とする。
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1 . 履修方法

1 -1 指導教員

学生には，人学の院，授業科HのI復修，学｛立論文の作成憚に対する指導のために，博 I:前期
諜肛（修I・）担当教員の中から指導教員が定められる。

学牛は，指導教1.1からぶされた 1年間の研究指導の,;J・11hjに）店づき，各年度の初めに「li}f究叶
圃内：1を提出すること 0 (様式： 1 I , 1 2頁掲載， I'. 学部ホームヘージからダウンロード可能）

● ダウンロードカ怯

1 . 山形大学のホームページから「学部・研究科・基盤教育院」 0)「工学部・工学部ホームページ」

をクリック

2 . 4, ト部分にある「在学生の皆様へ」の番： I・. にある「学生サポートセンター」をクリック
3. iJ噌11分にある「各種申請様式のご案内」の「研究計画書について（博士前期課程）」をクリック

1-2 授業科目

授業科Hには，講義科11,特別飢習A及び特別実験J¥ (ものづくり技術経党学i、り攻 (MOT1、I/
攻）は「研究論文特別演料J) がある。

(I) ,H1bi+斗11

叩属するリ｛攻の科IIの）復修により， 1り判l知識と技衛を深める。主た， 1l1/ii)lくしヽ r今学）iし礎を築
くために，他＼り攻，各＼り攻共通及びイ［機材料システム研究科の講義科・IIを）役修することがで
きる。

(2) 特別油背A

I、り叶"l分野につしヽての）よ礎的文献を輸講油習することによって，外11、IMi・O)能力を虻うと [1i]IIか
に，多械の付i恨の中から必吸なものを収集する能力を』ii紬する。
(:3) 特別実験A

Iがl"l分野の研究における）［本的かつ翡度なF段となる実験装i悦，叶測機悩，＇柏恨処刑怜に
づいての知識と技伸iを系統的に修得し， /iJ「究課題についての夷験を行うことで，研究を出11Jj
的に文行できる能力を義成する。

各＼り攻の1受業科・II及び叶叶立数は，所定の表にぷす。
，溝義科・11については， IリrJ成の＼り攻を超えて）復修することができる()

1-3 履修申告

(1)学化は，学期始めに）役修科11について指導教員と相談O)L, ! 復修しようとする授業科11を
決定し，履修競録の f•続きを行うこと。
(2) 「4『別油習A」, 「特別夷験J¥j は， 4学期のみ履修登録を行うこと。
(3)他刈i攻及び各内攻共迎の講義科廿を履修する場合は，授業担‘り教員の，1午11Jを得，指導教且

のボ認を得た 1又幽で）復修競録すること。

(11) 履修笠録をした授災科II以外の科11は）復修できないことがあるので， 1分注紅すること。

1-4 成績の審査

(1) 成納の面1tは，，式険，研究恨内， 'lが常の成粕ぐ序によって釘う。
(2) 成舶0)評価は， s (秀）， J¥ (f翡）， B (良）， C (11J), F (イ--:11J) の謹話をもって表し，
S, J¥, 13, Cを合格， Fを不合格とし，配点は次のとおりとする。

s (秀） ~)0~1 oo,r,':、(J¥(1綬） 80~89 点 B (良） 70~79 点

C (11J) 6 O~ 6 9 , 点 F (イ--:11J) 5 9点以 I、上
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1-5 単位の基準
授業科目 の単位数は， 1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応 じ， 教育効果，授業時間外に必要な学習等を考慮して，次

の基準により単位数を計算するものとする。

(1)講義・演習については， 1 5時間の授業をもって 1単位とする。

(2) 実験• 実習については，3 0時間の授業をもって 1単位とする。

上記の基準によって科目を履修し，成績審査に合格した科目に対して単位を与える。

1-6 履修基準
(1)修了に必要な最低修得単位数は， 3 0単位である。ただし，ものづくり技術経営学専攻の

とうほく MITRAIコースは，40単位とする。

(2)選択講義科目には，自専攻講義科目，他専攻講義科目（有機材料システム研究科講義科目

を含む）， 各専攻共通科目のほか，他の大学院で履修した科目 を充てることができる。

博士前期課程履修基準表

（物質化学工学 ・バイオ化学工学・ 応用生命システム工学・電気電子工学専攻）

授業科目区分 単位数 備 考

自専攻講義科日 1 0単位
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

選択講義科目 1 0単位以上
•••••••••••••••••••••••••••·•••••••••••••••••••••• ••••••••••••••·••••·••·•••••••••••••••••••••••••••••·••••••••••••••••••••••••••••••••••·•••••••••••••·•···· 一·························•···················

特別隙習 A 4単位 必修
........................  疇疇● ● ● ● ● ● 疇........... ......................................  ・・・・・ ・・....・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・············•············ ·· · ··· ········· · ·····

特 別 実 験 A 6単位 必修

計 3 0単位以上

博士前期課程履修基準表（情報科学専攻）

授業科目区分 単 位数

自専攻請義科目 1 0単位
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

選択請義科目 8単位以上
・・・・・・・・・・······································· · ··············•···············•····················

文献調査 2単位 必修
............................................................................................................... 

特 別 演習 A 4単位 必修
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............................................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

特別 実 験 A 6単位 必修

計 3 0単位以上

止

111り 考

博士前期課程履修基準表（機械システム工学専攻）

授業科目区分 単位数 備 考

自専攻講義科目 1 0単位 専門基盤科目 6単位以上を含む。
························•• · ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

選 択 講義科目 1 0単位以上 自専攻以外の講義科目 4単位以上を含む。
................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

特別派習 A 4単位 必修
····························•·······•· · •····• ·· •·• ················•··············•······· · · · · ·····•··••·••······•······•········ ·····•··•···· ·· · 一・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特別実験 A 6単位 必修

計 3 0単位以上
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博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：価値創成コース）

授業科日区分 i 単位数 ' 備 若

自専攻講義科 l~I 1 4単位→
ただし「技術経併；学概論A」

および「技術経党学概論B」は必修とする。

選択講義科 II
- ---- - -・- - -

研究論文特別演習
- ・・ - -----------

叶

1 0単｛立以lこ
．．．．．――-----

6単位→
一—------ -

．．．．．． 

3 0単イ＼！！：以―|こ

必修

博士前期課程履修基準表

（ものづくり技術経営学専攻：とうほく MITRAIコース）

授業科1-1区分 1 単位数 1 備 考

1,1専攻講義科II 1 2 lji{¥'t: 
1'1コースの◎印の科Ilをすべて料得するこ
と。

選択溝義科 II

研究論文特別飢習

2 2]札位以J:

-ヽヽ-----

6ー単位
- -----● ．．．．． 

4 0爪位以J-.

ビジネス H本語 l又はIVを含む。

必修

tH、

1-7 他大学院履修科目
(1)山形大学大学院規則第 14条（他の大学院における履修怜）の定める協定に）よづく他の人・

学院（外川の大学院を含む）において）役修した授業科11について修得した単位は，他大学
院）復修科IIとして，本研究科における授業科Hの屈修により修得した巾位として認定する
ことができる。

(2) I・. 記(1)で認定できる単位ぷt, 1 0単位までとする，9
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1-8 修士論文の審査及び最終試験

履修）炉準の授業科I」を修得する見込みがつき，研究指導を受けた学生は，修 I一：論文を作成し，

審査叶1話することができる。

提出された1f倫文は，米沢地区委員公が選出する繭文審ft委員により審ftされる。
最終試験は，論文提出者が，各内:攻開催の公聴公において，学イ立論文の内容を発表する際に，

1月連する市J貞に対して論文審杏委員が「l頒又は惰答で試間を行う形で実施される。

1-9 修了要件
(1) Ii.tiト前期課肛の修［の要件は，大学院に 2年以 L在予し，履修）囚準表にぷす几叶立を修得し，
かつ，必疫な研究指導を受けた L,修 I論文の審査及び最終試験に合格することである0

なお，ものづくり技術経汎亨叫攻では，特定の研究成果の審1tをもって，修卜論文の面査ん
に代えることがある。

(2)在学期間に1月しては，特にf翡れた研究業糾を卜けげた者は， 1イート以 L在学すれば足りるもの
とする。

1 -1 0 学位の授与
則 L学研究科・I',『l:1'1り期課料を修（した者には，修I・ (Jり！学オ『しくは L学）の学｛立が授りされ
る（後褐「111形大学学1立規肛J別表参照）。

1 -1 1 社会人受入れのための教育方法の特例措置について
本研究科 (I:学系）では，社公人受人れに",たり，教行 I刈守に必疫と認められる場合にげ，
大学II加没附：）よ準第 I4条に定める教行）j/to)年、『例廿1iil'i:を灼川し，次の）j Y. 人で履修できるものと
する。

(I) 油’，府のII、『11¥J闊 (8II、『 50分カヽ ら 15II、『 55分）以外に， 牛、『例+・1『[i州のII、1「間幣 (I6 II、『から 21II、『

10分）を設定する。

(2) 必疫に応じて以平• 冬平休党期間中も履修できるものとする。

(3)特例のII、『間聞による履修を希惰する者は，ヽ11ii亥年度‘片初に，指尊教Liの成忍を得た I・.,硲
川授業科・11名， II、『限， II、'j:J開lぐりを/II顧し，授業Ji!_ヽi1教nu),/午11fを得るものとする。

1 -1 2 博士課程教育リーディングプログラムにおける履修方法等について
111形大学大学院規則第 1:3条の 2の規止に）I~ づく 1¥1/l: 課肛教育リーディングフロクフムフ

ロンティアイ［機材料システム創成フレックス大学院コースに在籍してしヽる学！［については，次

0))j怯で）復修するものとする。

(l) J復修）fY. 人は， IIII専 U~H閏教介リーディングフログラム「フロンティアイ［機材料システム訓
成フレックス大学11完」コース (Jr_り u児杓 5 作•貫コース） (139ヘージ）にiじめる）iY. 人に従う
ものとする0

(2) 本コースに在籍してしヽる予：lj:_/J, 修 I論文の蕃杏及び最終試験を行わず， QE(Quali「ying

じxami11c1 ti on: 博 I:課料研究）占礎力試験）の合格をもってI専卜後川l課祝への進学を許 11Jされる
ものとする。

(3) QEに合格した学！［は， ItりI:i'iり期課佐を修［せずにltり1:1妥期諜科¥へ進学し，本コースの 3什
次へ進級するものとする。
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【則L学研究科I専I:前期諜『I・l(T学系）］

年度 研究計圃書（一年日）

牡心/1¥{・ド）l H : 年月 II 

I、り攻名 |学4番り・I
氏 名

研究題II

1Ufりt:Jリ]Ill] {j'. Jj 日（人学年」lII)~ ィr- J j 11 ((1参(Vii旦ド）J II) 

研究の

背 ,I'工1し' 、、

11 的

<•イlC I I】

4月～ 6 J] 000000000000000000000000 
7月～ 9 Jj 000000000000000000000000 

10JJ~12JJ 000000000000000000000000 
1月～ :3 Jj 000000000000000000000000 

【．・イ!'-I I 】

4月～ fi J j 000000000000000000000000 

研究＇九施 7月～ 9 Jj 000000000000000000000000 

1ll・ phj I OJJ~1 2)] 000000000000000000000000 
1月～ :3 J j 000000000000000000000000 
＊，記人例以外の，記載）j法でも構い主せん。

研究倫刑教Tf 科学の健全な発/Jものために―誠＇にな科学者の心得ー (fl本学術賑興公「科学の健仝な発
]Jしのために」編集委n公）を迎虚し主したの

佃：贔吹札冊
什'.)j I l （署名）

l: 指導教』i
信名又は出名・押印）

＊初年次に研究実施叶圃を作成し， t指導教員のボ認を得て提出すること。
* . 年日以降は初年次の研究実納に）よづき，次ベージに修正• 加箪の 1-.,提出すること 0
＊長期屈修学牛及び過什製化は，＇｛十：学期 Ill]分の研究実施叶両を［記載すること，

- 11 -



【月！］―.学研究科ItりI:訓期諜代 (r.学系）］

什渡 研究計画書（二年日）

札心/1¥I,ド）j ll : ――-― ）
 

•1• 
―-― ーi 11 

1, り攻名 I学生番り・I
氏 名

研究附H

1Vfグt:Jリ111¥J {f Jj 11 (人学年月 II)~ {j'. J] 11 ((1各(J,';1旦ド）J 11) 

研究の

AI ヒl J'八・'-

11 的

【・1!'-1l ] 

4月～ 6)] 000000000000000000000000 
7月～ 9 J l 000000000000000000000000 
IO)Jr-.,12)] 000000000000000000000000 
1月～ ;3) j 000000000000000000000000 

【・.1r今Il ] 

4月～ 6 Jj 000000000000000000000000 
研究実施 7)]~ 9 Jj 000000000000000000000000 

1l !・ pl!j 10JJ~12JJ 000000000000000000000000 
1月～ :3) j 000000000000000000000000 
＊記人例以外の記載）j法でも構しヽ主せん。

/iJf究倫叶1教介
科学の健令な発展のために―,；成丈な科学者の心得ー (11本学伸i板興公「科学の健令な発
屎0)ために」編集委員公）を迎虚し主した0

/i'{l[ rt忍欄
什:_)J~l （署名）

じ指導教且

（署名又は出名・押印）

*・_年n以降は初年次の研究')こ：納に翡づき，修正:. }JI]惰の l:,提出すること。
＊長期屈修学牛及び過年度I卜は，適'r:1:修正の卜叉で記載すること。

--12 -



1 -1 3 教育職員免許状

(1) 取得できる免許状

則[学研究科 (T.学系） I専L飢期課枠は，教行職員免叶•法及び教行職員免計r仏施行規則に

定める免許状授りの所要の賓格を得ることのできる課程として認定されている。したがって，

高等学校教諭 ・1:ifi免,j午状（月！科・情報・ I'.業）授りの認定を受ける課柑におしヽて所定のi札位

を修得している場合は，次の表のとおり免11午状を取得することができる。

取得できる免許状の種類及び教科

内： 攻 £ も,Yl→IJミO)f軋J印i 欣'.1l午素文f斗

応川牛命システム［学刈i攻
lヽcf!:1i• I メ.-¥・ ,.1C[1 lニァ {- ［学＼り：攻 ［業
機械システム r→学＼り攻

4勿質ム化学 ］．．学＼り攻 似iぐ硲学校教諭＼り修免i午状 Jlll,!: 斗， ［業

バイオ化学 I~,';:: I、I/攻 Jll!fl・ 

・I、ii 恨 fl・ ,"(', ・ 
I、'l 攻 、I,『報， r→業

(2) J,(闘賓格及び最低修得爪｛立数

所疫賓格 h支{.Lt{,参1'.J,ljl.ィ立災父

),(礎賓格 教科に関す 教職に関す 教科又け教職

＇りi記F→I)ミO)f1f祖n る科11 る科11 にIV,Jする科Il 

1 6 

似i勺拿’、ド1交教諭＼り修免許状 修 l:O)学｛立をイiすること 2 0 2 :~ ● 2 4 

uu ,,t叫if期課料において泊iぐが学校教諭l、り修免11午状又の取得貴格を得るためには， 「教科又は教
職に刊lする科111 (●印）を 24叫立以 I刈参得する必疫がある。

なお，最低修得爪位数欄の「教科に刊lする科11」, 「教職にI見lする科II」, 「教科又は教

職にIY,Jする科H」 （●印のなしヽもの）は，各•種免［午状のための最低修得巾｛立数である。

(3)教育職JA免許状の授りi.lJ!晶F続
教育職且免叶状は，都道府県の教行委員公が授りする。したがって，教育職員免謹状の授

りを叶Iillりする者は， /Jf定のif!請，lけ直を準備した I・.で， 加亥教介委員公に巾請T続を行わなけ

オしばならない。

なお，本廿り期課料を修［時にlji;;h「・.続を行う場合は，学務課教ff文扱机‘りで山形県教ff委
員会に対し， ・括して行う。 111M1T続のiff細については，褐ぷ（中央褐ぷ板）にて）古］知する
ので，見落としないように I分留舷すること。

- 13 -



(4) 単位の修得方法

本前期課程の修［要件を満たすとともに，次のとおり単｛立を修得することにより免許状の

取得資格が得られる。

専 攻 tp. {立 0) /彦得：）j 法

応 )T]生命システム］→: , 学専攻 免許教科「l業」について，‘信亥1;り攻及び各内i攻共通の「授

屯気 'rじ（．］．．学 I杯攻 業科日及び巾位数」表の「教職科Il」欄0) 『エ』の授業科IIの

機械システムー［学専攻 中から 24単位以卜修得しなければならない。

免i午教科「則科」について， '''iJ亥専攻の「授業科「l及び単位数J
表の「教職科「l」欄の『理』の授業科11の中から 24爪位以卜修:ム

4勿附［イヒ,'~を I→ : ,"/: r,lj: 攻
;/t}しなければならない。
... "" .................. " . . ....... ―....... 

免許教科「r業」について，ヽ11i1亥I、り攻の「授業科l=J及びi札位数」
表の「教職科Il」欄0)『エ』の授業科11の中から 24単位以卜修;

得↓しなければならない。

免[1午教科「月l科」について， '1i ,l亥内攻の「授業科11及び叶叶立数」

バイオ化学「．学刈i攻 表の「教職科廿J欄の『理』の授業科日の中から 24巾位以J-.修

乳｝しなければならなし＼

免謹教科「9情報」について，ヽI五亥＼り攻の「授業科11及びりi位数」

表の「教職科日」欄の『情』の授業科.llの中から 24りU立以 I:修

・I、1'/ 恨 fl 学 1ヽHJ・ 攻
乳｝しなければならなし＼

免許教科「r.業」について，ヽ11a亥＼り攻及び各＼り攻共通の「授業
科1-i及び爪位数」表の「教職科II」欄の『エ』の授業科日の中か

ら24叶叶11:以卜修得しなければならない。

- 14 -
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2 修士学位論文審査の手引

屈修肛準の授業科 H を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学lj~は，修lー：学位論文
を作成し， Jリ［定の日況を経て審炉jl;hりすることができる（，提出された面文は，則r学研究科学｛立
審森細則に従って審査される。学位論文蕃孔tの流れは， 2 -4 0)図にぷすとおりである0
学{l't:論文ぐ窄が指定された11時主でに提出されなしヽ場合には受則されなしヽので， ll、『間的余裕をも

つて：fJil廿すること。

2-1 論文題目の提出

提出期限（休日の場合には，その1'iii11又は州i々 11とする。）

① 後期提出 (:3月修()の場合： I 2月 1O I! 

② 油期提出 (9月修［）の場合： 6) l 1 O I! 

2-2 修士学位論文等の提出

修 I:学｛立論文ぐりは， l、記に上り提出すること。

(I) 提出期限（休日の場介には，その爪iI ! 又は旧i々 I!とする。）

① 後期提Il ¥ (:3月修()の場合： 2)]1011 (正午）

② 訓期提出 (9月修［）の場合： 8月 IOII 

(2) t是出物
① 学位論文'.rtUtili,iN閃（所定の様式） I ;¥ii 

② 学位論文 3祁

③ 論文内容の疫旨（所定の1、•浪式） 3部

2-3 修士学位論文作成要領

1 学位論文

(I) 学位論文は，和文又は英文とする。

(2) 川紙は， J¥4'l'IJ (I色紙を使川し，縦位i悦で横,I}:きとすること。
(:3) 学｛立論文の表紙には，繭文題11, I、り攻名，氏名を記載すること。主た，学｛＼幻；倫文が英文の

場合には，諭文題II <J)ドに( ) Iいきで利lj沢を付出すること Cl

(1[)'芹イ立論文は，パソコン， ワーフロ， 又は丁')「きの場合は！じボールヘンを川いて楷，りで泊，り

し，英文は すべてタイプ又はワーフロとすること。

(5) 学位論文の形式/1~かに指定しなしヽが，図，表， 'tj真も含めて， IJり例を参照し内容が則解し

易い」こうな巡切な形式とする。

(6) 参考＾文献は，粋，り（仝ll)' 題名，学術雑晶；名(,片物名）， 11¥版礼，巻，貞（始頁―終頁）

及び発表年 (j!Lj)肝）を明出すること。

2 学位論文内容の要旨

(I) 川紙は， A4'Iこljj'I色紙を使川し，縦イ立i悦で横，りきとすること 0
(2) 学位論文内容の疫旨は所応の様式を使川し，論文題11, Iり攻名，氏名を記載すること。

(3) ltり1廿り期渫杓の学イ立論文内容は，和文で 1,200字｛埜度とすること。

- 15 -



2-4 修士学位論文審査の流れ

.-＝-=＝
-W-u-

＿_
＿
-g-＿-―-―ー―ーー

．．．．．．．．．．．． 
ー・

ァ 申 青
1
1
1
1

ロ 者

ー

L
⑫学位記授与 ②学位論文審査申請

承認；主指導教員

提出；学生サポ3 ートセンター

①論文題目提出

承認；主指導教員

提出；専攻事務室

⑤公聴会日程通知

/ 

／／  

／ 

／ 
／ 
／ y y ③論文審査受理通知

論文審査委員侯補者選出依頼
|
 
1
6
 
-
-

学 研究科長（研究科委員会）

④論文審査委員候補者提出
公聴会日程案提出

長 ⑪報 告

⑩学位授与

の可否

⑤審査委員選出

公聴会日程公示 ⑤公聴会日程通知

専

攻

長

A 

⑨論文審査•最終

試験結果毅告

⑦論文審査依頼

修士論文審査委員

⑧論文審査•最終試験



3 修士学位論文審査申請に係る提出様式

【論文四H提出間】

年月日

111形大学）ぐ戸院則L学研究科長 殴

年度人学 博 l:1lii期課肛

I, り攻名

学生番号

ーじ 名 ⑭
 

論 文題目提出書

1l1形大学大学院則 i:学研究科学｛立審1t細則第 3条第 2瑣の規定により， 卜記のとおり
i足II¥し主す。

ーし
●

1t, 

倫文題 11

t指導教員;j\認氏名• 印
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［学位論文審査巾晶，!}:]

年：月 11

且IJl彦）＼^＇、ド）('/:11:JU阻r.,,?MF1E-f斗lミ l)役

年度人学 Wl・l: 前期課枠

Iり攻名

学牛番妙

名t
 

L
L
 

⑭ 

学位論文審査申請書

,1, 形大学学1立規肛第け条第 1川の規定により，修I:(r学）の学｛立を受けたしヽ0)で，
|、記の，りJiりを硲えてq,晶しく［す。

ーし
... l
 

I. 学イ立漏文 :3 ;'fll 

2. 論文内容の疫旨 3 部

じ指導教[l;応忍 氏名• 印
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【論文内容杖旨］

論文内容要旨

年・度人学 I内l:前期諜｛望

Iり攻名

学什：番砂

ーt 名 w
 

倫文題 11

(1,200'『t'1U斐）
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物質化学工学専攻

教育目標とカリキュラム
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物質化学工学専攻の学習・教育目標

A 地球環境と融和できる化学技術者・研究者の養成

人1ffjの健康で安仝なlj話糾：持のため，省エネルギー・省賓源・ 環燒保全の立場から

祈素材の間発とその小庁ができる化学技伸i者・研究者を義成する。

B 革新的かつ独創的な発想力の涵養

バイオ，環境，エネルギーおよび材料をキーワードとし，科学技術．．の最先端で吊祈

的な研究間発を行し、独訓的な発想にし、たる人材を捉成する。

C グローバルな情報収集能力と発信能力の育成

111蘭広しヽ素捉と柔軟な発化に）iしづしヅこIE)際的な視，点をイiし，科掌技f府にI月］する的/i'(Hな

・I、1り恨収集能力とM究間発成果の発い能力を備えた人材を行成する，）

学位論文審査基準

1 . I I I形大学大学院刑 L学研究科 (L学系）ディフロマ・ホリシーに従しヽ，学位:1rri≫文として適切

な形式を期主えていること。

2. 修 I:学イ立繭文は，祈規刊直たは独削刊:があって物質化学 1:";気り攻に刊l迎する分野における糾
ししヽ知見をもたらすか， 主たしt'111i亥分野における研究遂りに必要なJ附翡知識.J用解カ・ 1札j)姐
解決能力宵を紅［明する，独i'lの苫察を合んだ識文であること，

:3 . lt1/ I: 1'1iJ期課肛在学中に行われる中間発表及び公聴公において，研究叶仙iと研究経過およびそ
のプレゼンテーションが適切と認められるこしならびに発表後の質疑応芥において研究に

対する則解と取糾が 1分であると認められること。

4. 論文の1洲成に/)いて
(1) 諭文の題IIが適切であること（）
(2)研究の背凰が記述され，＇研究 11的が明確であること 0
(:3)研究）j法が叫述されており， 11的に沿った）j法であること（）
(4)結果が図表的危川いて適切にぷされてしヽること 0

(5) 苫察が結果に）応丸ヽて適切に導き出されてしヽること 0

(6) 11的に対応して結繭が面切に導き出されていること。
(7) 引川文献が適切に川いられてしヽること。

fi . 提川された学イ立論文は‘’裔ft委員 (l-:ft,副杏．）に上って蕃付されること 0

6. 審査:Jよ準 lから 5までのすべてを満たしたものを介格とする。
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物質化学工学専攻 授業科目及び単位数表

単 間講期及び週II廿間数 教職
授業科H名 位→ 2 9年度 3 0年度 l+日 担胄教員 備考

数 甘~Jリl t妥川］ 廿1iJリl1変Jりl

イ'ft札急｛翡急 1l~ィヒ’、i'41f,J倫 2 2 2 則 伊祁（和） ・落介 英語-iiJ

エネルギー化学特論 2 2 2 則 ィ・．科・立1じ 炭:ilfj-1,J

ク111・ イじ"H守詞倫 2 2 2 則 遠麻(II)・伊麻（竹） 英~tf1iJ

I古IHゞ1ヒ"/:t-1J:,t倫 2 2 2 則 弟りy{{• 1公Iり！：｝ りしJH・11J

4勿廿1!1ヒ’ヽ;::附J'if倫 2 2 2 則 神）i • 11i IT! 芙語11J

構沿イi機化督：特諭＊ 2 2 刑 titl /Jl(. J11・111i) 

イ［機合成化学4サ論 2 2 2 則
(Ji1iぶ(f11) ・;'各合、.J竹 I片し•

）＇→ 11,il・J、'')II
反応変換 l●→学特論 2 2 2 r_ 釦ll• 樋口

｛多卯j几rnc1i倫 2 2 2 r・ 桑名 りしJ~i-11J 

フ＇ロセス流休 I―心学附f論 2 2 2 r lllJ11j-

イじ‘‘戸 !~'}: 乳｛し）J'、v:~、'i',r倫 2 2 2 l―ふ 宍戸

収分{~ゞL'、HN1t乱i 2 2 2 r オ＼今｛閃.1jヽ↑り^

ク)-1/.lftr.'、?li「,t倫 2 2 2 r: 1:'L~Ill (J::) 

界面物J用化学特論＊ 2 2 r. 才~{;~ . 阻y/~ 1ヽヽj' 英iifj-11J

4勿質化掌 L"/:特別演習J¥(月！科系） 11 I I I 1 則 ,y攻教且

物質化学 r今学牡別演t/A(r業系） 11 I I I l r今 I、り:攻教且

物質｛じ学 l・ム学特別夷験J¥ (Jljl科•系） 6 2 2 ;J ;J 則 Iり攻教員

物質化学［学間別夷験J¥(L業系） (-j 2 2 11 11 L I、り攻教員

科学英語4評論 2 2 2 L Jl0','11:1'リu,l/li:i':1li

学外実習（インターンシップ） 2 

則 i:学教介研修（則科系） 2 JIH Iり攻教員

則 L'芹教-(-f研修 (L業系） 2 I~ り改教員

研究間発実践油習 (tミ期派附刑） 1J 

uu 1. *印It, Iふ府年間地とする。
2. *「Ill-::人タト/.t,I爪則として11f年間講とする0
:3. 「教職科II」欄の「月I」は教Li免，;'ト教科.I・サI!科」， I I 」 /~J: I I'. 業J0)そ;jLぞれの教科にmiする科・IIを小
す0

4. /liii杓欄0) I英晶~叫は，留学lj:_O)月1.解を助tJるため，英晶を併川した投業が 11[能な講義科11をぷす0
5. 岬 L学教介研修は月I科系もしくは I業系のどちらか方しかI役修できなし＼
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

授叢科 t~l 名 授業科目の内容 担'½教員

イi機機能化学特論 ホスト・ゲスト化学，超分(-, it(本機能材料，身のまわり 教授

Chemistry of Functional の材料などl幅広いイi機機能材料およびその化学について概 ()!・Ji暴朴Itリ］
Organic Molecules 観し，これを几に新たな分f ・材料を設叶• 開発する）ft去 教授

を解諒する。また，将来実現が期待される最祈の技術につ 落合文凸

いても述べる。

エネルギー化学特論 エネルギーを物質に祖えたり，その浩えたエネルギーを放 教授

Advanced Chemistry of 出するための物質の選択，糾み合わせO))j、法のモデルとし イ・~f斗 M)ミ
Energy で屯池およびキャハシタをとりあげ，その機能発現と設叶 准教授

につしヽて論ずる。 ,'t :/t, ti! 宏
ク〉りi→ィヒ‘ヽ；：：年、~i' 面倫 物質の分離・叶測を日的とした場合の物質と物質の相 I(作 准教授

Analytical Chemistry 川，物質とエネルギーの相IL作川の化学につしヽて解晶し， 遠峠昌敏
センシング機能，分ll¥W機能のシステム構築にづいて論ずる。 准教授

/JI" JiM 1J/ IW 
I 古]{~,,:ィヒ’、iを化、!jc,謡n 固（本の合成およびI古］｛本の化学的・光学的・',じ気的、性質， l,1,] 教授

Solid State Chemistry 休の評価仏につしヽて解説する 0 腑沼英郎

准教授

松 lりF~ 雄太

物則化学特論 低温超伝導から似i温超伝導に及ぶ則論，物性と応川を，結晶 教授
Advanced Physical 構造の観，点から論ずる。 t1!1 J ,- l : i'.!I) 
Chemistry 教授

占'IH ,i] 

構辿イi機化学特論 分 fの集合による日発的な構附形成は，牛命化学あるしヽは 11t教i受

Advanced Structural イi機機能性材料化学におしヽて極めて1f(吸な役＇削を担ってし、 WI JJ;{ I姐)A

Organic Chemistry る。本講義では，分 f集合休に欠かせなしヽ分 f-11¥J)Jの特ヤI:, 准教授
機能について述べる。 片桐袢史

イi機合成化学1'¥論 実川的なイi機合成化学につしヽて溝義する。学部のイi機化学 教授

Advanced Synthetic の講義では 1分分に触れることができない，イ「機金屈化学， {JI・J/悩れlIリl
Organic Chemistry 触媒化学，保設—脱保I設の化学， Jく然物の全合成などにつし、 教授

て学ぶ 落合文凸

准教授

増）片(I湯人

汁t教i受

片桐袢史

助教

J{'y)II J;¥ JJt 
反応変換 r学特論 1浪々な反応における反応速度面を扱う。具（本的には，複合 教授
Chemical Conversion 反応，イオン11¥J反応，牛物反応，光化学反応怜であな反 會 111忠弘
Engineering 応速度と熱力学的ハラメータの関係，流れの場内での反応 助教

速度衿につしヽても取り Lげる。 樋 11 健志

移動現象倫 粘,1・'!:流休中における述動n::,熱および物質の移動に~)いて Ht教l受
Transport Phenomena 休系的に面ずる。移動機構の相似性，移動）j.f:'1屁しとその取 桑名 ム徳

扱いF怯に間する）！且｛他について講義する 0

7く〕ロセス流休 r学特諭 化学プロセスで遭遇する流（本の種煩や附叶叱につしヽて溝じ， 汁f教授
Process Fluid Flow 主たそれらの r学的取扱いT仏や応）廿例主で';・及する。さ 門叶灼樹

らに，近年行IIされてしヽる新規機能ヤt流体の特収tを解訛し，

実）ll例を講義する 0
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授業科目名 授党科I,!の内容 担,jl教員

化学L学熱力学特論 熱力学における）J本）原則を体系的に論じ，化学プロセスの Hfa差対受
Chemical Engineering 晶汁・迎転におしヽて熱力学の果たしてしヽる役伯lについて解 宍戸昌広
Thermodynamics 説する。

lりH¥Cj:q!f,,t扁｝ 本講義では，粉（本 r学における粉（本Jよ礎物l't(密度，粒:T 教授
Powder Technology 径，粒:r形状，強度，充瑣ヤ!:, 流動ャtなど）の謹細につい 木俣光正

て解訛し，それに関述する粉体力学的ャt質との間連V卜を訛 助教
明する。さらに，粒（パ・心：成プロセスと牛成粒'f-の特、性にmi 小竹刊［哉

する溝義を行う。

クHllF:r,;q、『両倫 物質の分屑m ・精製を目的とする l 心〗業装 i応i:の設叶や操作F仏 汁t~孜1受
Advanced Separation につしヽて物質移動の観点から解砂［する。特に相平衡を利）廿 11i Ill t・l'/i-
Process しての分離プロセスを対象に物質移動の支配現象や移動機

構について説明する。

界面物J用化学特論 ナノ～ミクロンオーダーのコロイドやスラリー中の中立 fの 教授
Advanced Intcrfacial 分散・凝集平動とその界面で起こる現象について，溝義する。 ~--: {1,,~)t 1F 
Engineering さらに，マイクロ布間を利川したナノ中立（合成や屯(;『II 11f: 教授

品・ 1仮梨品・食品・化粧品への応川・Jf例を学び，ナノ中立（＾ lり'.J.:r~:, 「)＇こ;,;、'.

を支配する1人:Jrや界面で起こる特別な現象を則解するり (1¥イオ化＇芥 r?内戎）
物質化学 I".学特別油料A 物質化学 1:学のl、りp11分野，すなわち機能分(-化学，環境工 専攻教員

国！科系） ネルギー化学および化学システム r.学に関する内判l知識を
Special Exercises in もとに，それらの L学的応川につしヽての文献を輸誡飢習す
Chemistry and Chemical 7 J。
Engineering 

物質化学 L学牛、『別油習A 4勿'fi1ヒ,"f:1・. 督：0)1、1/1111ク〉川f',)→ ftオー）ちl幾fiじクJ(1じ’芹， 図iけ［コこ I、り:攻教 11
(I・~業系） ネルギー化学および化学システム I".学に関する＼り判知識を
Special Exercises in もとに，それらの l学的応川につしヽての文献を輪虚飢料す
Chemistry and Chemical 7 J。
Engineering 

物質化学 L学牛『別実験A 4勿附［イピ芹 I",'戸のi_l/lllJ分野，すなわち機能分 f化学，環境工 1,t{攻教 11
（月！科系） ネルギし—化学および化学システム 1:学に1月lする内甲l知識お
Special Experiments in よび実験技術をもとに，学牛•人］人が創紅 r.Jこをし，そ
Chemistry and Chemical れらの r.学的応川の研究課題につしヽての文験研究を行う。
Engineering 

物質化学 i:学年、Ii'別夷験A 4勿’質1ヒ"'f:I: 学の内判］分野，すなわち機能分（化学，環樟工 Iが攻教員

(L業系） ネルギー化学および化学システム l学に間する内判l知識お
Special Experiments in よび実験技術をもとに，学牛人］人が創紅 rJ:をし，そ
Chemistry and Chemical れらの Iり学的応JI]の研究課題につしヽての‘火：験研究を行う 0
Engineering 

,pj.,'; たりし：；；M、lj,扁倫 今主で英語というととにかく詑えること， lllr,記することに Jl:',;ji;:iリ~,j岡 n,n

Advanced Science English 終始していたはずtうこの講義では，英I沿を就えるのではな

く「使う」ことを屯視する。英Jti・を使って， I'!分が伝えた

しヽことを表現（請す， ;I;-く）するためにはどうすればしwヽ
かを糾に考え，純習する。

学外夷習 企党などにおしヽて， 1'1らの［り攻や将来の経験にI見l連した就

（インターンシップ） 業休験を行う 0 大学教行とは異なる， 11'/jしヽ職応訟蔽と i'l'ヽ/
Internship 心・責任感のある社公人となるための介成を Il的とした丈

習である。業界や業挿怜に閃する 'Jr前の調ft,実習， ・Ji:後
の夷習報店などにより職業認識の111]卜を図る。

~25 



ト之業科如卜1名 授業科日の内容 担'11教員

則 L学教育研修（月！科系） 担,1J 教官の指導を受けながら，学名I\の製図• 実験・文習・ 内攻教且
Education Training in 屈習などの実務教行研修を行う。教えることは学ぶことで
Science ある0 Jlt! 科教行の在り）j. 指導の{fり）jを実地に学ぶ

則 r.学教fr研修 (r.業系） 担 qi 敦1'\'の指導を受けながら，惰噌11の製図• 実験• 実習・ 専攻教員

Engineering Education 飢習などの実務教育研修を行う。教えることは学ぶことで
Training ある。 r. 予教介の在り）j・指導0)在り）jを')こ地に学ぶ
1iJFりt:IJ廿府ぎ)りi炭州ifl 企業現場において，ヽlj1l亥企業の協力を得ながら，企業分析・

（に期派附咽） 肖~足分析を行い，課題発見と改怖提案を行う D tた，企業
Practice for Research and ’研究者と共同で開発研究活動を行う。
Development 
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バイオ化学 攻

教育目標とカリキュラム
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バイオ化学工学専攻の教育理念と教育目標

化学を駈盤とする学間領域は，近代の物質の牛峠に欠かすことのできない屯要な学間領

域である。イ［機化学，無機化学，分析化学，物則化学としヽった）店礎学廿¥lは，我々の牛話の
いたるところで楷在的にJ:Hlm見ることができ， 1仮薬， J農薬，材料，衣料，測定機堺，デバ
イスといった形で我々の牛話に大きく貢献している。

力，近年・の牛命科学の発展は日党主しく，その成果はたんばく質，遺伝(-, 細胞とい

った,Jj:_命現象をぐかさどる11-:{本物質の応川という形で，祈しい学料l領域を構築してきた。
この学廿IJ領域は，バイオL学と呼ばれ，多くの廂業分野に応Jllされると共に，現在，人柏
が直面するエネルギー，食幅，環境， 1灰療などの廿i]題を解決する切り札として，強い杜公

的要求に応えると期待されている。

本内：攻では，現在の我々の牛話を支えている化学と，木来の牛活を支えるであろうバイ

オ[学を融合させたバイオ化学i:学にIY,Jする教育・研究を行う。本iり攻における教介の11
指すところは，既かな教捉と翡度刈(jllj知識を備えた人材，すなわち，時代とともに変化す

る社会の処泊や祈たな学院領域にチャレンジする奸貨心あふれる研究者およびリ｛判l技術者
O)ff成である。

本,y攻の教育II椋を達成するために次のような学習II椋を掲げる。

J¥) 牛物一化学に位lする似i度リ州l知識0)料得
細胞科学，酵素 r.学，追伝（・ I~学， 4頂I\学，牛休機能科学，介成化学，賓加科学，界面科•
学，プロセス I'.学に1月lする翡度内判l知識を身につける。

B) ,, り判l分野における研究企仙i能力の習得
独立した研究者および刈i:1111技術者としてのい念に）よづいた，研究の立案，遂行，及び結果

を解析し取り主とめる能力，並びにプレゼンテーシこ！ン能力を身につける。

C) 既かな創造性と独訓性の涵柑

バイオ化学:r学研究者およびリ州l技術者として，学耕l全般に令る 111闊広し＼視野と社会正義の
、［現を罰う確lr1i]たる倫則観を捉うとともに，既かな創造性と独創刊：＾を惟i捉する。

学位論文審査基準

本＼り攻では，学イ立論文に係る以ドの 1から 4主でのすべての札f1U店準を満たしてしヽると
判断されたものを合格とする。

I. I I I形大学大学院則r学研究科 (I学系）ディプロマ・ホリシーにしたがしヽ，学｛立論文
として適切な形式を踏主えていること。

2. バイオ化学 I'.学にIY,Jわる祈規現象や課題に取り糾み，健令な社公lj:_活に貢献できる紅

義が明確であること

3. I専卜前期課肛在学中にiJわれる中廿¥]発表公及び公聴公におしヽて，研究,ll・l!hiと研究経過
およびそのフレゼンテーションが適切と認められること。ならびに発表後の質疑Iぷ悴
におしヽて研究に対する則解と取糾が 1分であると認められること。

11. 論文の構成につしヽて，審杏委H (L 1L /i'i!Fift)によりド記の仝ての瑣IIが適切である
と認められること 0

(I)論文0)題名が適切であること。

(2)研究背屎が論刑的に記述され，研究H的が明Ii作であること。
(3) 11的に沿った研究）j怯であること。
(1JH翡果および的察0)導き）jが妥‘りであること。

(5) 11的に沿った結誨が出されていること 0
(6)文献が適切に川いられていること。

(7) 図表・賓料が適切に表7]~されていること。
(8)嬰旨については所定の形式を踏まえていること。
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霞

バイオ化学工学専攻 授業科目及び単位数表

‘甲‘’ 間講期及び週時間数
教職

授業科目名 位 2 9年度 3 0年度
科~ 日

担‘ー］教員 備考
数 前期後期前期後期

糸111!1包r:・iを4寺i倫 2 2 則 1111rn:11, -~ しし 1~

感枕牛則学特論 2 2 則 恒成

IL{本杉長fiヒタ1r化q:特論 2 2 則 イ左II瀑()J) 英語可

!IJ勿札椅fiじL'ヽ'f:特濯倫＊ 2 2 2 則 l'J;ll悦，ク阻）: 

!!-:f本4勿附［｛ヒ,・y:q寺両倫＊ 2 2 2 則 fir.JI瀑rn的）， ,;fs:,1贔

精密イ［機合成化学特論＊ 2 2 2 闘 彼多野 英語今1iJ

IH勿イ日幾ィヒ学:q、!)'1倫 2 2 則 今野 英語11f

イi機賓源変換化学特論 2 2 則 多賀谷 英語吋

イi機物質化学閥論 1 Jl:'i;r;1JV11¥府i'l1li

牛休伯j分 r構辿解析年、『論 2 2 JI!! れ11保

コロイド分散・界面化学特論 2 2 郎 阻f々小l今， ,,,j,イ｝ 英語可

バイオプロセス r.学附i論 2 2 則 翡J、,Ill 

環燒システム r学年、『論 l Jl''iif;1リu;l情(i':1li

偲叶度椅IH本木オ半1・1かi益i 2 2 則 JI IJI: 

無叶幾物質化学年、Ji'論 I Jl:'ij!;!Jリ~;;情in11i

バイオテクノロジー4炉論 2 2 則 横111

バイオ化学 L学特別油習A* 11 I l I [ 刑 I、り攻教員

バイオ化学 r心学牛、lj,別実験A* 6 2 2 ;J 11 則 Iり攻教員

科学英語4か論＊ 2 2 2 Jj:'ij~ljリ~J箭ニ― i'l11i

，、ドタド）こ習＊ 2 

則 r学教介研修＊ 2 flJ! 

研究間］発丈践油習（長•期派附咽）＊ 11 I、り攻教員

（注） I. *印は， fo年間地とする0
2. *印以外は， )J叫lとして隔年間講とする。
:3. 「教職科・II」欄lの「J1j!」は教1:1免許教科「Jljl科」の教科に1見lする科IIをぷす。
4. 備考欄の「英,l/f11[1は，情学牛のJ11l解を助けるため，英閥を()!川した授業が可能な溝義科IIをぷす。
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バイオ化学工学専攻 授業科目の内容

授梨科廿名 授陪科日の内容

細/l包 L'、 'f:~か繭

Cell Engineering 

感‘此牛刑学特論

Sensory Signal Transduction 

11・．休機能分(・イじ学4、『論
Chemistry o「Biofttnctional
Molecules 

11消勿1幾,i~l~'/:4、'i'il倫

Biofunctional Engineering 

IH本物質1ヒ学4、'hi倫
Chemistry o「Biologically
Active Compounds 

帖密イ［機合成｛ヒ学附i'r益；；
Advanced Organic Synthesis I 

牛物イi機化学特贔
Bioorganic Chemistry 

介機百加変換化学特論

Chemistry of Organic 

Reactions and Materials 

iu本の lj:_命、活動には，極めて多くの化物現象が l½l わってし＼

る u 本牛、り面では，細胞の代謝や恥変，動物の発牛• 生殖か
どをテーマに，化命の最小叶i.位である細胞の構造と機能を

学とともに，細胞の槻能鮒析に,-frif欠な先端，汁測技伯やf11『

析戸幻こつしヽて雌解を深める0 ,,j叫守論では，細胞 r.学や梵
!¥:. I'.'、ドの先端技衛によってどのような研究成果が得られ，

n会に貢献してしヽるかにつしヽても，溝義する0
・牛体は,;;『に外界からさ主ざ主な伯報を取得・処則して1「
動している"その瓢こ,n要な働きを成している感此機能に
")しヽて学習し，各感‘此の叩叶叱，感此堺‘打の槻能，感立細胞

の伯報変換機構について則解することを II椋とする。
・ヒトや動物の感就における機能や厭刑，感立研究にづし＼

て学ぶことによって，我々がどのように外界からのNi報を
取得しているのかをJlj!ffj『する。

牛．、（本を構成する該酸，タンハク質，多t1H,!I廿質，!¥:.物ラジ
カ］レなどの機能性分rに行IIした材料設叶の),り(iJlと応）ll 
について学びti:公とのかかわりを苫え則解することを 11
椋とするり小命現象を制御できる機能性闘分［材料の構造

と機能につしヽて多面的に拷察を1)しヽ，最祈の分［設叶「・怯
をJIH鮒する。
生物機能 1:学では，牛物がイiする機能や4、『|、生を明らかに
し，傷古，炊患の日坊や沿原に貢献寸―る技Wi,tた，!¥:.物
がイiする艇れた機能を利川し，イi川物質牛佑，農業い危や
環炭浄化に刊lする技衛を取り扱う。
本，溝義では，化物機能 L学のJ贔見となる追伝(-I . 学やタン
パク質 r.学を概説するとともに，夷例をぷしながら最新の
技術に")いても解訛する0

牛休成分や4月屈叶牛物質の柿粕・機能・合成）i{人につしヽ て
平ぶ，イIi'.}枷は，糖質化学を"'心に加他から1りミ梨品への応）ll 
主でを解況する。木，1;,'j(;t, 醇素やタンパク質につしヽて，酵

素機能の改変，イi機合成化学への利川を中心に解砂［する，）

侃々のイ［機化学反応の合成反応を学ぶことによって，反応

条件や反応機構，さらに，反応に川いる試虻に1叶lする知識
をや／得する。習得した合成反応の知識を化かし，夷際の修

l: 論文研究に応川することをII椋とする0
火然イ［機化合物のみならずイi機分rを構築する 1-.で必須
の立休化学制御仏，イi機分(-構築法を刑解し， 1'1らの研究
に悩Iぷできる能力を｝竹うことを II的とする。最近，合成さ

れた）く然物やその誘導体をケミカルプローブとして川しヽ，

その4月！活付の発現メカニズムを研究するケミカルバイ
オロジーが)]l:¥l光を浴びてし、な削槃研究とあわせて最近の

進歩を紹介する0

化学賓源やバイオマス貢加など多様なイ［機賓加の変換• 利
川反応について，今後の応川が期符できる芙文トヒックス

を取り Lげ，それらのフレゼンテーションを行なう 0 トヒ
ックスに対する背屎やT払，現状での帖果や期符できる成
果などの報内・質疑Iぷ特により，責加変換化学にお｛｝る利
学的間題へのアフローチとrmり出解決への）刷｝廿能力の向 I.
を到逹11椋とする。
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教授
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1受業科H名 授業科Hの内容 担,j'i教員

イー［機物質化‘、ド特論 食品内にlj:_じる熱と物質移動の）,t本的な現象について説 JI, 叶,;!1リ~;l怖 nrn
Applied Organic Chemistry 明し，食品光党で肛梃な食品の冷凍，殺伯，品質の変化

（蛋I'!変,1生，澱粉の糊化， 旨味成分の変化笠）につしヽて

概説するQ 次いで，＇［じ fレンジ）JI! 熱ぐ加の各種）JI! 熱操作に
ついて概説する 0

生休沿i分(・構造解析特論 化休似i分 fは白らの形態変化や分f凝集を伴って機能を 助教
Structural Analysis of 1店J見させてしヽる 0 本講義では，光・ X線・中ヤI:(-線およ れ11 f~~ 朴I!砂＜
Biopolymers び NMRぐりを川し、た牛休似i分［の構辿解析怯を紹介し，得

られた構沿枯恨と機能との相閃を体系的に面じる 0 Jぷ川
例として，牛（本似i分［のゲル化現象に対する最近の研究
例を紹介する。

コロイド分散・ 界面化学 ナノ～ミクロンオーダーのコロイドやスラリーの分散洛 11(: 差対受
特：ii倫 動とその界面で起こる現象に~)いて講義すな特にコロ 阻fJcr 1: 、J·l~;、9

Colloid Dispersion and イドやスラリー中の粒:(-に行IIした分散・疑集のメカニ 教授
Interface Science ズムをDLVO則論をもとに解砂［するとともに，界川ii,「;'i'I済I) 木俣光 11:

や仙i視媒性分 fを川しヅこ界面物1・11:の制御）j法につし¥・c,;11; （屈勿filじ?I'戸内J文）
義をりう。さらに，マイクロ布間を利川したナノ料1.r合
成やI災薬品・食品・化机品への応川・F例を学び，ナノi立
fを支配するI人）（や界面で起こる闊別な現象をJlj!f(j『す
7 ,,) 0 

バイオプロセス L学特論 生物を利川した I業牛祁フロセスや環燒保仝フロセスシ 助教
Advanced Bioproccss ステムを対象に，牛物）又応の定械的な把1Jせに日恨をW/:き， 似i1:111 f呆之
Engineering バイオリアクターならびにバイオセハレーシclンデバイ

スの設叶につしヽて学ぶ。

環炭システム L学附i論 エネルギー牛廂，泊粋や l業川水，排水の取り扱しヽにお Jl:'i,';~ リ~,Hli'flrli
Advancedじnvironmcntal いて，環燒を保仝することがif(要である。環境保仝の立

System Engineering 場からこれらのエネルギー，水の扱しヽ）j, システムぐりを

解説する。

無機牛休材料4、1i',r倫 牛休硬糾織の構．砧および機能にづし¥Tf罰況し，その代 准教授
Inorganic Biomaterials 杵•修復を 11f能にする材料の設，i卜指針およびその謹価）j JII)j: l't r 

Yi訃こつし¥-CffJ『説する。さらに，無機牛休材料に間する最
祈の付汁Iiを溝義する 0

肌［機物質化学肋論 エネルギー，賓源および環Jj叫l題に~)いて鱚況し，今後 JI, ヽ,,;『!リJ,l怖i':r!i

Applied Inorganic 1f, 製な課題と考えられる屯氣化学エネルギー変換におけ
Chemistry る材料設叶にI叶lする最祈柏報を講義する。さらに，祈技

衛IJH発と技術者（倫刑に開する講義を行う。

バイオテクノロジー特論 生物の身体の中では様々な牛命現象が起きており，それ Wt111 1引哉(-
Aclvancecl Biotechnology らに刊lわる多くの牛休反応や牛休機能が分rレベルで則

解できるII、!)'代となっている 0 本4評論では分 fレベルにお
ける牛命現象を廿！！解し， 1坂療，創虻，食品分野における

バイオテクノロジーなどの応川となる 'Jf項を学び， 苫察

する。
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授業科日名 授業科目の内容 牡l'l'i身文H

バイオ化学 l亨特別油習A 修 I:論文の、．研究に向けてバイオ化学 l争ム学の専門分野にお 専攻教員
Special Exercises in ける各柿の研究課題について演習を行い，指導教員との輸
Biochemistry and Chemical 溝演習によって， 1%度な知識と論則的息考能力，コミュニ
Engineering ケーション能力勺信を義う。

授業の概嬰

修 I:論文のための実験や叶圃に向けて， I_,り門分野の）店礎的

な文献を輪，溝狐習することにより，外杯l語・の能力を捉うと
ともに，必吸な柏報を収集する能力を，；）ii紬する。

バイオ化学 L'、ド特別£験A
バイオ化学 L"和り平り分野の研究における知識と技術を系 ＼り攻教員
統的に修得し，研究課題につしヽての実験を行うことで， M

Special Experiments in 究を,i+11hj的に実行できる能力をi尾成する｛｝
Biochemistry and Chemical 

Engineering 
授業の概要

バイオ化予 1:学刊l連各リ｝門分野における各柿研究課題に
つしヽて実験を行う。
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応用生命システム工学専攻

教育目標とカリキュラム
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学位論文審査基準

I . 1J1 形大学大学院則 I~学研究科（［学系）ディプロマ・ホリシーに従しヽ，学位論文とし

て適切な形」いを踏主えていること。

2. 修 I:学位繭文は，新規刊注たは独創性があってIぷ川！［命システム］．学に1町l連する分野
における祈しい知見をもたらすか， または"'i,l亥分野における研究遂行に必疫な）よ礎知
識.JI! 園）J・11¥l題解決能力ぐりを;i1E明する，独!'Iの考察を合んだ論文であること。

:1 . I専I:1)fJ期課祝在学中に行われる中間発表公におしヽて，研究叶圃と1iJF究経過およびその
プレゼンテーションが，適切と認められること。ならびに発表後の質疑応答において研

究に対するサllfiJ『と取糾が 1分であると認められること。

4. 論文の構成に9 八ヽ て

(I) ,; 倫文の題IIが適切であること。
(2)研究の背訊が記述され，研究II的が川確であること。
(:3)研究）j法が出述されており， 11的に沿った）j怯であること，〕
(4)結果が図表ぐりを川いて適切にぷされていること。

(5) ぢ察が結果に）贔八ヽて適切に祁き出されてしヽること。

(6) 11的に対応して結論が適切に導き出されていること 0
(7) 引川文献が適切に川いられていること，）

5. 提出された学イ立論文は審1f委ll (j: 査，副10によって蕃1fされること。

6. 札釘州），し準 lから 5主でのすべてを満たしたも(})を合格とする。
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応用生命システム工学専攻 授業科目及び単位数表

叶i 間講期及び週II、『間数 教職
授業科• 日名 位→ 2 S)年度 :3 ()年度 ,Pl鼻 H

担,1'i教員 備考
数 廿ff共Jl 1妥川lr)ii川l1妥札ll

!JJ+木オr1-"t 2 2 (2) I~ 111,;fゞ（（1隻） 英晶・11J

バイオインフォマティクス 2 2 (2) 木ノ内

／［休システム特論 2 2 (2) 測 芙語可

lj:_雌恨能0)叶測と解析 2 2 (2) 糾IY,J 英諮11f

Yc-J-ノrl卜測 2 2 (2) I→ ▲ 堀田 -j lIIミ・:M'1.-11J 

細胞迎動倫 2 2 (2) 羽島

I り、:Jlliihif~r_,;をi倫＊ 2 2 1: 湯伐 英話:,,J

ぅ二`ータff]『析論＊ 2 2 I~ 褐伐 央If• 晶'.·.1..1.J 

\―~/'\スト制飢l則論 2 2 (2) L 村•松

リこt月111]屈各 1・:・ 芹＊ 2 2 r. 耕i山 (j汀）

似i周波集積I叫烙システム＊ 2 2 r 横山（道）

マイクロフロセッサ応川 L学4守論 2 2 (2) L 金 f 英Mi'i1f

l二J;jミ、、；；ト r・、ド附!'ii倫 2 2 (2) r. JI: I・. (健） 英1llt11J 

)1Ul・iJ!IJ L'/: 叶＜ 2 2 r. ¥)虻i『II0谷）

応川牛命システム I:'芹閥別飢習A 11 l [ I I I~ I、り攻教員

応川牛命システム L学特別実験A 6 2 2 11 1[ r曇 Iり攻教it

応川牛命システム i:学附i箪倫 2 2 (2) I~ J1,;,;nリ1,H,Yi':1li

文献調査‘ 2 2 (2) L Iが攻教員

学外実・料（インターンシップ） 2 

研究間発実・践飢習（長期派附咽） 11 

OU I. ＊印/t, II刷I'-IJ廿,Hit'とする0
2. 
d') • 

＊印以外は，｝爪則として1ザ年間溝とし， （ ）内の数'j-:は:3()年度の間1.111tr, 定週II、『間放をぷす。
「教職科II」欄の「 I"」は，教n免,l午教科 rr. 業」の教科に1叶lする科IIをぷす0

4. 備考欄lの「り芯j/f11J」は，惰学牛の刑解を助｛｝るため，芙晶を併JIlした授業が11J能な，溝義科11をポ
す。
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応用生命システム工学専攻 授業科目の内容

授業科「I名 授党科日の内容 担'[1教員

Jt:.{*1,flY'f: 先進I仮療の発）民に伴し、，様々な人 L材料が化（本に悩mされ 教授
Biomaterials てし、なこれらOYI:休材料の開l発動向，種煩および生休泌 ill :,,jゞ 修

川箇所などを論じ，牛休材料を開発する I文．での雌論1'1り指針

につしヽて講義する。

バイオインフォマティクス 情恨 r.学と牛命科学の融合分野であるバイオインフォマ 准教授
Bioinforrnatics ティクスについて講義すなゲノム，フロテオームぐりの膨 木ノ内 誡

大なデータから牛命hり報・班伝、情報を解明する］こめの）j怯
を論ずる 0

牛→、（本システム特論 本講義は invivoとinvitroの生休システムを比較しなが 汁［教授

Biological System ら展開する 0 /じ（本0)'1・1('ij『I"!:と細胞陪捉環炭0)作り，呼吸シ 測 忠剛
Engineering ステムと｝竹義細胞の酵素取り込み， ljj木反応・削（蒻癒合と

バイオマテリアルとlj:_/本との相 I/作川を対照的に学ぶ，最

後はバイオリアクタと 3D ゾリンティングの再生 I矢療 l〗学

への応川を解汎する。

lj:J咀幾能O),lj-j)[ljと解析 ヒトの牛刑機能を情報システム的観，点から廿j!解すること 教授

Analysis of Physiological を日的として， iu~叶丘り計測臼tとその解析怯及びデータ 新 I梵l久
Functions の解釈に,--_)し ¥"(I溝義する。特に'l'l格筋のエネルギー代謝の

無似偲，汁測，呼吸術環調節系のシステムl,iJ定などにつしヽて

最近:O)請題を交えながら解砂［する，9

)t-J→ノ叶測 光学卯微鋭は様々な研究分野におしヽて微細構辿を非破 11/1孝対受
Optical Nanoscopy 壊• 非桜触に観‘測する「'・法として広く利川されてしヽる 0 JJ11¥ I I I廂,rr

4心溝.;1て汀:t,光学即微鋭の），り礎からナノ叶測に利川されて
しヽる叶i分（分光怯，超解像敬光顕微鎧，tで応川例を紹介

しながら解訛する。

細胞迎動論 化命話動を支える細胞述動の）占盤となるタンハク質迎動 ,1t教授

Introduction to Cell にltlして論ずる。特：にモータータンハク質と細胞竹格との ;J;J X、~;ttf 111 
Motility 相11:作川を t題とし，無秩庁な分（心迎動から非対称の迎：動

が発牛する仕糾みや化学力学こエネルギー変換機構につし‘

て解説する。

Iり、::Jll 11hif* I".'、ド詞倫 現在臨床で川しヽられてしヽる X線CTやMl¥IなどのIり、：川 教校
Medical Imaging Technology 1wr Jvi 1,1i11象｛ヒ1支Wiにつしヽ て， ータ取得およびデータ処J用の 湯浅竹也

観、＼ばから,l/li'義する 0
データ解析論 叶測データと叶測過料を表す物則モデルから， !Ji惰0)'1礼報 教授
Data Analysis を抽II\ す―る）j法に~)しヽて，線咽イり数，統叶学， 'iii報 J咀論的 湯浅竹也

、側面から考える。

口ノくスト制御則論 制御対象のモデル化凶氾はモデルに）占づしヽて設叶した,M 准教授
Robust Control 御系の安定ヤtに影粋を及ぼすが，近年，モデル化忍烙に対 1寸1公紗t

してロバストな制御系の設計刑論が発展してきた。本溝義

て汀土 lゴノくスト;ll!J1卸， 4か（こ11無限A制御を中心に，）！［礎的な
刑面と），ぶJlj沈について講義する。

リこMl口l屈各 I~,、 'f: 平導休集積111)路に使川される MOS (Ml、tal 0、xicle 准教授
Integrated Circuits Design Srnn i concluc tor) トランジスタの構沿，屯気的特十生の解析 横 111道央
Engineering などを pn接合廿j!論， トランジスタのゲートltbl値屯圧の解

析などから起論してしゾ八なお，実院のMOS集積I口l路に
つしヽても，製沿プロセス・）,(本111]路から応川1111路主で講義

する 0

翡周波集村伽ll烙システム 近年急速に杵及した携幣鵡活笠ギガヘルツ幣移動休通i.1 准教授
Radio-Frequency に川しヽる平導体集柏jr1j路システムにつしヽて，）よ礎から応川 横山道央
Integrated Circuits System 主でを概説する。
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授業科日名 授叢科日の内容 担,11教員

マイクロプロセッサ応川 r. マイクロプロセッサ閃述技術の進展とその応川例につい 准教授
悦J牛¥,f. n吟1111 て，ハード，ソフト両面から論じ，マイクロプロセッサを 金(- 勉

Applied Microprocessor 応川して外部機堺の制樹lを行う場合に則解が必要となる

各柿インターフェース及びソフトウエアにづいて0)概吸

と，最近の様々なIぷ川機堺知について論じる 0

ロボッ]、I―.'"('~ 評論• 4ゞ，溝入覧て汀i,l□ I 7ドットアームと移動ロボットを叶i心に，解 教授
Advanced Robotics 誼と研究・Ji:例紹介をilう，'1)/J'ドは，ロボットアームの動力 )j: I・. 健 ,i)

学，＇（立 i悦制御，力制御につしヽて，溝義する 0 後'Voは，巾輪式
移動ロボット，多肌lロボット，ヒューマノイドロボット袴

の機構や制御仏に関する研究'll:例を紹介する。

)¥';,lJ-iJ!lj L'、iを 牛休機能センシング勺〉の科学叶測に様々な光測応技術が i什教授
Optical Sensing and 利川されているが，それらの）よ礎知識と則面を繭ずる。内 i疫乳11・ヤ谷肌It
Mctrology 容としては，共焦点枷肌微鏡，光 I礼•渉叶測ぐかのJ;;U用と Iぷ HJ 例，

それらを）山にした牛休光イメージングの）｝げgと応川を紹

介する。

応川牛命システム 1:学特別 1,lj判l分野につしヽての）よ礎的文献および応川文献をもとに ＼り攻教且

祖if/A した油習を行う。

Colloquium 

応）ll牛命システム r_学牛、fi'別 1_1/Jilj分野の）！［本を修得し，研究課題につしヽての実験研究を I、り攻教員

実験A イ/J, ― V-)。

Research Programs for 
Master Thesis 

応川牛命システム r州：牛、'i'論 伯報0)しヽろしヽろな分野の第ム線で泊躍する＼り111]家から最 Jn;~ljリJ,l情 1':1li
Advanced Bio-System 先端の技術や科学の講義を受け，質疑応答し，ヤ11{1i'Iりを提
じnginccring 出して硲削を受ける 0

文献，/JM1t 受淵者それぞれが，修u倫文にのみ没煩して視野が狭くな ＼り攻教員
Literature Survey るのを防ぐために，修 I論文と屯複しなしヽようにテーマを

選び， WJ係諭文を 10ないし 20恨を誡破して，総合的に

fり伯悦す-る O
＇、/:夕ト'J!:fl 企業などにおしヽて， 1'1らの＼り攻や将来の経験に間述した就

（インターンシップ） 業休験を行う。大学教介とは異なる，似iしヽ職党紅識と「Iヽ'r:
Internship 心・責任感のある社公人となるための行成を11的とした'X

習である。業界や党柿怜•に関する 'll 前(}),/)刷杞実判， ・J,:後

の実習恨1りなどにより職業紅識の向 I.を図る 0
1iJr究開発夷践油習 企業現場において，ヽi1該企業の協力を得ながら，企繁分

（長期派附咽） 析.,>信業分析を行い，課題発見と改善：提案を行う。主た，

Practice for Research and 企菜研究者と共Iii]で間発研究祈動を行う 0
Development 
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情報科学専攻の学習・教育目標

情報科学は人I札］の知的な党みに関わる総合的な科学である。それは先端科学技伸i分野に
おける創辿活動のJ店盤として，様々なシステムを構築・迎川する技術を支え，社公を動か
す）}jl動力となってしヽる。梢報科学の役れjと影開力は今後益々大きくなり，多1汲な要求や礼
会環境の変化に柔軟に対）Iぷする訊力と新しいものを咋み出す技術力が強く求められている0

この状況・要訥に対応できるよう教行プログラムを幣備し，先端的な学術研究を行う中で

技伸i憔l発を先導できる人材や,,,闊広しヽ分野で贔度情報・ネットワーク礼公に貞献できる人材
の有成を II指す。

これを明確化して，＼り攻の学習・教育l廿票を次のようにかかげる。

(A)、情報科学に関する深しヽ知識と応川）J : 

知識伯報科学，＇情報メディア科学の技術分野に I梵lわる深しヽ知識を修得し，＇柏報科学の
先端的分野に日在に応）llできる能力を義う。
(B) I関連技伸i分野に位lする 11,晶広い知識：
，情報科学をJよ盤とするシステムの機能実・現に!Y,Jわるシステム 1:学や屯(r.学などのI月
述技術分野に l~;Jする 111闊広い知識を捉う。

(C)技術的I廿J題の,i)li]ft分析）J : 
必I梃とする技衛を識別・;/)彫杞し体系化された知識として修得する能力や， ・I、訂報科学の
技術分野に関わるモデル・システムを分析・概念化する能力を捉う。

(D)課題設定.11¥J題解決能力：
妍しい対応が求められる情恨科学の課題を設定・定;:¥;;化し仮説を検証する能力や，間

題解決に晶妍的な）j怯を適）llし訓沿I、化を発揮できる能力をi足う。
(E)社会・人間悦l係スキル：
倫則的な息苔カ・記述）J' 発表・ふl議能力，コミュニケーション能力， リーダーシッ
プ能力，チームワーク）J' 行動力を義う。

学位論文審査基準

I. ill形大学大学院則 i:学研究科 (lり〗学系）ディプロマ・ポリシーに従しヽ，学｛立論文とし

て適切な形式を踏主えていること。

2. 修t:学｛立論文は，新規・I生主たは独創刊：があってh冒11科学に位l迎する分野における祈し
い知見をもたらすか，主たは'11i1亥分野における研究遂りに必疫なJよ礎知識・サHfiJ『カ・
間）姐解決能力憚を証明する，独l'lの考察を含んだ論文であること。

:3. 論文の構成につしヽて

(1)論文の題IIが面切であること。

(2)研究の背屎が記述され，研究11的が明確であること。
(:3)研究方法が記述されており， H的に沿った）j怯であること。
(4)結果が図表ぐ§を）IJいて適切にポされてしヽること。
(5) 衿察が結果に）よづいて泌切に導き出されていること。

(6) 目的に対応して結論が適切に導き出されていること。

(7) 引川文献が適切に川いられていること。

4. 提出された学イ立論文は， I~ 記］から 3の）店準をすべてに満たしてしヽると審ff委員（じ
性，副牡）に'!'.lj定されること。／汀3, 2 1・トII'1.J初に叫間術代，論文提出llliに日,m審1fを
1f-う。
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情報科学専攻 授業科目及び単位数表

lj'i. I非l講期及び週ll寺間数
教職

授業科日名 位． 2 9年度 :3 0年度
f斗II

担‘•り教員 備考
数 前期後期前期後期

応川音’声ふ沿処雌＊ 2 2 ,, 行 小坂

r1l・i)!IJ、1、iiヤIH6n叶＜ 2 (2) L 平q―I

複雑系概論＊ 2 (2) r 廿1111
柏・・報処J叫か論＊ 2 2 ・I、il ll I村（安）

コンピュータネットワーク特論＊ 2 2 ・I、ii ;jヽII I (Iリj)

応川センサi:学＊ 2 (2) [ WII Ill 

イ i限• 炭界疫素怯＊ 2 2 L ネij1谷

ヒューマンインタフ .Lースと人間中心成叶＊ 2 (2) r 野本
両像処則 r心学概論＊ 2 (2) 'IW 深見

視訊情報処l咀概論＊ 2 (2) L 11 l 1J、J

1l 1-t~i: fill唄i倫枇闊i倫＊ 2 2 ,1打 内澤

爺如叶的f幾h戒学習概論＊ 2 2 ,1、i1i 安Ill

心ヽ札I[~勿Iりし］：オ既i倫＊ 2 (2) ・I、i'1 水）j: 

仲経情報処則＊ 2 2 ・I、N 久保川

数｛直シミュレーション概論＊ 2 (2) r_ 1 
付i恨科学特別油習A(、1訂恨系） 11 I l l 1 、IW I、I/攻教員

柏恨科学特別油習A (L学系） 11 1 l l I i: Iり攻教Li

村i恨科学特別実験J¥ ('IN報系） 6 2 2 11 11 、l・N Iり攻教H

、I青報科学特別‘友験A (l―心学系） (i 2 2 ;J 11 I". 刈i攻教員

fit報科学附i論(・情報系） 2 2 (2) 帖 I、り攻教員

廿i恨科学特論 (I汀ム学系） 2 2 (2) i: Iり攻教n
付濯処刑技術・:~評論 2 2 (2) ・I、ii 刈i攻教員

文献調ft(伯恨系） 2 2 (2) ・I、ii 内(攻教員

文献調竹:(L学系） 2 2 (2) L 内i攻教員

学外実習（インターンシップ） 2 

研究間発文践油習（長期派附刑） ;J 

（注） l . *印は， I~符年間，溝とする。
2. *印以外は，）爪則としてfo,年間講とし， （ ）内の数字は:30年）化の間溝 fうじ週If、『間数をぷす。
:3. I教職科IIJ欄のけ訂」は教n免謹教科「h『報」，「 l」は I「業」の教科に刊lする科・llをぷす。
4. Nii拷欄の「英，lit11f」は，憎学牛の則解を助けるため，英晶を併川した授業が可能な講義科11をぷ
す0
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情報科学専攻 授業科目の内容

校業：科目名 授業科日の内容 廿l'片差女[

応mt予声，―Yi1/i処げl[ 竹声ふ泊による機械とのコミュニケーションのための各柿 教授

Applied Spoken Language 技術について論じる 0 述続音う凡忍r,i應システム，音―凸対r1古シ 小坂竹）ミ
Processing ステム，分散r『/!臼忍贔システム袴にづし¥-c,その応川と今

後のI民間を解説する，う

rihJllHirヤfJr111u 紅味のある↑心恨を如何に取り出すかにつしヽて，各情報叶測 教授

I nstrurnentation Inf、tmmitics ク）州fO)叫U罰りな例を）山に衿究し，モデル，汁測，アクティブ ,i,,: r¥1 収雄

壮測，時間車叫訂疫変換，多次几叶測などの）j仏論，インタ

ーネットの4炉性測応などをテーマにふ而したし＼

複雑系概論 目然界に多く見られる複雑系のメカニズムに広く触れ，物 汁L¥灼受
Introduction to Complex の形の化成過杓を高ずるとともに，カオスやフラクタル竹 Ill ij 1 敦
System の複雑系0)概念0)紅味を考えながら，その応川につしご論

ずる。

、情報処升H年、'j論 伯恨，特にセンサ柏報の収集・処則を11―うシステムに11(,]し 教授

Sensor Informatics て講義する 0 初めにセンシングシステムのモデルとその特 川村安名

、性を出述する数学的n人を導く。次に，収集されたデータ
から対象の柏報を抽出する種々の力怯を逆!Ill題解怯の立場

から論じ，実際のシステムの数則的鮒釈をりえる。

コンピュータネットワーク 附）＇，叶化プロトコルの概念や各）［りで川しヽられている各種フロ 教授

特：諭 トコルの叶細に~)しヽて解虚する。さらにアドホックネット ;jヽ iiiIリ］）ミ

Computer Networks ワークやセンサーネットワークの経路制樹lやメディアアク

セスfl叶御に刊lする研究巾例の紹介をhう。

）／ぷ）1トセンサ I.学 叶測システムに川しヽられる超怜波，磁氣， X線，赤外線な ,1「教授

Applied sensing technology どのセンサおよび凶イバ悩の最祈の技術を調ftし，現在求め 1訓IIll裕 11糸
られてしヽる特刊や分解能などのニーズにつしヽてJ用解する。

これらのセンサの）阜則とその応川につしヽて代表的なものに

ついて学習し，叶測システム全体の機能実現のためのセン

サの役‘，判などにつしヽ てJ咀解する。必嬰に応じてセンサ後段

0)!11J路やf,j• 砂処則に/)しヽてのJり！解も深める。

イ i 限• 炭界吸ぷ仏 数則モデル化されたJ咀r.学分野の諮間題を支配する仙微分 教授
Finite and Boundary )j,f:'立人を放｛直的に解析するr段として，領域刈リ解怯である 神谷 、/•;r

じlementMethod 沿分仏，イ［限疫ぶ怯を概観し，最近イOJな「・.段としての廣

界刈l}f(j『怯であるJ筵界疫ぷ怯に/)v てヽり！！論と')こI罰的な応）廿と

を繭じ，最終的に得られる人刈lj迎ヽ，1: 次）j,f'如¥;;O)並列放（直

解怯上で， i及する。

ヒューマンインタフェース ユーザーが罪解しやすく使し、やすし \•l/1 恨システムを設叶す 教授

と）¥.Ill]叶11心設計・ ることは，伯j}斐な所業システムから II',府の民生機悩主であ 野本弘平
9—luman lnterf、(iceand らゆる製品にとってiT(疫な課切である 0 本，;/Ii'では， ヒュー
Human-Centered Design マンインタフ上ースの学術的則論， I附業料で使われてしヽる

ユーザビリティ〈りの文践的i¥'叶lli)f仏，およびユーザーとシ

ステムと O)l~J係をM析するための月這i と技仏につし \-c学粁

する。

圃像処則 L学概蘭 さ上ざ主な両像から所州の廿i恨を抽出するための1rt1j像処刑 准教授

Introduction to 及び鮒析丁：怯につしヽて，溝義するC〕具体的には，周波放解析 危促 t↓ 、IJ,( リlし
Image Processing Aかの）t¥本的な処JIilから，クラスタリング「：、仏や学flアルゴ

リズム怜(/)ハターン忍誡と機械学習の技術を応川した処岬

主で1j1闊広し、内容を取り扱う 0
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授業利日名

視党柏恨処罪慨論

Visual Perception 

叶!'i:l1¥J1H論概面
Computational Complexity 

紺叶卜的機i戒学習｛既，；倫
Introduction to Statistical 
Machine Learning 

心、J:用地勿J用’芹机既繭
ln!t・ocluction to 
Psychophysics 

神経閏恨処Jlj!

Neural Information 
Processing 

校~業科11の内容 担 ,11肛’’

「見る」ことは11Mに人射した光を網膜 lに帖像させること 1教長爪口

ではなく，その結像された光に対して視就系がどのように 山内泰樹

処刑を行し＼最終的に中枢系が「認知l」するか，といった

伯報処.flj!過肛全体が「見る」ことである，〕本地では牛旧f!学，

心則物則学など光廿iヤIiがどのように伝達・処刑されるかと
しヽった観/,(のみならずコンヒュータグラフィックスかど

も含めたさ主ざ主な領域から視就系の付！ヤ12処刑にづしヽて

学習する0

叶闘機で解決が求められる様々な間題について，その間題 汁i教校
が叶靡機にとって本質的に i難しし、」のかけ即ji.」かのか 内澤 I咋

を，叶賃(II、『lllJやメモリ領域としヽった,i'I確Hi尺｝斐に）店づしヽ て明
らかにすることを II指す叶賃i:t1U哨繭と呼ばれる分野にl¥'.-1

して溝義する。叶賃LII、『間やメモリ領域に係る叶閏t機の）よ1他
的な概念やその数学的ャt質につしヽて，具体的な例を川しヽて
解説する，）

統叶的機械学習は/i'(t平的・統叶的モデリングを），間1他とした 1m教授
機械・;:習技術であり，観測データから背屎に椙む:/i'(I平的な 安川ぶ樹

メカニズムを見つけるための技術・である，う本講義では統叶

的機械学習の中で使われる数則と，ll・『i技術を則解し，現代
）軋データサイエンスの）よ礎闘鮒を 11指す"

人間の知就や認知は状況や仙l人によるゆらぎがJI,;常に大 11{0教授
きしヽが，それを／旦るべく安几令して客観的に測定するための 水）j: 岳）く

丈験「オ人が心j用物j咀学的‘丸験仏である。本講義では，人間

の知此忍知牛、ヤ性の）よ礎，その測定）j怯，必要とさオしる統，汁

解析怯などにつしヽて学ぶ)

神経系の柏報処刑に/)いて学ぶことを迎して，複雑な現象 附教授

の本質を数則的に捉える能力を身につける。 m苅O)lj:物学的 久保Ill 繁
な知見を概，，兒した後，様々な脳の数雌モデルとその解析仏

につしヽて訛明する，',ll信t論的神経科学の最祈の知見に加え
て，神経訊動にltJするJI,線形力学系の分岐岬論に／八ヽても
講義する。

数値シミュレーション概論 近年，数｛直シュミレーシ：！ン技術は山磁界解析や構迅解析 州教授

Introduction to Numerical の分野だけでなく， 11hj像処則の分野にも広く使~)れてしヽ 齋祁 歩

S1mulat1on な本講義では，コンピュータ・グラフィックスの分野で

汁11されているI陰11'.,l数訓(ij怯を解訛し， 1,;J¥人を川いた丈際

l'lりfi:),ぷ）llも論じる。

- ,j3 -
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授業科日名 授党科日の内容 担,11教員

恰報科学牛、lj,別徊習A t,lj: 刊l分野についての）よ礎的文献を輸溝油習することによ 専攻教員

（情報系） って，外I砧沿の能力を終うと同時に，多鼠:O)、情報の中から
Colloquium 必要なものを収集する能力を訓純する 0

Y1『報科学特別狐習A f:, りfllj分野についての）;t礎的文献を輪溝狐習することによ リt=J文差文 Cl
(L学系） って，外l!iJ語の能力を捉うと同H、IJ'に，多111:の、情報の中から

Colloquium 必要なものを収集する能力を訓純する。

＇情報科学 4か別実験A ＼り11'1分野の研究における）よ本的かつ高度な T:段となる実 I、り攻教員

（＇情報系） 験装附，叶測機悩， 'iii報処雌宵につし‘ての知識と技術を系
Research Programs for 統的に修得し，研究課題に~)いての夷験をいうことで， 1V「
Master Thesis 究を叶圃的に実行できる能力を捉成する。

・I訂報科学特別文験A 専門分野の研究における）占本的かつ沿i度なー「段となる実 ）り攻教員

(I 〗学系） 験装i悦，叶測機悩，、い報処刑節につしヽての知識と技術を系

Research Programs for 統的に修得し，＇研究課題についての実験を行うことで，研

Master Thesis 究を叶両的に実いできる能力を検成する，｝

'1'1り報科学4か論 ('I,り恨系） 伯報0)しヽろしヽろな分野の第上線で訴躍する内判l家から最 Jl"i,1; 1リ~,l/i'ii'lrli

Advanced Informatics 先端の技術や科学の講義を受け，質疑｝ぷ答し，恨内，りを提

出して硲削を受ける。

・I訂恨科学牛、lj,論 (I今学系） 廿fW 0)しヽろしヽろな分野の第線で活蹄する内判l家から最 Jhi';1リ~,ll~i':1li

Advanced Informatics 先端の技術や科学の講義を受け，質疑Iぷ答し，恨侶，lヤを提

出して硲削を受ける。

、l}i報処則技，111寸特：論 'i'i1i恨処刑技術者など帖報科学分野のリ刈叶性の似iしヽ 賓格ぶ Iり攻教員

Information-Technology 験に合格した場合に，面ftのうえ叩立，忍定を行う。
Engineering 

文献調ft('I, 『報系） 受講者それぞれが，視野を広げ，修 I:論文のテーマを紋り I、I/攻教員
Literature Survey 込すJ'ために刊l係文献を 5ないし 10報誡破する。総合的に

鮒訛する発表川行料を作成し，プレゼンテーションと質疑

応答を行う。

文献揺ijfl:(L学系） 受講者それぞれが，視野を広げ，修 l:論文のテーマを絞り I、If攻教 n
Literature Survey 込むために閃係文献を 5ないし 1()恨誠破する。総合的に

解説する発表川賓料を作成し，プレゼンテーシ:-1ンと質疑

応答を行う。

学外夷料 企陪などにおいて， !'lら0)1、り攻や将来の経験に閃迎した就 ＼り：攻教 n
（インターンシップ） 業休験を行う 0 大学教介とは異なる，翡い職菜紅識と l'l立
Internship 心・責任感のある社会人となるための行成を 11的とした実

習である。党界や業種怜に刊lする'h前の調1t,実習， ・Ji:後
の実判報告などにより職業訟識の向じを図る 0

1¥升究I汁l発実践油"ti 企業現場において，ヽ11rl亥企業の協力を得ながら，企党分

（長期派附咽） 析・所業分析を行い，課題発見と改怜提案を行う 0 主た，

Practice for Research and 企業研究者と共Iii]で間］発研究訊動を行う 0
Development 
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気電子工学専攻

教育目標とカリキュラム
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電気電子工学専攻の学習・教育目標

1' 教育研究の理念と目標

＇［じ久けじ rL'、ドは，現在の翡度情恨化社公の実現に頁献してきた）店盤技術であり，将来'IN・t-lHI:
公の史なる高度化・グローバル化が加速され， 主た少 f化・伯i齢化福祉仕公が進む中で， iじ気

屯fL学の果す役・,りlは益々,yい梃となってくる。

このような社公状況におしヽて，屯気屯(-1・.'"/'. Iり攻では， p信業界や社公のリーダーとなり得る

技術者・研究者を青成するとともに，教行と研究を迎して， 日本およびIll:界の平和と人々の炉

悩に直献することを強く認識し，次の則念と 11椋に）凸づき教行と研究を行う 0

(I) 21 jll: 紀の似ii如じf化・ 'iii恨化社公， i:'!i齢化悩祉社公に適合し人間にやさしく n然と謁和す

る科掌技術への臼試

(2)心閃かで総合的な刊断力に富み， i:':;度な屯［技伸i社会・柏恨社公に臼献できる !'l立した似i

度技術者ならびに研究者の行成。

(J) }虫介lj(! りi:t尤廿支i村の間発と祈附菜の利JIIL

2 学位論文の審査および最終試験

屈修J占準のi受業科11を習得する見込みがつき，研究指導を受けた学生は，修 L論文を作成し，

蕃f刈l晶することができる。本 lり攻では研究指導として以ドの 2Jfi 11を祉蘭たすことも合上れる。

(1)-li)f究中間梵表公において研究叶仙i と研究経過の佗表を行い， lj(,J迎 'Jr瑣に l~,Jする質疑）ぷ衿の

結果，研究に対する刑解と取り糾みが充分と認められること。

(2) mi迎する学会におしヽて研究成果を発表してしヽる，あるいは亨釣論文が受j用されてしヽ ること。

,1たは，修(作の :3J J); II (9月修［の場介は 9月末11) 主でに発表あるし、は受則される

J'定であること。

提出された論文は術10占準い11) に）よづき面代される。

最終試験は論文提出者が各1,I/攻IJHft『の公聴会において学イ立論文の内容を発表するI罰に，杖l迎す

る＇ド瑣に対して識文審 ft委員が11叫主たは惰答で試間をりう形Aで丈施する。最終試験の合格の

疫件はり珊l領域にmiわる 111闊広しヽ知識，繭Jill的な息考））と表現力を川しヽて研究成果を叫快，憎i潔に

梵表およびかl議していると認められることとする。

往 1. 学位論文審10店準
(1) . I I I形大学大学院則 L学研究科 (I学系）ディフロマ・ホリシーに従しヽ，学｛立論文として適

切な形.rいを踏主えているこど，

(2). 修 I:'ドイit:論文は，糾規『t主たは独創刊:があって‘心んじ［＾［予にIY・J迎する分野における糾し
し吹II見をもたらすか， 主たは'11il亥分野における研究遂1lに必疫な）贔見知識・岬flj『カ・間題解
決能力笠を口l判lする，独i'l0)灼察を合んだ論文であること，）
(:3) . 論文の構成につしヽて

① 諭文0)題IIが適切であること。
② 研究の背屎が記述され，研究I」的が1リrn化であること。
③ 研究）j法が記述されており， II的に沿った）j怯であること n
① 結果が図表憚を川いて適切にぷされていること 0

⑤ 考察が結果に）,tづいて硲切に導き出されていること 0
⑥ 11的に対応して結論が硲切に導き出されていること。
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⑦ 引）廿文献が適切に）llいられていること。
(4). 提出された学位論文は審査委員 uこ1E,副査）によって審1fされること。
(5). 審10店準(1)から (4)主でのすべてを満たしたものを合格とする。

3. 開講科目の概要

講義科IIと輸溝や修u倫文を含む屈習・実習科11で構成され，，溝義科11は，＇［じ気屯［コア科
目と屯気'iじf応川科IIから構成される。

屯気屯臼こmiする）,t礎的な解析を扱うiじ氣屯（ロア科IIは仙期に開溝され， 11iJ路系，屯磁気
系，物性系からバランスよく選択してそれぞれ 2几叶立以 l肌．履修することを推奨する。

多様な）店I翡叫叶分野の統合を扱う屯気軍(-応川科11は後期にIJ廿，消され，各日のキャリアデザ

インに合わせてI'!山に選択して履修する。

油習・実料科・IIのうち，輸，溝油習を:uぅ I',記氣屯(-1・. 学4り別屈習 A」および修 l論文の作成
を行う「屯氣屯f-I'. 学特別実験Ai は必修である。

4 教育・研究分野

大学院における教行・研究へのti公的奨山に応えるため，次の各分野の教育・研究を1「つて

いる。

【｝ぷ）!]'1じ氣 i:学 ;~:11 刊 l 】 ['1じf-11し(1:,、Nfl111'l】

［教行・研究分野l
●情報辿いシステム・迎い環炭学

● ミリ波・サプミリ波屯磁波現象
●出カ・エネルギー
●パルスパワー l今．学

●静'dl氣応川
●機能エレクトロニクス・システム

-t!T-

［教介・研究分野l
●'!/: 導休・センシング・集利{111)路
●超伝導-r:.レク］ヽ ¥_l-—クス

●光エレクトロニクス

●祈機能デバイス・ナノデバイス

●先端磁氣［学

● ミリ波テラヘルツイメージング



電気電子 学専攻 授業科目及び単位数表

間溝期及び週時間放

単 教
2 D年度 ;3 () {ド／釘 必 職

分野 授業科 II名 位→ f斗
担,IJ教員 備考

I,J,. IJ 後 1ゞ11L1 /t伎t 修
数 期 期 期 期 I I 

知,,1ヒリこtrn11111各 2 2 l―̂ JJ;(Ill 111] 
路 結合系解析論 2 2 2 L 足立 央II·-語•11f 

屯 系
パルスパワー］―-学 r. I対谷 英語吋氣 2 2 

，,じ
伯i屯界現象論 2 2 i: 杉本（俊） 英語1,f

講 （^ 
屯コ IぷJll,心磁気学 2 2 l―“ 翡1l1 英語.11f 

ア 磁

fl・ 気 似i周波超伝導 i-_学 2 2 1: 齊）I湘 芙,m鳴11f
義 11 

系
屯氣力学 2 2 L 八塚 り 11f

ヘ解 平羽休デバイス r? 2 2 r. 廣瀬（文） 央ff•語rt]. 

科 析 物 真空表川iL学 2 2 I―▲ 成Illヽ

刊：
系 超伝導 I.学 2 2 1: 'I l島 央"・語'11] . 

目 平導体デバイスプロセス 2 2 r 松 f 火...:,.,.If 11r 

屯
光エレクトロニクス 2 2 L WJ/ii ('';::) 英，j/j-11f

氣 半導休光 L学 2 2 I: l介j11稲(¥!(::) 英,H(-11f
屯

超伝導デバイス( 2 2 r I I I 111 
応

磁氣デバイス 1:学 2 2 r. 稲艇 英語11fJl] 
f斗 ディジタル姐い L学 2 2 r. 近藤 英語11f
11 

光波 I学 2 2 L 1・,';j野 笑語11f
'一、
統 センサ J:学 2 2 I. リ↓,1,rnn 芙話11f
合ヽ

半導休ナノ材料 r.学 2 2 r. 

屯氣屯(-1・. 学特別油習A ;f I 1 I I ◎ L I、り：攻教員

屯気屯(L学特別実験A 6 2 2 11 11 ◎ L ＼り攻教員

演習• 実習科目 叶;久(',じr-r:·t~、'i,;i"倫 2 L Jl"ii•;ljリ\.;岡i':rli

学外実判（インターンシッフ） 2 

研究I開発実践飢付（灰期派闘刑） ;j 

1. on「教職科11」欄の「 l・」は，教Li免，；'Fr r. 業」の教科に関する科IIをぷす。
2. 備考欄の「英語.11f」は惰学化の則解を助けるため，芙晶をm川した授業が11f能な溝義科Ilをぷす。
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電気電子工学専攻 授業科目の内容

授業科FI名

知l能集積l11j路

Intelligent 
Integrated Circuits 

結合系解析論

Analytical Dynamics of 
Complex Systems 

授業科日の内容 I 担‘り教員
本溝義の構成としては， 1lii平では，現在の4活になくてはな 助教
らない LSI集積I口l路を実現するうえで必要な MOSF、ETの動作 w川知視
附r性と，それを使った集積I「,1路の回路技術 (Iい］路動作，低泊
費屯力化設叶など）を講義する。後平では，集村伽I路を川い
たシステムにつしヽて，現在使われてしヽる分野からjmJ川例をぷ
しながらその構成や）息刑などを溝義する0 そして，本，溝義を

油じて， 1,,惰各設計・O).考え）jや，講義内容と身近な応川システ
ムとの接｝，ばと杓え）jに／八ヽて学ぶ

ハミルトンの）｝げlい§のエネルギー！爪則を中心とした解析力 教校
学の則論を駆使し，複雑だが線咽系とかなせる＇ぶ氣機械結合 足立和成

系の動作叫四料を簡潔かつ統—的に行う「'·法を教授する。最

初に）店礎的な則面を解況した後，各廊じ氣機械変換悩の解析

にそれを適川する。主に応川としてイi限要素解析につしヽて

パルスパワー r学
Pulsed Power 
Engineering 

似i'1じ界現象論
Phenomena in High 
Electric Field 

も，i及する0

パルスハワー技術:は瞬間的にIll:界のWl粋屯力に1、11'11するよ ?1f: 教授
うなIi: 大な屯力を発牛させる技術であり，従来の屯力技術で 竹i谷靖史
はできなかった祈ししヽ科学技術を可能にする，，ここではパル

スパワーを発牛させるためのエネルギー祖柏，スイッチン

グ，伝沿技術と叶測技術，環境，バイオぐかの最糾応）llにつし‘
て述べる。

似i屯界ドでの屯氣力学的現象に/)いて）よ礎的な巾瑣を解説 准教授
する。前Tは，屯磁氣学の）山本）爪雌（ガウスの仏則，ホアソ 杉本俊之
ンの式，ラプラスの式など）を使った屯界解析0)「乎人につい

て学び，喉llll屯仰が仔在するときとしなし、ときO)p'(交，ドliげi,
球）喉椋系での出界分布をiii信iできるようにするし，後平は，似i
屯）i: の発牛，屯仙0)発牛と除)~, 幣‘心など，似j',じ界,,・におけ

る）＇［本的な ・Ji:項についてfq『砂［する 0

), む）ll'i'l.i:li滋名ぺ＇］だ マクスウェル）j,f: 閑式の発見により，屯磁氣学け古典物J'H学と 助教
して（本系化さAした0 .)j, イi限烙分仏，イi限要素怯としヽった 似i什I 彰製
数｛直解怯が屯磁界解析に応川されている。本溝義では，屯磁

気学の）i¥本法則を学習し，屯磁界解析の具休例を紹介する。

l~\ii;'.: 廿:::'.gineecingI~;;~」t~i;イ~;ft~イ1りII;]』~とJ.1~~;く文
Applied Electromagnetics 

半導休デバイス i:学
Semiconductor Devices 

平導体デバイスである p 11 接合のキャリア輸送機構の雌f~『I教授
のもとに，バイポーラトランジスタおよびMOSFET0)伯iJ東化 廣瀬文彦
限界とこれを打破するための先進テクノロジーにづいて;J¥'ー
義する n

，
 

_
_
 ＿
 

ー



授業科目名 授業科• 日の内容 ti—L'li 象H't

Jー'£名豆｝く―tftiI□ ,'; を 多くの軍fデバイスは真空環境卜→で作製されているため， 助教
Vacuum Science 「真空」についての則解がデバイスを作製する卜で必要イ--:iif 成川 克
and Engineering 欠である。本溝義では真空装t悦の設叶を行う卜▲で必疫な・Ji:瑣

（気（本の性質，氣（本分 r-I古l休表面怜）を解砂tする。
超伝汎 r.学 超伝導r学の）,¥礎として，低温技術，超仏導）よ礎則論 (2流 教授
Superconducting 休モデル，熱力学， c;L)j捏式）などにつし¥・c.溝義する。 1j1 ,1;, り｛札t1r 
Engineering 主た，超伝導技術を応川した翡）古］波デバイスにつしヽて解砂［す

7 J。

'I'こ、導体デバイスプロセス 平導体デバイスの製沿フロセスの）よ礎をイラストを川いて 教授

Processing of 講義すな『出臼叫烙』で得た1口11烙晶汁の）よl逮と『T蔚休 I. 1t f i?I 
Semiconductor Devices 学』で得た(18]別ぷ(-やプロセスの）j~ 礎を融合し，より伯j度な

1噂休集偵j11]路技f村の習得を 11的とする。

光エレクトロニクス )¥';O))よ4ゞI'舟j・'I:'打uいら，光の発11:.;1刈御・検/!¥主でを講義する 0 教授
Optical Electronics 光の）贔本的性質を表すハラメータ及び白然光とレーザー光 イ左祁 Jヽヽ{,,・ 

の特徴，及び光と物質の相 11:作川に）,tづいたレーザー装ii1位）
構附，発賑）J; ば用などにつしヽて述べる，）さらに，光惰：結晶を川

しヅこ光変謁技術や闘感度検出怯を説明し，応川例として光叶

測技術などを紹介する。

平淋休光 I~学 代表的な梵光素（〖である平導休レーザーと発光ダイオード 准教授

Semiconductor Optical につし¥-c,その材料となる平導休0)),~本的な、1-11:質，ぷ f構迅， ,占.,．1杯・, .. 1 i¥': 
Devices 動作機構につし Vこ溝義する 0 特に似j速化に向けてれ疫となる

ぶ(-内でのキャリア輸送につしヽて詳しく解説するい

柏伝祁デバイス 超伝導体のトンネル現象やジこJセフソン按合の）よ閥につい 助教

Superconducting Devices てC,l/i'i.1岱する 0 Jた，その現象を応）llしたテラヘルツ検出悩， 111 111 I→ 1H Lt 
X線検出悩， ミキサーなどにつしで講義する。

磁氣デバイス I.学 磁刊：．＇（本の）贔他的な収 t質（交換相 l叫川，キュリーワイス則， 教授
/vlagrw Li c Devi c(is 磁氣異）j、I叱など），その叶測）j怯に／八ヽ て，溝義する，）その後， 柏虻イ，;・,:,

磁気ディスクを中心に磁氣メモリヘの応川例を解虚する D

ディジタル迎い L学 ディジタル迎いネットワークの疫ぷ技伸iについて解況する。 教授

Digital Communication 網構成，プロトコル，伝送技伸i,L号処則，!票準箇;に~)しヽて iii Ji格fl!り1、
述べる，,:tた，最近は従来のイi線公衆網以外による粁占り『0)
通いも盛んだが，こオしにつしヽても述べ， :tたスヘクトル拡散
ぐりの無線辿1,;・ 川吸ぷ技術や将来の展叫こ~)しヽても触JL る 0

兄波 i:学 光のヤt質を利JI]した1,¥号処刑機能技f村にWlして講義する。光 准教校
Photonics Engineering の発生・ J粋1!1Mと「・渉の知識を）よに，兄波のコントロール）j仏 I薗阻f!l券）［→

を習得するとともに，光ファイバ辿いなど光波制御を応J廿し

iこ先端的な技衛を紹介する 0

センサ I―←学 機械の!'I動化や外界のtiirを知るために，様々な物則セン 准教校
Sensing Devices サ・化学センサが利川されてしヽる。こ4しらのセンサのうちか リ'!:111 Y¥l'k;jl, 

ら山（デバイスをij1心に，その加刑，製作，利川）JYl凸｝に~)

しヽて：,HIU笈す→<:)' 
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授業科・Il名 授党科Hの内容 机,1,教員

平)尊体ナノ材料 L学 平導体をナノスケールで構砧制御すると，械(-効果など微細

Semiconductor 構造特イ［の物I化が発現する,,本授業では，代表的なナノ平均
Nanomaterials 体の物刊：と応JT]デバイス，今後の）j尉惰につしヽて溝義する 0

iじ久(',じr-r:'t!I、『別Ji貨f/A 修 I論文を作成するために， 1Jil11l 分野に~)しヽての文闘人を輪講． •,I/攻教員

Advanced Exercise of 油判し，論fl!!的息考能力，コミ 1 ニケーシ：Iン能力ぐりをi足う。
Electrical Engineering A 

礼i久いじ(-L''、ド4かりj')こ準戒：A 修 I論文を作成するために，実験や数｛直シミュレーションを ＇り攻教員
Advanced Experiment of じに l:指導教Li(/)指悴())卜で1):う0
Electrical Engineering A 

礼［久＼礼j:(1·:-;::~、加；倫 屯気，Iじ[「.学にIY,J連するし ¥7)しヽろな分野の第翡じで話躍す Jl:',,;~yリJti/M:rli

Special Lecture on るすぐれた研究行や技術者を講i':rliに迎え，最先端の研究や技
Electrical Engineering 伸fO),溝義を受ける，｝

,、ドタト‘九胄 企業などにおし¥-c,1'1らのリ｛攻や将来の経験にltl迎した就業
（インターンシップ） 休験を11'う。大学教介と(t異なる，伯iしヽJfi伐氾紅識と i'Iヽ＇［心・
Internship 責任憾のある社公人となるための行成を 11的とした‘尤習で

ある"党界や業柿窟に刊lする 1日前の調1t'丈:fl'•]l:後の実判
ヤ1~;1戸伶どにより職笈立識の向卜を図る。

1リFりw廿1召')こ・^間ilhi{f/ 企業現場において，ヽ11,l亥企業の協力を得ながら，企業分析・

（長期派附刑） ）招業分析を行い，課題発見と改；恥提案を行う。 tiこ，企業研
Practice for Research 究者と共[,i]でIJH発研究話動を1J: う。
and Development 
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機械システム工学専攻

教育目標とカリキュラム
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機械系エンジニアヘの社会の期待

2 1 Ill: 紀は，祈しい知識鬱情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社公のあらゆる領域で

の活動の）店盤として飛躍的に屯奨性を増す，いわゆる「知識）店盤社公」のllが代であると，・ー『わ

れている。これからの「知識）店盤社公」においては，機械系エンジニア（技伯者・研究者）

には人 Ill]訊動のあらゆる分阻fで科学技術的な側面からの強力なHt•進役としてrji闊広しヽ貢献が求

められてしヽる。主た，「モノつくり」としヽう観，点から科学技術の発展に＇常に貢献し， ll:公や閲

廣にりえるその波及効果と責任を＇常に念煩において製品間発を進めなくてはならない。した

がって，機械系エンジニアには，機械l—汀．学の）;l(堤力を身につけるだけではなく，グローバル

な視ぷ［から機械をシステムとして統合する柔軟で1j1闊広い素義をもち，かづ，泄）Jしの杵しい科

学技術'(})担いyとして独創刊：・創造性を発揮することが社会から強く奨泊される。

機械システム工学専攻の教育の理念と目標

このような機械系エンジニアに対する杜公の処叶を踏主えて， 4立り攻では，機械 L学の）占

閥に加え，牛所技術，屯 f技伸l, ·!·ii 恨• 知能化システムなどの広範I川で翡度な知識の Lに，

最先端技術を取り人れることができ，かづ，科学技f村が社会や「I然にりえる波及効果や社会

に対して技仙者・研究者が負う責任を認識しながら，,,、l際的な視，点から社公と咋業の発展に

頁献しうる闘度のり叩l』|、化をイ［する既かな感性と創翡性をもつ技術者ならびに研究者を介成す

る。 1!1/ii)l、→しヽ 分野で活蹄する本＼り攻の教lii、l]O)講義，油習及び研究指導による広しヽ視野に立っ

た帖深な学識0)習得と，博!~ 前期諜肛0)勉学の集大成である修 I:学イ立諭文の作成とを油して，

本刈！：攻0)大きな教育IIt州である「豊かな人間性を持ち，社会が要求する機械関連の間題を解

決するデザイン能力に長けたグローバルな技術者・研究者の育成」を11指すものである。

そのために，次の具休的な教if11椋を掲げる。
(1)機械関運の基礎から最先端分野において間題発見・解決能力をもった人材の育成

機械材料・強度・振動，熱・流休システム，環J総・エネルギー，ロボティクスおよび

機械設叶などの分野におしヽて， 11¥l題発見・解決能力をl竹うと共に， 1'1然・人間・社公・

環JJ;i;どd)l;J和した祈しい機械システムを訓造できる柔軟な息考と果蚊な実行））をもつ,iiJf

究者・技術者を育成する。

(2)社会の要求をモノつくりに反映できるエンジニアリングデザイン能力の養成

I 心→学的な面，経'/芯的な而，経済• 閲廣的な面，心則的・倫則的な面などからの礼会の

疫求を総介的にモノつくりやシステムづくりに反映できるエンジニアリングデザイン

の能力を捉成する。

(3)実社会をリードするグローバルな人材の育成

科学技術の発展と多+浪化に対応できる柔軟な息的カ・構想力と 11、II界的な打＼恨収集，柏

恨発い能力を義し、，実社公をリードするグローバルな人材を育成する。
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履修基準 (8貞：「 1-6 履修基準」参照）

① I~! 専攻講義科日：機械システムL学専攻0)溝義科日から 10巾位^ （専門）1l盤科日から必

ず 6単位以Iこ）を修得すること。
② 選択講義科日：「I',り攻講義科II,他専攻• 各1,IJ攻共通の,l岡義科II, 及び他）ぐ芹院履修科
日の中から 10単イ¥i:以卜を修得すること（）この場合，「l内攻以外の講義科Hから必ず4
叩＼！［以卜を修得すること。

③ 機械システム r今学特別油料A (4爪位）と機械システム「．学かか別実験A (6叶叶立）を修
得すること。

• 修［に必要な最低修得叶叶立数は， L記①②③の ;J~3 0几叶立である。

学位論文審査基準

学位畠文0)愉府にあたっては， I! ごろの研究指導，学位論文審ftや公聴公などをとおして， l: 
に以 Iく0)審ft瑣Ilにつしヽて，審ft委員 (l査， hサ)10による以ドの謹価を行う。

I. 学位繭文審f]:0)評価）iし準

(a) 繭文の題IIやII次の適切性： 11¥l題を紅識し， 11椋や11的を設定していること。
(b) 研究内容の妥咋性：研究内容は，祈規'i't進歩性，イ［川ヤI:,独利l』l・IJ:O)しヽずれかを持ってし、
ること。

(C) 、t/1恨収集能力： I分な文献や研究動向の,i)/,jftを行しヽ， 1'1分の研究の謡義や屑疫度と，他研

究とO)IJ」連1・tや相違を則解できること，〕
(cl) 11¥l題分析能力： 11¥l題の分析に）よづしヅこ文験）jy人・ f解析「：怯や数学モデルの設定など，アプ
ローチ）j怯且適切であること。

(C)研究遂行能力：‘九験，叶闘機シミュレーシ:!ンや叫倫）jしIJMが硲切に遂行できること。主た，

実験・解析結果から祈たな知見を見出すことができること，｝

(f) 論文作成能力：

I) 繭文0)体裁：表紙，＇貶旨， II次， 亭立て，糾論，参的文献などが1柊うこと。
2) ,; 倫_fljしl・J!:.構成： 1l11直がりl晰に展開され，構成が休系立てられてしヽること。
:3)表現・休裁：文献引川，図，表などの記述が面切に表ぷされていること。

]・ 訊］の評価）よ準から，修 I汗'.{¥'(論文を以ドの4段附で評価する，）

J¥ : 1迎れた論文である。
!3 : おおむね良好な論文である。

C: 修 I:論文としての水準に達してしヽる。

D: 修 I:論文としての水準に達してしヽなし＼

2. J此終，試！険0)評価J,t準
公聴会において研究内容のプレゼンテーシこlンと 11述試間を行い，以 fO)),t準により il沖価する。
(a) 研究の内容について I分に則解しやすくプレゼンテーションできること。
(b)研究の将来的な展惰につしヽて論述できること。

(C) mJ述する研究分野にI閃lする）よ礎的な知識をイiすること。
(cl) 修I:論文の内容についての質11¥lに正確に答えられること 0
い記のJよ準から，最終試験を以ドの 4段附で註価する0
!¥ : f恐れた研究が行われ，独力でさらなる研究の発展が期竹できる0
B: おおむね良奸な研究が1Jわれたと認められる。
C: 定杓度の研究が行われたと認められる。

D: 巡切な研究が1J-われたとは，しW がヽたし＼
学｛立論文審性及び最終試験のいずれか主たは両者が I)であれば，不合格とする。

rr 
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機械システム工学専攻 授業科目及び単位数表
専門基盤科目

単 間講期及び週時I什l数
授業科目名 位 2 9年度 3 0年度

数 lllJ其llt妥其)jI汁uリl1妥JVl
|、・オ＇料・力学附i論 2 2 (2) 

i』支JリJI●'.'')を年、『jfi倫 2 2 (2) 

i介d4ゞ）J'、ド化、1j:ff倫 2 2 (2) 

L業熱力学特1r倫 2 2 (2) 

;Hl]1i叶I!".''/:~べ1i'iihtt 2 2 (2) 

機械迎動論 2 2 (2) 

専門科目

iji u廿I溝期及び週ll、『間数
授業科11名 仇 2 9年度 :3 ()年度I廿i共ll1変Jリl111i JVl 1妥Jリl

強度設叶論＊ 2 (2) 

牛休構沿力学＊ 2 (2) 

数｛直弾州性力学＊ 2 2 

材料・強度学4抒論＊ 2 2 

材料システム学4サ論＊ 2 (2) 

イL心熟 L'芹牛、!j,,i倫＊ 2 (2) 

エネルギ一環樟 r学関論＊ 2 (2) 

,ii-賃i洲叶本）)''芹附i濯倫＊ 2 (2) 

J悲~1J厄 C芹＊ 2 2 

祉c{本札椅h戊4、『rf倫＊ 2 (2) 

flも1;1Iり命4炉，；(iJi * 2 2 

機械設計論＊ 2 2 

ロ7ドぅこィクス牡論＊ 2 (2) 

システム r学年、Ii'論＊ 2 2 

CAD/CAM特論＊ 2 2 

,ii今iJ!IHHIH布II牛、1・,,t(ih斗＜ 2 (2) 

機械システム l汀叫炉別油料A 11 I I I I 

機械システム L学特別'}{験A 6 2 2 1J 1J 

機械システム L学特別講義 l 1 

機械システム r.学特別講義II l 

学外実習（インターンシップ） 2 

r. 学教r'Hi升修 2 

研究開発夷践狐習（長期派附刑） 11 

uu 1. *印は，隔年間溝とする。

教職
札l'1'¥孝女b";l 備考

科H

r. 村澤，久米 英語i1J

L Langlhjcm, JI: 坂 りし：1ll-¥・iiJ 

r. 乍鹿 -央f-f•1¥h . -1-1-J 

L 赤松 英晶i・11J

r. 水）噌II, 多川隈 英Mi-11J 

L 南後 ・央H・;th 心1．．1．J 

教職

f斗Fl
担¥Ji教且 備苫

r 近祁， '1匂 英rl?¥-11f 

I. ;j ヽ yJ~III 英;j/j-11J

r. ！は田 英語'.f1J

L 11 i°J 11 英語1iJ

L I・.JJ;( 英,l/f11J 

I. 赤松 炭語11f

r. 鹿野 英語'.i1l 

I~ 1ド西 りじ,lll・11r

r リ↓I I I (1F) 芙,lft1iJ 

1・. 篠1ll 英ll/i・11J

l→ ● 似III 英riffiif 

I". 飯塚 英乱J-11J 

r、 九：木 英語:11J 

L 秋山 英iiff11J

lー・. 大町 英,ih11J 

i: 峯III・ 西山 央,,.晶..11] ● 

L I、1/攻教員

,・. 専攻教員
,・. Jl'',l;l;!J功，；怖l'l1li

L JI夕,W僅/J,]箭n,n

L 

2. *印以外は，｝爪則として1ザ年間地とし， （ ）内の数中は 3()年度の開l,溝r定週ll、『間放をぷす0
;3 . 「教職科日」欄の「 l」は，教員免謹教科 II'.業」の教科に関する科11をポす。
4. 備考欄の「英fj{:j-11J」は，留学生の罪解を助けるため，英語を併）廿した授業が i1f能な溝義科•日をぷす0
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機械システム工学専攻 授業科目の内容

授業科II名

材附1-1r・;を1か論
Advanced Mechanics of 
Materials 

振動 i:学4か論
Topics in Engineering 

Vibration 

洲d本）)'ヽ/:特：1f倫
Advanced Fluid Dynamics 

l業熱力学特論

Advanced Thermodynamics 

,WH叶IL'、芹q、11'1f倫
Advanced Control 
Engineering 

機械述動論

Mechanism and Machine 
Theory 

専門基盤科目

授業科• 日の内容

材料の変形平動を 1]―:しく則解するため，力学的な）＇［礎則論

につしヽて講義するとともに，材料科学的な立場から材料の

もつ力学的特ヤトを鮒説する。力学叫面としては，材料力学

から述続体力学への）民間，弾l叱力学・ 州H・11:JJ学の）i騒礎，お
よびそれらの表現に必疫な数学的）よ礎（テンソルffJ『析，微

柏分）を溝義し，材料附H'i:としては，結晶構造，転位，粒
界，すべり窟結晶'i'l:lil;J/本の変形メカニズムが則解できる
ように溝義を行う。

構造物の販動特1生を解析するためには，その動特『tを把脚
し，数学的にモデル化をしなけれげならない。学部の授業

で学んだ•「l山疫から多「1由度への間題解析をもとに述続
休0)板動解析へと発）]Qさせる。述続休0)振動鮒析には，ハ

ミルトンの）爪則を），しにした系の迎動）jf閑式を求めることが
必要であな構附要素としての弦，梁そして平板などの述

続休に間する境界佃'(111]題0)),t礎）if'恥しの導出1人を訛Iリlし，
囚イff直!Bl題とその近似解仏について述べる。
乱流の）店礎，流れ研究の最新泄展並びに最先端0)叶測・解

析技伸［につしヽて，次のような講義をhう。 (l)乱流）よ礎則諭
(J,t礎）j,JN式， l;L流0)遷移，古L流の統，ll・J用論，乱流の輸送
現象，せん断乱流，乱流の糾織構沿など） (2)袖hの動力学
(3)流れ汁測技術 (ti)流れ11J視化柏恨処則

熱機間の罪論熱効半を杓えたカルノーの論文をもとに熱）j

学の）よ礎を学ぶ。 さらに，内燃機Wlの作動）爪則につしヽてガ
ソリンエンジンを中心に則解していく 0 具体的には，エン

ジンの仕 •Jf, 平均イi効）［力， トルクと出力，動）J ,ii-, 窄燃
比と燃喉比，燃料m費砕1, エンジン効率，休積効率，排出
ガス，騒 i予防止技術などのエンジンの）,t本から， Otto
cycle, Diesel cycle, Dual cycle, Miller cycleなど熱力学

0)),t本サイクルの間解，さらにはターボと EGR,ハイプリ

ッドエンジン，燃料屯池エンジンなど最近の技術の紹介で

ある"

機械システムの制御で川いられる線形および非線形制御則

倫の）よ礎と設，汁怯につしヽて，溝義する。状態フィードバック

による極配ii'i:怯， リアプノフの）j法による安定性解析， ロ
ボットを含む非線形動的システムの制御臼大などを扱う。

機械で出力される述動は札＼成部品を剛（本と見なしたときの

それらの相対述動の伝達により得られるものとして，各柿

機械の設計を行うことになる。本講義では機械晶汁に必要

なJi/1]ljJ本の力学の），し礎を学ぶとともに複数0)剛休が連結する
ことで得られるリンク機構およびロボットの迎動学を学習

する。
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担'l'i教員

堆教授

|ヽj・ ¥ 符：} liii]lj 

久米裕

准教授

Langthjem, 
M.A. 

助教

) j: 坂秀治

教授

,f)ft£ 肌11

教授

赤松正人

教授

水戸部和久

准教授

多 Ill 隈刑•郎

堆教授

IY4 1変 j•;:



専門科目
i受ー業科ll名 授業科Hの内容 担,11教員

強度設計論 柿々の負価を受(J-る機械材料の非弾性変形，ぜし叩t破壊 教授
Mechanics of Materials for 及び疲労破駅に対するり狙度設叶ができるように，連続体 i圧ii暴I浪雄：
Mechanical Design の力学，破壊力学及び材料科学の面から体系的に講義す 助教

る 0 機械材料としては伶｝萬材料~と複介材料を取り卜げ， Iヽぃ,1 , 州'i

強化メカニズムについて言及しながら論ずる（〕

生休構氾力予 I卜什“)細胞，糾織， )l蔵悩， iii;]f本各レベルの構砧とそのカ 教授
Biostructural Mechanics 学及び牛則に~)しヽて論じる 0 主た， これらに／八ヽての低 / JヽYJ¥111 Ii: 

周波から超紆波主での振動を利）llした機械的な機能、1111恨
の抽出，叶測，評価についても講義する，〕

故i直弾叫Wl:JJ''/: 非線形,1化をイ［する材料の疫形解析につしヽての，溝義をil 教授
Computational Elasto-Plasticity う。近年の 11訊主しいコンヒュータの発達に上って，似 !.I』Illjじ靡廿

めてJ卜線形ヤtの大き I,,ヽ 1古］｛本の変形ネ動を詳細にW1!析する
ことが 11f能になりつつある 0 本講義では，弾州性を代表

とする材料非線形ヤトの数学的モデリングとその放111'(解析
（イ［限疫素仏他）への適川）Jil; を中心に学ぶ具体的な

則諭として， 古肌的流れ間倫及び各柿降伏性l放，コーナ
-f叫倫，窄隙+H似J哨論，結晶悧刊孤似りを対象とする。

1'1湘I・り狽）文’、;::qかi倫 合金怜の構造川材料に閃して，糾織と変形・ 破壊現象に 教授

Advaneed Strength and 閃して，微視的並びにIi.視的側川iから総合的に面じる u t1i JII り~)\';
Fracture of Materials 温炭や雰IJII氣，変形速度などの使川環燒による変形構迅

や強疫牛、lj,_性の変化とり狙化怯につしヽて 1:ふ学的に屯疫なトピ

ックスを交えて解砂［する。主た，ぜい・I生破壊の間題を扱
う卜で必疫となるき製の力学の）よ礎について論じるとと

もに， き災の力学の実靡 I・.の応川例に/)しヽ て， r学的に
1「('梃なトヒックスを交えて解説する。

材料システム学附f論 機械• 構沿物を構成する材料の物則的・カ学的附叶生を， 教授

Advanced Materials System 熱力学的な観，1,1,¥から渦義する 0 4かに，結晶構辿の安定t'I:, I. J爪拓也
転イ＼＇［や結礼贔 'il界としヽった}J;((-スケールの欠陥，およびミ

クロスケールの微視糾織につし¥-c,材料内部のエネルギ
ー状態に）よづし¥-c鱚況するとともに，マク ll特'I"!:占との刊l
連につしヽ て諭じる，） く［た， rH-り危機シミュレーシ c.lンを利

川した材料糾織や4が1化の J'測・評価仏に刊lするトヒック
も取り I:げ，熱力学的）,(礎_.l'.い0)尊出と，;I信i:・Ji: 例を紹介す
7 ,.)o 

イパ烈¥l"."r:~、『 i倫 対流発化条件から Cr数の物刑的紅味を贔［明し， 1'1然対流 教授
Aclvaneecl Heat Transt、er 伝熱11¥J切を解説する。主た，竹内強制対流熱伝達間題の dドt公 tEA 

刑論解析と丈験杷J胆しと O)IY,]係をW(砂［する，，そのほか，
沸騰熱伝逹特性につしヽて解砂［する 0

エネルギ一環炭 L学牡論 エネルギー賓加の付公）,(盤を捉え，環塙とのWJわりの中 汁［各女化芝
Environments on Energy で，その役',りlとインハクトを掘り起こす，地球の,;釘l土 肌［野 ・郎

熱史，地球と＇ド宙との熱授受からはじめて，；無効エネル

ギーのイ［効化に令る）fWを論ずる。
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授業科日名 授策科日の内容 担¥]l教員

rlY~i: 、；k(; ド）j分t年、1l'iihtt 叶算流体力学のJよ礎と最新の迎展について溝義する 0 汁i差対受
Advanced Computational Fluid ①熱流体力学現象を支配する質贔，迎動贔，エネルギー 中両為雄
Dynamics 保{fO)仏則を叶賃［機シミュレーションに悩した形に狐め

卜げる。②支配）jf閏式に対する解析r法の）囚礎を溝述す
る0 /扁微分）月加しの分柏と初期条件• 境界条件，烙分仏

の）占闘，フログラミング，叶鉢結果の図形出力かどの内

容を扱う 0 ③格 f生成技術，丘l信,:y人の最祈の進I]せ，解析
システムの構築思想を論じる O @ff]『析鮎果から現象の本

質を抽出する発見的息的怯を考えるい

於烈J:i'も1・.,';:: 反応系の熱力学に）よづ、くイi効エネルギー謹価，反応迎度 附教校
Combustion 論， 臼lも合火炎0)月！諭など燃焼学の）店本を論ずるととも リ:!:I I I 11'. Iリl

に， レーザ叶測を中心とするJ「定,,;『現象0)叶測仏など燃

焼叶測に刊lする最祈の話題につしヽて解，i5lする，9

祉叶本｛幾l戒4、『諭 i浪々な流休機械のijIでも，）1: 縮機・燃焼悩・タービンな 汁i教授
Advanced Fluid Machinery どで構成さAし，発山川や航空機川などによく利川される 篠 III i'¥久

ガスタービンを中心に採り卜げて，）J;(J咀， i洲造，収t能，

川沿，そして最近の研究間忙動向などについて解虚する。

fll~、11¥/i~l、1i'1i(it 混札I流とIt, 2柿粕以 ]:O)j,l;J休.{夜休・氣体が混ざった 汁（教授
Advanced Multiphase 流れのことを指し，例えば，氣泡を含む流れ（氣 液） 1;f 111)fリIし
Flows や I:砂を含む流れ (I古l i夜）ぐりも ・.f,f[O)?l訓 I流である。

本講義でi:tLに氣液｀．相流をljI心として?1も相流の）,!;/翡Jill
高および応川について解訛する。

l幾械設，/h16h 機械設叶1/)Jり！念及び）阜則について，溝義し，機械晶汁を休 教授
Principles o「Mechanical 系的に概観する，）特に，構砧部材や機能材料の最適材料 飯塚 I内
Design 選定に刊lする論刑的な苫え力を具（本的な •Jf例に），し凡ヽて

講義し，構造設，i卜と材料設註について休系的に諭ずる。
¥J;jミ;7'-ィクス特諭 叶位機に上り制御されるロボットマニピュレータのシス 教授

Advanced Robotics テム・解析.;1刈御と Wl係するロボット）よ闘技術を講義す 九：木リ］

7 ,,) 0 tとして， l-]ボットの機構と迎動‘芹，静力学及び動

)J'芹JII片誦を取り卜げ解虚する。

システム 1万匁ドi論 線形叩叫法，ネットリーク，汁仙ilh JI線形叶仙jy)・;,糾合 汁［差対受
Advanced Systems せ最辿化につし Vこ溝義する。線形出,tij仏では，爪（本怯， 秋山名）ミ
Engineering 2段附怯，：：i)金怯ぐりを，ネットワーク叶仙jy人では，最知

絡間題，輸沿11¥l題Aぷを，井線形叶仙iy人で(J, クーンタッ

カ一条件，降 fll豆かを，糾合せ最適化では， i)柊放，l¥・phj/1¥]

む， 責t)J;i配分間）伯ぐりを扱うり

CAD/CAM特面 設叶知識を利i枷的に川いる知的CAD/CAMシステム 汁「教校

Advanced CAD/CAM を j況：題として，機械設計• 製作を文拉する叶＇料機扱川技 大町屯哉

伸i, 2次）じ及び3次几図形のモ リングと図形処州!, p!Jf 

像処則，設叶エキスハートシステム，晶汁知識の表現怯

と間題解決システムに／八ヽて，溝義する。

il j-i)llj ;j]lj jJjl~、1i'1ltttt 翡炭な叶測制御システムの構築には， f丘砂の人））および 教授
Advanced Instrument and II¥)Jぷ fにお(jる物月!l1tと屯氣f.j'砂0)疫換0))Jげj!と年、'H化 峯 Ill q •J•. 

Control System の的確なJll!ffJ『が屯疫であな rvn:、!VIs (マイクロぷn 汁「教校
からの凰れを中心に， l浜々なセンサ，アクチュエータ， 1JLi I I I~ 匁11{,)
およびこれらを応川し , nホット，白動巾，［応脱槻堺
りりの叶測制御システムにづしヽて講義する。
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授業科H名 授業科日の内容 担,11教員

札Hi戌システム［学特別飢骨 A 修Iー：論文を作成するために，参考書や参考論文を輪講演 専攻教員
Advanced Exercise of 習し，論理的思考能力，コミュニケーション能力等を義
Mechanical Systems ;: ）。

Engineering A 

札使｛戒システム r.学特別実験 A 修hi倫文を作成するために，実験や数（直シミュレーショ 内l攻教員
Advanced Experiment of ンをI:に指導教員の指祁のドで行う。
Mechanical Systems 

Engineering J¥ 

機械システム［学特別講義 l I—1、]内外で活耀してしヽるすぐれた研究者や技術者を講師 JJ:;•1•;'.i'リ~,]怖 nrJi

Special Lecture on に迎え，最先端の研究や技術の講義を受ける 0
Mechanical Systems 

Engineering I 

l幾械システム］．学年か別晶義 II 川内外で話鼎しているすぐれた研究行や技術者を，溝師 Jl,;'i~'Hリ~.;屑'!':iii

Special Lecture on に迎え，最先端の研究や技術の講義を受ける。
Mechanical Systems 

Engineering II 

"'j: タト')芯習 企業などにおいて， I'!らの内攻や将来の経験に間連した

（インターンシップ） 就策体験を行う。大学教Tfとは異なる，晶い職業紅識と
Internship 「Iゞ ／：心・責任感のある社会人となるための行成を 11的と

した夷習である。党界や瓢f膚に刊lする 'Jf前の調住 'k
習， ・Ji: 後の夷習報内などにより職業紅識の向卜を図る 0

lゾ'f:身~if-iU「 (1参 担 ,11 教nの指導を受けながら，学部の製図• 実験・実料・ 刈i攻教且
Engineering Education 徊料などの実務教介研修を行う。教えることは学ぶこと
Training である。 l学教行の在り）j・指祁の在り）jを実地に学ぶ

研究開発夷践油習 企業現場において，ヽII該企業の協力を得ながら，企業分
（長期派附刑） 析・ 峠業分析を行い，課題発見と改曹：提案を行う。主た，

Practice for Research and 企業研究行と共11,Jで間発研究訊動を行う。
Development 
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT)

教育目標とカリキュラム
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ものづくり技術経営学専攻の学習・教育目標

0 ミッションとビジョン

● 専攻のミッション
日内外の経済・社公環魔の変化とグローバル化の進殷によって，！厳しし、経営を強しヽられてし‘
る企業も多い。他）jでグローバル化によって販路や商機はIll:界中に仏かっている。市場，政策，
訓客嗜好，屹業構沿などの変化に采軟かつ迅速に対J応し，これ主での技1府価値や地域資源を「lrW
客価｛直」へと l転換することで利益創出を行う「改州i」が，いよ1[に求められている0
このような環炭において， ビジネスで贔い収益ヤtをあげるためには，イノベーションを定‘常
的に化み出す文化・体制を糾織内に構築しなければならない。さらに企業や地域社公を支える
企業経,;.均者や従業員らのグローバル能力の形成と，グローバル）民間に備えたインフラ幣備の拙
進が欠かせない0 これらを担う人材の行成と支扱システムの構築を辿じて日本企業の発）jいを支
え，地域・地）jの経済・社会の活刊：．化と繁栄に貢献することを本＼り攻のミッションとする。

◆ 専攻のビジョン
叫倫習得と実践力の投成にt眼を11"1:き， Ii'! らがぢえて， 「足を動かし，平ぶ」教育を文施す
る。主た贔度な分析力と先見、I化をもってプランを作成し，商品化・ •J,:業化を迎じて祈たな価値
訓造ができ，＇其際にこれらを［休的かつ中心的に担える‘九践））と行動力を身につけさせる。
11りL後期課作では，これらの知識と能力を）よ盤として， 1'1立的にll、:11靡レベルでの学術・研究が
展間でき，かつ指導））と教育力のある人材育成を ll指す。

(1) これ主でj悴った山形大学の「/if判'l'"t金」述携活動に）よづく実践的な技術経汎亨'.o
(2) グローバルJ民間にも適合した経汎戦略論ならびにマーケティング諭（）
(:3)既成概念に捉われなしヽ祈しし、!J軍杞怜則.lj:_咋効半0)臼九
(4)・ti公人に学びやすしヽ l:IIM11 IJ廿，溝(.(fl¥, 平11IJ廿，溝）と e・learninf、による教介環燒幣備。
(5) 11本人と留学牛のハイプリッド刈リ教行によるグローバル能力介/J-0 

〇修了要件

夷践的な応）ll力を巾視する鳳点から， 定の叫立を修得 (30爪位，とうはく MITRAIコース
は40叫立）したうえで，次の疫件を満たしたものを修［と認定する。

• 修 L諭文0)1り攻による合格刊定

ただ‘し，以卜^にぷす粋しく｛見れた成果をもって修［と忍定する場合がある 0
拠をぷす資料を提川する必要がある。

その場合は，恨

．． 
1

2

 
．． 
3

4

 

叶l請者の L導で祈たな麻品を間発し，修［主でに商川化
巾 i泊者のじ導で新規•Jf業 IJM 発， もしくは・rr業,!j',:祈（ビジネスモデル1'J'i't築人りを含む）
められ，糾たな•Jf業収益を獲得
IIJ品者のじ導で飩争刑公蒻による1棺業支扱叩助成金（但し 1000}J円以u獲得
IIJ晶者のじ導で・ii:業）民間が確史に期待できる介川な特乳をIl¥!J禎し， 4、1j:,作権登録

が進

学位論文審査基準
1 . I l I形大学大学院則 l学研究科 (r学系）ディプロマ・ポリシーに従しヽ，学｛立論文として適切な
形式を踏主えていること）

2. 修I:学•（立論文は，糾規性主ー！こ /.t独訓ャtがあってものづくり技1府経')玲学に刊L、連する分野における
糾ししヽ知見をもたらすか， 主たは'1j1l亥分野における研究遂行に必製な），且礎知識.Jll¥flj『カ・ 11¥J題
解決能力 Aりを証明する，独i'l0)ぢ察を合んだ論文であること。

:3. 論文0)1肉成に/)しヽ て
I) 11倫文0)題IIが適切であること。
2)研究の背屎が記述され，研究ll的が明確であること 0
:3)研究）j祐が記述されており， 目的に沿った）j法であること。
4) 結果が図表笠を川しヽて適切にぶされてしヽること（う
5) 考空が結果に）,(づし,-c適切に導き出されてしヽること，＼
6) I l的に対応して結面が適切に消き出されてしヽること 0
7) 引川文献が適切に川いられていること 0

4. 提出された学位論文は'.ff臼州委員 (l: 礼l:,副10によって‘讃青されること（う

5. 蕃1iJi~,準 lから 4主でのすべてを満たしたものを合格とする。
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT専攻） 授業科目及び単位数表

罰

ijl 2 9年度 :i 0年度
必修・ 選択の別

長応科 II名 仇
担,i1教員 佃j朽

IJli Jリl 1妥Jリl 前期 後期
-!、 'Jp,h/ 

f1llif11'((11J1& 
/111 11く、『¥I 

廂品化仙i・IJfl梵高 2 2 (2) 肌fIll, -JI -,;;1; りリJ,;M1W

l支/,l:1'奇't'i玲9、/:lltl,ronA 2 2 (2) ◎ ◎ ~~k, 111111, 阻f-111,,:":ii'界 り¥:.;/fPf

i支/,Ii舟ti玲"/:!既，，詞I¥ 2 2 (2) ◎ ◎ 
~~ I、→, ,jヽ朋f.1111!1, t冬，

伍，，li"l（也分り枡敦['t

/J;((1ll1,l!-'¥;i,f(i;¥ 2 2 (:2) 柊

マーケ'j-ィング・戦略諭 l ＊ I I 1,』 1、'」 l•'i1\'1i'リ1,;//ir:11i
！ら1科IH、rn"fi11H1!
あ I)

・,-ーク、こJ――イシ／ク、'.ij殷111各，；詞II ＊ I I Yi! I、ー 9 、Jl'i1I;/J'リI,,情f:rfi ,iil'iAl21、(/)"fift、l'Iあ1)

糾熾・人的'r'tilJ闘1'J1j!年か，，倫 I I (!) ;Jヽ野

JiliJ成/,f,、l'I・年、'i',i倫 2 2 1)、野，似i澤

襄品じシネ人間•高＊ 2 巳 阻fIll •),,;/\ nf 

I也J戒烙i愧'1Ul¥l'Jも附i',l倫 2 2 (2) 肛i'Ill

地域贅ii)J;(I::シネス特高 2 2 (2) i，"・，.)_/,y,,,_ 英，，li"T

知的財礼マネシメント 2 2 (2) 
1J逍斤， （也ク｝肛f¥女LL
.Jl';'j1;/i'i)J,;,V;f:ili 

グii← -バル戦略マネジメント 2 2 (2) Ye¥ I、, -Jl'',,;•;liijJ,j情 li1li り¥1;/t11f 

川院取り1でネシメント諭 2 2 (2) 
;Jヽ野， ： 1-ーエンズ
-!l'i,1;1/lj1,; 岡i11Ji

J支1-1'1'-ヽ ノネシメント!l.'f,;(,nA(IJjl尉屈系） 2 2 (2) ;J、野 が,.. Ii ,q 

j支礼jぐネシメント1加倫ll (設，；I糸） 2 2 (2) 横111

技術マネシメント牡畠（` （品質系） 2 2 (2) i多,,j,((力t)

技i廿、,(、シメント特高ll WdH系） 2 2 (2) 111'11 りし，，li"f

Hi「rマネンメント作詞 l•:(J支 ?+i外貸糸） I 兄 1、'柊， ＇、り攻教 11 ,;I{HIII 英i,{)11] 

技札i・,'(-、シメント竹論F(技札r脊討系） I ’、11攻教員 i¥'iHIII 

技札rマネシメント特畠（；（技iliii'.汎系） 2 
f,I, I、;,I冬， i公Illl、Iii, .. :rn、fill
t、11攻教ll り'"Ii"f 
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間講期及びi肘11,'i'間故

2 9年度 :3 ()年度
ゼ、修・ 選択(})別

q, 
授笈科目名 怜 jL!'1i¥ 文H 仙考・

故
IJli JリJI 後期 前期 後期

C'1 il ( 
f1llifMi<J1N 

II I I RA I 

技iiiマネシメント特蒻II(技佑脊げ系） I 1/1攻教員 ,::,n,r111 

技札rマネシメント特畠 I(合融分折） 2 1)漕ザ， ＇りJ文年Hl ,,:rn、fill

l支iii ネシメン I、特高J(!{iii粋'ii'系） I Iり攻教員 ,,:rn、fill

技術マネシメント特誨K(技桁抒拉系） I Iり攻教員 "克¥Hill

◎ [り(11¥）i(ui(il]/&] 
， 父教(1 l 

ii)「先，，倫文牛'j)jlj祖(',外 6 I I fi r` ） 
( 

◎ 
［と）ll(MITRAI) ） 

•/1攻教員

iiJf り厄 I開発＇）且伐祉/1月 (J¾期派i府刑） ,! 令，'1攻共直i

(!U 
I. MOT I、り攻は，各学期 15週の間，溝を椋準とする。

~-◎印：必修科 11 無印：選択科ll

3. *「/lは、隔年間講とする，）

4. ( )内の放'j-:(:t:3 0年度の間講 f紐闘時間放をぷす。

【とうほく MITI{ 1¥ Iコース】

間溝期及び週時間放

lj¥ I {j'. 次 2年次 必修• 選択0)別

授業科 11名 仇
2 9年度 ;3 ()イド）虹 担''i教員 f1//i衿

1'1fi期 後期 前期 後期 11ll111n:ii1J1N 
L-) I! ( 
,11「RAI

ビジネス II本晶 l 2 ,1 (,!) C) f :H, Jhi1;11り,;~j f:rli I 
利

ビジネス II本語I! 2 ,! (,!) ◎ （ ・・fl 

ビジネス II本晶Ill 2 ,[ (,!) ◎ f.f斗

ビジネス II本語IV 2 ,f (,I) 0 f―,f斗， Jl'i,¥'り）¥,: 箭!':iii
I !,: ヽ）'!.t, 
I', 

ll~,: ビジネス 2 2 (2) ◎ 野Ill'他分野教員

学外実習（インターンシップ） 2 ,j (,!) 

゜
野Ill,I切澤，他分野教員

こ¥'-・ャリTIJM"it 2 2 2 (2) (2) ◎ 閉fIll, r1:ii'屈， .Jn;nりJ,iPi¥'lli

(It) 

I. ◎印：必修科 II 0印：選択科 II

2. ( ) 1J、JO)炭文'/It:3 oり襄0)/)廿，溝 J'定週llか間放をぷす。
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目の内容

授党科II名

商品企仙i・D廿発論
Product Planning and 

Development 

技術経'i芯学概論A
Introduction to Management of 

Technology A 

技Wi経'/芯学概偏B
Introduction to Management or 

Technology B 

l片叶lli1J1窪論
Cost Management 

マーケティング・戦略論 l

Marketing and Business Strategy 

I 

マーケティング・戦略論II

Marketing and Business Strategy 

II 

授菜科日の内容

顧客価佃(・商品企flDilサl発につしヽて溝義する。システマティ
ックな具体的）j法論（市場調査，アイデア創造，最適麻品

決定）につしヽて'Jr例研究（グループで実際にテーマを決め
商品を企圃）を行いながら活川できる形に繭じる。

加えてQFD  (品質機能I民間）に）山本的"lf瑣に/)いても解
説する0

ものづくり技術経'/玲学の見本となる考え）jを料得する0 本

！！｛攻の全体を俯鰍し講義（本系がわかる構成となっている0

具（本的には， MOTの本質を戦略，サービスを含めたエコ

システムとバリューチューン，技術マーケティング，アー

キテクチャーとプラットフォーム，イノベーシ JンのJ咀論

と本質，研究戦略，コア技術肌戦略， 'lf業システムと設叶．
デザイン・プロセスのマネジメント，糾織能力とプロセス

マネジメントにつしヽて学ぶ）概論はA, Bどちらから始め

ても良いが， 11lii)jを受溝することが必修である0

ものづくり技術経'/玲学を学ぶうえで必吸となる）よ本的な

知識をや／得する。具体的には， MO'「の本質と戦略，アカ

ウンティング・ファイナンス，知的所イi権人門，学術論文
の），l閥につしヽて学ぶ）概論はA, Bどちらから始めても良
いが， 111,j)Jを受,Hl1することが必修である。

厭価，ti仰は企業の合則的な経済訊動に必要イ~11f欠である。

マネジメント・コントロールとしての）爪価竹刑の紅義を則

解した I・.で，経党伯報システムのサブシステムとしての）爪
価計位のしくみを学び，なぜそのような，H仰が必要かにつ
しヽ ての罪解と， J占礎的な，ll信U;法の習得を II指す"I l本の
)j鴎fi,H符）よ準，鳳記ルールに則って講義する。

マーケティング，それによるマーケティング戦略，それを

特続的収益に繋げる •Jr業戦略について学ぶ，マーケティン
グ・戦略論 l では，上ず， •Jr業や麻品に対し目社の強みを
牛かせる1票的顧客を定め，その顧客に向けたfillif11'(を創るF
法をfij『説する。陪i品の機能と顧客が受け取るベネフィット
との違いを刑解し， 1抒i品力の原｝はである，顧客から見た明
確な魅力を創り出す，あるいは削きあげる魅力的な麻品の

企仙i法を習得する。

マーケティング，それによるマーケティング戦略，それを

持続的収益に繋げる巾業戦略につしヽて学ぶ〕マーケティン

グ・戦略論IIでは，マーケティングを踏まえたうえで，

持続的収益を獲得するための，競侑（瑳位州tと参人11彰脱の作
り）jを解説する。 i1l社は，何に焦；点を絞って集中し，競伯

優位性を高めていくべきかを則解し，顧客から選ばれる則

由をつくり，競伯に勝ち続け， 1%収益をもたらすシナリオ
づくりの丁：法を学ぶ

肘修条件：マーケティング戦略論 lを履修したもの
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担,ti教員

教授
~!f 11-1 1~11 1 J: 
J1,,n『 ljリ~.;札1!11li

教授
りJ, I、i11『hり
川中 I湯孔I¥
汁（教授

~'f Ill IW 1i 
助教

l介;¥'料 II I J, こ

教授

りti.VI肛杜t
/ Jヽ阻J'{府、ド
111'11 I湯孔I¥
111: 教授
柊紫）り

他分野教員

准教授

柊紫）り

教授
りl-i~1W 1i¥'l 
Jl:','1~ りリ~.lrH11li

教授
りi.l, k 11'(1¥り
Jn;~· りリ~:l札i0r:11i



授業科目名

組織・人的賓源竹罪特,;rrii1
Organization and Human 

Resource Management 

札担戒計］、1、11:特面
Regional Industry Promotion 

食品ビジネス特向

Food Business Management 

j也J戒賓tJJ;(IJ廿発牛、1i'1i倫

Development of Local 

Resources 

地域賓源ビジネス特繭

Regional Business 

知l的）甘硝マネジメント
Management of 

Intellectual Property 

グローバル戦略マネジメン

卜

Global Strategy 

Management 

11、II界取引マネジメント［倫
Management for 

International Exchange 

授業科日の内容

糾織デザインとマネジメント，ならびに人的資源閲発の観

l.i, から， リーダーシッフのあり）］とコミュニケーシこ］ン，
MBO  (Managemenl byObjuclivf's)と自立咽人材の行成，

および組織話））を向 j-_させる施策につしヽて，ケースメソッ

ドを活川して学ぶ

地域佑業活『!:化の 1-・1ジック，地域1附業の分析F仏，地域企
業の分析'T・怯を）よ礎とし， /1『|、生化策，文拭糾織，文4及r-怯
のあり）jにつしヽて学ぶそして，地域内外の・,rs要と経'/灼賓
1JJドにi斤11し，地域に活力をもたらす方法論，そのためのfI: 
糾み作りを（本系的に学ぶ。

地域低材怜を活川した）Jll I食品の間発において，味，香り，
機能性成分(})貯蔵 ・)JIII・. r. 作にお（｝る変化にづしヽて，科学
的恨拠が必吸であることを札IUIJ『する，,:Uこ，味此センサー
測定による味(})迎しヽの数値化を実践し，）Jll I食品製迅にお
ける注，紅点に,..)し¥-c学ぶ

J悶林水忙物， r応佑，鉱 I業製品怜の地域lffil;礼を活川した
地域活刊化につしヽて・Ii:例から学ぶ;:l: た，地域賓加を活川
した体験11;リグリーンツーリズム宵観光とのコラボレーシ

ョンにつしヽて学ぶ

地域賓加を祈かした新たなビジネスや価値の創出につし‘

てフィールドワークぐりの実践を1J: し、ながら学ぶ，ものづく
りや食や農，観光などを含めた広義の地域賓加の価値創出

を念煩にW,'き，マーケティングやプロセスデザイン袴， M
り ro>J,t: 礎知識を取り人れながら進める，，地域が抱える人
11減少，似i齢化，後縦者間加などの解決に地域ビジネスが
岱りできる社会的な，絃義を合めて習得することを 11指し
ているい

技附経,;況における知的財汎：マネジメントにつし¥・(,I危業財

1)1渭の制度・ 'j'lj例を中心とした）,HiJむ知識と， MTマトリッ
クスによる技術戦略分析など，廿ll,1倫と実践双力を111蘭広く身
につけることを11指す0

グローバル）艮IJMするに際し，バリューチJ ーントの経'i灼賓
加を jll:界的視野で最適配分することだとしヽう）,~Ii焙的な杓
え力をJIH解する。戦略）民間に1月して， 'd.1臼fl¥品や Ic・ 「IYJ
連製沿菜における過1道）丈例，現在進い形の祈'lf業推進W)
実例を取り I・.げる。グローバル）民間におけるリスクマネジ
メント例も取りあげな英晶によるコミュニケーションを

含む。

担,11教員

教授
;Jヽ阻fy;i;.'店

教授

1)ヽ肛fi?i ,: 合

助教

I介j¥'焙111'f

汁「教授

り1f111 1W 1 r 

准教授

阻f111 Mt 1「

助教

11':i¥'$¥ 1!1'j~ 

教授

/ jヽ川fr;1; -v 
他分野教且

Jl:',;;•;ljリ~,Hlii':rli

教授

りJ. k 11'(1i'it 
Jj:);i;ljリ~,l/lJ'nrli

f 1,J I靡11父,JIにおしヽて最も肌川）的な化買拠約にmiする）よIi)虐的 教授
な怯知識を修得した卜で，拠約，りの作成）j仏にづしヽて具体 小野汀；ヤ

的に学ぶこれらを閉tえ，ヽ )J界のビジネス交炒を想定し コーエンズ
た・J,:案におけるロールフレイイングに取り糾むことに上 久）2 ( 
り，英文焚約佐の解釈，修得したり;!Iii版のI屯川としヽったl!iJI靡
取引の文務感党を培うことを目的とする｝

oJl:'ii『りリ1,l/1H:11i

-~b6~ 



授業科II名

技術マネジメント特論A

([エJI葛り経'/芯系）
Technology Management A 

伽ternationalManagement) 

技伸iマネジメント特繭B
（晶汁系）

Technology Management B 

(Plan and System Design) 

技衛マネジメント特論C

（礼h質系）
Technology Management C 
(Quality control) 

技術マネジメント特論I)

ON恨系）
Technology Management D 
(Information Communication 
Technology) 

技術マネジメント特論E、

（技術経但；系）

Technology Management E 

(MOT) 

技術マネジメント特論F

（技伸i経'/均系）
Technology Management F 

(MOT) 

技術マネジメント特諭G

（技仙経賞系）

Technology Management G 

(MOT) 

授業科日の内容

日本の製造業か抱えるクローハル粁済における』［題とそ I加：lヽ'i教員
の解決に向けた戦略展惰につしヽての］，屈礎的刑解を深める0 小野料；炉

各種賓料や地域企業の前外展間先進‘尤例分析をもとに，バ

リューチェーン仝（本を俯II散した日本企策0)I EJI界競伯））と
グローバリゼーションの現代的紅義につしヽて，i倫じる 0 主
た，地域企J累・，『の公表データによる "ll例分析を迎してJIH解
の深化と分析力O)ij!J:j義を図る。

虹年のデジタルシステムの設，ll・IJ廿発には必須となってき 汁i教授
ている，アナログ沿;J古］波的設計・f:11凸糾込みシステムにつ 横山迅央
しヽて， Yiり外勢に氾従されなしヽ褐位：性を保つべき i忙炭な技礼i
である'Ji:を認識しつづ，その），［礎から文習主でを通して学

習する0 主ず，似j)古l波特イiの設叶・ 叶測臼人とシステムの
似i密度）,t板夷装における翡周波設叶にづしヽて，似i周波J占板
晶汁• 叶測,l平価実習を交えながら概観する。主た，糾込み
システムを搭載した簡i巾な実習キットに上る油習を迎し
て，糾込みシステム設叶.IJ廿発のJよ礎を学び， l3f!発の現場
ではどのようなfy};で間発・，没，汁され訊川されてしヽるかを

探る0

品質管;j用技術のq,で品質 I".学（タグチメソッド）を取り I・. 准教授
げ，その考え）jを，溝義と実習で学ぶ具（本的には， H¥'J直l杉本俊之
数を川いて品質を金銭に換爪＼して評価する F訊ハラメー
夕晶汁に上って機能のげらつきを小さくする（品質を向 L
させる））j怯に｀ヽて学ぶ tた，現場における品質測定
o) r怯に/)しヽてもふ倫する0

ビッグデータが佃lif直ある柏恨を牛み出すプロセスとその
・11り恨処則を文える ICTCl, り恨叩パ技衛） 0)),!.;(退を学ぶ）JII 
えて， ICT及び屯r1・. 学を中心に技術研究開発マネジメン
ト0)概吸及びイノベーションに繋げる間発戦略と具体的

曰tにつし,・c,'Jこ践例を加こ習得することを ll指す。

教授

川中陽・郎

仙佃＇［訓成に欠かすことのできない 11本刑製砧企業におけ 教授
るマネジメントに刊lする知識と技術を学ぶ，ボリビアI1cl'l'i: 兒 k11'(樹
情学牛/;t必修とする。（贔（み杵え科11) 1f f: 教授

柊紫）り

刈i攻教員

価佃＇［削成に欠かすことのできなしヽグローバル技術マネジ I'・り攻教員
メントに刊lする知識と技術を学ぶ'(,;尻み杯え科Il) 

価i直削成に+11f欠な技術マネジメント及びイノベーシごl
ンに ltlする知晶• 技術・ノウハウを学ぶボリビア11膚情
"/lj:_/t必、(1各とす→る0 (.;Ji; 九粋え科11)
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授党科H名 授業科目の内容 Ht'11i各女t1

技術・マネジメント特論II filli値創成に不riJ欠な技術マネジメント及びイノベーショ 専攻教員
（技術経'/的系） ンに関する知識• 技術・ノウハウを学ぶ。（砂（み朴え科目）
Technology Management 1-1 
(MOT) 

技術マネジメント特偏 l 財務廿l恨に加えて，財務指椋が経'/的及び業務の実態の何を 教授
({it」府應ク}111・) 映し出していけるかを分析する干怯を学ぶ,II本の金融機 / J ヽ ~!f f;1; f 
Technology Management I 杖lにおける企業分析は，これ主で財務指椋と，j'われる過l~ ＼り攻教員
(Financial Analysis) の数｛直をもとに1j- われてし、たが，現在は•Ji:業の将収性を見

通した'll業・I生評価を加味したものが求められ， 惰11で実践
されている。このf-法を掘りドげ，金融機関が取り糾んで
しヽる 'lf業II利き「：怯を学ぶ。 （訛み杵え科11)

技術・マネジメント特論 J 価値創成に+11f欠な技術マネジメント及びイノベーショ Iり攻教員

（技術経料；系） ンに Wlする知識• 技術・ ノウハウを学ぶ, Chじみ杵え科11)
Technology Management J 
(MOT) 

技術マネジメント特論K 価値創成にイ~,,r 欠な技術マネジメント及びイノベーショ I、I/攻教員

(1好l峰怜'/玲系） ンに位lする知識• 技術・ノウハウを学ぶ。 (,b'Gみ杵え科11)
Management of Technology K 
(MOT) 

,/1J「り知i倫文特判j(貨料 【イ1lli{11『創}1しコース】 ＼り攻教員

Special Exercise for 祈悩i品の間発や祈たなビジネスの創成げ｝の学牛•人•人
Research and Thesis が持ち込んできた研究課題について教員と学牛との間で

キャッチボールを行しヽながら探求を1仇ヽ，研究論文の‘尤成

をIl指す"
【とうはく MITRJ¥Iコース】

学牛が持つ/[,';[別の研究テーマに則して＼りjllj教員が指導・教
行をいうとともに， i倫文の，片き）jについて専攻教且が指導
をhう0 主た 11本，；・1位）指導が必吸な学生に対しては語学,y
門教員を配iffi:し，研究論文の完成を11指す。

研究IJM発夷践油習 企業現場において，ヽi1,1亥企業の協力を得ながら，企党分析

（長期派附JI性） ・itr業分析を1且＼課題発見と改停提案を1fう。主た，企
Practice for Research and 党研究者と共hi]で開発研究話動を行う 0
Development 
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j受業科1-1名 授粟科Hの内容 i且,11峯女fl、

ビジネス日本語.I 「キャリア」に関する』屈礎知識を学び，自己のキャリアプ 准教授

Business ,Japanese I ランを考える 0 また，ビジネス場面における敬語・待遇表 f・:tl m J:,_ 
現，及び，ビジネスライティングの）店礎的内容の習得を日 cJI,; 常9位b,]怖I'叶i
指す。

ビジネス日本語II 現代日本社公を作りあげてきた ll本のI餅史にワいて学ぶ 汁し散1受

Business Japanese lI とともに， II本社公で働くために必要な社会制度， ,1『［習， f・. f斗1;1;)こ
杜公11¥J附についてじ体的に学習する。また， e-learning

教材怜を川し¥ II本の企業人の職業認識も学ぶ，

ビジネス II本語Ill 11本での就職に関する知識を得るとともに， 1'1己を晶る表 附教授

Business Japanese III 現や要約のスキルぐ序を「，活す」「，杯く」 0)泊動を通して学 1 : fl・1?i J.、.
び，実践力の義成を ll指す。

ビジネス II本語lV ビジネス II本晶能カテストの J1相''1のレベルをII指し， 准教授

Business Japanese IV 様々な対人間係やビジネス場面を紅識した日本晶表現・ス イ:f斗竹片 t 
トラテジーとその迎川能力を義成する 0 Jl=',,;,;!J刈，，情i'l1li

日本ビジネス グローバル経済が急拡大するなかでの，これからの II本企 准教授

Japan Business 業の在り）jや経料；戦略を学ぶとともに，ものづくりに対す 阻f111 IW h 
る考え）jや， II本刑経i玲の特徴につしヽて学ぶ） 他分野教員

,'戸タト実粁 企業などにおいて， !'Iらの＼り攻や将来の経験に関連した就 准教授
（インターンシップ） 業（本験を行う。大学教-(fとは異なる， i:訊ヽ職業紅識と !'I立 阻fIll hり1i'
Internship 心・責任感のある礼公人となるための行成をII的とした夷 助教

習である。業界や業釉節に関する '11:11りの調ft,'kf/,・Ji: 後 似j¥睾 11JJj_ 
の実習ヤfljいなどにより職業紅識の向 I・.を図る。 ｛也ク｝阻f身文n

こ\-:.-ャリブ~IJト11洛 大学院修［後を見据えて就職活動を行うことを支扱する 0 准教授

Career Development 目已分析を行った 1又〖で具休的な企叢研究を行い，効果的な ~1f 111 lW fl° 
ES・「I己PR・J復｝栢，杯の，片き）jを学ぶ主た川i抜や SPI 助教

の対策も行う。ビジネスマナーにづしヽても{l.1;J別性に応じて {/j {睾 1!1J-5_ 
指祁する。 Jl:'i'jl; りリ~,l/1\'i'l1Ji
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各 共通開講科目
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各専攻共通 授業科目及び単位数

単 間講期及び週時廿廿数 教職
授業科日名 位- 2 9年疫 :3 0年度 担胄教員

数 廿fJ共/j1妥Jリl計JJリj1変JVJ
f斗II

炭文’ヽ"f:年、li'ff倫l 2 2 (2) L 小島

復父‘、i':附i濯倫II 2 [ 

佐父’、;::附i囁倫Ill 2 2 (2) □ r 早田

4勿I用Cf特・扁倫 l 2 2 (2) L )JIIJ/iii 

4勿I用l・．学：特：il扁II 2 2 (2) r ,-女"-,U、!ど・. 

物則I~学特論III 2 2 (2) L 小池

没父I用L'予：附l'1i倫l 2 2 (2) C 大槻

娑父I用 J".''f~かi倫II 2 付i

(llJ I. ;3 0年度の「間講期及び週ll、1'11¥l数」は， JJ¥Ul!Jとして 29年度に倣うものとする，｝
2 . ( )内の数＇ドは ;30年度の間講r定削ll、『間数をぷす。

備考ふ

:3. 「教職科11 (コース）」欄の「枯」は教n免rt'「教科叶青恨」，「 r」は「 r業」のそれぞれの教科に1月す
る科IIをぷす。
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各専攻共通 授業科目の内容

投業科目名 授業科Hの内容 担,ji教員

少文q:q、¥'1l倫l 数罪物罪学に現れる対称性とその）応用について学ぶ。統計 教授

Advanced Mathematics I 力学の模別である 2次几イジング模刑は相転移現象を叫 ;Jヽ ，1:1j 正し ）ミ

述する模咽であり， L学者にも良く知られる，最も）よ本的

かつ屯要な1,r解模咽である。このイジング模咽を厳密に解

くことをとおして， 1r11t散フーリエ解折，転送行列，クリフ

ォード代放などの放学的道具を狸解する 0 具体的には，ク

リフォード代数としヽう対称性を川しヽることで， Ii: 大なサイ
ズの釘列の対角化を厳密に行う 0 無限l・'j山度の位刈リを無限

の対称『tによりfiJ『く）j怯0)雛形となるJIH面を学ぶことで，
現代数学とその具休的応川につしヽての刑解を深める。

少文＇、ド附i蘭倫III 格 f-I・・.球充坦11¥l題と刊］述するボロノイ刑論を解砂［する o 1F今^ 准教授
Advanced Mathematics III 定値対称行列令休のなす対称錐のなかのリシュコフ多角 I礼川孝：博

形のl孔点を利川して最巡i格rを牛、'i'徴付けるボロノイの定
J用を学ぶこれはコンヒュータによる探索のためのボロノ

イアルゴリズムの恨拠となる。

4勿サn1-,、ド牛、1i'11倫l iじ氣双極（＾，磁氣双極(-をもつ帖l体の屯氣的・磁氣的刊：質， 教授

Advanced Physics I 外場に対する応衿，双極 fO)協力現象と相転移，強誘‘ぷ休・ )JII Ji格砂： l、リj

強磁ヤt休に代表される双極［の長距11.雁秩庁状態につしヽて
述べる 0 特に屯 fのスビンについては，その起源，合成，

秩l'r竺瓜洋しく解流する。
4勿j用I.学特：論II 「M:(力学」(}))よ本的な概念を砂［明し， 11((力学4、『イiのi貨 汁「教授
Advanced Physics II 岱i:' シュレディンガー）if閑式とその解嵐油賃l(ぺ咋［列表 安達義也

現などを紹介し簡i巾な巾象につし¥'(,ll岱iする。磁氣モーメ
ントの恨{)J;(である角迎動贔（軌道およびスピン）について

解説する 0

4勿j用l'.''t牛、'i'論Ill 現代の物則 L学におしヽて対象となる）占礎的なI古If本の磁氣 准教授
Aclvancccl Physics lll 現象について論ずる。さらに多彩な物則的板舞いをぷす磁 ;jヽ i也｝・I¥l専

刊1本の、性質とそれを応川した最近のJi恢性材料の｝民間にづ
しヽ て解説する。

沿文旧I[I:'、M、'i'i/倫l 相/i: に刊l連のある多種煩0)―ゞ ータから牛、'i'徴を把脚するた 汁/;教授

Aclvaneecl Mathematical めの T:嵐いわゆる多変贔解析怯について， lT(ll!J帰分析・ Aim Ji~1: 
Theory I l: 成分分析などの）jし本的なULを解説する 0

娑父.flじL、、'f:附i'rl・倫II !l:f本の神経や脳の、情報処刑機構につしヽて述べ，これらの付i
Advanced Mathematical 報処則機構のI爪則を抽出するための脳の刑論モデルに/)
Theory II しヽて（本系的に講義する。さらに，学習，記鳳迎想などの

諸機能の神経 l•iJ 路モデルによる文現とそれらを川いた r.

学的｝ぷ）ll及び間題｝，ばなどについて論じる，9
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II 博士後期課程
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1 . 履修方法

1 -1指導教員グループ

学牛には，人学の際，授業科11の履修，学位:1f倫文の作成笠の指導のために，博l秒後期課代担‘り

教Hの中からl:指消教blが定められる。 ］：指導教員は，学化の研究叶圃に）店づき， 1.lfl叶分野が伽i
らないように配應し， 3名以卜^の指導教員グループを糾織するくう

1 -2 授業科目等

授業科11は，講義科H,特別飢習 B, 研究叶圃，特別叶仙i研究， 4か別教介研修及び特別実験B

である。 （ものづくり技伸i経i玲学内攻 (MOT1、り攻） /.t「地域技術・ビジョン狐習 B」)である，〕

(l) ;WU岱｛斗II
研究を遂行し発）Jせさせるためのり甲l的知識と能力を， 1翡度かつ総合的に祖i義するために，刊l
迎する内判l分野の講義科11に偏ることなく）復修する。

(2) 牛、1j:7Jlj紅ff/B

I、り111]分野閃係の研究グループ内で，最祈の文献の輸蘭などを， 1年間を迎じて1「う油習科11
である。合格，不介格の'PIJ定は， l: 指尊教員が行う。

(3) ./iJFり信，tl-111Jj(フ.,ロホーザル） ,. ・・・・（提11¥様式 I)

授業科11O)修得が進んだ段II枠で，＇、り 11']分野の礼公的ニーズに閃して f備的実験や叶鯰を1]
し¥ 11~1迎する Ir!内， 1叶外の研究状況につl.,ヽての調ft·1~恥lを肋主えて，それを将来収卜のある独
創的な研究課題として提案する科11である。研究のII的， F段，期行される成果などを Il叫で

発表し，指導教員グループの審ftを受ける。合格，不合格の判定け， L指導教員がいう。

(11) ~: 仔別11I・1111f研究,.・・・・ （提IIH浪式2)

i: 学に対する視野を広め， IBJ題提起.f!J『決能力を義うために， I危業の現場，各柿研究施設又

は他1,lijllj分野の研究‘茫におし¥'(, ,,1/jllj以外の釦域の間1店や牛.Jiドなどの実・習及び帖恨収集に1仇わ

る実料科IIである。

学牛は，夷習からの課題と1iJ/dft・検il寸結果を恨店，いに:tとめ，発表する0 成紹0)許価は， L 
指導教員が依頼した受人責任者が行う 0

(5) 特別教介研修•・・・・・ （提llH汲式3及び4)

知識及び技f府の教授仏を研修すると l1iJ時に，共l1il作業における指導力を捉うための実習科11
であり，次の:_つの中から選択する。

① 予部学牛や博l:lilf期諜悦（修い喋祝）学化の文験又は油料の指導

② 学;'fl¥学化や博 l:1サi期諜位（修lー：諜祝）予牛の学伸i講油公，シンポジウム笠における）爪松i作

成と発表技f,Iりの指導

③ 企業笠の牛術.IJ廿発担''i者に対する研究。技術指導

ただし，①の実験又はiり国は 1学期分佐疫とする。②及び③の指悴もl1ilf閏塵のII、Ji'間放とする0

合格，不合格の'!'IJ尤は， lご指導教nがりぅ 0
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(6) 特別実験B (ものづくり技伸i経‘訊学iり攻 (MOT専攻）は「地域技術ビジョン屈背 B」)

学イ立論文に閃して所）屈叫攻で行う文験である。数値シミュレーション，則論的思苫‘尤験など

も含まれなものづくり技仙経料；学専攻 (MOTリ｝攻）の「地域技伸iビジョン演背 B」は，学

位論文に閃して行う，，Jiu杏:, 研究，実験科Hである。成給の評価は， l: 指導教員が行う。

(7) 外国話論文

外lie]語（牛かに英晶）に位lする））を卜分に身に付け， 11こ］際社会で活趾Iできる人材を捉成するた

めの科 11 である。学牛は，梢極的に外川語論文の執喰• 投稿又は且II靡公議における 11叩発表を

hうことが惰主しし¥i

(8) 論文,ll・11Hj

学イ立論文を執喰しようとする者は，研究のII的， T、法の独創刊：→と成果のイリllャい(iびに論文構
成と内容公IJ廿O);lj-11hjについて，繭文叩fljjとして，指導教員グループを含んで構成される論文叶

圃審1t委員の＇術 1tを受けなければならない0

＊ 「特別叶圃研究」及び「特別教印iJf修Jにつしヽて，人学以油に企業悴で積んだ経験の誠杵

を希附する場合には，科11! 役修認定ljl晶，I}: (様式5)により q1,/Nすること。ただし，科II!復

修認定1p,;N, りを提出した場合であっても，「特別叶pfij研究蒋り洲畠，り（様A2)」及び「特別
教介研修終(ヤIi¥い，If.(様式4)」の提出は必疫である。

1 -3 履修届

(1) 学牛は，学期始めに）復修科11につしヽ てl:指導教Liと相談U)I・., 授党科IIを決定すること。

(2) 履修科II 覧に）復修授業科IIを記人し卜指導教員の;j¥認を得た卜で， 1!Jr定の期間内に教介

文l註 l.ヽ1,に提IHするこいなお出人する際は， 'Ji伯に各授党机,1,教員に受講の記F1りを得ること。

(:3))復修lj!店をした授業科11以外の科IIt:t! 役修できなしヽ ことがある(})で， I分注紅すること。主

た，屈修する科IIが実習，飢習及び夷験科11だけであっても lj!11;-すること。

1-4 成績の審査及び単位の基準

博 l:1lii期課祝の場合に準ずる。

1 -5 履修基準

(1) 修口こ必嬰な最低修得lji位数は，特別,;l・11l1j1!)1究2爪位，特別夷験B4什i位（ものづくり技附

経位；学＼り攻 (MOT1,り攻）は「地域技伸iビジョン礼灯習 13」4叶叶立））， 溝義科H6叩立の合叶 l

2叫立である0

(2) 特別油習 B, 研究叶仙i及び4か別教育研修は，巾位なしの必修科IIである0
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博士後期課程履修基準表（バイオ工学・電子情報工学・機械システム工学）

授業科日区分

講 義 f斗 H 
*、『 ;J1J (!Jr 1tン／ 13 

研 ク）しし It+ 11l1j 
附f'JJIJ ill-ITUT 1iJf う信

4守別教介研修

牛、!Jc 別J)['検 13 

博士後期課程履修基準表（物質化学工学）

1受業科111メ：分

講 義 f斗 ll 
特, WJ 屈習 B 

研 究 ,n 11hj 
年、1i'7Jlj,ll・phf M・1¥:'.

牛、『別教介研修

特別 実・ 験 B 

叶i 位数

6単位ぶ以I:

＊ 

＊ 

2 単位今
,、,ト, 

4 叶i 位

叶l. {立数

6几叶立以 I亨

＊ 

＊ 

2 ljt 位

＊ 

4 ij¥. 位．

* 1-:pの科Hは，｝札位なし
（必v修科 H) である。

＊印の科IIは， i札位なし

（必修科11)である0

※ 講義科Il (1,1il11JJ,t礎科Il, '・ り判l応）廿科11)の修得におしヽては， ＼り111JJit1昴科Il 

のijl/Jヽら＼り11']とする分野（イi機化学，無機化学， ＇1じ氣化学，分析化学，化学 L

学のしヽずれか）の科Ilを21邸,:以 l・．とリ｛判l以外の分野の科・ll2 l 邸’［以 I~修得し，

I、りl11l!ぷ川科Ilからは内判］とする分野の科・llを2巾位以 Iふ．修得すること。

博士後期課程履修基準表（ものづくり技術経営学）

授業科ll区分 ljt {if 数

,i怖 義 ｛斗 11 6 lj'!. ィi'O::JI・. 

w、1j, 7jlj ili1 習 B 4-ヽ，、

{i)f 究 ,ti- pfij ＊ 

4 、!fW J , ll-1 ml M・・ 'J't: 2 ljJ. 位今

4、JJ'J}IJ茅*.ft 1iJF 11各 ＊ 

J軋l成技礼rビジョン飢習B 4 ip. N: 

1 -6 博士論文の審査及び最終試験

＊印の科Ilは， lji.位なし

（必修科Il)である。

屈修）よ準の授業科11を修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学生は，論文，1I・11niの審

杏ーに介格した後に， l1HI: 論文を作成し，湘炉れ，泊することができる。

提出された論文は，研究科委員会が選出する論文審1t委員により審1tされる。

l専l:後期課肛の学位論文審10よ準は以ドのとおりである0

大学院則r学研究科・I専lー：後期課作学｛立論文審10よ準
(a) {iJf究テーマに新規性・独i'I、I生があること。

(b) 「Iら研究を訃両・遂りするための専111]的知識を見に，研究背凰・ II的が正しく述べられ
ていること。

(C) 学｛立論文の構成が適切で，体裁が幣ってしヽること。

- 79 -



ー
f
↑
 

(d) 学1立諭文の記述がi釦咀的で，設定した研究テーマに沿った明確な結論が述べられてい

ること。

最終試験は，繭文提出者が，各r,り攻間催の公聴会において，学位論文の内容を発表するI院に，

閃連する市瑣に対して論文審住委員が ll頒又は憎答で試間を行う形で実施される。

1 -7 修了要件

(1) I専I:後期課佐の修［の要件は，大学院に 3年・以 L在学し，履修）,¥準表の l2 l札位以 I・.を修得

し，かつ，必製な研究指導を受けた 1-., 博I論文の審1t及び最終試験に合格することである0
(2)在学期間に間しては， 4かに條れた研究業納を I・.げた者・t:t,I専l●●:1'1fi期課肛（修l諜肛），博 I:後

期課祝を通符して， 3 年以 I~在学すれば足りるものとする。

なお，修LO)学位．をイiする者と j,i]笠以卜今の学力があると認められて人学した者の在学期間に1見l

しては，特に悩れた研究業納を卜げた者につしヽては， 1年以 L在学すれば足りるものとする。

ただし，「 1年」とあるのは「ll『I→後期課柑の1吹準修業年限 3年から修u見杓又1:tJW:l:11り期課料
における在学期間を減じた期間」と誠み杵えるものとする。

1 -8 学位の授与

則 I'.学研究科博l後期諜料を修［した者は， 1,,りlぶ (I'.学オ『しくは,'汽府）の学イ立が授りされる（後

褐「j)J形大学学｛立規則」別表参）附）。

1 -9 社会人受入れのための教育方法の特例措置について

本研究科 (L学系）では，社公人受人れに'½たり，教ftL特に必吸と認められる場合には，大
学院設ii・V,し準第 14条に定める教Tf)j法の特例措ii忙を適川し，次の）jy人で履修できるも(})とする。

(1)通常のII、1PIIIJ幣 (8II、『 50分から 15II、1]'55分）以外に，仮間のII、『11¥J幣 (16II、『カヽら 21II、『 10分）に

授業及び1iJF究指導を受けることができるものとする，｝

(2) l :II化・ I!II化I!も授業及び研究指祁を受けることができるものとする。

(3) 必疫に応じて夏平• 冬乍休業期間中も授業及び研究指淋を受けることができるものとする。

(1J) 特例のII,『11¥l幣， II、『期による授業及び研究指消を受けることを希惰する者は，ヽ11i亥年度‘り初に

教行）j、法の4か例適川1P,li'nりを提出し， 1-: 指導教員のJ応忍を得た 1-.,授業机,11教員の謹11fを得る
ものとする。
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博士後期課程の履修モデル

1年次 2年次 3年次

講

'1乞
手兌

実

斗
！，
 

＿
＿
＿
＿
 
、/
1

1iJr 

講義科目

(6単位以Iこ）

特:JJIJ ill-lilif M 究
(2叩立，必修）

特別教介 ,ii}「修
(ljtィ立なし， 必修）

習樅 特： ;JIJ 紐 >1J,;1 J B 

（平．｛立なし，必修）

特りlj 実 験 B 

実: I I (4 ljtィit,,t、{1各）

験

i―・ ー·-・一嘔—.-. —• 一• 一嘔—.

： 論文執喰
-・-・-・-・-・-・-・-・-・-

;-・ー・ー・一• 一•一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・一・ー・ー・1

， ＇  
i 外杯l語論文 i
j I 

一・ー・ー・一・ー・一・ー・ー・ー・ー・ー・一・ー・ー・ー・」

ー・一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一•一
I 

投 ,fl,i. 学公発表・研究討論会 i 
ー・一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一• 一•一・'

ク
)L 

研：りetn1111f

[7 pホーサさル］

(IP小＇「ノし，必修） 学位論文作成

学｛立論文審壺

学位論文公聴会

｝此絲冬1；式町灸
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＇ 

【わ)~:rt 1 ] 

什：：月 II

研究計画審査報告書

研究課題

平成 年度人学罪lり．学研究科博l:後期課肛

I; り攻

学4番妙 氏名

審森年）l I l 1・ド Jj 11 

t指導教且 ⑭ 

副指導教旦 ⑭ 

評価 副指導教員 ⑲ 

（合格，不合格の評語で表す。） 副指祁教員 ⑭ 
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【様.rt2] 
イド 月 II 

特別計画研究審査報告書

研究諜加

平成 年度人学即 l汀吋洲究科IしIf.J: 後期諜肛

I, り攻

学牛番り 氏名

評価

(() 8以前の学生：（翡，良， 11Jの謹晶で表す）

(0 D以降の学牛： S, A, B, Cの椋語で表す）

発表年月 11

l: 月指祁教員

受人責任者

{!'・J l 

＠

＠

 

―― 
―

―

 一
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<1iJ~:r\'.: ~i >

什9 月日

特別教育研修申請書

刑 L学研究科長殿

椋記のことについて， 1汀記の力怯での）復修を几l1li1し主主

学牛番妙 itヽJ,: 攻 名 氏 名

＊各目が選択するものに0を/)けること。

① 学部学化又は博I:前期課肛学牛の実験又は油習の指導

fl・ 11 名 間講年次 IJll1l/lJ'lli't111 IJM ,l/,Y:11、11=1/IHI¥:

ll1り11 ～ 校時

② 学部学lj:_又は他lー前期課祝学生の学術，溝油公，シンポジウム笠における）爪稿作成と

発表技伸iの指導

③ 企業笠の化f1信・間発担 ''1者的に対する 1Vl究• 技術指導

lこ指導教員

⑲ 

-s,1 -



【Hi:r:t4】
年）・l II 

特別教育研修修了報告書

月! ,·."t,ii}f り信科• 長 殿

椋出のことについて， h記のとおり修［したことを報内しくー［す。

図J：！！：. 炉Il、l。 1111 a itヽJ,: 攻 名 氏 名

J-勿11j 所 期 11¥l II、lj' 11¥J 

イI'- Jj 11 ～ イr- ) j 11 ～ 

〈研修内容〉

じ指導教n
評価

（介格， ,1..;合格の謹晶で表す。） ⑭ 
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【1;fiミA5】
―

―

 

―

―

 

ー

J
 

ドーr

科目履修認定申請書

廿H1・. ,・;:: 1iJFり厄 f斗lミ 賊斐

椋記のことについて， Fr記のとおり 1p晶します。

学 lj:_番砂 dヽj,・ 攻 名 氏 名

〈ljl111り'lJ:Jj{〉

対象科11名 対象となる職務経験

＊対応する具体的な研究.IJ廿発l栢も出人すること。

L指尊教ti

＠ 
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2 学位論文審査の手引

肘修）店準0)授党科Hを修得する見込みがつき，必要な研究指導を受けた学牛は，論文叶pfilの審

査に合格した後に， I専l:学位論文を作成し，所定の丁：続を経て審査巾請することができる0 提出
された論文は，則r.学研究科学位審杏扉IIIHIJに従って審森される。学位識文審査の流れは， 2-4 
の図にぷすとおりである。

2-1 論文計画の提出

「論文叶仙i審炉l片；N;t・［」「論文叶仙i内容l「内容公間」（各々所定の様心を作成し， じ指導教員
に提出する。

論文叶両の面1tは指導教員グルーフが‘りたり，後期に学位:ii倫文を提出する場合 (:3月修［）は，
I前年の 1() Jl木 Il主でに審ftを夷施する。また， 1)if期に学｛立論文を提出する場合 (9月修［）は，
4月末 II主でに礼げtを実施する。

2-2 論文題目の提出

繭文 ,ll-11fij審査•に合格した後， iiJr定の様式に記人し，指導教員の;f.(認を得て教if文扱担‘りに提出

する0

提出期限（休11の場合け，その前11又は前々 11とする。）

① 後期提川 (:3)]修nの場合： I O)]木11

② 前期提出 (9)]修()の場合： 4)]木11

2-3 学位論文の審査申請

I学位論文術f刈l晶閃Jに学位倫文ぐりを硲えて，指導教Ltグループの］代品を得た後，教if文扱
担‘りに提出する。学位論文は， 2-5にポす 11w:1: 学イ立論文作成如肌」をもとに作成する。

(1)学位論文の蕃炉lり泊，IH直怜，及び提出抒11数
① 学位．論文札f査lれ晶，I}: (所定の様式） ................................. 1; 『II

② 学｛立論文（このほか審牡に必嬰な部数を作成する） ・・・・・・・全文O)',じrデータ
③ 論文II録 (J9r定の1汲式） ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 5乳:11

① 論文内容嬰旨（和文及び英文）（所定の様式） ......'.'.'........... 各 5部

⑤ )役 /j府 ,1:~(iJr定 0)様式） • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • I ;'fl¥ 

⑥ 共特者のlri]紅化 Wr定の1浪式） ．．．．．． ............ 各 4;'fil

⑦ 繭文H録に［記載した論文の別刷又は投稿中の論文）J;(松j0)'1j. し
及びその掲載決定辿知の'Ifし.....................................各 1部

（掲載決定していない場合は，投稿）爪稿の受付を面［明するもの）

(2) 提出期限（休日の場合は，その伯II又は11/i々 11とする（う）

① 後期提出 (:3月修nの場介： I 2月 2O I! 
② 前期提出 (9)]修nの場合： 7) J 1 I! 
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2-4 博士学位論文審査から学位授与までの流れ・博士学位論文審査に関わる

手続の流れ

I修了予定者|―→ II指導教員クルーフ 論文叶両審ft

> 学位論文受則

論文審ft・ 最終試験

学位授りの議決

口 ,、［ボ,:1受1I・1受Ij-.r¥; 
(,'f: 長）

博士学位論文審査から学位授与までの流れ

修了予定者

プ

一
レ）
 
グ員教導

学

位

論

文

題

11
提

出

指
本
IL
薗
②
論
文
叶
両
審
本
且
結
果
恨
几
ロ
・

一――

ー
ー
一
—

一

-

'

 

↓
●
ム

11文論）
 ゜ ③

学
位
面
文
審
本
几
巾
1
叩

•
公
聴
会
1
1

料
案
提
出

①
学
位
論
文
審
本
几
委
員
候
補
者

公
表
巾
請

⑨
学
位
論
文
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

員・ヽ
L
A
I
 

審

委査
又
審

い

皿

公

聴

合

11
作

公

ぷ

⑤
予
位
暉
文
審
本
IL

依
頼
・

•1 

.

.
 "
 ⑥
 

文論

A
 

'‘
:
1
1
q
ヽ
l
丈
こ
ー
．
 

．
．
 

I
Hト
J
F
1
ー

l

反
冬
、
式
合
l

ー

J
'

ゾ
小
．
卓
えd
~
I
F
d印

⑦
予
位
論
文
審
本
l

.

博士後期課程教務委員会

↓ 後期授りi.Jうじの場合
前期授りr定の場合

竺
①～②論文，H・11i1/審杏上

I I) J 
5)j 

究科 長（研究科委員会）

-J

—_ 

…
 

.

.
 ＿_1
ロ

3月

9月
⑧学位長りの11f否

③～⑦論文審ft
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2-5 博士学位論文作成要領

1 学位論文

(l)学位論文は，和文又は英文とする。

(2) 11次をつけヘージを記人する。ヘージの杓囁ti:は， 卜惰|印央とする0

(3) 川紙は， J¥4判白色紙を使川し，縦位間で横，片きとする。

(1J)」‘芹位面文の表紙には，論文加目， I,り攻名，氏名を1記載する。主た，学位．論文が英文の場合には，

論文題11の卜に（ ），いきで和訳を付記する。

(5) 学位論文は，パソコン，ワープロ賞活'['.で作成することとし， T汀片きの場合はリ』ボールベンを

川しヽて楷］片で泊，・片する。英文はすべてパソコン， タイフ， ワープロ勺りの話,yとする。

(6)学位論文の形A・旦数は特に指定しなしヽが，図，表， 'if真も合めて，内容がJ咀鮒し易しヽ Jこうな

適切な形式とする。

(7) 参考文献は，特；り（仝且），題名，学術雑：いも名 C片物名），出版社，巻， ｝｝， 頁（始頁ー終頁）

及び発表年 (1/Ljjげ）を叫記すること。

2 学位論文内容要旨

(!)川紙は， J¥4平1J1'1色紙を使川し，縦位闘で横，片きとすること 0

(2)所定の様式により，和文O凄冒と英文の吸旨の両力を作成する。

(3)れl文0凄旨は， !Opt,2,000't,f: 閑度 (2頁以内），芙文の吸旨は， 12pL, シングルスペース， 300

iii氾渡とすーる。

2-6 学位論文公表に関する書類の提出

学｛立授り決定後，学怜論文公表に11,]する I、記のばJ虹を速やかに提出してくださし＼

①別記様式 1: I専I:学｛立論文のインターネット公表（大学機閃リポジトリ競録）｛龍忍，片

②別記様式2 : J仰 l閃 (;l亥‘り者のみ）

③別出様;:¥;;:3 : 論文内容吸約

2-7 博士学位論文審査申請に係る提出様式

次ベージから出してある各柿lれ砧閏直は， I'.学乳IIホームベージから1浪式をダウンロードでき主ず，

●ダウンロードカ怯

1 . 山形大学のホームベージから「学部・研究科• 基盤教育院」 0) 「工学部・エ学部ホームペー

ジ」をクリック

2. イiI惰II分にある「在学生の皆様へ」の番： Lにある「学生サポートセンター」をクリック

:3 . 中郊分にある「各種申請様式のご案内」 0) 「研究計画書について（博士前期課程）」をクリッ
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日
———_ 

）
 

ドーr

L
又
刃
t
‘
E
"
”
 

’ー、．． ．
． LIcノ教導

ヒ
日
トす

1•q ヽ
―
―

年度人学 大学院博I:後期課枠

1,tf攻 分野

学牛番砂

氏 名 印

論文計画審査申請書

111形大学大学院則L学研究科学位祁青細則第 I2条第 l瑣の規定により， 1、］記のとおり lれ晶

し主す，）

ーし̂
 
．．
 
：

I
 

論文題11 (仮附11) （英文の場合は，その和成を（ ）を付して1)「出すること。）

（往）［分野名］ バイオ l州：Iヽり攻は，バイオ化学分野， Jぷ;Jjjlj:伺命分野から選んで，記載してくだ、さし＼

物質化学 1・_,'和り攻， iじf柏報 l学内攻，機械システム］．＇］を 1,I/以攻，ものづくり技術経

党学＼り攻は分野を削除してくださし＼

(ft) の咋I)分は，削除して使）Tlしてください。
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論文計両内容

年度人学 I; り攻 分野

学牛番砂 氏 名

〈論文題Il (仮題11)〉

〈内容〉

（注）【分野名】 バイオ l汀気り攻は，バイオ化学分野，応川牛命分野から選んで［記載してくださし＼

物質化学 r.学リ｝攻，＇ぷ(-柏報 L学リi攻，機械システム］．．学＼り攻，ものづくり技附経
悩ゾ‘；：！炉攻は分野を削除してくださし＼

（注）の部分は，削除して使川してください。

--91 -



年月 ll

内容公開

リ［攻 分野

惰： I卜..番妙

氏名

［論文］

c「aroYamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△△ （高文名）（投f翡準備中）．
⑰)什l形太郎，米沢＾＾郎，東北・郎，△△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），
xxxxxxxxx (誌名） （投f翡中）．

◎)山形太郎，米沢・.郎，東北 Jilふ△△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

XX  XX  XX  XX  X (,t,L;!j竹）（日H机jij l) . 

(4) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△△ Ci倫文名），

X X X X X X X X X (,i, も名）， Vol.56, No.3, PP.234-238, (2007.10). 

(5)山形太郎，米沢・.郎，東北•今i~Iふ△△△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

X X X X X X X X X (,1志名） ， 第30巻， 第2砂， PP.345-349, (2006.2) . 

(1]:.)①仝粋者名（本人氏名に 1ヽ 線^を引く）， 116≫文名，発表機I川（学術雑誌名，巻，砂，ヘージ：

始頁ー終頁），（発表年）j) を記人してくださし＼

②学位論文審ftのための条件を満たす論文は，その番りを0で圃んでください。なお，

0をつけた論文にづいては，共杵者がいる場合，学位論文審杏叶囁1/11、『にIii]、('.{：ドを提出

する必疫があり主主

③新しいものから古いものへ遡って年代順に記人してください0

①印刷中の場合は（印刷中），投稿中の場介は（投稿中），準備中の場合は（投稿

準備中）と記人してください。

［学公発表］

@ Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （りイトル），
XX  XX  XX  (-2ミ［義名） ，Yonezawa, .Japan,PP.456-457,(2007 .6). 

（注） ①令粋者名（木人氏名に卜糾げ?月く），タイトル，公議名， IJ廿催地，ヘージ：始頁―終貞，

（間催年月）を出人してください。

②学位論文蕃査のための条件を祉蘭たす発表は，その番号を0で訓んでください0

③祈ししヽものから古いものへ遡って年代順に出人してください。

（注）【分野名］バイオ L学＼り攻は，バイオ化学分野， Iぷ川I卜命分野から選んで叫載してくださし＼

物質化学 r:-;:1、り攻，屯臼訂恨 L学内攻，機械システム l州:1y攻，ものづくり技術経
悩り、ドリfJ文（士ク｝阻fを削除してくださし¥,

i記載例及び（注）の部分は削除して使川してください。

l翡皐指導教員

"-
一
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ーr

廿I形大学大学院岬r学研究科K心 殿

年度人亨： 大学院博l:後期課作

Iり攻 分野

学牛番り

氏 名 印

論文題目提出書

111形大学大学I院pg,~ 学研究科学位祁賓細則第 17条第 2瑣の規定により， ,,・I記のとおり提/1¥
し：［す。

ーし
•1 

.

.
 

I
 

一

論 文題 11 (英文の場合は，その利l訳を（ ）を付して/JI:出すること。）

指導教員グループ ;J¥ 認印

（注）［分野名】 バイオ 1:学内攻は，バイオ化学分野，応川牛命分野から選んで記載してくださし¥,
物質化学1:";を＼り攻，屯r-・I礼報 r学＼り攻，機械システム c;をl、り攻，ものづくり技伸i経
貨学専攻は分野を削除してくださし＼

※（注）の;'fll分は削l除して使川してくださし＼
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年: Jl II 

廿I形大学大学院月！［学研究科長 殿

年度人学大学院博I:後期課柑

専攻 分野

学lj,・^番乃

氏 名 庄

学位論文審査申請書

111形大学学位．規肛第 I8条第 l瑣の規定により，博I・（旧I!学， r. 学，‘芹術）の学｛立を受（｝たし‘

ので， 1パ記の情粕を沿えて1pi泊し主す。

1 . ,'芹
位^

2・111吟111 文

繭

11 

ーし
●1争91

文

/虹•l＜ . 

:3 . 論文内容吸旨

4. 履 I栢 ;l;= 

5. 共竹者の 1,;J紅，片

6. 論 文 けlj 屈lj

全文の屯(データ

5部

5部

1部

4 i'fll 

各 1; 糾

指導教員グループ虞忍印

(yjJ学イ立の種lrfに係る＼り攻分野は， il亥,11する名称（則学， L学，学術のしヽずれか）を選択して
くださし‘。
（注）【分野名】 バイオ L,.;をI、り攻け，バイオ化学分野，｝ぷ川牛命分野から選んで！記載してくださし＼

物質化学 r:'和り攻，屯(,、IW報 1,,';気り攻，機械システム 1·_,-?•J{攻，ものづくり技術経

'/玲学:1Jr:攻は分野を削除してくださし＼
※(yjJの部分は削除して使川してください，）
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什―~ 月日

論文 目録

I、り以以攻 分阻f

学 I卜.̂ 番砂

氏 名 日J

1 . '、ド位論文題11 (英文の場合は，そのtlli/J(を（ ）を付して併記すること。）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0) 

2. 論文

◎ Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （論文名），

xxxxxx (誌名）， Vol.56, No.3, PP.234-238 , (2007.10). 
◎山形太郎，米沢頂Iぶ東北令．郎，△△△△△△△△△△△△△△△ （識文名），

xxxxxx (誌名），第 30春，第 2炒， PP.345-349, (2006.2). 

（注）①仝竹行名（本人氏名に卜禍闘刀|く），繭文名，発表機閃（学術雑誌名，巻， 砂，

ヘージ：始頁ー終貞），（発表年）I) を出人してくださし＼

②学位論文審1tのための条件を満たす論文は，その番炒を0でIJl:Iんでください。なお，

0をつけた論文については，共杵者がいる場合， Iii]紅内を提出する必要があり主す。

③祈しいものから古いものへと遡って年代順に出人してください。

①掲載決定通知，りのあるものは，その'rj.しを硲付し，（印刷rjI)又は（掲載決応）と

出人してください。

:3 . 11―; :j際会議

行TaroYamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （クイトル），
xxxxxx (会議名），Yonezawa,Japan,PP.456-457, (2007.8) . 

（注）①仝竹者名（本人氏名に卜糾闘刀|く），タイトル，公,j義名， IJMイt『地，ヘージ：始貞ー終頁，
(IJM催年）j) を出人してください。

②祈ししヽものから古しヽものへと遡って年代順に出人してくださし＼

③’‘邸't:論文審1tのための条件を満たす梵表は，その番りを0で圃んでください。

①該‘片なしの場合は「なし」と出人してください0

4 . q.ii'11午関係

(1)△△△△△△ （発明の名称），山形太郎，米沢頂II, 2006年 6月，牛、j)清午第 0000000号

（注）①発明の名称，出願者， II¥顧作）j' 競録番号を記人してください。

②学位論文審介．のための条件を満たす場合は，その番号を0でI川んでください。

③該‘りなしの場合は「なし」と叫人してください0

(、llJ【分野名］ バイオ r.学リ｝：攻は，バイオ化学分野，応川牛命分野から選んで1記載してくだ
さし＼物質化学 L学＼り攻， ＇1じr・1・t1i報 I州： Iり攻，機械システム L'芹＼り攻， もの
づくり技術経'i玲学リ｝：攻は分野を削除してくださし＼

記載例及び (H:)の部分は，削除して使川してください。

じ指導教員 印
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論文内容要旨（和文）

年度人学 大学院博1ー：後期課祝

専攻

氏 名

分野

印

論文題 Il 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0) 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

0000000000 

（注）① タイプ， ワープロぐりを）llしヽ てくださし、。 !Opt 2, OOO'; 叶閑度 (2頁以内） とします。

② 繭文｝柑11が英文の場合は，題H0) I汁これl成を（ ）を付して併記してください。

un 1叉I.Jぐ［土）廿し、rhしVで<tごさし＼
(fr) [分野名】バイオ r.学り1攻は，バイオ化学分野，応）廿小命分野から選んで 1記載してくださし＼

物質化学 L学リi攻，屯(-柏報 I~,.'/:r,lj攻，機械システム L'ヽ；を1、り攻，ものづくり技術経料；

学：I, り攻は分野を削除してくださし＼

記載例及び (H:Jーの部分は，削除して使JT]してください。

9G -



）
鼻
，
 

氏 名
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論文内容要旨（英文）

年度人学 大学院博l:後期課粋

Iり攻 分野

名じ
＼t
 "-

論文題 H 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

00000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000000000 

（注）① タイフ， ワープロ笠を川いてください0 12ptシングルスベース:mo晶料度とします。
② 論文題lー1も英文としてください。

UU I叉IJミli:JllしヽttしVでく 1ごさし＼
（注）［分野名】 バイオ l□；八り：攻は，バイオ化学分野，｝ぷ川牛．命分野から選んで1記載してくだ、さし＼

物質化学］．．学＼り攻，‘［じf柏報 1:督：Iり攻，機械システム］．学＼り攻， ものづくり技術経
党学1_1/攻は分野を削除してくださし＼

記載例及び（注）の部分は削除して使JlJしてください。

- 98 



，
 

氏 名

--99 



履 歴

書

ふりがな ノIllJ 
什こ 月 l」IL----- --------- --- --------- ---- -

氏名
女

(i尚 歳）

本籍 現 丁

都道 ft 00県OOTliOO町or110番0妙
l付県 Iリf ,叫,,,,.可i'fil ' ( ） 

学/!礼（沿j':、り学校i、作業以降）・職I枡・研究I!代・買：：il勺｝に／八ヽ て，各瑣II別に［とめて出人する:.とり
且-/,,I - H {j'. JJ 'lr 瑣
， ヽ'j,f9 ' 附 00立00似j笠学校卒業

00大学00学部00学科人学

Iii] J-. I、91ぺ・オW<; 

00大学大学院00研究科・JW:I: 前期課捏001,り攻人学
1,;J l. 修[

00大学大学院00研究科博 I:後期諜料001,り攻人学

Iii] I・ ・ 修（見込み

職 瓶

i 
1iJF 1信/!礼 研究期間，研究・Jf瑣及び研究機川をりl出すること。

，!•ヽ;l, :1il 

19「),,J!,";と； i ！ 

I温山のとおり相違あり主せん0

if'. J j I l 

氏名 ⑭
 

（注）①

② 

「年月 II」は， 巾品I! Ct倫文提IllI I) とし主す0
「氏名」は）i籍(})とおり記載し，通称・ 11f0砂宵は・切川しヽなしヽでくださしヽ（他の，iけ直

についても1,;J様とし主す。）（）

③ 「本籍」は，都道府県名のみ記人してくださしヽ（外[r]人は[!、I籍を出人し主す0)。
① 「現住所」は，住民限に 1・記載されている什州（公称地名・地番）を出人し，連絡 I・.必

嬰がある場合は， [,J-]地名，術舎名，番妙憚も記人してください0

⑤ 「学I訃J欄は， J爪則として似i怜学校が業以降順を氾って出人してくださし＼

⑥ 「職府」欄は，;;;~勤の職について，その勤務先，職名を順を追って出人してください0

ただし，非？竹勤の職であっても， 4かに教育・研究に刊lするものにつしヽては記人すること
が惰主しい。主に現職については，‘乍亥職に/)いて出人した箇所に「現在に令＾る。」

と明記してください。
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同 意 書(Formof Consent) 

0000年00月00日 (Yuar: Month: Day: 

111 形大学大学院罪L学研究科•長 殿

To: Dean o「YamagataUniversity Gniduate School o「Sciencc、andl:ng i nccffi ng 

氏名 (Name)

Iリr M, (A「f'iliation): _ 
J}l{l: → JiJr (Current Address) 

0000 印 orSignature 

私/t, 私と共粋（共Iii]研究）の 1,・;記の繭文を 0 0 0 0 が貴研究科に対して博 I州:{立‘番'.f):0)

ために提出することに1,i], 絃し主す，）

I consent to the submission of'the f、ollowing pc1pc1、(s),coautho1、eelby 0 0 0 0 
and myscl「toyour Universi Ly as parL o「the、rぃqui1で Ill(、nts 「orhi s/hcr Doc Lora I dcg1で().

なお，私は'1111亥繭文を1'1身の学位巾晶0)ためには使川し、たし:l::せん。
I a I so agrc!c no L to use、thesame papc1、(s) f'or any acmlcm i c de、gn'co 1・my own. 

(l)論文名 (TiLlo):

記

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発表機刊J(Puhl ishnr) :'予布Ji]'雑誌名 (.Journal), 唸(VoI.) , 砂(No.), ベージ(pp) (始頁

ー終貞(「irsL-JasLpage)), (発表什こ）J(clatuo「publ i c;.1 Li on)) . 

(2)論文名 (Titlu): 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発表機閃 (Publisher):'芹伽雑誌名 (.Jounrnl), 巻 (Vol.), 砂(No.), ベージ(pp) (始頁

ー終頁(「irsL-last)age)), (5谷表り'.Jj(date o「publ i cation)) . 

uu本詞紅，りは，論文11録に叫した刊l述論文の共粋行（研究共l1i]者）が出人・＇粋名し，それによって '11該
面文をljl晶者が博 I:学位審州）／こめに使川し，併せて共粋者本人の学イ立1j 1 ,li1iのためには使川しなし、
ことを胄約する，l;:j直です。
This Form of'Consc•nL is lo lw complc、LPdby LhP coauthor (co-rc、sciarclH'l、)of'tlw above I istc,d paper(s). 
By signing it, tlw cmrntho「c011sentsto tiH、Doc1 om I dc•grc!t 、 appI i cant's use• o「thぃp,qw1・(s)「orhi s/lwr 
Do(、torn!degn、(', rn1d agrees not lo use、the、S,IIJW J),!Jllff (s) f、01・thecm1uthor's own academic de、gl'l'(',

(1jJ① 共粋者のうち， j¥lj:l:O)学位．をイ［する者につしヽ ては， [1i], 紅虞沿，！｝の文中「私は'11rl亥論文を目身のし‘
かなる学位叶l詰のためにも使川いたしません。」行の文咽は削除したものとし主す0
l「tlwcoauthor !ms a 1 r('ady obt a i 11ud hi s/lwr !Joe torn I degrcP, thc、statい111P11t, "I ,1 I so ,1gn•e not 
Lo usc'the• same、papcT「orany acadumi c degree、o「myown." wi 11 bc、trぃatc1das mill. 

② 「年）J II」(:t, lj I ,)N 11 (論文提出11)以前でな(Jればなり tせん。
The da l.c• o「thisForm o「Co11sc11l mus L lw 011 or ¥)(ヽf'on、tlwdatc• o「submissiono「tlwapplicant.'s 
doctonil dissPrtat.io11 . 

③ 共粋者（研究共[,i]者）が外1,、→)に在住してしヽる場合，共許者からあらかじめ詞紅，りを取り‘岱せてお
くのは博 l:学位論文愉責ljl,/1り者の責任です0

， 
l「thい coaul hor n•s i dC's ovcirsc•as, it is t hP !Joe ton, I dc!glで(、 applirnnL s rぃsponsiliiIi Ly 1o obtain 
this Form o「Consc'll1 「romtlw com1thor(s) in mlvrnic・p, 

① 比粋者（研究共[ri]者）が外11、1人の場合で印乳益をイiしていない場合は，判名でも 11fとし［すC万
l「tlwconuthor is a 11011-,J,1p;i11c、S('('jt j Zい11,hP/ sll('nmy prov i dc、Iiis/lH'l's i gnat urc• in p I iH'c、0f',I llill11(' 
SC'il [. 

記載例及び（注）の部分は， i刊除して使川してください。
Please delete all examples and notes before using this 「orrn.
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物質化学工学専攻カリキュラム
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物質化学工学専攻 授業科目及び単位数
fl ;J, } lj'i_ 間溝期及び週時I廿l数
II 野 授業科11名 位． 2 9年度 ~3 0年度 3 1年度 担）ーり教員 備号Ix→← 
ノノJ 名 数 前期 後期 前期 後期 刊(jjリl後期
｛闘じ，:: 札椅iiじ1オ附：I・ イじ＇、t附i'il倫 2 2 、｛、り谷•・ A 1 1 

h樹じ¢ イi機構辿解析特偏 2 2 ) ¥・ 桐

！！叱\/[~;:: J,l;J {本贔f-4勿ヤ!:牛、『ii倫 2 2 弟!Jm

佃樹じt
｛幾fiビ性セラミックス材

2 2 ~t 訓nI、'i 料特ー1l倫
11'] 
）占 ,li渕1::/・屯(-移動化学4守論 2 2 1 :,f斗
礎
fl・ 別11じ，：ヤ ,lhJ!IHヒ‘、/:4か，i倫 2 2 ()l・iitif ('.jiリ）
11 
i吼l!見r!itィヒ’ヽy:牛、lf'if倫 會Ill（じ，：・r-;:: 2 2 

f[;(:JJ: 速度プロセス附i論 2 2 宍Ji 

il:・;::rc;: ・ク｝翡tプローセス L掌特論 2 2 ~till (u 
fl岱I'芹 機械的操作閥論 2 2 小竹

（凶じ芹 柏分(イi機化学特論 2 2 {)!・Ji'暴(f!J)

｛凶じ;:會 -J→ ノ結晶・ナノi'i'J:(特論 2 2 Jf/J息

偲q:qじ，；：： 構迅制御 r.学特論 2 2 fljl J i 

)!i,q人｛じ'f: 太陽屯池 i:学年、!jc論 2 2 ,¥Ill 
1,1/ 
，，払化f: 機能界面設計＾［学特論 2 2 、'/花
P'J 
） 心L 
ク)iljjじI ク｝胤Ul・fJIIJィヒ’予：附i箪倫 2 2 遠祁（昌）
Jll 
f斗 ｛じ/:L"/: 湘分{,1叫勿,,、itL'芹附hi倫 2 2 木俣
11 
｛じ芥I'} 伝熱促進 l汀：特論i 2 2 1111111・ 

化芥I'} '人/'ノI,. . I. . ,"J , ',・,i+ 、J.・_1jf, ./11J ~ 2 2 桑名

（闊朴I材料システム学特論 2 2 似i1蘭 (h〈)

郁灼tilィft幾光物則学4評論 2 2 横山（大）

物質化学 L学研究叶仙i

゜4勿附[{ヒ"/:l."/:4'、nJ1L:i-1,i1ui;1・・Jt 2 

物質化学 1:学特別教介研修

゜4勿附f1ヒ’芹 I.'芹年、1「別Ji貨}"/B 

゜物質化学 1:学特別実験B 11 

（注） 1 . ;3 0年度及び;31年度o) I /JM講期及び週間間放」は， 2 D年疫に倣うものとする0
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物質化学工学専攻 授業科目の内容

授業科[l名

機能材料1ヒ'}:q『繭
Chemistry o「Functional
Materials 

介機構沿解析特繭

Advanced Structure 

Determination of 

Organic Compounds 

I古）｛本：代 r-q勿刊：J、li',j倫
Solid State Quantum 

Chemistry 

機能l・tセラミックス材料
4、'1'論
Functional ceramic 

materials 

屯 f移動化学特論
Chemistry of Electron 

Transfer Reaction 

授業科日の内容

柿々の機能刊介機材料の概虚と，機能の発現機構について 1教：渭教員

講義する。特に，分f構造と機能制御の閃係について面じ， 落合文凸
新規なイi機材料の分fデザインおよびその合成戦略につ
し,-cflj伶悦する，9
イi機構沿解析は）よ礎イi機化学りの分野のみならず，超分 f化 淮教授
学，薬学，材料化学などの分野で！［要であり，近年の歎枠 片枷]ff史
な分析技術進歩に伴しヽljl.'小分 fからより大きな系へと
対象が移ってし、な特に，分 f認識， 1'1己糾織化，触媒，
バルク構沿，動的洛動のfiJ『析笠において最新の分析技術を

取り人れた研究の推泄が求められてしヽる。本科IIは，各種
屯 f分光やX線解析', NMRおよび質11(分析〈作の大咽機悩
のよる分析・解析技術を学び，各目の研究に役立つ知識と

技術の習得をII的としている0 主に最新の研究における
具（本的な構辿解析例を叶~細に分析することによって先端
分析十技術のイi機化学への応川につしヽて深く学び，現ll訊点に
おける各分析装li"i:の守備範I川と適川限界について正しく
則解する。

lit (化学の包括的即解，ヽ)(iびにそこから発）j尉するI古］｛本の屯 教授
氣的・熱的・光学的物性のJfj!論的取扱しヽの習熟を図るとと 鵜沼芙郎

もに，各柿l古If本デバイス川材料を対象としたケーススタデ
ィを行う。

本講義では，文社会におしヽて現に利川さ」してしヽる，あるし、 11/教授
は将来的に祈躍が期符される機能・I生セラミックス材料を 松 1IJ1:;雄太

取り l一けげ，その材料の機能，合成怯，メカニズム，および
課題と将来}Jせ州につしヽての講義を1]う。校業では日こ屯 f
セラミックスやハイブリッド材料を取り I:げるr定であ
る。具（本的には，透明屯樹などの‘杓尊休酸化物材料やコン

デンサ材料， り＜イオン屯池の正極材料や酸ぶセンサーな

どで）flしヽられるイオン伝導（本，恨光休や舶料などの光学材
料など，光学・屯気分野におしヽて実際に応川されてしヽる出

fセラミックス，および無機材料の剛刊じ性とイ［機物のしな
やかさを併せ持ち，将来的な話躍が期符される無機ーイi機
ハイブリッド材料である。

屯 f移動反応は，メッキや屯解，‘ぷ池A!Jの・,じ氣化学反応は、 I教授
かりでなく，分光分析竹の分析化学や各柿センサー，光を 1 ,_科）~\()ミ
和JJ廿した1噂1本怜に上る圃像憚O)・I、N・:11!,記録，エレクトロク
ロミズム，牛体内屯f移動反応，イi機仏導（本など， iじ(I争“
学／牛化学/Iりを原／屯氣化学／分析化学／物則化学／エ
ネルギー 1・_,・;り年の各柿分野に主たがった廣界領域におけ

る1T（要な反応である。本講義は， iじf移動反応のメカニズ
ムやキネティクスについて古リ如而及び械f化学的な取り
扱いを交えて議論し，かつ最近のトビックス袴の応川に1月

係した話題について溝義する。

- 105-



授業科卜1名

, ;j-jJlijィヒ’ヽ；：：特論

Advanced Instrumentation 

Chemistry 

削！媒化学特倫

Heterogeneous Catalysts 

速度プロセス特論

Rate Processes 

分胤I:プロセス［学特論
Separation Processes 

1幾械的HHf~、ヤ論
Mechanical Operation 

超分 fイi機化学特論
Supramolecular Organic 

Chemistry 

ナノ結晶・ナノ粒： f特論
Application of nanocrystals 

and nanoparticlcs 

構附制，御 l汀叫守論

M icrostructual design 

of electromagnetic 

material 

授業科日の内容

物質の化字的な情報を取得するときに分析機謡は，化合物 I~,::/~教員
の謹細な恰報を得るため使川されている。［学部分野では /Jl'Ji暴府曹
牛,1)訊的哨や品質竹則で使用され，製沿ラインの歩留主りの

向 Lににも利川される。本溝義では，分析機器の）柾史• 利川

II的や分析機悩を構成しているハードウェアおよびソフ
トウェア， AD変換などの叶測技術について解説すなさら

に， r場などで使われているライフサイクル竹則システム
における分析機悩や分析化学の｛立l悦づけ，ラインモニタリ
ング技術も解諒する。小咽・軽ht化が迎むセンサーやその
周辺の軍臼11j路， AD変換堺，マイコン制御についても解訛

し， loT(Internet o「 Things)や loE(lnternet or 

Everything)を目指した周辺技術など最近のトピックも紹

介する。

酵素や微牛物を担休 Lにli1i]定したI古l定化牛休触媒，金｝萬酸 教授
化物微粒 f及びこれを担打した光触媒憚について調製法， 會 I!I忠弘
訓叱及び物質変換，エネルギー変換への応川について講義

する。

材料の構造と機能は密接に相間することが知られている。 11/! 教授
, :: 

＾しノ、 J1 r11 J」ー、プロセスパラメータのコントロールで，微細な構附を発JJl . 

させ，さらにそれを制御するために且，熱力学的な平衡論

とともに速疫論的なプロセス解析がイi効である0 ここでは
複数の速度プロセスが複雑に絡み合って牛じる現象を解

析するためのT：法を紹介する0
1)信業分野におしヽて様々な製品が牛所され，それぞれにおい 准教授

て分/tiffプロセスが大きな役‘，判を果たしてしヽる。この分離の 松川 l=: ・l'if 
現象をモデル化し，その式化モデルから分離技術を解釈す

る・Ji:が1l(要である。ここでは単位操作を中心に分il!ltプロセ
スの現象論や）j法論につしヽて解訛する。

相変化を（半わなし‘化学r→学的操作を機械的操作としヽう。機 I助教
械的操作では，粉粒:(本の平動が中心となるので，粉粒．（本の 小竹 I肛哉

）よ礎物性（流動性，充閏性など）やその力学（粒：［迎動，

粉休州の力学）を知ることが屯吸となる0 本晶義では，機

械的な諮操作，機械，装ii''i:の構辿， J片びI!, 4-'i"I、化を汲明し，
粉粒1本の諸物性と 1月迎づけて説明する。
近年，氣迎に発展を遂げてきた超分［化学について，その 教授

概念，発殷の）j法などにつしヽて述べる。特にイi機分臼こmJ (JI・J(暴和明
する分［認識，触媒作川，輸送，分fデバイス， i'l己糾織
化等に関する最近の研究を中心に講義する。

ナノ材料を）よ盤にしたナノテクノロジーは，輻広しヽ分野に 1准教授

わたる総合1'1りな科学技術分野である，）心溝義ではナノ材料 州 J片{I湯人
の中でも特にナノ結晶・ナノ粒:rに焦，点を'11て，これらボ立
fの特、I化を活かしてどのようなデバイスに実装され，今後
どのような分野に使われてしヽくのか？論文を中心として

講義する0

贔温超伝導体につしヽての講義を行う。高温超伝導休材料の 教授

微細構造と物l"I:,超伝導の間わり合いにつしヽて，則論を交• 神） i 卜郎
えながら論じる。さらに，磁気センサJTl酸化物超伝導休や
超伝尊線材への応川にIJ,Jしても述べる"
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1受応科11名

）、＜闘いじi也J:';だ年、J「ii而
Solar Cells 

じ及11!:'.W1ilir1梵rl!-J:'}:!J、1f0r/ni1
Functional Inter! 

Design for Engineering 

ク)-//¥ft,;i-iJllli じ,;::~、1i'iitttt
Analytical Chemistry for 

Sensing and Separation 

:jり〉(~叫勿収I:L'、;::4、'i',/倫
Powder Properties 

Engineering 

伝熱促進 1:'/:!j守倫

Heat Transfer Enhancement 

安令 1学年、'i',i倫
Safety engineering 

材料システム学特論

Materials System 

Engineering 

イ月幾光物Jlj!学4、'i',i倫
Advanced Organic 

Pholophysics 

長見科IIO)内容 担,11教日

紐低価格化，超闊効半化，軽litフレ斗シブル化九どが期待 教長
される最祈の太陽光発山技術に／几ヽて紹介十ると共に，そ 古 III ,,-J 
の1"1fh1斐叶，テ、ハイス）！げj!バどの）』礎に／八ヽて溝義ナる〉

iじ池やコンテンサバどのエネルキーデバイスを中心とし /if教授
て，そilらの1幾能を効率」こく梵現させるための刷(ij,i'.Ul・U) 立花和宏
概念())月!flJ『とその）i/1~,i詞を fi1『虚するり

物質(})!1 ;J: 出あるしヽ (t応贔を1Jうには，物質に[,1ijイf(})、Iii恨を 汁i教校
仙川• 町）iし，分淵及び叶測y人を設，叶する必疫がある）本 泊 Jiぷ,11,敏
,Hli、_;,心〔ぐ (~t, q勿附f'ii11ヤ馴）H又得-に対するアフローチとしての物
則的「仏及び化学的r-、法に')しヽ て議贔し，似i慇I文，汁測，似j
機能分離叶測，愉易叶測のシステム構繁に")し¥・c1lritずる。
粉体は， r. 業的にも 11'i;『にも jこく使わ;]Lる材料であり， i仙l教校
休でありながら集合（本として物J咀的uこ(;t化学的に特異 木俣光 1F.
な物性をぷすことが知らオしてし、な本講義は， fl山l々の扮休
から＇集介（本にi"る［で，こ才Lら粉（本の特異な物月の発現）J;( 
刑や，物j!J;O)測応）j法に／八ヽ ・c繭ずるい
熱移動迎度の制御怯としての仏熱促進技術(})Ji¥;{翡を講j義 1川教校
すると共に，樟界）1;,')0) J'-1歩を利川した伝熱促泄技術おl、び 刊l叶分樹
椙熱附熱材，超臨界；lie休，ナノi'i'.,:(-分散流休などの祈たな
熱媒流体を利川した伝熱促進技術に刊lする最近:(}) ,11月題に
／八ヽても溝義する。

フラントなどで(})附｛団り させなしヽ ， 11「教校
安仝なシステムを構築するために(t, リスクを的確に訓価 桑名 . f他
し，適切なリスクi氏減対策を実施することが I「(I梃である。
そこで，ハザード・リスクの的え）jや， リスクアセスメン

ト(}))j怯など，安仝竹J州の）山本を虚明する" :J:: たリスク謹
価に(:t欠かせなしヽ知識である火災や爆梵現象(})科学的J:用
解にづしヽて，反応j・IJ:流（本））学の知識や，最祈の研究結果も

含めて解虚する。

似砂j(-. /J, しぶ・セラミックス・命):~ 成を，材料科‘芹の観］，＇、［か 教授
らとらえる〕 tず，）J;((-構砧，結合様心紺；晶構‘心に／八ヽ 似jl而辰宏
て系統的に舟打用する，，こオLら(})微視的な特徴とI,:視的な4、'i' Ii由甘い応
、Itである物1・t,槻能・[・'!:との相i叫 l係につし¥-c物質化学の観
｝，ばからシステム的に灼える。さらに各々の材料の成形）JII L 

) f tt (})関徴に')しヽても物質化学の観｝ばから（本系的にとら
え概況するり

イ［機材料•お上びそ JL を川し汀こ光デバイス(})光機能を制御 州教授
するために(;t, イ［機材料特介(})兄学物!11:を正しく廿I!解し， 横山大軋ll
その間ヤI:に応じて材料設計・デバイス晶叶をHうことが 1f(
疫になる，本，I/Ii義で(:t,イ［機材料(})光学附n11お Jこびその物
則的・化学的），し！昴に')しヽ て解訛し')'), その多彩な特徴を

利川した介機平臀（本テ‘バイスIぷ川技伸［に')し¥・c紹介ナる。
イi'1蔑化合物の分(-{胄』］と，集合状態か1,1;J体としての物Jり1
的特、Itとど(})」こうに刊l、連しCしヽ るかに/)し¥・c予び')'),各
贔ではなし、そJLら(}) . 般的応l、『徴を捉え，材料・1l凡；I・ お上び
デバイス,l如 j・(})指針を得るため(})苫え力を判得する， t
た， そ(})灼え力が， イi'1蔑ELおよびイけ幾凶!I化）ヽ:s:I湯'iじ池笠:u)
ィ［機'!'・.導（本光デノ＜ィスにと"U)上うに活力、さJLてしヽ る I） ，ヽ具
休例を交え')')概砂l・.J-る，これらの内容を油じて， frj幾材
判・U)ijl. 分(-としての特刊と多くのイ［械分［からなるI古］休
II 化~(})物刊→との間o)IY-l係It(い似・I化と札l迎[・IIJに／）し¥-c札jl_f(j『
を深め，デハイス1ぷ川に訊かナことを11指寸・,
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バイオ工学専攻カリキュラム
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バイオ工学専攻 授業科目及び単位数

単 開請期及び週時間数

授業科 目名 位 2 9年度 3 0年度 3 1年度 担当教員 備考
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生体生理工学特諭 2 2 新関

生（本機能修復学特論 2 2 山本

口ノくス ト制御特論 2 2 村.1公

紺f叫 情報特論 2 2 湯洩

ロボッ トシステム特論 2 2 ;JI―・・ ト

先端情報通信LSIシステム特論 2 2 横山 （道）

再生医工学特諭 2 2 翡

発生f_::_jc:_殖工学特論 2 2 阿部

生（木模倣科学特論 2 2 イAこfl¥i~(;J)

天然物合成化学特論 2 2 1~ 可籐 （慎）

生物賓源利）甘化学特論 2 2 多賀谷

生体機能関迎化学特論 2 2 木島

ソフ ト界面科学特論 2 2 野々村

生命情報学特論 2 2 木ノ休）

有機合成化学特論 2 2 波多野

生命有機化学時論 2 2 今野

化休物理科学特論 2 2 渡部

牛休分子モーター特論 2 2 羽鳥

う尼ブーノ計測特論 2 2 堀田

生物無機化学特論 2 2 )II井・

追伝子工学特論 2 2 黒谷

螢白質工学特論 2 2 真壁

応川微牛物学特論 2 2 矢野

バイオ工学研究計画

゜バイオ―［学特別計両研究 2 

バイオ工学特別教育研修

゜バイオ工学特別演習B

゜バイオ工学特別実験B 4 

（注） 3 0年度及び31年度の I間請期及び週時間数」は， 2 9年度に倣うものとする。
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バイオ工学専攻 授業科目の内容
1受業科・11名 授業科11の内容 担'11教H

1l~/VU1fl l'.''i:l'i'dot 
Biophysiological 
Engineering 

iu+: ド伎1iじ(1各i虹＇、/:牛、!J¥/扁i
Bio-ft111ctional 
Improvement Science 

11ノくスト制樹l牛、'i',倫
Robust Control 

紺じ，:H、8・tli牛、ti',/倫
Statistical 
Informatics 

ロボットシステム特論

Advanced Robotic 
Systems 

先端情恨油LLs Iシス
テム年、:f'諭

Advanced LSI System of 
lntorrnat1on Technology 

jlflj:jり、:L'、/:1、1l'ilhtt
Tissue Engineering 

呼吸，循屈，迎動制御系などのf[r1;j々 の生体制御系の牛j用機 教1受
能を学び，叶測怯も合めてシステム面的観、9ばから的寮ナ 祈 I・½J 久 ・

る｛主に最祈の文献購，品を迎して化（本化.f'H分野に1月連し
た研究動,,,]を探るとともに，！［物の論則に）よづ、し、た 1学的

技仙応川の試かにつし Vい凋11'する。
人間のi蔑fit[1i]復を図る I・.で， 1汲々な人 lり判が臨床現場で 教校
) IJしヽらオLてしヽる，牛かに，人間の骨格をなす4休骨9の役‘囚1), 111本 修

廿吹患に対する11:.I本材料の約川などの臨床［応J釈にJよづし、
た・If例を叶述し， I卜（本槻能を修復するためのJ'!!直）i/t及
び応川）j仏をfl)化&する。

¥lバスト制御， 4かにその代表的なものである 11無限大制御 州教授

を叶 l心に，）よI伽 Hrlttuと応）ll法につし¥・cf1J『砂［する O tずは口 村松鋭
ノヽスト制御の）［本的な苫え）jから始tり， .fi!Ll面で川しヽられ
る放学的）』礎を講義する。その後，動的システムのモデリ

ングにおし¥-c牛じるモデル化晶九］の放xi;:表現をぷし，モ
ル化喜::りを苫樹した；l刈御系の安応条件を｝けく。そして，安
応条件を満たすコントローラの設，汁）jy);, 設叶に川しヽられ

る数1直叶算仏，尤システムヘのIぷ川を,i/lj義する，｝
柏報を統叶学的な観，点からながめ， itい的な1(/定あるし、(t決 教授
定を11うための間面に1しれをあてて［何ずる。')!:[院の応川例 湯/¥;;竹也
として， phj像処刑におけるハターン認識・飢域分‘れlを取り
1-.(:fヽ，紺討!・学が伯恨 r.学の場面でどのように利JIJさAしてし、
るかを具f本的に紹介し， !'! らその応川例(})発想を()J.'.す，9
本講義で(t, システム L学の立場から，ロボットの構沿や 教授

制御に')し¥'(贔じる，，復雑なシステムである小物は，ロボ ） j: I: f建 ri]
ットの良し、おー「本をしヽえる，，そこで，ロボットアーム，ヒ

ューマノイドロボット，脚ロボットなど，人や化物を規範

としたロホットを中心に解砂［する。

先鉗，H礼恨姐C技術 (IT)をJllし、たユビキタスネットワー 111教授
クシステムにおし¥-c,構成する凶受｛，；システムの小叩J化・ 11/(什l迅央
,-::i'l'U胆化・低泊粋出力化が求められる，］、）翡祭にJI!しヽらiLる
デジタル通lrUiA:に特化した超小咽.1¥』が111:能 LSIの最適
設計怯につし¥-c,必疫となる半導休デバイス.flj!論・ l、SJ
[11] 路枯＇｝成、)Ii びに超小n;•~:3 次叫尤装技Wiについて講義する。

印 l杯 r.学に必要な）！［礎と内判l欠llrl訛につしヽて講義を1Jう" If/¥教授
主ず，多細胞牛物の小（本機能の最小叶叶立である細胞の刊質 礼!1 忠 [ifiJ!J

を.flj!解し，こhを L学的に応川してしヽ＜ためにはどの上う
な）j仏論が必嬰かを学習すなさらにこの飢域で」こく利川

される r.学的な技法，例えげa次）じ細胞培i足文J、『休，印Ill胞
培捉バイオリアクター，細胞成にの）加J-i"l,とその高導かど

発lj:_11: り直 L学特面 発!J:.. lj殖現象におi「る呼吸代出を中心とナる糾l胞機能；HI] 教長
Iに／八ヽ c最祈の研究動向を紹介十る

Development and 御機構を詳述し，その解析及び叶測技（小［と［応椋・州業への 阿祁宏之

Rcproduct1veじngmeering /ぷ月］に／几ヽ て解砂［する）
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ド

授業科目名 授業科日の内容

生体椅倣科学4寺論 化休系における反応を校倣する iu本模倣科 (Biomimc•tic
Biomimetic Science I Clicmi stry) にしヽて醇素を中心にして慨観すると共に，）〖

合成のモデル化，人「．光合成の試みについて論じる-- -rー----------- --------------------- ------------

火然物合成化学特諭 天然イi槻化合物の牛合成経路についてfq『説するととも

机,11教員

汁（教授
fir: Ii屈）J i戊

... 

教授
Synthesis of Natural 

Products 

IIJ勿賓j));iれJJH1ヒ亨：年、1!°11倫

に，牛合成を範とする最先端の介川）く然イi機化合物の合 什 Iiぷ伯凸
成法を紹介する C〕

生体及び牛物から誘導される賓源について概汎し，その 教授

イi川化合物への変換反応及びエネルギー賓1!);(としての利 多賀谷英点
川につしヽて（本系的に講義する 0 主た，未利川炭素賓j});(0)

似i度利川の観，点から，物質変換反応を効率的及び選択的
に1「うためのフロセス・機能性材料笠に/)しヽて論じる 0

／［休機能刊l迎化学牛、'i'i/(it -I'~ 名ぷ，該酸，タンハク質など複雑なi1,_I本機能閃連化合物 汁（教校
Chemistry o「Bioscience の構沿解析瓜合成法やその4月拓斤性につしヽて解況する。 木，1;,1j{tじ飢
And Biotechnology 

Industrial Usage of 

Biomass and Fossil 

Resources 

ソフト界而科学関論 水と油の界面では，牛物活動におし¥T屯I貶な様々な現象 汁「教授

Soft Interface Science Iが起こってしヽる 0 最近では，分析技術が発逹，糾ししヽ物 野々村丈ぷ
則モデルも提案されたため，界而現象の月！解は飛闘的に

迎んだ0 本，，tli'義では，界血における界面活!"I介I]や贔分(,
I古）休粒:(0)ふる上しヽを則解するための考え）jとその応川
につしヽて解説する。

lj命Ni殴・;::闊論 分［り物学の発展により， 11倫命に杖lするテータが裕柏さJし］｛｛教授
Bio informatics Iつつある0 lj~ 命、l/1恨芹（バイオインフォマティクス）は， 木ノ内 誡

牛命科学と柏恨1:学を糾み合わせて，大規殷なデータから
牛命に1貯lする・IN¥11lを明らかにすることを11指す。ゲノム・
トランスクリプトーム・プロテオーム憚の膨大なデータか

ら， lj:_命、I礼報・迎仏柏報を解り］するための力i人を高ずる。
イi機合成化学4か諭 柚々のイi機化学反応の合成反応を学ぶことによって，反 准教授
Fine Organic Synthesis I Jぷ条件や反応機構，さらに，反応を川いる試北にI¥¥Jする 波多野\~'./:平

知識を料得する 0 背得した合成反応の知識を生かし，‘九

際のI専I論文研究に応川することを111票とする。

11命イ［機化学4、¥)(ih 11命現象のff]『明を行うためには低分［イi機化合物と4休 州教授
Organic Chemistry for Life 闘分(の両面からのJ咀解が if(I梃である。 4かにその刊lわり 今野博 ii'
Science 合いにつしヽての研究法を概説する0

低分(に/)いてはJく然イi機化合物を題材にイi機化介物

の分（^ 構築法， 'ヽd本化学a軋御怯の）lし礎を解説する0 :tた，
牛休伯i分 (0)合成怯に/)し¥-c検酸，鉗白質，’‘軌鎖につし、
て化学的，小物的な合成怯につしヽて概況する 0
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授党科目名 授業科Hの内容 JI[ ,1, 教員
．．．  ．．．．．．．．．  

生体物則科学特論 牛．休内部の形態や機能，化学物質のネ動笠のイ~iif視柏報を 准教授
Physical Science for X線，超粋波， ESR, NMR, コヒーレンス光やニアフ 渡乳11裕輝

Biological System ィールド光を｝廿し¥ 2次几の分{tiとしてr1J視化(111Jj像化）

する叶測F仏やそれらを）jしにした 3次几計測fO法，主た'1じ
磁界を川いた小休細胞叶測・！［休細胞操作仏について［倫ず

る0 さらに，このようなセンシング技術を｝廿い，化（本シス

テムや生命活動の状況を贔感度，翡帖疫， 1:':jf,心；頼に抽出す

る r怯に~)v ヽて考空する。

生（本分 fモーター特論
Biological molecular 

Motors 

光ナノ叶測特論

Advanced Optional 

Nanoscopy 

lj~ 物無機化学4か諭
Applied Bioinorganic 

Chemistry 

迎伝(-1・. 学闊論

Genetic Engineering 

俄 (I質 i:学4、ヤ論
Protein Engineering 

！ぷ）廿微牛物学特論

Applied Microbiology 

Iじ（本中および細胞中におしヽて述動や輸迅そしてエネルギ Nt教校
ー変換に位lりするたんはく質（分(-モーター）の構沿と機 羽、I以l『山
能につしヽて論じる。さらに，そのようなナノ分 fの最祈，ll今
測）j怯につしヽ て解贔［する。

兄学顧微鐙は， lj:_きた細胞内の微細構造反応を 11f視化す 汁（教校

ることができるため，バイオ i:学研究を推泄する 1-.で最も 堀 Ill純
i「凄な J占盤技術の•つとなってしヽる。本講義では，各柿光
学机'[微鎧の汎lj応}J仇JI!!,晶H怯，敬光タンハク質を使ったバ
イオイメージング，最祈の光学即微鏡技術によるナノイメ

ージング，レーザーマニヒュレーション怯憚に")しヽて，最

祈の文献伯報を織り交ぜながら解況する。

叫l咽金Ji.i;いじ素ならびに遷移金M,几素と結合して仔在する <1(! 教授
lj:_休分(-の生J:用機能と， 1仄翡じ品に合主れる金）屈几素の牛休 ） 11 Jj: 貴裕

分(-に対する作川機）¥<につしヽて，金属几ぷ周辺の配N:r-1; 忙
換反応および屯 f移動反応の具（本例をぷしながら解，，Slす
る。
細胞・糾織 i:学および逍伝(-L学技伸位））,ti他知識から｝ぷ川 准教授
技術主でを講義し，細胞・糾織 L学および逍伝rr: 芹技術 黒谷玲 f
O)I阪:JJ,tク｝肛f・で0))ぷJIHこ")し¥-CffJ『砂tする。

蛋1'1質 I学は，牛命を担う分rである棗1'1質を迎伝（・［学 lff教授
などの技術を川しヽて改変し，イi川なも(})へ変換する技術で 真欺炉樹
ある0 本講義では，生物機能 1:学())),屈礎となる迎伝(-L学

や如'1質,._,.ドをJ咀f!1『するとともに，それらを川いた最新技

、術を則解することを Il的とする。
本，溝義では、微牛物を利川した食品n恥店をはじめ、アミノ 助教
酸や骸酸の発酵4」)［につしヽて、微牛物のり＜代謝栢物であ 矢野成和
る抗生物質~·;-;につしヽて解砂［する。主た、微牛物の物質牛所

能向卜を Il的としたtr柿技術に杖lして、 J,t;本的な突然変異
誘発技術や DNA糾換え技術につしヽても，溝義する0
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情報工学専攻カリキュラム
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電子情報工学専攻 授業科目及び単位数

単 開講期及び週時I廿l数
授業科日名 位→ 2 9年度 3 0年度 3 1年度 tll'11教員 備考

数 「HUしll後期 前期 後期 前期 後期
光波伝送 L学特論 2 2 閥野

テラヘルツェレクトロニクス 2 2 1!1 III 

晶屯界応川 L"怜年、'1渾倫 2 2 杉本（俊）

ハルス屯磁フラズマ I~学特論 2 2 南谷

叶［夕Zi介計本）J''怜年、『I揺n 2 2 八塚

強）ヵ附(1i波 I心学特論 2 2 足立

11-:w、1、1『ヤfUl・iJ!IJ年、1i'ri6tt 2 2 K.1/暴（＇、ド）

ナノ半導体デバイス特論 2 2 廣瀬（文）

礼1(材料。プロセス i:学特論 2 2 松,,・

［古］休センサ l→．学特論 2 2 リ↓,1, rn予）
平導休光 i:学特論 2 2 I介i11屈(\~),':)

械f機能デバイス i:学附i論 2 2 q,, 切

柏伝導似j周波デバイス 2 2 齊祁（敦）

構附制祉―II1・. 学4守繭 2 2 イi馬

ナノ磁氣デバイス i:学特諭 2 2 柏策

trク；旦Ni!lりじ l:"/:1、11'11(itr 2 2 成III

{i滋:·I、生木オ料•物則学 2 2 )JIIJi'暴

{j滋砂<l1勿、1-11:年、11¥i倫 2 2 安達

-Jーノ磁1・11:材料学年、1j:諭 2 2 ;Jヽ池

役父J用4勿Jり！’ヽ；だ 2 2 ;Jヽ，島

メディアイ！［サ処則特論 2 2 近藤

粋）¥{ I ;・ 語処Jll[q、¥:if倫 2 2 小坂

久i]fjヒ、l'NヤIil、'i',l倫 2 2 大槻

、tN報辿いネットワーク年、加倫 2 2 ;JヽII I (IリJ)
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単 間溝期及び週時間数

授業科II名 位 2 9年度 3 0年度 3 1 +ド度 担 ~lj 教員 備考・
数 前期 後期 前期 後期 前期 後期

辺文げl叶青幸Ii年:f1i倫 2 2 神谷

複雑系4守論 2 2 田中

）応：）ll役父頂l!「＇予'. 2 2 久保IFl 

1Hりfi¥.:J:11¥Ji扁≫4、『ii扁｝ 2 2 内澤

紺~,11-1叫幾械学習 4り論 2 2 安111

センシングシステム特論 2 2 川村（安）

非破壊検1tシステム特論 2 2 1虹11I l I 

,JiJ!!Hlf¥1J4:、1i'1lhtt 2 2 平「j1

知党柏報処刑概諭 2 2 1!1払l

m1it蔑fiビ1tl・iJ!IJ;謡n 2 2 深見

心J用4勿札I!'芹附i'11倫 2 2 水）j: 

晶);II的・感’性的ヒューマンインタフェース 2 2 野本

I介i 収Ui~,H- り;q、1i'1f扁i 2 2 xW11'暴(J↓ミ）

,ll-tj叶幾プーキテクチャ4評論 2 2 多川

、1じrWtヤIiI/、!:1i}fり信1Jp!1j

゜、i'Li:(-ti1i'Ni I :'/:q、『別J,t I・phi{iJfり信 2 

屯 (・I、1『恨 L学特別教介研修

゜、di(・1/i'W I:、ド牛、1rn1J祖ff/B

゜'1且r'i'NヤIICt年、!j:別j'jこ！｝災B ;J 

（注） :3 ()什疫及び ;31年疫の「間講期及び週ll、『11¥l数」は， 2 9り度に倣うものとする。
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電子情報工学専攻 授業科目の内容
i受業科I!名 校業科11の内容 I 担'11教ti

光波伝区 I.学特論
Lightwave Transmission 

Engineering 

テラヘルツェレクトロニ

クス

Tcrahertz Electronics 

翡'iじ昇応）ll r: ヽ/ヽ:聞論
High Electric Field 

Engineering 

ノヽルス屯砧フラズマ L'予
4、Jj,,/(itr 
Pulsedじlectromagnetic

Phenomenon and Plasma 

Engineering 

'dl:1札急祉mo)'-;:~、)'n倫
じlectrohydrodynamics

強力超介波 i:学牡贔

High-Power Ultrasonics 

!Lf本、INWdhl!IJ閥,,1611
Measurement and 

Instrumentation o「
Bio-information 

ナノ 'j書（本デバイス牛'i',l倫
Nano Semiconductor 

Devices 

闘述なNi報伝．、迅やi訊ヽ f,;; り対雑(『比の叶測技術に応）IJがで 汁（教餃
きる屯波お上び）い）｛パ砂仏込技術にWlして， iじ磁波伝1般の 仇野勝 l
),ti翡から光i皮伝机加）発）」じ的内容主でを，溝義するり¥]か導波虹
似が成りヽい）｛肌域から似ihtHJi辛比の令）又射を利川する消波
J―lj],j倫と，｝叫）i中）古］期構迅がもたらすプラッグ）又射を利）llし
た吋il如叫高に')し¥-c,i倫じる0 さらに， l又→廿I哨If光波伝阻にお
ける波形企かに')いて繭じる〔9

テラヘルツ料叩磁波は，凰計11¥11¥]分解社測，似;ff]吊像｝如じ磁 助教
波イメージング，似iビットレートハルス無線，超似iJ東コン 山 111IW /,;-
ヒューティングなどの魁））あるアフリケーシ：！ンをイ［する

ためにII乍今大いにYl: 11を几めてしヽ る。,;//,義で(t, テラヘル
ツ閤',じ悩波検川の）り国！に牛かに汁11し， シリコンホロメータ

やジ」セフソン枕合などの検出悩の他に， II、『111]1肌域分光仏

なども例に平1f>y>fiJ『砂iする。 tた，テラヘルツ幣山砿波
の応川に／几ヽても解況する。

大氣中の似j',じ界卜V-おlJるフ：7ズマ・放屯現象の）！［礎を概 ,1(教校
略し，そ4しらの放山の特/)機能の L学的｝ぷ川に／八ヽ T概Ill各 杉本俊之
寸ーるり uこ， iじ極耕心をuこすることで機能を付）JI! する）j
瓢倫に/)し¥'(講ずる，｝

ナノ秒オーダ，上たはナノ秒以 IくのJh;『に短しヽ II、『間内に生 汁i仇旦
成した!II:界の料j粋',じ））に札I'りする」ー、うなI;_大な出カハル 竹i介靖史
スに上り起こる屯磁界減少と放屯によるフラズマ現象の

)1し1他牛、'H、'I:と，ハルス特イ［のl,'i"性に/)し¥-c述べる。く主た似i',じ
カハルスによる山磁界現象とゾラズマ現象は従来の技1'1寸
ではできなかつに祈ししヽ｝ぷ川を叶能にする。この応川に/)

し¥'(述べる。間に似i屯カハルスの環塙応川，バイオ応川に
/)し¥-c /:t叶cしく述べるい
流休に加わるが［叫気））と流休の述動現象に')いて，屯氣流 汁（教授

休））学 (}))1tl贔から｝ぷ川 :t でを ii/Ii)~する。 Lとして，準i『,.的 八塚）；((  
及び動的系に対し，流体中の山価の発4及び泊滅，それら
の屯価に働く静'di:気力に起囚する流体の迎動を， iじ氣流休
力学的）！し1贔）j『いしを狩人して』iじる0
）招(『波のエレルギーを l 〗ビ的に応川するための技術に,~,] 教校

して高じる0 先ず，各応） L業的｝ぷ）lJ例を分柏しながら概 足＼＇［和成
観した後，そこで川しヽられる1灰動系の設けJlj!論や現象の解
析臼｝：などを，最;vi・の研究成果を取り人4し解贔［するい

小休などの多柿散乱休から次几0)柏叫11廿!¥を（］う，汁測技 教校

術に閃して，波動や小'r.r線を川しヽる「'・Y人を叶 i心にその）片び!! 1/i:1/ぶ 学
や関徴を面じ，他分野への波及効果や技術の進展にづし¥'(

苔空する0

Siテクノロジーの超微細化/JWげるところを知らず， }'—\ 教校に）阜（スクールに突人しようとしてし‘る,'I叫休材料,~1::し1肋瀬文彦
f-レベルで制御し栢屈する―ーとで，仝＜祈ししヽ機能をもっ
屯（テバイスを利l製することがでさる。本講義では，平
導体の）阜（レベル）JI! L技術をモニタリング，それを訊かし

たい格［デバイスにつし¥-C,ii¥¥'義する n
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校業科Il名

出叫料プロセス I'〗:：特論

Physics and Technology 

o「Semiconductor
Processing 

固体センサ r.,、;::特論
Solicl-S!alc Sensor 

Engineering 

授業科IIの内容

T尊休光 1:掌牛、'i',l倫
Optical Engineering of 

Semiconductors 

贔・［機能デノしイス I.学牛、＼論

Quantum Functional 

Device Engineering 

超伝導似jJ,'i]¥ 皮ゲバイス
1-1 igh Frequency 
Superconducting Device 

構辿制御 J:学牛、'i',t6h
Microstructural Design 
0「Electromagnetic
Material 

ナノ磁氣デバイス J_i;匁闊論

Nano Magnetic Devices 

シリコン叶蟷翡礼ii)店板 I心上に',じ［ゲバイスを形成する院に必要
とさオしる不純物の拡散，イオン打ち込五，酸化，エッチン

グ， リソグラフィ，フロセス環炭などのフロセス技術とそ

の背後にある物則にづし¥-c講義する C
環燒をセンシングし「lらのおか;J'Lた状況を知るためにJljし、

られる物刑センサ・化‘、/:センサ0) うち平導（本笠—;o)'rじ［デバ

イスを川しヅこI古jf;f虹¥;0)センサ0));;(」―ljl.作成）;yl;. 利Jl]ぐりに
／八ヽ て（本系的に,liV1義する。応）ll例として，化予センサ0)
柿である水ぷガスセンサの作成）iYl; . 利}llJi!人に/)し只『j!
面および文際の両面から論ずるぐ

平導（本ハルク及びlit(」卜）＇，贔［細線， l1t:{-, 心、ぐが0)微紅II構

迅と光の相,,-_作川につし¥'(講義をいう。特にこれらの物質

中の素励いと多（本効果に；焦，点を‘りてて，これらが光非線形

効果にどのように'Mりしているかをぶし，その効果が最近
研究間発が進められてしヽる様々な光学索(-にし、かに応川

されてしヽるかを解虚する。

*1i: r-0)波仙性に）』バ<:,t: (-カ学的平動のi偵在化と機能愉
現を利川した様々な贔 f機能デバイスの提案がなさオLつ
つあな超伝導lit(-機能デバイスを例にとり，テラヘルツ
波の発化・検出としヽった最祈0)請題を交えて， l,t(-機能うミ

バイスの研究とその L学的応川の最先端を解砂［する。

本,;/Ii義では超伝導材料を川しヽ！こ1¥':j,J・1!:1i恥i周波デバイス）ぷ
川に必吸となる柏伝,g.の）,(/贔的刊：質と代表的な間面に/)
し¥'(,溝義する。ー［た，超伝導フィルタ・アンテナ・扱合に

間する研究例を平げてその応川へのアフ11-チに')し¥-c 
講義するり

磁氣材料や超伝狩材料の機能、性はその微細構迅と深<WJわ
り合ってし、な磁ヤt材料0)微細構附と磁化機構，スヒンの
動力学と 0)閃係，及び具（本的な応川について論じる0 Jた，
微細構砧を'X現するための材料作製， )JI!I心'.J支伸iに／凡ヽ ても
述べる O :lた，：エネルギー・エレクトロニクスデバイス
1:1i~0)), し盤を担う半導休無機材料におしヽてもその糾成や

微細構迅が年、'i"I化と深く刊l係してしヽる。本，溝義では微細材
料合成とそれらの祈たな槻能や従来膜0)牛乍性を凌侑りする

機能を発現させ，エネルギーやエレクトロニクス分野にお

(tる新規材料．，盾祈的デバイスの間発と将来的な11rfi巳I、化に
/)いて論じるり

磁氣デバイスでは，大容械• 小刑化0)ニーズを背凰に，

バイスの微小化が急速に進んでおり，放 IO 11 mのサイズ

に辻しようとしてしヽる（うこのような微細なデハイスで特ヤt
を出すために，磁1・1UWJI仇やli妓性微粒： {-0));;((オーダーで0)
伽l御が 1f(要となってきてしヽる。ここで/:t,1蔽性附l化の作成
)j仏， Ni-11仇．微粒： f-0)微細構沿と磁久（特刊と O)j~,j係，およ

びこれを川いた磁氣デバイス（ハードディスク，磁気lr1iJ休

メモリ NI¥.J¥M) について,¥/11義する'

担,11教日

教授

h: Iく 、孔片

汁（教校

リ↓ 111 {¥l k1/ 

汁（教授
在
阿
―-_ J
 
,＇ ，＇ 
一 :::: 

教授
中，1;,,j健介

汁i教授
'f外）I熔敦

助教

イi馬ボシール
ァノヽ ンマド

教授

1屈り竺 f,1 ,:, 
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授党科日名

！匁＇ノ悦Nill岱L'ヽ'f:牛伯揺t
Vacuum and Thin Film 

Engineering 

磁・I生材料物則学

Physics of Magnetic 

Materials 

磁氣物I生年、'i',r倫
Advanced Physics of 

Magnetic Materials 

ナノ磁性材料学*'i'論
Advanced 

Nano-Magnetic 

Materials 

ル訊！物則学

Mathematical Physics 

メディア｛，．；砂処則特論

Multimedia Signal 

Processing 

ff 占，j•語処則特論

Spoken Language 

Processing 

知1t1ビINヤfl牛、'i濯倫
Advanced Intelligent 

Informatics 

授業科Hの内容

近年の高、性能'1じ（デバイスは，真空環境卜.で多くの薄膜形

成技術をJ-1-]しヽて作製される0 真‘位と油膜形成技術は表面現

象との関わりが深く，ナノメートルスケールのデバイスを

作製する I・.で表面科学の知識がイ;11f欠である。本溝義で
は，表面物郎のJiげ礎について繭じ，先端良空・ 1淑膜形成技
、1村につしヽて解設する。
磁性材料の物則的性質を刑解するための）［礎的叩且に／几ヽ

て学ぶ。 {i;和1-1卜材判餅究の）栢史，磁性材料の分仇'i,磁場の発

I卜怯，磁化の測定怯につしヽて述べ， 4守にハード磁I・'!:材料0)
磁氣4か性を決定する結晶場相 l・［作川と磁氣異）j、t!J:,J,;j在磁
氣モーメント，強磁場磁化過『itについて，希 l:頻．遷移金
屈化合物における丈例を川しヽながら講義する，9

閻体中の屯 f状態を），，｝（［系と遍I栢系のそれぞれについて，
どのような扱しヽ）jで求めるかを解訛し，贔(-状態に),(づき

それぞれの物質がぷす特徴的な磁氣的・l・'I:質に／八ヽ て，溝義
する。

現代の磁l・'l:1vl料はナノオーダーの構造;1]り御によって似iし、
スヒン機能を 11指すのはもちろんのこと，新規な物性を

引き出すことが出来るようになってきた。ナノ磁性材料学

特論では，これらの多彩な物則的振舞しヽをぷす磁性休0)性

質とそれを応川した最近の磁収t材料0))民間につしヽて解虚
すると共に，ナノ構辿制衛l臼人である隙）］り1プロセスと微細
構辿ならびに磁性の評価臼人について論ずる。

数則物廿Iし芹にお(Jる完全叶積分な椋咽，つより解析的な厳
密解が導かれる1岱咽につしヽて杓察する0 Ym1g-Bc1xtur)j料
式の鮒により 11f解模咽を定める。熱力学的極限における無

限,,,山度の校咽を考え，無限次Jじの代数を11'(桜扱うこと

で，数学的に強固な I:台o)I心，で間題を巾純化するのであ
る,, lit (-XX'/. スヒン鎖を例にとり，対称性としてアフィ

ン贔（群を_;鉢人する。頂，点作川素を消人し，それに上り

11am i I ton i anを出述する。 ffL点作川素0),,, 廿l場表現を構成
し，そのトレースとして訓訓(,]放0)厳密解の積分表ぷを導

出する，）

This lecture will cover the basics, recent technology advances, 

as well as applications of multimedia signal processing 

including speech, music, still images and video, We will cover 

coding for communications and storage, synthcsis, recognition 

and understanding, as well as international standards. This 

lecture will be conducted in English upon mutual agreement 

with the student(s). 

行声ふ語・によるマン・マシン・インタフェースにIけlする各
柿技術につしヽて論ずる。主ず統叶的介粋モデルや統叶的， j•

r沿モデルthど）よ礎的な技術について述べ，さらに連続介占
認識技伸i, ()'由対,¥古処Jlj¥技術笠(})概要を溝義する，〕
i予凸忍知過料などを例にとり，確半的なモデルの構築とそ

の検，！正によるメカニズムfq『明F法につしヽて溝義・演習を11°
ぅく）ー［た，統叶モデリングf払(})J'測11¥1題・、「lj別間題への
），ぷ） jj( こ~)しヽて，溝義・油習をh うい

120 -

担,1-1教員

助教
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教授
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准教授
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教授
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教授

j圧）／暴朴lり1、

教授
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准教授
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授業科目名

情恨通/~1·ネットワーク牡論

Information and 
Communication Networks 

ル父りIH翡w年、i「ii倫
Special Lecture on 
Mathematical Information 
Processing 

複雑系閥論

Complex Systems 

J,L:Jrn放J用L,、ド
Applied Mathematical 
Engineering 

,n-1り;J:tl;f用，；倫4、'i',i倫
Advanced Computational 
Complexity 

ロロf~J~;J〗□□tyi, □□ ::N: I~j•• 
ークなどで最近研究されてしヽるフロトコル技術につしヽて

も紹介する。

白然現象及び i:学的現象を記述する微柏分）Jf閏式系を，数 教授
｛直的に解く T-法を論じる。特：に，ゲージ不定I化を保仔した 神谷 怜

マックスウェルカ和式の雇雁散化法として辺疫素イi限嬰素
仏を紹介し，非詞次桁円刈リ燒界値11¥l題のtilff散化法として，
双対相反嵐多屯相反法を考察する。

'i/1報を統叶物刑学的F怯により捉え 11'( し，物雌• 化学.11~ 11f教授
物系のみならず社会科学系で観察さオLる様々な創発現象 111中 敦

や， i'I己糾織化現象を定、I化的に砂［明することを試みる。主
た，それを）よにした集団協閥学習の I一学的応）lJを諭ずる。
現象の本質を数学的に記述した数則モデルの解析仏や，夷 准教授

杜公で数刑 1・_,芹がどのように使われてしヽるかといった）ぷ 久保111 繁

川例を学習することを姐じて，複雑な現象の全体を放則的

に捉える能力を身に/)ける。 4かに，力学系の分岐叫面にぐ）
しヽて謹述し，平衡，点，固定点，！古］期振動としヽった特徴的な

解砂性質と(i叶II的分粕につしヽて説明する0 cJ:: た，様々な非

線形最適化11;とその適川 •Ji:例についても況明するい

本，，/11義では，チューリング機械や繭叩叫烙ぐが， fめ規定さ 准教授
れた油仰処則を糾合せて・lif恨処則を夷現する様々な叶仰 内澤 ,, 玲

モデルにつしヽて講義する。特に，これらの川信［モデルによ

って効率よく所望の叶りりが実現できる間題の'i''l:質や，各叶
信［モデルの相対的な間わりにつしヽて，各，ll條モデルの叶信i
能力の観，点から繭ずる。

統叶的機械学習特論 本胤義で/J,現代刑データサイエンスの根幹技術のクつで 11(! 教授
Statistical Machine ある統叶的機械学料の）［礎ど 1J1闊広し、Iぷ川につしヽて論ずる。 安川宋樹

Learn mg 統叶的機械学料の叫亥的モデルである(?{H平的グラフィカ

ルモデル（ベイジアンネットワーク，マルコフネットワー

クぐが）について深く J:11¥解し，その具休的な応川課題（コン

ビュータビジョン憚）への適川を通して統叶的機械‘戸習と

現代のh冒恨科学における課題とのつながりを学ぶ;
センシングシステム特論 コンピュータによるい号処則を叫亥としたセンシングシ 教授

Advanced Sensor ステムの設計上「怯について，①逆間題解嵐②ハードウ：L Ill村安孝：

Infー可rnatics アの設叶，③ソフトウェアの構成の 3つの観｝はで学ぶ

数学的・技術的な背鼠に間する講義の後，(尺／愚波や＇「じ磁波

を川しヽて撮像システムなどの具（本例について文献凋性と

油習を行う。

非破壊検ftシステム4か論 JI破壊検査:(:1光や砿氣もしくは粁波などを利川して人間 附教授
Non-destruetive や構附物の欠陥ぐかの検1tを11う技Wiである〔，本講義科Hで 柳川裕降
Inspection System (J, 乳翠杓皮を川し Vた』破煉検ftの技伸［およびシステムの概

要をffj!鮒するとともに丈川されてしヽるい砂処則技仲iや111Jj
像処川!)j、法を把jjせする0
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授業科II名 i受文科・IIの内箪ゞ jll_'11教員

,n→ fJl1J・I、iiヤ札4、'i'i,胤i さ上ざ主な分野におIJ-る叶測に1-111し，帖報論的議論を1「 教授
Advanced I nstrurnentation ぅ0 、1訂｛載 （本と1、11ld'l:JI], 廿!!,t何I『J11ff1仔ti!:とl伽I恨,ll-iJllJ/tど0) '!i. 「jl'iビ奸i
Informatics ),~ 本的検討を1)うとともに， +r1f視帖恨のrif視化やインテ

リジェント壮測，ネットワーク特・I・'!:測定のように間扱的 f
段を多）jjせざるを得なしヽ状況などにつしヽても論ずる。

知麻：・I訂恨処則概論 本，溝義では， 人廿りの知就におtJるhり恨処孔Hフロセスに1見l 教授
Information Processing し，人））である生罪的メカニズムからその特1叱，最終的な 山内泰樹
o「HumanPerception 認知へと iミる脳内での処則メカニズム主で/ll!'iを氾って取

り扱し¥II煩牧々が無立識に利JI]してしヽる知覚柏恨をJ1j!fij『

することを目的に，その）よ礎に/)いて，溝義を行うり

m苅h襲 1i~1Ji!lllil倫 人間 I".'芹や臨床診断で広く川しヽられてしヽる）悩機能叶測機 附教授

Measurement o「Brain 悩をいくつか取り l:げ，そjしらの叶測JJ;け用のみならず，取 深見忠肌
Functions 得データのい砂• 両像解析臼人，解析結果のf(j『釈にiミるl::

でを，溝義するの tiこ，）よ礎お上び応川研究の最祈動向に/)

しヽ ても紹介する，う

I心J'I軋勿旧!!?4、'i',1倫 ヒトの知党認知特性を叫解するために川しヽられる実験r准教校
Advanced Psychophysics 怯0) . ")が心則物刑学的丈験仏（以 Iヽ・, 心則物廿I!文験）で ノJ<J1: m A 

ある。本講義では，心j用物則学のJI![論的背談，丈験ー「続き

~t ど'O))j怯論， ータの解析に必吸とされる統叶解析仏，

そそして，文験から得られる知見やその応川例など，心J咀物

刑学を様々な観，点から論ずる，｝

認知的・感刊：的ヒューマン 人は認知プロセスや感'!-'I,的怯則に無紅識に従しヽながら，迅 教授

インタフェース 具や機械を憾じ，メンタルモデルとして解釈し， 'l'IJ断して 野本り1、平
Cognitive and KANSEI 釘動している。これら(}),; 忍知lと感l'I:,および経験を経て形
Human Interface 成される11(1黙知などを科学的に明らかにするとともにヒ

ューマンインタフェースヘの応川について学ぶ

，介i 、l'Ui~,Wt店牛、1l'il倫 近年，＇貶ぷ分 ',Iii]を必要としない祈たな数値解怯（メッシュ 汁t茅対受

Special Lecture on High レス怯）が数多く提案され，屯磁界解析，構迅鮒析，超伝 J,;:f Ji~ 歩
Performance Computing 導 1:学節の分野で如Ii『らししヽ成果が得られてしヽる。本，溝義

では，檄界咽メッシュレス怯及び領域刑メッシュレス怯と

してそれぞれ炭界餘i,t,'、i払及びI!I c>nwn t -Fiで(、 GaJerkin怯を

解説する"

，汁J爪叶蔑プノーキテクチャ特論 叶賃i機の構成と各構成吸素の働きを概，況し，現在の叶仰機 助教
Computer Architecture の翡性能化の）,¥礎となる T:怯であるパイフライン処刑，キ 多111 I・ 兵衛

ャッシ←ュメモリおよび並列処則につしヽて講義する，） 主た，

似i『u詣，什閏i機を丈現する I・.での課題および最祈の技術動
向に/)いて解説する。
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機械システム工学専攻 授業科目及び単位数

叶i. IJH講期及び週時間数

授業科11名 位` 2 9 i・ド度
3 0 {・ド度 ::3 1年度 i且'''i教員 備考

放 訓期 後期 前期 後期 伯期 後期

大変形非弾収UJ学 2 2 、［はIII 充紀

スマートマテリアルの構造・笈形・ l蔑附 2 2 村澤 圃l

JJ! 1'1',_J }lit{~ ゞ・If『Ni'、J". 2 2 乍鹿 輝

1/itW,F斗"f:l、1l'lihtt 2 2 篠111 昌久

機能柏報,;j-jJ!ij制飢l特論 2 2 秋山 孝：）ミ

見＼と物汀移動のシミュレーション技仏 2 2 叶l仇i 為雄

於烈'lJ厄f斗‘、;::q守Ji倫 2 2 奥111 JF.iリ］

板動制御 L学 2 2 ;Jヽy)¥Ill 1E 

フラクチャ・コントロール 2 2 飯塚 l¥1il 

Numerical Methods frir Analysis 
2 2 Langtlij()lll of Dynamic Stability Problems 

1ll・tj1: 木オ湘I・禾斗?l、1i'rl倫 2 2 u爪 拓也
i散細）JI! rと熱流休 r学 2 2 鹿野 郎^

口;jミ、、；；ト応）ll r. 学4、1j:諭 2 2 水） i (f!I 和久

空間リンク機構設叶牡論 2 2 竹i後 、{'ヽ』,( 

知的CADシステム論 2 2 人:Ill「 屯ゥ・.Ij戌・' 

知11胆n1ドぅニィクス特論 2 2 比木 リ} . 

先端ソフト＆ウェット材料肋論 2 2 ,1i) I I 芙光

マイクロナノ機械 I'.学 2 2 峯Ill it; ヽ

エコデザイン論 2 2 近）淋 tltMt 

磁氣熱流休 i:学 2 2 赤松 正人

光集積センシング特論 2 2 西111 宏11{1

r業材料）111 r技伯特論 2 2 'ヽ,,,,l , 洲．

Jメ~＼竹支 All¥ 介［年、1i'1i倫 2 2 悩Ill HリIし

機械システム I".学研究叶訓

゜機械システム］心学4守別叶仙i研究 2 

機械システム r.学特別教介研修

゜機械システム L学特別飢習B

゜機械システム l学特別夷験B 1¥ 

（注） :3 0年度及び:3I年度の IIJ廿講期及び週II、『間数」は， 2 9年度に倣うものとする0
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機械システム工学専攻 授業科目の内容

授業科II名

大変形非弾ヤUJ学
Mechanics of Large 
Inelastic Deformations 

スマートマテリアルの

構造・ 変形・機能

Structure, Deformation 
and Function of Smart 
Materials 

}、:111'1り祉d本・I、ii'ヤ11'、iを
Smart Fluids 
Informatics 

祉cf本｛斗’、?!I、'i'il倫
Advanced Fluid 
Science 

機能•l'ii 恨 1ll'測制樹11、1i'1lhtt
Functional and 
Biomechanical 

Information Engineering 

烈しと4勿附［移Jりの
シミュレーション技怯

Numerical Methods of 
Heat and Mass Transfer 

燃焼｛斗’、ド4、1j,蘭
Advanced course of 

combustion science 

販動a刈御 L'芹
Engineering Dynamics 

and Control 

授業科日の内容

非弾甘（叩刊，帖叫I)的に人きな変形を'げる物質の）J I教：ヽ I教員
学的平動のモデル化につしヽて繭じる 0 具体的な材料として 黒田充紀

は，叶峰晶心金属多結晶金）萬，アモルファスホリマーを対

象とする。テンソル代数を川し、た厳密なモデル化をぷし，

さらにそれらの数値シミュレーション技仏への導人）J1去
を講義する，）

形状出齢合金，）,:, じ素(-としいた機能ヤt材料は，材料が持 汁［教授
づ微視的な林＼迅により，その変形・ 機能を大きく変化させ 村澤 liri]lj 

る，〕本講義では， l¥1i)体材料(})なかでも特にユニークなャt質
を持/)機能ャt材料に1に点を絞り，これら材料の微視構沿と
I i: 視的に小じる変形・機能4、'd'i:の相 11:IY-,J係に1月して詳細に
述べる。主た，マクローメゾレベルでi加翡を作り出すこと
で，飛躍的にそ<J)・I叱能を改；恥することができる技衛をいく

つか紹介してしヽ＜。

流休のあらゆるい砂，静1I: 1111j像，動圃像ぐかの中にいれた乱 教校
流現象の本質をII、『間―喉間ースケールにおし,-c抽出する -1,; 鹿 輝

知的柏恨処Jlj!技術として， ウ上ーブレット解析技術，知的

11f視化技伸i・，粒：（仙i像流迎測応技術 (PIV) を講義する。
さらに，その最近の応川成果と動向について高じる。知的

柏報処則はあらゆる分野に応川でき，次Ill:代に期待される

最祈の技術である。

流休力学は， 古肌的な科学J:11!,/釦fi<J) . つであるが，近年も， 准教授

コンヒュータを川いた数佃UI今Iり年の発達に（平って， JI線形）J 篠川！！＼久
学分野のソリトン，カオス，フラクタルの上うな祈ししヽ概

念(})誕牛にもWJわり続けてし、な本，:/Ii義では，そのような
流休科学の近年の成果を概訛するとともに，最近のトピッ

クスについても紹介する。

牛（本の細胞，糾織，臓悩，仙l休各レベルの機械的な機能帖 汁（：教授
恨叫111出，叶測， ;j叶御とこれらを利川した牛休センシング 秋山名）ミ

システムの構築， さらにそU)I久:illセンシングヘの応川につ
いて講義する。

コンピュータによる熱と物質移動のシミュレーシ：］ンi支 <fr教授
怯を， i'I然対流・強制対流熱伝達，移流・拡散を伴う物質 I I l 1/Lf為雄
移動，気i夜川l流， 1古l氣川I流，蒸発と化学反応を伴う流
れなどの間題に応）llする）j怯論に/)いて，t/11'ずる0

r混合／非 r混合火災における化学反応槻構．や火災構氾l {什教授
f(j『明のための各柿叶測法や数値叶信if:仏につしヽて解砂［す 奥 111 正明
る，〕さらに，様々な燃焼促准機構や燃焼混合学などに刊lす
る最新の話題につしヽても論ずる。

目然界から人 r.構応物に主で及ぶ，多柿多1、浪な賑動現象の 教授
把脚と解析法につしヽて広く慨観する o I: 学的応川として， 小沢IF! 正
これらのヒエゾアクチュエータなどによる制振• 制御・ア

クティブ利川につしヽて［倫ずる。さらに，牛休軟糾織体のダ

イナミクス及び動）)''戸的物H:値に見づく拍j疫診断怯およ
び廿j.ljふ叶叱化法に／八ヽ て,;怖義する，;

-125-



l受業科・II名 狡菜科llの内容 担'ii教日

フラクチャ・コントロール 山（うこ、バイス 0)ような微糾l似i密疫システム府に使JI]される 教授
Fracture Control 金屈・セラミックス・高分 ri:りの先端材料の強度と破 飯塚 I内

炊0)メカニズムに/)し¥-c講義する（，さらに，そ札らを川

Numerical Methods for 

Analysis o「Dynamic

Stability Problems 

,;1・1爪t材オ：1-rv; を年、1l'ri倫
Advanced Computational 

Materials Science 

i散昴ll!)JllIと熱流（本 L学
Micro Manufacturing & 

Thermal and Flud 

Enginccring 

)1〉ドット｝，ぷ）fl L'、 f:~、『論

Advanced Robotic 

Systcrns 

しヽ て製（『される;111材における破駅進J民のコントロールとそ
の評価訓こ／八ヽて高じる"

The course aims at giving a solid understanding of the 

most important methods used in numerical solutions of 

engineering problems, with focus on dynamic stability of 

structures and fluid-structure interaction problems. 

L学製品O)IJ廿発・設叶過位におしヽて(;1, 叶貸恨シミュレー

シ1ンが不11f欠となってしヽるが，材料そのも0)0)も/)牛、'd'!
や力学洛動に')しヽても， ,ii信i:機シミュレーシ：］ンに上って
J'測・ il平価することができる。例え(f,分［動力学怯では，
肱({!,';!々 に対して，迎動）if閑人を叫述し，それを放i直的に
解くことに上って）;; し{-0)述動を氾跡し，その結果から様々

な年、『性が怜かJLる，，この」こうに， JJ;し(-の構沿，帖晶構砧，
転｛立，欠陥，相変態などの微視的・材料科学的な罪論に）よ

づ‘き，，汁閏t機シミュレーシコンを11'うことによってIi: 視的
な材料・O)関'i"I:をr測， ii'叶lliする「:_怯が叶鉢材料科学である，）
本講義で(J, 分（動力学怯0)げか，モンテカルロ怯，セル

オートマトン仏，ソ L ーズゾイールドi大など，様々な「払
0)月¥,f倫，特徴，アルゴリズム勺｝に/)し,・c,I/Ii、義するとともに，
最先翡/ilの実川例を紹介する，9

虹什:' 'j': 導（本柚沿分野では••次）じエッチングやスハッタリ
ングによりガラス）よ板やシリコン），［板!・.に数 I・11mO) 

大きさ 0)板動{-やモーターが丈現できるようになってき

にこの技術は，屯気（出{-)部品の製迅J支i1村が始上り
となって，微細）JI! L技術の発達で小主れた枷小機械0)総

{fi; として MEMS(Micro Electro Mechanical System) 

と，;・われてしゾぃ本講義では，こ 0)MEMS技術を熱流（木 L

学に応川したマイクロホンフや屈小刑熱交換悩などのマイ

クロマシンに/)し¥"(講義を行う。

汁［教長

Mikael A・ 

LANGTHJEM 

教校

LJ爪拓也

Hf教授
)1信肛r・n11 

マニヒュレータの機構と匝動特'i'I:,)J;¥叶御，糾立システ 教授
ムと什業のコンフライアンス，挿人・はめ合し、作業，多 水）噌11和久
指グリッノヽと把特動竹， ロボット川センサ，バリ取り作

塁及び各柿 ¥:1ボット応川システムに刊lする先端的,n疫
技伸i分野をトヒック的に取り 1-.げ講義するい
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授業科 11名

空間リンク槻構設け特高

Advanced Design of 

Spatial Link 

Mechanism 

知的CJ¥Dシステム論

Intelligent CAD System 

知fiじロボティクス特論
Advanced lntclligenl 

先端ソフト＆ウェット

材東:J-!/りIi倫
Advanced Sort and Wet 

Materials 

マイクロナノ機械 r.学
Micro Nano Mcchanicak 

Engineering 

授業科IIの内容 担‘り教n
ロホットや笠速継「'・, !'I動巾川中輸懸架恨構は窄間リンク 准教授
機構に分［りされ， 1訓j休案内や動力の伝逹をいう槻構として 南後 怜

晶汁される"'I勺(ijリンク槻構に分拍される機構であヮて
も，＇）翡祭に製作する場合には，その構成吸ぶが lri]・'!勺IiiI・. 
に({在することは稀であり， •I叫女怜0) ガタを考応するから
は，その構成吸ぷは空間匝動をiJうことになり，厳密には
空間リンク機構．としての解析丁••仏が必要となる。 J11L/倫的に

白山殷がfr在しても')叶祭に¥'I↑らかれ迎動を訓成するため
には横構の構成部品を介しての力の伝達怜を検討しかけ

オしばならなし¥ この分野は， 似i帖度な）JI! I'. 技11J:位）＇炭求 0)似i
tりとともに，その疫求炭がJ竹してし、な布間内でのリン
クの迎動の表出仏を紹介し，部品形状のもづ晶足が，恨構

0)迎動にりえる影聘や機構0))J人かの伝辻4、『|、'i:O),l平価）j怯
（こ／几ヽ て解虚する。

機械晶汁間附に/)し¥・c的察し，機械晶叶間題の特徴を111叫 附：教授
する。次しヽで，人間の知識を柏極的に利川する知識 r.学の 大町心哉
見地から， ri梵け卜知識の表現）j怯，知識の利）IIJi仏， ii梵ri十を
目動化するシステムの構繁）fY人に')しヽて解虚し，知的な設
叶支似システム間発の課題に/)し¥'Cri帥義する0
ロボットの知能化を苔える場合，人間と 0)刊lわりを熟応す 教授
る必疫があなすなわち，人間—- r1ボット系におし¥・c,シ ど木リ｝
ステムの最大のハフォ~-マンスを引き川すために，人間と

ロボットの役印I分担がどうあるべきかを的えなくてItなら
なし、。こ 0)」こうな苫えはロボットに限らず，航喉機や）;; し(-

力発屯所などの機械システムにおしヽても屑梃である。本，溝

義では，シ J アドコント lj -—ルやスーハーバイザリーコン

トリールとしヽった，テレ 11ボティクスの中で1店）応してきた
知能化のための設叶息想に／八ヽて謹述する O tた，こ;!1ノら
の設叶息想が様々な機械システムにおしヽても話川さAしてし、
ることをぶし， ヒューマンインタゾ :cースと「1動化の設壮
泌、 J・:A ,, • 
呻！どiillllしるい

ゎ;ILわれの身体を構成する牛休糾織は， Cio~8 0%もの 教授
多械0)水を合みながら，丈火で（翡れた）J学槻能と翡次の小 古川英光

休機能を詞II、Ii'に文現してしヽる究枷0)ソフト＆ウ :cット材料

である 0 11: 休糾織にかられる複合構砧や附），；小性を1党倣する
ことで夷現さJLる，先端的なソフト＆ウ Clット材料の研究
間発に刊lする現状と今後の）Jせ間に/)いて鱚況する 0

MEMS (Micro Electro Mechanical Systems)センサ，アク I,j 殴授
チュエータ，マイクロ・ナノロボティクス，およびこれら 'f Ill 
0))よ盤となるマイクロ・ナノメカニカル槻構の設111論と微

細）JI! Iソロセスにつし¥・C,;/11義する。

n 

エコデザイン高 製品IJ廿1砂）仝ての段I陪 (J爪料の凋述から，モノの製附・販教授
Environmental Conscious 光・使川を経て再責加化，，廃棄処J用にがるtでの過代）で 近^ ｝／ぷ康雄
Design and Manufacturing 環塙を配樹し，製品のライフサイクルを通じての環境影粋

を最小限に抑えるための製品設叶に/)し¥-c解砂［する0 閲燒
と製品設叶を複雑すぎなしヽ）j仏で結びづけるためのアフ

ローチとして， I~)~) 7イトにI叶連環境出訓 (UNE P) が
J甘針化した (l) j、『続可能か発展， (2) クリーナーソロ
ダクション，および (:3) ライフサイクルアフ ¥.1'ーチに')

いて諭じるい
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授榮科目名

磁氣熱流体 I~学
Magnctoth釘ma!Fluid 
Engineering 

光集禎センシング特論

I ntegratecl phtonic 
Sensing 

I". 業材料）JI! I技術特論

Advanced Processing 
Technologies of 
Engineering Materials 

授業科目の内容 担''i教員
伝熱 r.学を）よ礎とした磁場による熱対流制御に閃する講 教授
義を行う o Iし（本的には，閲じた系および間いた系における 赤松」］三:人
出気伝導I、11:,・,;; 『磁袢．，そして反磁性の磁氣熱流休に対する
流動特 ・I生や熱伝達特、性を解明するための）よ礎

） if閏式，そしてエネルギー）j料式の導出）j仏につしヽて講義
する，9

次に， これらの）,~/翡）j,f: 閏式をもとに数値シミュレーション

を行うための数1直解析怯に，，ー）しヽ て溝義する，，数値解析仏と
して，）よ（他）J,f: 情人の無次几化，イi限烙分怯，対流珀・帖収t
瑣・ 熱伝導項./UJ瑣の取扱しヽ，そして 11「視化技仏に~)し、

て溝義する。主た，伝熱 i:学の古典llll題である
Rayleigh・Benard間題とRayleigh・Benard条件 Iくにおける

磁氣熱対流11¥J題を迎して則解を深める，）．．．． 
近年の微細）JI! I . 技Wi'の進屎に伴い，材料表面に形成した微細 州教授
構迅による様々な光制樹lが11f能となってきた。これらの T才人 西山宏 11{1
は，微小空間に光エネルギーを）1: 縮し得るため，凰：':j感度光

センシングや， DNAなどのナノマニピュレーシ Jンヘの応

川が泄められてしヽる，，本講義では， ロボティクスやバイオ，

エネルギー分野への応川が進められてしヽる。本,Wi'義では，し1

ボティクスやバイオ，エネルギー分野への応川を念頒に，こ

れら光操作の）占盤となる光波結合面の慨要を述べると（平に，

微小空間での光センシング／マニピュレーシ：！ンI阜刑に刊l
して論じる。主た，微細構造形成に必要なリソグラフィや最

先端のレーザープロセッシングによる 3次）じ構造化技術，ナ

ノインプリントプロセスによるその贔旅化についても紹介

する，1
人］直のI栢史 I・．，祈たな素材や材料の競場は，われi>れの生祈 助教
に大きな変化をもたらしてきた，，たとえば，青銅悩や鉄悩の ・1:1 F1t'i 

登場により，それ主でのイ滑ドに頼ってし、た生祈が変した，i

遅年で/t,プラスチック，ゴム，セラミックなどの登場によ

り，私たちの4話は大きく様変わりした，〕
さらに，最近では， より強い合金や，軽くてり狙い炭ぶ繊維，

青色発光ダイオード，リチウムイオン屯池，ネオジム磁イiな

ど，さtざ主な新材料によって祈たな l業製品が牛みださ
れ，私たちの11:活はより使利により快適になってきた，9
材料から製品を製迅するには，必吸な形状に加 lする）JII 1・. 技

衛が非‘常に1T(要であな伝統的に切削，鋳迅，）［延，押出，

射i廿，密杵，溶接などの）JI! I: 技術があるが， I"ものづくり”

における品命を起こす」と主で，；＾われている :3I)フリンティ

ング技術•も陀異的なスヒードで進化してし、な

I業材料としては金）萬材料，似i分(-材料と複合材料を取り I・.
げ，伝統的な）JI! I技術から最先端の ;3Dフリンティング技衛

主で，）Jll I技術rのI柾史，現状と今後の）民間およびその）阜則に

っしヽて講義する0
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授業科目名

気液＾．相流特論

Bubble Dynamics 

Engineering 

長茉H日の内容 ~j、~'り教員
物質の複数の相が混ざり合った流れは混相流と呼ばれ， 1・1然 准教授

and I現象としては降由や降‘こり現象，［業的には粉休輸送，気泡塔， 似田好肌

インクジェットなどをはじめとして般にも広く見られる

流れである。 4守に，氣体—液体が混じった流れである気i夜~
相流は，ボイラー・熱交換堺などのエネルギー機堺や，エン

ジンなどの内燃機l~Jをはじめ1'1fi\広く応川され， L党的にも極

めてiT凄な流れであるu その反川i,巾相流や他の川I流 (li1,)
氣オII流や帖I液川I流）とは異なり，流れの構造は柳めて複
雑で取り扱いが難しい0 例えば，氣液オII流を考える際に最

も）山本となる叶1.. の気泡でも，気液界面の}11)所疫形・界面の

沿’り・膨板収紅i・1・氣（本の溶解など， l,1,I体粋今(-や液滴の場介に

はほとんど無視できる・Ji象をぢ応する必要があり，更に多く
の氣泡が存在する場合の流れにつしヽては，流動i汲式のハター
ンマッチングとモデル化が1f(要となってくる，）

本講義ではこの氣液川I流の）よ本的な・j;:瑣()よ礎A・ハラメ
ータなど）に')しヽて，叫廿流や仙l氣・.相流や1.i,1i夜川I流との
伯似ヤI:.相迎点を踏主えながら況明するとともに，夷院の応
) l]'Jf例としてマイクロバブルなどを中心とした最祈の応川
｛リ［グe・J,:例につしヽても取り 1-.げながら鯖況する。
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ものづくり技術経営学専攻 (MOT専攻）

カリキュラム
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目及び単位数

lji. 間講期及び週時llrJ数

授業科Fl名 位→ 2 9年J斐 3 0年度 :3 1 1ド度 担,11教ii 備考
数 廿l]Jリl後期 前期 後期 前期 後期

靡怜'/芯 . 'i亨f用 I~, ヽ；：：年、Jj,1j倫
りJ,I、9 阻fIll, 

りtMl-11T2 2 
柊

イノベーション特論 2 2 lfl中 り~l/f11r 

成長企業特諭 2 2 兒 k, 柊 央H・・Mニl-11J ・

市場分析閥論 2 2 兒 k 英Mi11J 

政策モデル牡論 2 2 り1fIll・,(1j¥'{'.1

木オ卯Iサ狙）虹亨：年、IN倫 2 2 飯塚

食品成分制御附f論 2 2 野III 芙:,iii'11J 

地域技術・ビジョンi貨判B 11 

ものづくり技術特別油習B

゜ものづ、くり技伸i経'/玲学研究,Jpfi[

゜ものづくり技伸［経'/玲学牛、『別叶仙i研究 2 

ものづくり技礼i経位；学4か別教介研修

゜
（注） :i ()作）此及び:lI年度の IIJ廿淵期及び週II、『間数」は， '.2~) 年度に倣うものとする D
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ものづくり技術経営学専攻 授業科目の内容

授業科日名 投菜科日の内容 担,ji教員

廂怜’汎'.1n; Jfj[ r:-;::4翡可倫 ものづくり企業の経党を行う l'.〖で必要となるマネージメ 教授
Management and ント，経汎戦略， リーダーシップ論，人・11管岬， リスク管； じii, k 11'(1りt
Administration 罪怜に刊lして，その）j社論や夷此にmiする研究を行う 0 准教授
Engineering Wr Ill l•.1,: 1「

柊 繋乃

イノベーション特論 企業にとって0)1f(吸な祈動II的は訓客の創砧である。将来 教授

Innovation Management の訓客の創砧にイノベーションは欠かせず， 主た，闘い利 田中 I湯 1』111

益率を維特するためにもイノベーションはポ要である 0 こ

こでは，イノベーションの機公発見法と，イノベーシコン

のための柑想仏ならびに発想仏を探求する 0

）戊k介ミ業特論 成K介業の疫囚を明らかにするため，その成長していく過 教授
Case Study of Growing 柑での，企業内部，外部の経'i玲リソースO)j,f,けllr怯にWJす りLi. k 11'(1りt
Companies る成長介業実例を）よにして教行・研究を行う。 准教授

柊 北始•ヒ ) J I 

iliJJ}ク11)1・牛、り蘭倫 技術シーズからの祈商品間発や，既存商品の価値を似iめる 教授

Marketing Analysis ためにも，訓客の価値観や真の欲求を把脚することが爪疫 IJt'. I、：: 11'(+!it 
である。価1直削成の）j怯面を・J;:例分析宵を）,l; に考察する。

州国モデル特論 地域における企党や糾織が.f本となって，地域の発展に1(1] 附教授

Innovation Policy けた取糾が各地で）Jせ間さオしてしヽる。それらの施策を，地域 りり1-IH j¥り1 J: 

のリソースから戦略的マネージメントとして丈釘する F 助教
、i人につしヽ て研究する，） I'",' . ) 1 、,y .. , ., , . 111 j''" ' 

+-1卯lサ狙）文う''f:1、加i倫 ものづくりにイ~11f欠な材料選定怯や耐久ヤl:,lf価怯笠の光 教授
Advanced Strength and 学的臼人に位lする）［本的な視』、i、と，その分野におfjる現在 飯塚 lt1/ 
Fracture o「Materials の最先端 F怯につしヽて溝義する。
食品成分制飢q、り論 食品には， ：人〗泊 i応よふ ミネラル， ビタミン，機能収t成分 眉教授
Control of Food ':、~心が合上;jLる。これらの）JII I 爪屈h に合上れる械は};~{栢物）J仇 91f 111 llり： 1 J― 
Composition 料•の生 -(f 条件， )JI! I'. プロセスにより大きく変動する 0 しか

しながら， )JIII . プロセスにおいて厳密な成分i農炭竹j用はコ

スト的にも1本］り雁である。そこで，｛仙l々の）JI! Iプロセスの栄

義成分ぐりの変動疫囚および変動を抑えるための F仏につ
しヽて教行・研究を行う。

~1:33 
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皿 博士課程教育リーディングプログラム

「フロンティア有機材料システム創成

フレックス大学院」コース

（博士課程5年一貫コース）
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1 . フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院の特色と教育目標

1 -1 背景と特色

「1w:1』｛閑教育リーディングフログラム」は，＇（経秀な学 I卜をP信予‘打にわたりグローバルに活耀するリ
ーダーヘと消くため， 1殆• 学・官0)参両を得づつ， I、I/門分野の枠を超えてl専I:課悦州j期。後期・貫した
大学院教育を実間にする，祈しい大学院の形成を推進する'11業である，）
イ［機分（やホリマーとしヽったイ叶幾材料は，放 Iりにわたる牧がIT)t導の研究）屈I非lによって（迎れた機能
0)付りが可能となり，イ［機'I':導休やイ［槻発光ぷ(,1f機太陽‘心池衿が次々と‘尤現されるなど，従来なか
っ•た歩0))J能材料へと成長し")づある 0 イi機材料の間,,,·'J:を最大限に話川することで，環塙に（恐しく，フ

レキシプル性に',,;¥五，、1/i報化ti公で活川される新たな付加価｛直を特/)システムを訓成することが可能と
なる，）その実現には，イi機材料分野に仕lわる様々な物則• 化学・ 牛物学的現象を分「レベルのナノスケ

ールから糾織化されたマクロスケール主で1糾『Wiを超えて深く j唄fl]『した I:で，複雑なシステムを11的にあ
わせて構築• 制御する必要がある。そのため糾たな学間釦域として「フロンティア有機材料システム」
分野を利J/1¥し，全く新規な発想からイi機材料システムに1月(;Jする「もの・システムつくり」を夷現できる

I~ 学的な能力をも")人材など，本研究分野を多）f1hiから介引することのできる人材O)Tf成が求められて
しヽる，）

本学はこれ主でに，グローバル化を瓜識し価仙訓成に l」IHをおし、た実此教介におしヽて似凡ヽ成果を l・.げ
づつある。この取り糾みをさらに梵fl~させるため，本学の大学院教介におしヽて，イ［機材料システム分野

に糾たな価値を訓成できる『訓翡l''l:』と，本分野をグローバルに牽引できるグローバルリーダーとして
0) 『 H~叩t』を合わせもつ人材介成を教介II 1票に掲げることを特色とした， 1内I諜 ,l"i¥5作貫0)「フロ
ンティア有機材料システム創成フレックス大学院」 （略称：フレックス大学院）コースがIJ廿設された，）

1-2 教育目標

本コースは， Ji代学打にわた＿り汀灌化する以卜V)2 つの能力を兼ね備えた「フロンティアイ［機材料•シス

ム分野」訓成に挑戦する Iグローバルリーダー」人材を介成する。

I 「フロンティア有機材料システム分野」創成に挑戦する創造性
フロンティアイi機材料システム分野」削成に挑戦する創造1・生の修得のため，以卜U)2/)の宣質を礼
成する。

I -1 有機材料工学を主とし，電気電子工学・システム工学の基盤知識を備えた高度な専門性
本学(;t,)占礎から応川，tで多岐にわたる学間および教育を展間しており，イi機材料や装/jli:O)IJ¥]発から
システム設叶に令る「人IIから出11主で」の広い分野に対して，教介研究を推進してきた0 その結果，

教介研究を11指す「イi機こEレクトロニクス研究センター」，‘尤川化間発を 11指す「イi機エレクトロニク
スイノベーシこ！ンセンター」，地球にやさしいものづ、くりの促進を11指す「グリーンマテリアル成形）Jll 
L研究センター」など，これらの分野で111:界をリードする教介研究開発拠，点が構築されており，イi機材
料システム分野の仝学休制での教介研究環廣が1柊ってしヽる。本コースでは，しヽずれかにイ［機材料システ
ムを刈t攻するようにいり攻と副内攻の 2分野を選択，かつ，修得することにより，多岐にわたる分野の

知識を縦横に駆使できる似i疫な内111!刊を特i'")人材，しヽわゆる冗刑人材を礼成する。

I -2 科学的視点と経済的視点，ミクロな視点とマクロな視点などの複眼的思考力と価値創成実践力
他l:課肛教行では， 1、1/1111知識を身につ(Jる教介・研究に日恨が1iりかれてきた。これからのグr1ーバル
礼公で訊間化するためには，各内門分野の知識だけで/;tなく，それらの周辺分野，および，経済や経位；的

佃l面の知識も疫求される0 本コースでは，これらの教育を通して!'Iら祈しい11llif直を訓成していくための
価佃＇［訓成実践力を机ね備えた人材を捉成する。
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II 「グローバルリーダー」としての主体性

1クローバルリーダー」としてのl:W・性の修得のため，以 Iヽ．の 2つの賓質を捉成する。

II -1 国際交渉に臨めるグローバル企画・コミュニケーションカ

経済のグローバル化が進み，材料・商品が!11:界レベルで流迎するようになった現(i-:, ものづくりの多

1汲化，技f村の高度化が大きく進んでしヽる。これが市場競伯の激化に拍中をかけ，商品の策別化， IJM発の
スヒード化を追い求める傾向が!11:界レベルで進んでいる。このような中で， t閃準化はものづくりにおい
て屯嬰であり，フロンティアイ［機材料システム分野で1繋準化を勝ち取ることのできるリーダーの介成が
求められている。このためには，製品の企両力と，コミュニケーション能力が必嬰汀-.:nJ欠である。本フ
ログラムでは，これらの能力を兼ね備え，椋準化に必要イ-.:11J欠な足別化・翡付）JII価値化を念叫に，フロ

ンティアイi機材料システム分野を間拓できるグローバルリーダーを投成する。

II -2 エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増進を目指す未来志向の使命感

2 1 !11: 紀において，祈たな付加価値を持つシステムを創成し， I阻業化していくためには，地球環炭の

変化やエネルギーなどのグローバルな間題を-,;;『に」用解しながら，イノベーションを進めていく必吸があ

る。そのため，＇、り 1門的な知識に加えて，エネルギーや環燒，地球規1従での悩祉増進を紅識した{/(、fll放的な
知識をもった人材を義成する。

1-3 コースの特色

• 学党にリl念するための経済的文位を受けることができる。
. LI、り攻・副＼り攻制度により， L・ 闇jしヽずれかの内攻におしヽて「イi機材料システム分野」を修得するこ
とが求められる。

・I専I:諜肛 5 年間コースであり， 1~2 年次に在学する学化は修 I:論文審査•に代えて Q I~(Qualifying 
Examination : ItりI:課料研究),且礎）j試験）に合格することで 3年次に進級することができる。
·:3~5 什次に在学する学牛が本コースを修［するには，各日のいり攻での博 l:,i倫文の審ft及び最終試
験，および，本コース独日のECE (End-of-Course Examination : フレックス大学院修［試験）に

合格することが求められる。このことにより，研究力に加えて，「創翡111:」と「 H本Vi:」の 2つの能力
を獲得したことが保証される。
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2 履修方法

2-1 主専攻・副専攻

本コース学！［は，人学した研究科の!'Iら所）属する Iり攻をいり攻とし，人コースした年疫の 9月主でに

以,,・に従し情Ji,り攻を決定する。則r.学研究科の内t攻をいり攻とする学牛は，副＼り攻としてイi機材料シス
テム内攻を選択し， lゾ、ti攻がイ［機材料システム＼り攻の場合，副りi攻は則 r.学研究科のしヽずれかのリi攻か
ら選択するこど，決定したll1/l:rHJ期諜肛におけるいり攻・ 副＼り攻を5年貫教育における）復修のl寸体と
する。

有機材料システム研究科 I 理工学研究科

物質 バイオ 応用生命 両粍上ヌし 情報 機械
ものづくり

1・2年次 I 有機材料
I 化学 化学 システム 電子 科学 システム

技術

システム専攻 経営学
工学専攻 工学専攻 工学専攻 工学専攻 専攻 工学専攻

専攻

QE (Qualifying Examination: 博士課程研究基礎力試験），進級

物質 機械
ものづくり

3・4・5 有機材料
I 化学 バイオ工学専攻 電子情報工学専攻 システム

技術

年次 システム専攻
工学専攻

経営学
工学専攻

専攻

EGE (End-of-Course Examination: フレックス大学院修了試験），学位審査

ケース1: 主専攻が有機材料システム専攻の場合，副専攻は理工学研究科の専攻から選択すること。

ケース2:主専攻が理工学研究科のいずれかの専攻の場合，副専攻は有機材料システム専攻を選択すること。

2-2 指導教員グループ

本コース学生には，人コースの際， ItりI後期課肛の学牛とI,iJt玉に授業科11の履修， 1し1lI: 学イ立繭文の作
成笠の指消のために， j:I、り攻の他I:後期諜祝担,1,教員の中からじ指祁教i1が定められる。t指導教員け，
人コース年度の I0月主でに，学牛の研究叶両に）よづき，＼＼叩l分野が偏らなしヽJこうに配應し， LI、り攻・
副内攻を含め 3名以 1-.の指導教員グループを糾織する。

2-3 プログラム授業科目

【1-2年次】

校業科11には，各研究科の，溝義科11, (イ［機材料システム＼り攻は「リ/IIIJ科11J及び「グローバル・実
此科11」)， 4守別油習A及び特別実験J¥(ものづくり技術経賞学内攻 (MOT内攻）は「研究論文特別屈
習J) に加えて，本コース独1'1の価値創成キャリアデザイン科IIがある。

(1) 価｛直創成キャリアデザイン科H
椋記科日の履修により，将来価｛直創成グローバルリーダーとして必嬰不11J欠な「nら考え行動す
る力」を身につける。

※ 以ドの・Ji:瑣に／八ヽては，平成 29年J立大学院則L学研究科学化使覧 (L'芹系）もしくは平成 29 
年樅大学院イ［機材料システム研究科予牛使覧の".i,l亥瑣IIに準じるい
(2) I溝義科II (イ［機材料システム＼り攻は I1, りjll]科11」及び「グローバル・実践科II」)
(:3) 11翡別油習A

(1J) w. 『別実験J¥ (ものづくり技礼i経料，＇学 I、り攻 (MOTi,り攻）は「研究諭文特別梱習」）
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【3-5年次】

授災科11は，各研究科の講義科1=1 (介機材料システム内攻は「1,lif門lfj科 II」及び「グローバル。丈濯い科

日」），特別油判 13, 研究註仙I,1守別出JlJj研究，特別教育研修及び牛、『別＇九験 B (MOT 内攻は「地域技仙~

ビジョンi貨習B」），及び本コース独日の価値訓成キャリアデザイン科1-1である0

(1) 価i直創成キャリアデザイン科H
t瓢且科日の履修に上り，将来価値創成グローバルリーダーとして必嬰不11J欠な「コミュニケーシ
ョン能力，研究能力」を身に")ける0

※ 以卜.の・1,:瑣に")しヽては，平成 29什襄大学院廿I!i: 学研究科学牛使隠 (Iゾr:系）もしくは平成 29 
作）立大学院イi機材料システム研究科亨：I卜使覧の''i該瑣IIに準じる0

(2) I溝義科H (イ［機材料システム内攻は「 I、り判l科11」及び「グローバル・実践科H」)
(3) 4『;)IJ/i1n1->/B 

(11) 1iJF究,1H1lii(プロポーザル） (5) 4『別1lj・phj研究 (6) 4か別教T{,/i)f修
(7) 特別‘丸験B (ものづくり技伸i経位；学リ｛攻 (MOT1、り攻） (t 「地域技伸［ビジョンi貨習 B」)

各リ｛攻0)授業科11及び叶叶立数を，大学院刑 L学研究科学什．使屁 (L学系）および大学院イi機材料シ

ステム研究科学牛使覧の,,;f定の表にぷす0
,l/1¥義科11については， 惰11を除き川）成の研究科を灼えてI'!山に）役修することができる。

2-4 履修申告

(I) 人コース初年度 l学期に，キャリアデザインセミナーを必ず履修すること。

(2) 学期始めに j廿指導教11及びフロジェクト教L1と1廿談し，履修しようとする授業科IIを決定し，）役
修競録の T続きを行うこと。

(3) :3~5 年次の）役修については， 3年次の年度に配布される使覧に従いl専I:後期課肛川の）復修）川を
提出すること。

2-5 履修基準

【1-2年次】

1~2 年次で必吸な最低修得叫立数は，各＼り攻科で定める平成 2 9年度大学院則 r.学研究科学小使
覧 (r今学系）もしくは平成 29年）立大学院イi機材料システム研究科学生使覧の1Wl:iiiJ期課肛履修）よ準
表にぷされたじ内攻で修(に必疫な :3O l恥'J:以 I・_(ものづくり技術経料；予'.I、り攻のとうほく !VII TI{ J¥ 

lコースは， 4()巾位以 Iー：）に加え，価｛直介lj成キャリアデザイン科11からの4几叶立である。すなわち，

最低修得叶叶立数は :34爪位（ものづくり技伸i経料，:?1、り攻のとうほく !VIITRAIコースは， 44叶叶立）

である。ただし，選択講義科IIとして副リi攻の講義科11 (副＼り攻がイi機材料システム内攻の場合はリi

門科11)から 4几叶立以 I・．を修得すること，主た， J-:1, り攻以外の講義科11を合わせて， I O l札位以 I・.(・h'i 

恨科学＼り攻は 8りi位以い ものづくり技術経悩亨'.I,り攻のとうはく !VIITRJ¥Iコースは 22叶叶立以

1-.) を履修すること"

※イ［機材料システム＼り攻をいが攻とするコースlj:_は， 「11―、り攻講義科日として修得が求められてしヽる
10叶叶立につしヽて，価i直訓成キャリアデザイン科H4几叶立以 I・→修得することを条件としてイ［機材料シ
ステム＼り攻のグローバル文践科Hの叶lから修得が求められてしヽる 4叶叶立以 l・.O)修得は，イ［機材料シス

テム専攻のリ1:ドリ科11の中からの修得に代えることができる0
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【3-5年次】

3~5 年次で必 I炭な最低修得i札位放は， j: I杯攻がJfl¥・1・.学研究科の内攻の場合，平成 29年度大学院

則L学研究科学牛使覧 (r学系）の博l了後期課肛I復修）店準表にぷされたじリ｝攻で修(に必吸な科•日か

らI2巾位以 l:に加え，価値剖成キャリアデザイン科・Hから 6爪位，合叶 I8単位．以 I:である O l凸If

攻がイ［機材料システム専攻の場合は，平成29年度大学院介機材料システム研究科学牛使覧の博 lー後

期課肛履修）店準表にポされたi二→専攻で終（に必疫な科IIから I8 l札位以卜に加え，価ft!'(訓成キャリア

デザイン科11から 6叶叶立，合叶 24巾位以 l:〖である 0

2 -6 QE (Qua I if y i ng Examination : 博士課程研究基礎力試験）
本コースに在籍し， 1~2 り次｝復修）よ準 0)授閉科 H を修得する見込みがあり，か,..), 次の疫件を祉蘭た

し，研究指消を受けた学牛は， QEを受けることができる。

価を受ける吸件は，①り如れによる11、:11靡学公梵表 1件を梵表済みもしくは英文臼仰 l件を投f闘済みで

あること，②論文 l件（英晶を推梵し，九；五付フロシーディングも晶める）を投れ翡済みであることとす

る。要件①および②ともに Qliを受ける学牛が惰煩竹者であることが必疫である。

疫件のfi'(t認は， (~E を受ける年度の I I月末に行う。

訓は，大学院則 I学研究科JW:I: 前期晶肛米沢地区委n公もしくは大学院イ［機材料システム研究科委
Li公が選出する QE札臼州委Liが1「う。
1~2 年次の履修）占準を満たし， iiJr定の爪位を修得0) 1-., QEに合格した学化は，修l:O)学｛立を受け

ずにa年次に進級する。修l論文札¥ftを受け，博l仙期課料を修(すると，本コースの 3年次に進級で
きなしヽので汁立すること。

2-7 博士論文の審査及び最終試験
価に合格し 3年次に進級した後， 4ぐ 人におしで :3-5年次の諜作を）役修し，屈修）1¥準(})授業科
11を修得する見込かがあり，必疫な研究指,4を受けた学！［は，論文叶仙j<J)'紺付に合格した後に，博u倫
文を作成し，術査ljil泊することができる。審f刈11/11/(J, 1孔り攻(}),番,1i:r順に従う。
提/1¥された論文(J,大学院刑 i:学研究科委i1公もしくは大学院イi機材料システム研究科•委n公が選出

する論文愉責委［しにより蕃ftされる，）最終試験は，論文提出者が各内攻IJMイ作の公聴公におしヽ て学｛立論文
の内容を発表する際に，mi迎する加且に対して論文審ft委員が日叫又は惰衿で凶間を行う形で実施され
る0

2-8 ECE (End-of-Course Examination : フレックス大学院修了試験）
フロンティアイi機材料システム訓成フレックス大学院1'1己謹価恨釘，I}:(所定のri~式）を作成しフレッ

クス大学院教介ディレクターから!/幅忍を得た後に，博 I:論文の面1tと最終試験の審牡を!IJI泊することが
でき，かつ，履修旭準の価｛直創成キャリアデザイン科 11の巾位修得とワーク修［の見込みがある学！［は，

ECEを受けることができる。

ECEは，フレックス大学院プログラム開発・迎悩＇委員公が選出する ECE審1t委員が行い，本コースの
教r't11椋に褐げる能力を身にづけてしヽることを， 11叫試間を行う形で夷施される。

2-9 修了要件
本コースの修 {U)疫件は，本コースにおいて 1-2年次の課杓を）役修し QEに合格した後 ;3-5年次

0)1l限代を履修して，所化の旧立を修得し，か,,-)'必要な研究指打を受けた I・.,I¥り1贔1i倫文(})'.樅杏及び最終
試験， ECEに合格することである0 本コースの諜料を履修できる期間は， 1-2年次は 2什'・, :3-5年

次は 3年とし，これを越えることは認められなし＼

牛かに位れた研究業績を 1-.げた者は，修［主での期間の1訪縮を忍めることがある。
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2-1 0 学位の授与

本コースを修［した者には，博I:(L学）の＇、ド位が授りされ，本コースを修［したことが付出される 0

2-1 1 留年・休学または修了が困難となった場合の処置について

留年・休学が確定した学生又は指導教員グループの教員が修［囚難と判断する学生は，やむを得な

い1叶打を除き，本コースから胤t脱する。この場合，リーディングプログラムによる経済的支扱を速やか
に中止する。

2-1 2 その他

本コースの学生は，｝爪則として就労を行うことはできない。ただし，＇「 J¥(ティーチングアシスタン

ト）， RA(リサーチアシスタント），および，インターンシップにおける就労については，山形大学）く

学院におけるIWl:諜杯教介リーディングフログラム「フロンティアイ［機材料システム削成フレックス大
学院l奨励伶規作に従うものとする，）
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3. カリキュラム

価値創成キャリアデザイン科目／ワーク及び単位数表
間講期及び淵時間数

間講
叶i 1年次 2年次 3年次 4fド次 5年次

れl.'片孝女しi、 備考授業科日名
形態
位 2 9年度 3 0年度 2 9年度 3 0年度 3 1年度
数 廿fi共ll1妥共lj柑iJリj1妥其lj前期 後期 前期 後期 廿り）月 後期

キャリアデザイン
ネ1j1J i jー：且IIセミナー

叶iillel・ 手,,父乞； 2 2 [2] 
他

必修Career Designing 
Seminar 

111lif11『介l]/1父
プロジェクト

古川英光
必修Innovative 功、：ふ「Il l 1 l [ l] [ 1 J 

他Systems 
Co-creation Project 

実践咽 PBL教育 l プロジェク
Project-Based 実習 1 2 ト教員 必修※
Learning (r) 他

＊ 
じ指導教員実践刈リ PB!,教有 11 ＊ 
副指導教員Project-Based 夷習 2 11 [1J] [,J] [11 J [11] [11] 
trl1 J I I :n11 

選択
Learning (11) 

他

グローバルコミュニ
＊ (/jj甜）yミ砂：

ケーション飢習
飢習 2 2 [2] [2] ~,, ヽ;;;t!iリ~d1Wi'l11i 必修Exercise「orGlobal 

他Comrnunicalion 

フレックス大学院
,,;:;ti屈）j支砂、：

11、II葛忍jしl1i]{iJ「り厄 ＊ ＊ 
じ指導教員

（長期洵：外イン
実習 ;j 8 [8] [8] [8] [8] [8] プロジェク 必修

ターンシップ）
ト教員Jnternational 
他]ntcrnship 

フレックス大学院

シンポジウム／
i公鮒 灸ヽ, ' ,. ・ • 

セミナーl
ワーク

゜
l 1 iり） II りし：）〖 必修fnternational 

他Symposia/ Seminars 
r 
フレックス大学院

シンポジウム／
松虻 ~ I与・

セミナー11
ワーク

゜
I I 古川芙光 必修※

International 
他Symposia/ 

Seminars II 

Myポータルサイト
I I I 1 l I 

礼i-JIIりし）t 
必修ワーク

゜
1 I 1 I 

他My Portal Website 

（注）［ ］内の数字は， i亥渭科IIの所定の開講年度以降の開講予定遇時I廿l数を示す。
※ この授業科llは 29年度の）役修を認める場合がある。

＊ この授業科日は科ll変更を行う場合がある。
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価値創成キャリアデザイン科目／ワーク（単位無し）の内容

1又'/'ff11/'}ノt, I~ii;>~i;,rt,idi1>:i:iff1'. る::1:::}:: :~,l;i z I ;:; j~';'I : 文,;11

キャリアデザイン る能カ・知晶• 技術・＇、り flljなどを凰吋してから， 2什請J:1
セミナー た(t5什:1111の履修，l!-111Jiと学Pl,ll仙iを立てる,,大予院で）復修

する科IIだ,tに限らず， I!ii 1J、]外での活動内容・研究内容を
Caiで(、rDぃsigningScm i n;i r I包合した形で，大予院修［後に「1分がi『づべき学衛的知識

ペ斗支（村， Pl得すべき人間））を把脚し，具（本的なキャリアを
デザインする0

佃i 佃'(介 I) 成を求められてしヽる分野で /1½間化することを想応 古川英）〖

価仙訓成フuジX クト Iし，「祈たな分野の創成に挑戦する 1-.で必吸な研究カ・創 他
翡l'i:1をi足う講義である0 具（本的には，フロジ CIークトマ

Innovative Systems Iネージメント及び，ゾレゼンプーションの油習を辿して，
Co-crn,ition Proj砂 t 研究を推進し発表する能力の簸得をII指す。

文践咽!l'BL教介 l

1'1噌ojいct・Bascd LPm噌ning

(I) 

丈践咽 Pill,教介 11

Project-ltised Ln<1rni11g 

(I l) 

大学院修［後に，学lj:_は大学や企業などでリil1'l知識を訊川
してグし1ーバルに活闘することが求められなこの実習で

/J実院に学牛がプロジ I クト先衿に赴き， 11¥l題解決Jり）の課

題に日本的に取り糾むことで， +1公人として求めら;jLる）占
礎能力を介成する。［た間題認識を特って課如解決がで

き，チームをマネジメントできる能力と，コミュニケーシ

:Iン能力の形成を図る。フロジェクトにIY-,Jわることで，則

論と実践の間の溝，ソロジェクトにおけるI聞社府をJIJ!flJ『し，
これを東り越える.::-.とができる力と，似iい職業紅識ならび
に目立心・責任憾を身にづける。さらに技仙者・研究者と

しての「I¥11:・ 性(「I1 I叶牛）の行成も11指し，就業（本験を油し
た職業認識の向 I土職業観の行成を図る。

より 1j1闊広し＼視野カヽ ら物・JiをfJ(,f11放できるように， 1がjllj分野の
異なるグローバル企業笠；の研究現場で，実習とNi恨収リミに
取り糾む＼放えて木知の領域で諜附解決に取り糾むことに

より，文廿j!融合刈り)知識や他の内利l分野の技術・知識を身
につ(Jる。果放に物'lfに挑戦するマインドと探究心，複II艮
的なものの見）jなどを梢j.j危すな他の研究チームに所屈す

ることで， 1つの分野にとらJ)れなしヽ 1j1闊広しヽ視野を介成

し，他分野の異なる教tiや共 Iii)研究行などと•緒に学習・
研究を行うことでi_lf!IIJO)ll位を釆り越えなコミュニケーシ

コン能力にさらに州ぎをか（｝，技f州と技術'O)融合，技f村の
祈規・I生と 'l,業化などの視，点を身に付け，こhを展間できる
能力を身に'JIJる0 異かる研究や＼り1111ャtに触れることによ
って独創的なアイデアを削出したり，祈しし、 F仏 .)j仏を
見出したり，先進的な叶両を立案• 実施できるようになる
ことを11指す0

j1j1j 

プロジ:rクト

教員

他

t指導教n
副指悴教員

, ttl1 J .- I: nil 
他



j
‘
 
’
 ，
 

授業科•日／ワーク名

グローバルコミュニケーシ

ョン油習

Ii;、:(']'(、 jSC'J'oJ、Glolrn I 

Communication 

フレックス）ぐ;::院IEJI靡共詞
研究（長期洵外インタ-—ン
シップ）

l11term1tio1rnl l11Lcr11ship 

（ワーク）

フレックス大学院

シンホジウム／セミナーl

l11Lernatiomil Symposia / 

~rnninars (I) 

（ワー三ク）

フレックス大学院

シンポジウム／セミナー11

lnLtirnatiornil Symposia / 

Seminars (I I) 

（ワーク）

Myホータルサイト

My Porta I WL、!isi t C' 

授業科日の内容

研究店動だけに限らず，グローハルな!ti:界を舞台に活躍を

するためには，学公やシンポジウム，セミナーなどにおけ

る芙晶能力のみでなく， [E)[除的な企業交渉や外交交渉など

に挑めるようIt交渉）），』削脊力，訛得力，人を虹きつける
カ，フレゼンテーションカなどが必然的に求められること

になる0~吋貨習では， 1年次に丈此油料として知期而外研
修に参加もしくは他(})yfり外研修経験怜により JこI界のグロ
ーバルコミュニケーションのイiり）jを（本験するとともに，
3作次以降には溝義飢習形;:¥;:で各種交渉・商談および[!、II靡
i票準化を成し遂げるために必疫な内[ll)J!jilfjを学ぶことに
加えて，ディベート咽学習を油じて交渉力を身につけるこ

とを 11指す。

川外の企業・大学Wの研究屯におしヽて研究砧動を行うこと
で，刈珊l分野の更なる強化と拡大を図るげか， IEl外の文
化・ H.公・価i直観を分析.Jlj!ffj『すーる。コミュニケーシ 1ン
能力と研究能力を飛罰的に向 l・.0せ，グローバル人材とし
て訊動するため(})')こ践力を確実・にやI得する。 1、1/[llj分野への
刑鮒を深化させて最先端の技術とJI)!,/価を知るとともに， jll:

界の研究動f(,jや教行・研究臼l;を料得する，）く［た異なる文

イじI叫におし,・c長期間に渡って滞在して研修を1「うことで，
異文化imi)ぷやグローバルコミュニケーシ J ン能力の向 I・.
を11指す。

学lj'.[,i]I: が協力して， [le)際シンホジウムや[1、I院セミナーを
企圃し間催する。シンホジウム／セミナーの企仙f.立案・
迎党を学牛が行うことで，マネジメント1iVJを身にづけ
る。加えて，オ'r'T研究闘]U)[ii)際ネットワークを構築する，）
本ワークで(J, シンホジウム／セミナーにおける参加，発

表， ,i義論を通じて，プレゼンテーションカと英晶力強化を
il争う 0
学11:[ii)I: が協力して， 1ドII院シンホジウムや[1、II罰セミナーーを
企圃し間俯する0 シンホジウム／セミナー(})介仙i.立案・
迎'i玲を学4が行うことで，マネジメント能力を身に/)け
る。加えて，オ『F研究者間(})[!、鴫I際ネットリークを構築する。
本ワークでは，シンホジウム／セミナーにおける介仙i.立
案・述i均を迎じて，マネジメントカとりし：,iii力を強化する0
所定のホームヘージを「学小ホータルサイト」として訊川

し， "f=!LU)アクティビティをコンテンツや各人U)CVとし
て柏報発Lし， [kl!靡交流やネットワーク形成に/)なIf, グ
ローバルに汀灌化するリーダーヘと導くワークである。 1~

2什次にはyf1j外研修やインターンシップなどに1叶lするコ

ンテンツ， :3-5年次には学会発表や贔文発表にmiするコ
ンテンツや各人U)CVなどを作成し，コンテンツの英晶化

を合めて，グローバルに向IJた柏恨発いのイiり）jを身に/)
rJる0

担,11教n
似iI翡 !.r:i'h~
JI=',,; 『 jリ~ii牌 t':rli

他

似i橋辰宏
ト指導教員

ソロジェクト

教員

他

松艇蒙

Iり） II り~)\';
他

松艇豪

11i" JI I りじ ）『
他

11i" } I I .~ だ）'C:
他
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カリキュラムマップ

カリキュラムマッフは，本コースで間講される価値訓成キャリアデザイン科IIが本コースの褐げる学
修日標に対してどのような位岡づけであるかをぷしたものである。履修叶圃を立てる際に，獲得すべき

能力について確認し，選択科 11を履修する際の判断指1票として利川すること。

I 1年次 ． ． ． ． 
履修年次 I 2年次 ． ． ． 

I 3-5年次 ． ． ． ． 
フレックス大学 フレックス大学 グローパルコ

フレックス大学

授業科目名
キャリアデザイン 価値創成 実践型PBL

院シンホジウム 院シンホジウム
マイホータルサ 実践型PBL

ミュニケーション
院国際共同研

セミナー プロジェクト 教育I イト 教育II 究（長期海外イ
／セミナー1 ／セミナーII 演習

ンターンシッフ）

開講形態 講義 実習 実習 ワーク ワーク ワーク 実習 演習 実習

松葉棗 松葉棗
主指導教員

高梧辰宏
高橋辰宏

担当教員
神戸士郎 古川英光 プロジェクト教員

古川英光 古川英光
古川英光 副指導教員

非常勤講師
主指導教員

他 他 他 他 神戸士郎 フロジェクト教員
他 他

他
他

他

単位数 2 1 1 

゜ ゜ ゜
2 2 4 

必修 必修 必修 必修 ，ッ，修 必修 ;;im 必修 必柊

7l五の畔息盤瞑知埠学を：Lとし..・システム工学

゜ ゜ ゜ ゜ ゜を備えた高度な

竪

創造性

科学的視点と経済的視点．

J-2 
ミクロな視点とマクロな視点

゜ ゜ ゜ ゜ ゜などの複眼的界者力と価値

創成実践力

国際交渉に砲めるグローパ

IH ル企画•コミューケー~ョン

゜ ゜ ゜ ゜ ゜カ

主体性

エネルギーや環境に対する

高い問題意識と地球規模の

゜ ゜ ゜
11-2 
福祉増進を目指す未来志向

の使命艇
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履修モデル（必要履修単位数）

課程

士
期
程

博

後

課

科目

理工学研究科自専攻 I専門科目

理工学研究科他専攻 i専門科目

専門科目

グローバル・実践科目 A 

博士I有機材料システム専攻;".,;,:.::::::: い巴〗::コ：ュI,,., I I ,,., 

前期
ニケーション濱習 I)
. . ..... ... . . .. . ,''  

課程 グローバル・実践科目 B
（キャリアデザインセミナー・i西但創'"-フロ

ジェクト・実践型PBL教育 I・フレックス大学院

シンホジウム 9セミナーベマイホータルサイト）

フレックス大学院 Iキャリアデザイン科目

自専攻 特別演習A・特別実験A

理工学研究科自専攻 I専門科目

理工学研究科他専攻 I専門科目
........... 

専門科目

有機材料システム専攻1---.—_ ..... . ,. 一.. 
グローパル•実践科目
（実践型PBL教育 Il・グローパルコミュニケー

ション演習IT,国因共同研究）

フレックス大学院 Iキャリアデザイン科目

特別計画研究•特別実験B

自専攻
特別教育研修・研究計画・

特別演習B

合計

理工学研究科所属コース生I有機材料システム研究科
所属コース生

;;;;4* 

10 

4
 

10 

;;;;4* 

;;;;6 

4
 

備考

10 I*副専攻科目として履修

＊副専攻科目として履修

10 
＊＊コース生は「グローパル・コミュニ

ケーション演習I」を必ず履修すること

＊＊＊コース生は履修できない

＊＊＊＊ワーク(0単位）を含む

10 10 

合計 34 34 

6 

6 6 

6 6 

単位なし 6 

18 24 

＊＊＊コース生は履修できない

＊＊＊＊ワーク(0単位）を含む

【注意】

＊ 講義科IIは所）／氏の研究科を超えて相 11:に）役修することができる。
＊＊ 本コース牛は，イ［機材料システムリ｛攻0)グローバル・実践科11O)「グローバルコミュニケーション
油習 l」を価値創成キャリアデザイン科11の「フレックス大学院シンポジウム／セミナー I(ワー
ク）」とセットで履修すること。

＊＊＊本コース牛は，イi機材料システムリ｛攻0)グローバル・実践科IIo)うち，以ドの科11は履修できなし＼
博Iー：前期課枠：「キャリアデザインセミナー」「価｛直創成フロジ ~L クト」「文此刑 PBL 教介 I I 

「フレックス大学院シンポジウム／セミナー」「マイポータルサイト」

博 I秒後期課枠：「‘尤践刑PBL教育II」「グローバルコミュニケーション屈習 JI」「I哺祭共liil研究J
****以卜.のワーク (0几i位．）を履修すること。

「フレックス大学院シンポジウム／セミナー l」「フレックス大学院シンポジウム／セミナー JI」

「マイポータルサイト」
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フレックス大学院の履修モデル理工学研究科所属の場合
11! 次 I 2,1次 I :i11次 I 111 次 I~11次

---------------争・-"-----------------
: 〔I),;/Ir. 義利11/Jヽら、 !c•!i攻の履修），し準 ， ' 

' 
に小し20単位以 L (ものつくり技/,lei' : 
I糸府灼,.;を1、!p妙）｛価値削成コースは 2LI叶;: 

位以 I.、とう II < ivl I T I< J¥ Iコース

It :J」li1-f,Hゾ、 I)
I 

たたし、副1_1/攻｝してh仙材:flシス
J・ム,v攻o>1if!"I fl 11カヽら 4り叩以 I:
を修得jるこ)'.•• t !:、 i"り攻以外
の，W,N科II左合；!>せC、I 0叩i'!TJ、
上WI報科’ヽ；合1/1攻It8りi位）:;, I・、)・
・JI E< M I . 「l<J¥ I "・ ・スIt2 2りi

位以uを修得）ること
!,: お、 /f桃，lHIシk;ムiり攻Cl汁I,溝
するグ,,一ノ＜ル・夷践科II
「グ tJ・ ブヽ ル：1ミ"ニク..シ）ン

l」2りi位を必・fl役修する:.)'.'

----------------- ， 
：心り，溝←義Hll1りヽら、 j•!1攻の履修 J,(i(f[ : 
＇ ：に準し6単位以 I. I 

I 

' 
I 

---------------―ーマー―-------

' 
＇ ， 

------------' 

＊ ＊
 

② 価値削成ギャリア'fサイン利 IIか
ら4単位

⑰ 価仙訓成斗ャリアうサイン利 IIか

ら6単位以 I.

----------------

(7) !f!i州），；I 11l1[ liJf1[ : 
2単位（必修）

(8) ~ かりJI)年女({li}f(i各：
単位なし（必修）
---------------

＊ ＊
 
ロ

------------~---------------—' 
⑰ !jか別航料 J¥: 4単位（必修）

胃Ii 01) I'1別X験;¥: 6単位（心修）
I---------------------------
I 

: Iーだし、 も(})/ 5くり技術舒吠,-;::,y:~I : : 攻IJ研究贔文！！守別i糾'/;¥ : 6単位
) ,' 
＇： （必修）
＇ I 

［：ニ――===―ここ―========――=====―===—======ここ~!

(!))関別屈粁 ll: 単位なし（必修）

⑩ 牛、＼別＇だ験 ll: 4単位（必修）

----------------
＇ Qi) /iJfり厄，；!・11Iij : 

＇ （ソ 11;j;-・ ・ リ';レ），
＇ 単位なし（必修） ： ， ----------------

' , 
＇ ， ， ， ， ， _______ , 

/i)f 

究

I 叶 11、l ・ [Ej[悶~ミ '}:j)J店｝ぐ

j梵村：i,l倫文執'、ff

r ----------------・------------------~---------, 
I I 

, 1叶内・ IEJ I界学公発表、投稿贔文執''P, I 
I I 

’一―--------------r―---------------―7―________, 
,----------------
！学位高文11成
：学位論文＇紺 ft
：学（立高文公聴公
＇ : l立象冬，，A肘奥 ： 

＇ ,_ ---------------' 

M 
低

屈

修
lji. 

（立

数

I -2{! ―i欠最低(I各得qi_/立放．
合計34単位以 I.
((I) t (2) t (:l) I (I)) 

（とう 11< M I T I{ J¥ I :CI -ースIt
」」 l¥i/i'Uゾ、 1-)

:i~fi 什,)欠最低修 1'.P\11立放，

合計18単位以 I

W) t () C ,) n I 7) t (8) I 0りt⑩ I⑪) 

フレックス人平Iりi;UJ),¥;ijl'(')、：線枠） 「ニ―~: i l、11攻の），l;ijl'(、',仄線枠）
※1 Qun I i fy i ng Exnm inn l ion : [,y: l:,i見れ＇研究） ,l;i諮})試検
※2 Endo「Course、Exnrninnlion: プレックス）('芹I院(I笈［試験

＊叶 l間恨店公
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フレックス大学院の履修モデル
J{I―一次 I 2什一次

「----------------」-----------------,
: (I〗，溝義科 11 /; らヽ、 l:• 、り J父の履修）よ qi! : 
，に準し 20単位以 j-

有機材料システム研究科所属の場合
汀・次 I Iイ1次 I s11次

t・_ /こし、副<.11攻ししご岬 L'(研究fl
(})し,-I'~Iかの iり J々の講,Nflllil ヽら l

叫,,,.以卜を修得1 るこ~'.. U:、上
,_Ii)々）'.}、タト/))11/t'(「(;fl111,-合，1,廿C, I 
() iji_f,'()'J、/:Id竺n-1<,: ―と

ld3、グI1~ —ノヽル・尤践fill/; らヽ、

廿叶立以 I:をIi吐修1る::.と

/:_/ごし、 「グ t)- —ノヽル 1ミ"-,-_'; ---

シ！ン l」2りi位を必)'I位修十る=-

し なお、＇卜）じ C/J2 I廿位 il•りl"Ifl I I 

! Iから修得しCもLし、 ' ' 

， ＇ ----------------- ---------- -------

(:2) f111i fli'1訓成ギャリアブーサインflII ! ぃ
ら4単位

＊ ＊
 

--------------
I 

：り），溝義fill!Jヽら、 !:•、り攻 Ul 履修),しijfs : 
I 

：にijfし6単位以 I・
I 

I 

I I --------------------------

⑰ 価値flij成キャリアjーサインf、111か

ら6単位以 I:

--------------—• ー＊
(7) tかり11,Jphfi,JIりL;: ' ' 

' 
2単位（必修）

(8) q、|別教・(fii)[修・

: 2単位（必修）, _________ _ 

*' ＊ 

1;::; I「――--------------"----------------:
: (:l) 1!1別hi(-;'-'/J¥ : 4単位（必修） ： 
I I 

Jc I 、' : Cl)特別丈験 J¥: 6単位 (,[1/,,修） ： 
＇ 験し―――――-----------.----------------~

r---------------------------
＇ 
：〔！））牡別演習 I) : 2単位（ゼ蒻）
I 

: (IIP間別吏験 II: 4単位（必修）
I , _______________—ャーー一

---, 
' 
' 
' ' ' , 
' --------・ 

r---------------

: (ii) liJI'ぅUI川1j
I 

I 
＇ （ゾ IJ ;j;-心ザル）
: 2単位（必修）
I 
----------------

liJf I ii内 ・11111祭＇`；：：会梵表
究 I I -投松虐文執平―

r----------------------------------・---------, 
: I lJ内・ IlJ 11祭学公発表、投杯：i,i,i1文執冷 ： 
I I 

'----------------r―----------------T------__ , 
-----------
予位雌文什成

学｛＼＇［高文 'Jf0fl'
亨：位雌文公II屯会

｝立印冬,;灼検

----------

最

(JI: 
111) I~2 り― i欠最低 (1 各 1'.J,lji. (立放：

修 合計34単位以 I:
i札 ((1)t (2) I (:l) t (1)) 
(,'1 

放

:i~5 什i欠最低修『J,iji.位放：

合計24単位以 I
((:i) t ((i〕I (7) I (8) I (り） j (Iiり1(11))

亡J /レノクノ、）ヽ ,;::院(})),しif!'(丈祝枠） ［二： L'り攻の）よqt(点恨枠）
※I (~11al i f'ying Fxa111i11111 ion: j¥り!:,EHf閏研究）』｛他）J試験

※2 Endo「C'OIIJ'S(、lixami1111 Ii 011 : フレソクス）('芹院修［試験

*'I'間恨化・公
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IV 学生生活案内
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学生生活案内

1 . 学生生活の心得

1 - 1 自動車・バイクによる通学の自粛

本学；『II構内への1'1動巾・バイクの乗人れは，騒行による授菜笠の妨げにもなるため!'l,J',

してください。なお， I'! 動巾による通学は！りJ:1ド場も少なしヽため，構内！りt中ばF11f Iれ請により
特に記F11fされた場合を除き繁II:し主す0

1 -2 掲示板

学牛への通知・連絡・呼IWりはすべて褐ぷによって1)'1.,¥;・［すので，褐ぷ板は;;;『II、'rrl:紅し
て見る習・I『lをつけ， ,T(疫な掲ぷを見逃して「l已に不利益な結果を招くことのないよう心が

けてくだ、さし‘。

● )＜亨1浣I用1:予訓究科鳥0)褐ぷ板は， 5砂餅fI II{杯ビロティに成iiりしてあり上す。

1 -3 交通事故について

本学部（研究科）では，残念ながら学4が '11·Ji者となった交通 •Ji:故が11f年多放発小して

おり， 4かに死亡巾故怜の悲惨な人身'll故も1ザ年数件発↑ してい主す。ひとたび・Jr故が起こ
ると学業への支11,';'(ばかりでなく，精神的・経済的にも多大な負担が牛じ主す。 1'1動巾，バ

イク衿を迎転する際は， i'I己本位リ）笈勢は捨て，交通ルールを厳‘、『するとともに，熊汎な

迎転は厳に慎み，安全迎転を心がけてください。

主た，交通'll故の'11'll者となった場合は，被古者側， )Jll,古者側の如何にかかわらず， 11'(・

ちに•Jf故状況）川を学牛サポートセンター・学牛支援担 "i に提出してくださし＼帰省先憚で

介さlj:_した'Ii故につしヽても詞様に提II¥してくださし＼

2 諸手続について

2-1 学生証について

● 学生,/1Eは，学I卜としての身分を訓判lする代梃なものですから必ず携幣してください。

● 修［，退・;気除籍又はイi効期間が経過した場合は，直ちに返納してください。

● 学I凡証を紛失したとき又は使川に耐えなくなったときは，速やかに学牛証Iり発行』頒を

学牛サポートセンター・学牛支扱担''iに提/l¥し，交付を受itてくださし‘。

2-2 諸証明書について

証明；いは!'I動発行機によるものを除き，厭則として lれ込 11O) 2 11後に交付し主す。，；正明

，I}=「］動発行機による訓判l閃舟nは，在学証明；片，修［見込訓判j;り，成禎証明，If(博I:後期課
肛学牛を除く），＇、［ゾ I所妍州）旅客迎賃‘印JrJ11証， 健康診断証明i'}です。

(1) 学牛旅客迎賃割,JI証（学',I乳rn正）
● 「1動発行機により交付を受けてください0

● 年!Ill1人‘りたりの交付枚数に限度（年間10枚）があり主すからイj効に使川してくださし＼
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● ｛也人に晶渡したり， 1汀Iーー：」こ｛吏川したりしないでください。

● 東中：券0)購人及び旅行の際は，必ず学生証を携行してくだ：さい0

(2) 列中の通学訊t明，I} (学牛サホートセンター掌化文拉担'i'i: ①番窓Il) 

列 I—ドの通学証明間を必要とする者は，学小証を化f参し，叶l し出てください0

(3) 健康診断訓判J;片

4月の定期健康診断を受診した場合は日動発1「機より交付を受けてくださし＼
(11) J戊紅t,i1EIリJ;r:-: 
博l:1)り期諜f11iO)学生は， 1'1動発n恨により交付を及・(Jてくださし、0
情 I後期諜肛の学！［は， ,l化，1E明，り交付罰に所疫,J;:瑣を出人し，巾し込んでくださし＼

(fi) 修［見込訓I判JI片

修([,定什次に人ってから， 1'1動発行槻により交付を受けてくださし＼

2-3 休学・復学願退学・除籍について

(I)休学

:） 1l、i氣その他のI罰 lで 2か月以 L修学できなしヽ 場介は，//禎し、II¥により休学することがで

き上す。休学しようとする者は，休学舶を保;IiE人連粋o>I:, 指導教n(1: 指導教lし） 0) 
叶:Iりを得た卜ぐ提川してくだ、さし＼）：）化i氣の場合は， 1仮J':1jiO)診断，りを硲付してくださし＼

休学期間は 1か年以内です。ただし，特別の刑山により引き続き休学する場合は，改

めて）!乳'jし、Ii¥なIJればなり主せん0 なお，休学期間は通靡して， 1しり h'iii期課祝にあっては

2年を， llりI:後期諜肛にあって(:J::; 年を超えることはでき主せん。主た，休学期間は在
学期間に似人され主せん0

学期間始0)月の木11 (前期は4月 3011, 後期は 1O J l 31 11) 主でに休学を叶11Jされた

場介且，）J',lf1Jill・1料によって休学するや切lから復学する伯）1主での授業料は免除され主す。

したがって，学期間始0)月の木 11後に休学が，；午11fされた者(i, 授業料は仝額納付しなけ

才しばなり主せん（）

(2)復学

休学期間内にそのj用山が泊滅した場合は，復学舶を保，！正人連判o)I・., 指導教員 (L指

尊教lt) 0) ,ff Iりを得た I:で提Ii¥してくだ、さし‘。なお，休学期間祉翡(にfl'う復学の場合に
は，休学期間満（面に復学）川を提Ii¥してくだ、さし、0

(3) 退学

退'/:しようとする者は，退乳泊を保，/1E人述粋O)I・., ,ff細なJ刑山を出人し，指導教日 (l:
指導教H)の叶:11Jを得た I・.で提出してくださし＼

退'tする場合に/:t, その学期に］薦する授業料は納付しなけ才しばかり主せん0
主た，退学する者は学牛証を収納しなければなり主せん0

(11) Iぷiミ 1'.1¥

在学期11¥lが修業年限0)2 f乳を超えた者，柄氣その他のJIH山で成業の見込かがないと判
断された者は除籍され主す。主た，授策料0)納付を怠り， fr『促を受けてもなお納付しな
し＼行も除籍~され主す｛）
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3. 授業料

3-1 授業料の納入方法

授業料は，次の4つの納付ハターンから選択して III州板粋により納付してしヽただきます。

この）j法は，本学指定の銀行の I!)侑（学生本人主たは保設者名義）を屈け出てしヅこだき，

選訳された靡Iり付ハターンに応じてリIき落としを1「うものです。各月の引落11は，ホームベ

ージを参照してくださし＼

免除・ 奨学金）

納付ノゞターン

(I l I形大学ホームヘージ）キャンハスライフ→学費，．授業料

］．年 1111 I払しヽ (1年間分のi受業料を 4)lに賑杵）

2. 1j'. 2 !11J払しヽ（伯期分は4)j' 後期分は 10)lに振杵）

:3. 年 1() 11 ,J 均憚払しヽ（訓期分は 4~8)], 後期分/:tl0)]~2)] の各）jに阪枠）

4. I, ト1() 11 ,Jボーナス併川払し、（年 IO !11j払しヽ で， IIり期分は 8)J, 後期分/;l1)lにボーナ

ス分を加似して賑杵）

3-2 授業料の免除について

校業料の糾l付が1木I難な場合に，願しヽIIIにより選苫<J)I・., i'1ii期・後期fiJ;に，その期の授

党料の全額又は平額を免除する制度があり主す。

経済的則山に上る免除：経済的J'I打II'咋によって授業料の納付が1木lりrmであり，かつ，学

業成納俯秀と認められる者

特別な1叶心による免除：授業料の納期IIり（うヶ月 （糾人学者につしヽては lイl・）以内に,;り

しヽて，学牛の学i行を Lとして負担してしヽる者が死亡し， 又は

学4芯しくは学賓負担省が風水古怜の被’古を受け授業料の納

付が1木）難：と認められる場合

授業料の免除に刊lする晶r続きは，＇‘‘炉 J.:サホートセンター学化文拉担‘月で取り扱しヽ主
す。

n,0:・JP且

● ljl晶T：続，提出内湘ii,期 I!~、かにつしでけ，その都疫褐ぷにより）古］知し主すので汁立し

てくださし＼

● 授業料の免除の/Ji刈礼ヽ出をした者(J,判定結果が出る主で授業料を納付しなしヽでくださ

し、り
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4. 奨学制度について

4-1 日本学生支援機構（旧日本育英会）

(I) Ill/Ji忙jO) 危i~各

学業，人物ともに（綾秀，かつ健康で，経済的則山により修学I小］難と認められる者

(2) 奨学金の柿1直とHり）］額
柿 J)IJ ｛予 /・ ）・ ）］ 額

11, り I: lヽ!l,l. 期
5 0, 0 0 0円又は 8 8 , 0 0 0 ¥ 1 J 0) 

何れかを選択する 0
Id!1、1→ 柿

80, 000円又は I2 2, 0 0 0ド］の
博 l: 後 期

何れかを選択する 0

博 I: Iヽl,.l! 期
50, 000111 80, 00011] 

M叶,｝・ 柿
I O O, 00011] I :1 0, 0 0 0 jIJ 

1w: I: 後 期
及び 150, 000円のうち，何れかを

選択する，

(:3) : り1?1Ul¥l!i虹0)T-紺[

● 学牛文扱机,,,からljl1ir'i /: 巧りの交付を受け，必疫1片珀を提出した I・.でインターネットに

より人）jし， T続してください。

● 奨学牛麻集は，褐ぷにより｝古］知し主すので期 I!に遅れなしヽよう舶い出てくださし＼

(11)奨学金継続願の提出

奨学牛に採川された者は， 1rf年冬に奨学金継続I!頒を提出しなければなり主せん。定め

た期限主でに提出しなしヽ者は「廃ii:」と認定され，貸りが受けられなくなり主す。

(5) 奨学生の異動｝川

奨学生に身分 J・_O)異動が牛じた場合は，速やかに屈け出てください0

4-2 その他の奨学団体

地方公共I、JH本ぐりの呪学牛條集は，大学を経山するもの以外に，公恨などで｝古］知し本人か

ら1直接出罰させるものなどがあり主す。似集通知があり次第，その都疫掲ポし主すのでn
，紅してくださし＼

5. 保健
よりよしり賃:_ii・・話の），隠闊は何としヽ っても健康です。 主た，屈欲的な学業修得の第•条件

も心身ともに健康であることに他なり上せん0 それを仝うするためには，学化の特さんが

I! 々心身に憎紅し，あらゆる機公と施設を利川して，};『に日分の健康は日分が進んで保打

し，増進するよう心がけることが大切です。

5-1 保健管理室
I I; 常の軽しヽけがや大学内での正諜，課外祈動中，又はその他におしヽて負似又は急拍jぐ硲不

II、『0)吹；）州の場合， IJトj'.脊中であればし、つでも診掠やIぷ急処iiりを行しヽ 主す0)で利川してくださ

し‘。
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5-2 健康診断

(1) 定期健康診断

学牛の定期健康診断は，学校保健安全法に);しづき1ザ年4月に行い，注屈を疫するもの

については精密検孔tを実施し，療義に関するtlはや適切な助占指導を行っています。
健康は， i'I分でつくり出すものであるという認識にたって， J占気の日切，早期発見の

ために積極的に健康診断を受診してくださし‘。定期健康診断を受診してしヽなければ，健

康診断凸の発行はできせん。木受診の場合は，進学・ 就職のI靡支間を来し主すので注，筏

してください。

(2) 学校I仄 OHl11ll笈）による健康相談

● 内科， II艮科，精神科の各科日につしヽて， fij:)JIr-.__, 2 IJiー］，学校I災が学生の健康相談に）応

じてい主す。詳しい IIll、『は，前もって掲ぷ板に掲ぷし主す0

(3) スホーツ刊l係者健康診断

対外試合出場学牛笠に対して，随ll 、iH―J しヽ~す。

5-3 学生相談室

心の悩みや学習い）悩み節につしヽて氣軽に相談してもらうことを II的に学生相談窄を設

けてい主すので， 11\J閻 fq『決の第•歩として是非利川してください。秘密は厳守し主す。場

iiJrt:t, 1呆健管手l『脊となってしヽ 主す。

5-4 キャンパス・ハラスメント相談

セクシャル・ハラスメント及びアカデミック・ハラスメント，パワー・ハラスメント怜，

大学内で起こり得る次のようなハラスメント行為（キャンハス・ハラスメント）は，イllil人

の人権を似',りするものであり，いかなる場介でも叶され主せん。

・地イ＼＇［や杯限や））関係を利川して，学習，研究衿に Wlする 1'1山と杯利を似',杯すること，）
・相「：又はJ古］間の者を不愉快にさせ，学料・研究環樟を1廿なう状況をもたらすこと。

• 本人が紅識しなくとも， 1:11J: が「惰主ない，i'動」と受け取ること。

キャンパス・ハラスメント防l卜のためには，お II~ いの人格を咋屯し合う怜，ひとりひと

りの心構えが最も札梃ですが， 1く＼ドにも発牛してし主った場合には， 人で悩主ずに，キ

ャンハス・ハラスメント相談員に相談してください。

6 学生教育研究災害傷害保険
学牛の傷古に対する救済措iiりとして「学牛教介研究災',杯傷古保険制）如が設けられてし、
ます。これは，全I叶の大学に学ぶ}:lj:_,沿村が「 I1: 助共済制）立」によって災害市故に適切な
救済抜助を行うものです。，l'f細につしヽ ては， 「学4教育研究災古傷古保険のごあんなし ¥j 及

び「学牛教介研究災‘古傷古保除のしおり lを参照してくださし¥,,iil求T続は，保健管門げ
で行っています。
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7. その他

7-1 図書館の利用について

［学部内に図;I-}:館が設けられてしヽ主す0 、・;;:11叫Eを提ポして利川してくださし＼
利川Jll、『Iこff] 平 ll 8 :45~22 :00 

l: II礼 9:00~17:00

11 ll蘭.t兄日 1:3:00~J7:00 

ただし，学小の休業憚における期間中は，平Il U)み 8:45~17:00 とし主す0

(HPアドレス http//www.lib.yamagata-u.ac.jp/) 

7-2 火災防止

(I) 火災防止にづしヽては，年かに注紅を払しヽ災古の起こらぬよう心がけてくださし＼

(2) 瞥仙に不尤仝な｝応を認めた場合は， 11'(ちに腎務［い に迎絡してくだ

さい0

(3) 指定の場所以外で喫J附しなしヽでくださし＼

(11) , だ習，夷験怜で火氣を使川する場合は，その取扱しヽ及び後始末は牛かに汁紅してくださ

い。主た，木沿の施設を使川する場合も，火の後始Aくは卜分に汁紅してくだー、さい。

(5) J検外での焚火はしないでください。

7-3 遺失，拾得物

構内，教‘辛竺かにおしヽて，辿失，拾得したときは，速やかに学牛文扱担''iに）川けIllてくだ

さい。

7-4 盗難の予防

キャンパス内け，外部からの出人りが容易であり，イ召怜行の特定も囚り罹であるため，盗

難()'防には I分に留舷してくださし、。教‘脊内，研究室内，謀外訊動共川施設ぐ『におしヽて被

古に漕わなしヽよう，金品の竹則を怠りなく，主た， I'!転1J1怜にも鍵をかけ忘れのないよう，

I分氣をつけてください。

7-5 緊急時の連絡について
地虞風水'h,火災笠の災‘古に被災した学牛は， 1'1 分及び友人の安否，被災の代度に~)

しヽて，速やかに学！［文扱担‘りと指消教員 (l川：指導教且）に連絡してください。

学牛文扱担'11 TEL : 0238-26-3017 FAX : 0238-26-3406 

Mail : kougakusei@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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山形大学大学院規則（抄）

H次
第 1店

第 2章→

第 3猷

第4猷

第 5店

第 6硲：

第 7貨

第 8窄．

第 9章．

第10亭

IIHWJ 

第 1章
（趣竹）

総則（第 l 条• 第 1条の 2)

標準修業年限（第 2 条• 第3条）
人学，進学，休学，退芹宵（第4条ー第11条）

教育）jy去憚（第12条ー第17条）
教介職員免許（第18条）

課柑修（の要件及び,'f位の授り（第19条―第2:3条）

[ llt{平1139{卜4Jllll]

科H衿履修什＾，研究11,., 特別聴，溝学化， 4か別研究掌化及び外IE!人留学生（第21!条
第28条）

検定料，人学料， 1受業料及び斎祈料（第29条）
店T大学大学院連合農学研究科における教育研究の実施（第30条）
雑則（第31条）

総則

第 1条 この規則は， IT!立大学仏人山形大学及び山形大学）iし本糾織規則第25条第 3瑣の規定に
）よづき，リl形大学大学院（以 I"「本大学院」としヽう。）における教介0)尤施につしヽて必疫な
,1;: 瑣を定めるものとする。
(11的）

第 1条の 2 本大学院は，＇‘怜術の叫倫及び応川を教授研究し，その探奥を究め，又は似 i度の内
I''廿生が求めらjしる職業を担うための深し、学識及び lれ越した能力を培しヽ ，文化の進）」せに＇岱りす
ることを 11的とする。

2 各研究科0)I l的，諜肛.'・り攻及び収容定員は， 次のとおりとする。

1iJ「・グじf斗 11 的 諜柑 ＼り攻 人学定n 収容定員
J11¥ 1・."r:M ,fif(々,0)ク｝阻fてぎりし j\り• I :1)iiJり1,rnH'it

究fl鼻 叫，lf斗＇、'f:4支Wiを1呼斗＜ 刑学lが攻 5:3 106 

にわたり維持し発 4勿附［イじ’、'f:1:?1、りJ文 :rn 76 

殷させるために，広 バイオ化学 l州叫攻 28 56 

箪厄 ~h),l{翡り’、f:)){こ）よ 応川牛命システム l汀叫｝：攻 2:i ;J fi 

/)し、` ！こ高度の内判l 付iヤIH斗,・;を1、りJ文 28 56 

知識と能力を備え 屯氣‘直 f-L学＼り攻 :311 68 

1こ， :1~,1次てで舟JU憎l 』|、'l:I'.(.' 機械システム 1鳴．学リi攻 50 100 

かな科学者及び技 ものづくり技術経'i玲学＼り攻 10 20 

術者の義成を目的 1Jヽ ,;!- 2611 528 

とする。 I¥り1:1変lリlil閉U11t
地球共11-:1在］科学リ｛攻 5 15 

4勿n1ヒ‘芹 L'ヽ;:l、If攻 :3 ， 
バイオ 1:";とiy攻 1J 12 

礼;f-'1#ヤ札 r,、;::r,tp文 ii 12 

機械システム L学』i攻 3 ， 
ものづくり技術経'i芯学りI攻 2 6 

;Jヽ ,n 21 6:3 

,;!・ 285 591 
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イ［機材料シ イ［機材料を最大 IW l● :1)1jJリrn~u~立

ステム研究 闘に：活川した祈た 介機材料システム fり攻 65 1:10 

f斗 な付加価値を1守つ

システムであるイ[ IW··l:f灸 JUl1l~げ’立
機材料システムは， イi機材料システム＼り攻 10 :rn 
人と人，人とモノを

イ i機(1り（こ/)(~()", ア

ンビこlニントな+I:公 ,n 75 ](i() 

を実現するための

礼□応i'lり）山I;翡j支Wiと

して期符が闘主っ

て：し、ど）1)-阻fてぐ、（じ） り， 

1ヽ1rl亥技伸rをti:公（地
域）実装するための

エンジンとなる人

材のi足成を 11的と
する，9

備号 IW I』作 (Iり、．．学系研究科・['.!、:・・;た1、11攻を除く..)rt, こtLを前期 2什:o)諜祝（以 Iく「I・専 l:1)ii期』しれ打
としヽ う，）及び後期：｝作の課杯（以 I、如「1w:1: 後期諜位としヽ う」， ）にIべ分し， 1しり I:前期諜悦rt
これを修 I祉財閑として取り扱う，

第 2章標準修業年限

（椋準修業年限）

第 2条 修u町閏及び内I叶職学位．課肛O)j票準修業り限は， 2年とする。
2 l'J~: 学系研究科石設学＼り攻及びlj:_命環J紅Iり、：科亨：,,Ii攻，則 i:学研究科.,l(;びにイ［機材料システム
./iJf究科・O)j1,lf.IJ果代のl票準修業年限は， 5年とし， Ir.りl:1泊期課肛0)椋準修業年限は 2年， Ir.りI:

後期課代O)j票準修業什・限は， ：｝年とする，）

3 似学系研究科I仄学リ｛攻!1.llI :,1児肛O)j吹準修業年限は， 4年とする。

4 在学期間は，椋準修業年限0)2 {森の年放を超えることができない。

(lミjリj/役(1各'、j:IIJ

第 3条 亨礼が，職業をイiしてしヽる府の1叶礼により伯条に規定する椋準修業年限を超えて 定
の期間にわたり 1J11I1j的に教行課代を屈修し課祝を修［することを希州する場合は，研究科長

が,;午11fする。

2 長期にわたる教介課位の履修に1月し必吸な'Ir瑣は，別に応める（）
第 3章入学，進学，休学，退学等

（人学怜）

第 4条 人学，迎学，休掌，退学箇は， lkJヽ リ：大学怯人111形大学及び什I形大学）；［本糾織規則第26
条に規定する研究科委n合（以,,・ 「委員公」としヽ う。） 0)紅見を聴いた I:で，学長が,;1r11fする。
（人学のII、JJ'期）

第 5条 人学のII、!j'期は， N,年 4)]とする。
2 学年の途中におしヽても，学期のIズ分に従しヽ，人学させることがある。

（修I箪児杓， j(り1廿り期』け閏及び＼り門職学イ立課杓0)人学賓格）

第 6条 修 I:課杯及びl専l飢期課『{に人学することのできる打(:t,次の各砂0八ヽ -thかに該‘り
する者とする0

(1) 学校教介怯（昭和22什礼 砂）第83条第 1瑣に定める大学（以 I"「大学」としヽう。）を Iヽ侭

業した者

(2) 学校教介仏第I();!条第4瑣の規定により乍 l:の学位を授りされた者

(3) 外川におし¥-c,学校教行における 16年の課税を修［した者
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(11)外I王］の学校が行う辿｛且教育における授業科日を我が川におしヽて1役修することにより ,1,該
外[1」の学校教育における16年の諜代を修（した者

(5) 我が［玉］におしヽ て，外[I、]の大学の渫作（その修［者が'11,l亥外IE)の予校教育における16年の諜

『立を修［したとされるものに限る0)をイ［するものとして,ri該外IT)の学校教行制度におしヽて

｛立Wi:付(Jられた教育施設であって，文部科学）(I札が別に指定するものの‘り該課1望を修［した

者

((1) 外I叶の大学その他の外Iごr]の学校（その教育活動宵の総合的な状況につしヽて，ヽ1,該外11、)の政
肘又は閃係槻I月の認証を受けた者による［平価を受けたもの又はこれに準ずるものとして，文
i『II科学）(I託が別に指定するものに限る0)におしヽて，修業什限が 3年以 I今．である課肛を修［

すること ('1Jit亥外川の学校が行う辿仏教育における授業科IIを牧が川におしヽて履背すること

により '11該課料を修(すること及び,j丘亥外IEJの学校教#HiJ疫におしヽて1立i悦付けられた教介
施設であって前砂の指定を受けたものにおしヽて諜祝を修［することを含む。）により，学 I—:

の学位を授りされた者

(7) ,y修学校の内判l諜肛（修業年限が 4年以 l:であることその他の文i『II科学大臣が定める）［準
を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める 11以後

に修(した者

(8) 文祁科学大臣の指定した者(II{{和28年文部省古ぷ第 5妙）

(9) 大学に 3 年以 I~在学し，又は外11、:Jにおしヽて学校教行におu-るlfi年の晶料を修［し，研究科
におしヽて，所化の単位．を製れた成粕をもって修得したものと,l忍めた者
(I 0) 外川の学校が行う辿い教行における授業科 11を我が11、:)におしヽ て履修することにより‘応亥

外I叶の学校教行における lfi年の諜肛を修［し，研究科におしヽて， Iリi応の単位を（硲れた成粕を
もって修得したものと認めた者

(I I)牧が11、1におしヽ て，外I叶の大学の課料（その修［者が'1111亥外Ir、1の学校教介における lfi年の諜
位を修［したとされるものに限る。）をイiするものとして,1,,; 亥外川の学校教介制度において
位i悦付けられた教介施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの ,1仙亥諜肛を修［し，
研究科において， iiJr定のりi位を伯れた成納をもって修得したものと認めた者
(12)研究科におしヽて， 11古］別の人学賓格審ftにより，大学を卒業した者と Iii]ぐり以卜.の学））があ
ると認めた者で， 22贔に達したもの

2 内prj職学位諜代に人学することのできる者は，教ff)『iU1免叶仏(II{{和211年仏律第I117砂）に
定める免叶状をイiし，かつ， i)/j瑣各砂のしヽずれかに置片する者とする。

(I専l:後期諜料の人学賓格）
第 7条 I・(I/I: 後期諜料に人学することのできる者け，次の各砂のいずれかに該‘片する者とする。
(I) 修 lー：の学イ立又は＼り11'1職学イ立をイiする者

(2)外I叶におしヽて修 l:O)学イ立又はり叩l職‘邸'(に1、11'11する学｛立を授りされた者
(3)外11、)の学校が1Jう通f,i'教行における授業科llを我が11、]におしヽ て履修し，修 l:O)学イ立又は刈(
門職学位に相,1,する学｛立を授りされた者
(11)我が11、-」におしヽ て，外川の大学院の課作をイiするものとして,1'i該外IE)の学校教介制度におし‘

て位附付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指応するものの‘乍知町'1'.を修（し，

修 l:の‘‘芥位．又は内判l職図立に札I'りする学｛立を授りされた者

(fi) I I 、cl際連合大学本祁に ,~,jする IT)I原連合と日本IE) との間の協定の丈施に伴う特別梢閻仏（昭和

fil年rL1ド第72砂）第 1条第 2川に規化する 1972年12月1111 0) I 1、l際連合総公決成に）店づき設立
されたい）1院連合大学（以 I、̂「Ir、ll罰迎合大学」としヽう0)の課料を修{し，修卜の学イ立に相‘りす
る予:.位をl受りされた者
(6) 外11、)の学校，第4砂の指応を受けた教介施設又は日際連合大学の教化』け閏を1役修し，第19

条第 3川に規化する試験及び蕃査に相,11するものに合格し，修 l:O)'芹位をイiする者と 1「i]竹以

I: の学力があると認められた者
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(7) 文部科学大,:::~の指定した者（平成）し｛ド文部省告ぷ第118砂）

(8)研究科において，個別の人学賓格審森により，修Lの学位＾又はi;lf門職学位をイー［する者と l「1]

等以卜リ)学））があると認めた者で， 24歳に達したもの

(l灰学系研究科 I仮学専攻曹I—j果｛聞の人学賓格）

第 8条 I応芹系研究科I坂学 lこり攻博l令諜税に人学することのできる者は，次の各りのしヽずれかに

該‘りする者とする。

(1) 大学のI灰窄：科， 1府学科又は修業年限が 6年の課位の北学科杵しくは獣似学科を卒業した者

(2)学校教脊法第lQ;[条第4瑣の規定により 1仮学， 1府学，梨学又は獣Iりミ:学を＼り攻分野とする学

+: の学位を授りされた者
(3) 外川において，学校教百における 18年の課料を修［し，その最終の課府が1仮学，伯学，槃

学又は戦I厖学であった者

(11)外川の学校が行う辿い教育における授業科IIを我が11、:]において履修することにより ,Jiil亥

外川の学校教介における 18年の課料を修［し，その最終の課料が 1り、今．学，歯学，槃学又は獣Iり、:

学であった者

(5)我が[1、:lにおしヽて，外11、:]の大学の諜代（その修（者が,11該外IE]の学校教介における18年の課

料を修［したとされるものに限る。）をイiするものとして¥)l11亥外Ire]の学校教介制度において

位附付けられた教介施設であって，文；邪科学大臣が別に指定するものの'1111亥課料を修［し，

その最終0)1\~国が l'J~学， 歯学，翡じ学又は獣I仮学であった者

(6)外Ir,Jの大学その他の外lkJの学校（その教介活動節の総合的な状況につしヽて，ヽ1111亥外I叶の政
肘又は閃係機I月の忍証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして，文
;『II科学大臣が別に指定するものに限る。）におしヽて，修業年限が 3年以 Lである課位を修(

すること (>11i1亥外川の学校が行う通い教介における校業科11を我が11、Iにおいて1役習すること
により '1i1l亥課代を修（すること及び'1111亥外Iド］の学校教介伽l慶におしヽ て｛立Wi:付けられた教介

施設であって訓砂の1竹定を受けたものにおしヽて諜代を修［することを含む0)により，学 I:
の学｛立を授り1-された者

(7) 文部科学大臣の指定した者(11{1和:rn年文；'fll省内ぷ第39炒）
(8) 大学(I夕：．学， l府学又は修業年限が（ぅ作の課府の北学オ『しくは限Iり、心^ 学を）役修する諜料に限

る。）に 4年以 I・.在学し，又は外I叶におしヽて学校教介における16年の課肛(I仮学， 1府学，翡t学
又は限I阪学を履修する課杓を含むものに限る。）を修［し，研究科におし¥-c, iiJr定の巾位．を伯
れた成納をもって修得したものと認めた者

(9)外川の学校が行う油い教行における授梨科・Hを我が11、:]において履修することにより '1111亥

外11、]の学校教育における ](j年の課料(I仮学，歯学，薬学又は獣Iク、．．学を履修する晶位を含むも

のに限る。）を修［し，研究科において，所定の叫立を條れた成舶をもって修得したものと［忍

めた者

(10)我が11こ］におしヽて，外川の大学の諜柑（その修（者が,11該外11、」の学校教育^ における 16年の課

料(I庭学，歯学，薬学又は獣I仮学を履修する課料を含砂ものに限る。）を修［したとされるも

のに限る。）を行するものとして'1-'i1l亥外川の学校教ft制度におしヽて位韮梵付けられた教介施設
であって，文部科学人1ドが別に指定するものの'11i¥亥課料を修［し，研究科におしヽて，）!!T定の

単位を艇れた成績をもって修得したものと認めた者

(11) 研究科におしヽて，個別の人学宜格審1iにより，大学のI低学科， l川学科又は修菜年限が 6

1ドの課料の薬学科杵しくは限I低学科を卒業した者と l11l笠以卜の学））があると認めた者で， 211

歳に達したもの

（人学者選抜）

第 9条 人学志願者については，選抜を行う。

2 人学者の選抜については，別に定めるところによる。
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（博L:後期課程への進学）

第9条の2 修::I一．：課祝，博Iー：前期課程又は内[llj職学位課杓を修{し，引き続きl翡I:後期課程に
進学を志願する者については，選考のlこ，進学を謹nJする。

2 第l3条の 2に規定するIWl濯県粋教育リーディングプログラムを選択している者で，博I:前
期課祝に 2年以l・・{I:学し，引き続き博l:後期諜料に進学する者については，選考の 1-.,進学
を許nJする。ただし，在学期間に閃しては，当該研究科が定めた嬰件を満たした者について

は，ヽ Ii該課枠に 1年以L化学すれば足りるものとする。

（休学）

第10条 休学期!HJは通り1Lして，修 I:課料，博Iー：前期晶肛及び＼叩り職学｛立課柑にあっては 2イトを，
博I:後期課祝にあっては3年を， 1笈学系研究科Iりど］気り攻博L諜料にあっては4年を超えるこ

とはできない。

（留学）

第11条 本大学院と協定を締鈷してしヽる外[!、:］の大学院又はこれに相'1iする教育研究機閃に留
学しようとする者は， iJ禎い出なければならない。

2 惰学期間は，在学期Ill]に仰人する。

3 第 l瑣に規定する外I月の大学院又はこれに相‘片する教介研究機関との交流協定に）よづく
留学牛の派附に位］する必要な市項は，別に定める。

第4章教育方法等

（教育）j怯）

第12条 本大学院(1_li[llj職学位諜肛を除く。）における教介は，授業科11の校業及び学位」i倫文の

作成宵に対する指導（以 I"「研究指導Iとしヽ う。）により 11:う。

2 内判l職学位:a果代における教行は，授業科11の授業により行う。この場介におしヽて，専門職
学位課料は，その11的を達成し得る丈践的な教行を行うようりI攻:分野に応じ,1;:例研究，現地
凋牡又は双）jl叫『しくは多）jl川に行われるかl論竹しくは質疑Iぷ悴その他の悩切な）j怯によ
り授業を行うなど適切に配屈するものとする，｝

(/復修）iil只窄）
第I:3条 各研究科における授業科11の内容及び巾杓数， I復修）iil只序につしヽ ては， '11i1亥研究科に
オ3しヽ て定める。

(1W I: 課祝教介リーディングプログラム）
第13条の 2 艇秀な学牛を{!(fll放力と独創力を備え広く P信学『［にわたりグローバルにi出燿する
リーダーヘと導くため，博hill期課料からJW-1:後期課肛主での•貫した教行を行う 4か別な教

育プログラムとして， 1w--1泣果肛教育リーディングプログラムを履修させることができる。

2 IV/I: 課肛教行リーディングプログラムにおける授業科llの内容及び単位数，履修）iil竺かに
／八ヽ ては， 1ヽ111亥研究科におしヽて定める。

（他の大学院における履修宵）

第j;J条 教ffl・・イi益と，忍めるとき，研究科長は，他の大学院との協定に）よづき，学牛が‘出亥大
学院におしヽて1復修した授業科日につしヽて修得した几叶立を，本大学院における授業科・IIの履修

により修得したものとみなすことができる。

2 j)fJ瑣の規定は，第11条に規定する貿学の場合に準川する。

3 訓 2項の規定により修得したものとみなすことができる叶叶立数は，合わせて10几叶立を超え

ないものとする。

4 訓瑣の規定にかかわらず，「り門職学位諜f閏にあっては，第22条第 l瑣に規定する修［要件
として応める叫立数の 2分の］を超えないものとする。

（人学前の既修得単{立の認定）

第]5条 教育I:介益と忍めるとき，研究科長は，窄：11,. が本大学院に人予する廿りに本大学院又は

他の大学院におしヽて屈修した授業科Hにつしヽて修得した叶叶立（科・H怜I復修化として修得した
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平.{立を含む。）を，本大学院に人学した後の本大学院における授業科Hの履修により修得し

たものとみなすことができる。

2 前J直の規応により修得したものとみなすことができる車位数は，転人‘予及び1lf人学の場合

を除き，本大学院におしヽて修得した叩立以外のものにつしヽては， 10車｛立を超えなしヽものとす

る。

3 什り瑣の規止にかかわらず， 内判l職学イ立課｛忙にあっては，転人学及びIり人予の場合を除き，
本大学院におしヽて修得した巾位以外のものにつしヽては，前条の規定により本大学院におしヽて

修得したものとかなす巾位数及び第22条第 2瑣の規尤により免除する叫立数と合わせて，第

22条第 1項に規定する修('貶件として定める叶叶立数0)2分の 1を超えないものとする。

（他の大学院笠：における研究指導）

第1(-j条 教育 I:イ［益と認めるとき，研究科Kは，他の大掌院又は研究所笠とあらかじめ協議0)
I~, 学牛が'111l亥大学院又は研究川笠におしヽて必疫な研究指導を受けることを認めることがで
きる。ただし，修 l』il児肛及びI専I:1)ii期課作の学牛につし,-c忍める場介には，ヽl'i該研究指導を
受ける期間は， 1年を超えないものとする。

2 1)f団の研究指導を受けようとする者は， -iiJf究科長の1l午11Jを得なけれげならなし＼

3 第 1瑣の規定による研究指導は，課料の修 (0)'梃件となる研究指導としてrl芯虻することが

できる。

（教行）j法の特例）

第17条 教#I・.特別の必吸があると認められる場合には，仮llilその他4守応0)1!、IJ'I/IJ又はII.ti'期にお
いて授業又は研究指導を1「うぐりの適''iな）j法により教行を行うことができる。
第 5章教育職員免許

（教介職ii免許）
第18条 教介職員の免謹状を受けようとするときは，教介職員免叶怯及び¥ii]仏施行規則(11{1和

29年文i『II省令第26砂）に応める所疫の叫立を修得しなitればならなし‘。

2 本大学院の研究科0)Iり攻におしヽて，取得できる教介職iiの免叶状の柚肛i及び教科は，別表
のとおりとする。

第6章 課程修了の要件及び学位の授与

（修 I:課肛及び博 l:前期課料の修「＇梃件）

第19条 修u児作及び1w:1:i'1り期課料の修 (0)吸件は， ¥flil亥諜杓に 2年以 !:fr学し， 30叶叶立以 I・.
を修得し，かつ，必疫な研究指導を受けた I・.,修 I論文O)'.蒋牡及び最終試験に合格すること

とする。ただし，在学期間に刊lしては，悩れた研究繁納を]'.けげた者にづしヽ ては，ヽ 'i該課打に
1年以 L、在学すれば足りるものとする0

2 前瑣の場合において，研究科が'11il亥課利の II的に応じ泌,11と認めるときは，閥応の課題に

ついての研究の成果0)'.粛査をもって修 I論文0)審1tに代えることができる。
3 博 l:i廿i期課料の修 (0)嬰件は，ヽ 111l亥IW・I:課肛O)I I的を達成するために必要・と認められる場
合には， IIり2瑣に規）上する研究科のりう修 I:論文又は特定の課題につしでの研究の成果の面

杏及び最終試験に合格することに代えて，研究科が行う次に掲げる試験及び審ftに合格する
こととすることができる n

(l) I, り攻分野に1りする似j度のリ/lllJ的知識及び能力、Wびに'iiil亥内攻分野にmi迎する分野0)),t儲
的素i愁であって,1.l該訓期課｛情におしヽて修得し， 又は植i捉すべきものにつしヽての試験
(2) I専I:論文に係る研究をじ（本的に遂行するために必疫な能力であって‘り該前期課作におし、
て修得すべきものにつしヽての審杏上

（博I:後期課位の修('梃件）

第20条 博 l秒後期課作の修［の疫件は，‘り該課代に 3年以 1-.在学し，研究科が定める所定の巾
位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた L,!W・・l:11倫文0)審杏及び最終試験に介格するこ

ととする。ただし，在学期間にIJJしては，｛翡れた研究業績を I:げた者につしヽては，
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胄該課位に 1年以 I:在学すれば足りるものとする。

2 大学院設1i"t)!t準(11{1和1j9{卜文部省令第28砂）第1(-i条第 l瑣ただし，いの規定による在学期JIU

をもって修ート諜柑又は l専1~廿り期課作を修［した者については，訓項ただしー;t}:中「 1年」とあ

るのは「 1料卜後期課佐の椋準修業什渭 :Jiドから修lー：課 T:'1いくは l専 I—:1泊期課料における在学期 I札 l

を減じた期I竹Jiと砂Cみ杵えて， 1「i]瑣の規応を適川する。
(I仄学系研究科I幻['.I、り攻j¥りl諜作の修(疫件）

第21条 I_,(学系研究科・Iり、万気り攻Iしり I:諜作の修((})嬰件は， '11il鉛胤打に 4年以 J-.在学し， 30叶i位^
以 Lを修得し，かつ，必嬰な研究指導を受けた I・.,博 l:1111≫文の審ft及びJ立終式験に合格する
こととする，うただし，在学期間にIY,Jしては，褐れた研究業納を 1けげた者については，‘出亥課

れ［に 3年以 L在学すれば足りるも(})とする。

(r¥叶門職学｛立諜作の修［要件）

第22条 ＼＼叩り職学位諜代の修((})吸件は，ヽ lj該諜料に 2年以]-→＇在学し，・研究科が定める 1受業科
11について， 115叫立以 I・を修得することとする。

2 1)f団の規定にかかわらず，内門職学位』け閏におしヽて，教ft1-Af益と忍めるときは，人学す

る加の小学校衿(})教員としての実務経験をイ［する者について， 10叶叶立を超えない範i}!=jで， iilJ

J['fに規定する修［吸件叩立数を免除することがある，）
('、ドイi't:)

第2:3条 第19条から前条主での規定により諜肛修((})忍定を得た者に，学位在をりえる。

2 学位に刊lし必要な,1,:川は，別に定める。

第7章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生

（科・IIぐり）復修lj:_)

第21I条 本大学院の学化以外の者で，本大学院がIJH設する》くは複放(})校業科11を）復修しよう
とする者があるときは，授業及び研究に肋げ(})ない限り，選考(})I・., 科 11勺n復修什．として人
学を,l午11Jし，叩立をりえることができる。

2 科 11 笠•履修化に閃し必吸な ·j;:瑣は，別に定める。

(-iiJfりi:_'.lj:_)

第25条 本大学院において，＼り判j•J;:項について更に攻究しようとする者があるときは， 1受業及
び研究の妨げ(})なしヽ 限り，選考(})I・., 研究小として人学を記F11Jする。

2 研究牛に閃し必要な •J;:瑣it, 別に定める。

(1=、fl●7JIJJDl(,l/1¥"'?11J 

第26条 本大学院との協定による他の大学院(})学化で，本大学院の特定の1受業科11を）役修しよ
うとする者があるときは，委員公(})紅見を聴いた I・.で，学長が間別聴講学！［としてii'「:11fする。

2 年か別聴講学牛にづしヽては， 111形大学（以 1,・I本学」としヽう0)(})晶規則'II'学牛に刊lする規
定を準川する。

3 第 l瑣に規定する外11、)の大学院との交流協定に）長づく惰学4受人れに間する必疫な加且

は，別に定める0

（年、lj,りlj{iJfり信?!J:・ぶ）

第27条 他の大学院(})学I卜.で，本大学院におしヽて研究指導を受けようとする者があるときは，

あらかじめ他大学院との協議(})I・., 研究科長が年、『別研究学↑としてrl'F11fする0

2 特別研究学生に閃し必疫な・Jr瑣は，別に定める
（タトIE]人留学11:J
第28条 外l叶人で大学において教育を受ける II的をもって人I叶し，本大掌院に人学をぷ舶する
者があるときは，選考(})I・., 外川人留学↑として人学をrl午11Jする，ぅ

2 外11、1人情学化に閃し必疫な1□'iは，別に定める。
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第8章検定料入学料授業料及び寄宿料

（れ,nじ料•等の額）

第29条 検定料，人学料，授業料及び寄・術料の額は，国立大学法人山形大学における授業料そ

の他の費川に閃する規『I~の定めるところによる。

2 袖瑣の規定にかかわらず，科•日笠履修牛及び研究生については検定料，人学料及び授業料

を，特別聴溝学化及び特別研究学牛．につしヽては授業料を，協定の定めるところにより，徴収

しないことができる。

第9章 岩手大学大学院連合農学研究科における教育研究の実施

（連合大学院）

第30条 府丁・-大学大学院に設i悦される連合）J~ 掌研究科の教行研究の実施に胄たっては，本予は，
幣広畜,,(大学，弘廿り大学及び内T大乍とともに協力するものとする。
2 前瑣の迎合農学研究科にii'1:かれる迎介，溝府は，瞥広伽布大学畜¢在学部，弘州i大学農学4命
科学部及び辿伝f丈験施設並びに内T：大学）;~ 学祁の教日とともに，本学農亨噌11の教員がこオし

を担‘りするものとする。

第10章雑則

(,、f:1且fl¥HWIJ0)1ド）m 
第31条 この規則に定められてしヽなしヽ・J,:瑣に/)しヽては，山形大学学部規則を準川する。この場
合におしヽ て， 「学部教授会」とあるのは「研究科委11会」と， 「学部lいとあるのは日，)f究
科k」と，；)ICみ杵えるものとする。
附則

この規則は， 11{1和39年4月 I11から施行する。

（省略）

附寸 貝I](、ド）i>i:281]'今 IJ J 2511) 

この規則は，平成28年4JJ I 11から施行する。
2 則 i:学研究科Iりi:1廿り期諜肛の機能似i分(-I州:i、り攻及びイi機デバイス r.学＼り攻並びにl,i],/i)f
究科•他 I:後期諜料のイ［機材料 I"学内攻は，改正後の111形大学大学院規則（以 Iく「規則」とし、

う。）第 1条の 2第 2瑣の規応にかかわらず，平成28作 :3)l :31 I lに‘乍亥＼り攻に在学する者が

IヽIj]亥＼り攻に在学しなくなる 11主での間，イf続するものとする。

3 前瑣の研究科において取得できる教行職員の免許状の柿粕及び教科•は，規則第 18条第 2 瑣

の規定にかかわらず，なお従前の例による，)

4 規則第 1条の 2第 2瑣の規定にかかわらず，平成28年炭及び平成29年度のI用r.学研究科，
イi機材料システム研究科及び農学研究科の各＼り攻の収容定日は次のとおりとする。
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研究科・専攻

f1H·1~?-i洲究fl·

l翡L1HiJリl1\M~ れt
少父l刑科学リ｝攻

物刑学リi攻
物質牛命化学I:が攻

牛物学：Iが攻

j也球環境学内［攻

機能似i分f-r_,; 叫l攻
イi機デバイス l汀気り攻
物質化学 L学リ｛攻
バイオ化学 l汀を1、り攻

応川牛命システム l汀::I、り攻

・I廿報科学 I,り攻
屯氣屯(-r. 学＼り攻
機械システム lゾ;::Iり攻
ものづくり技術経？灼学リ｝攻

小 ,)I, 

I専I:後、lり1課肛
地球共4詞科学,y攻
イi機材料 L学＼り攻
物質化学 L学＼り攻
バイオ l□/: Iり攻
屯(-、l'ii'報 L学リ｝：攻
機械システム r.学リi攻
ものづくり技術経料；学＼り攻

/ Jヽ

イi機材料システム研究科

且，ll-

IWU1iリリl,l~し.f:'it
イi機材料システムリi攻
IしI/J: 秒後期課代
イi機材料システム＼り攻

, n-

平成28年度

収容定員

平成29年度
収容定員

22 

211 

26 

18 

16 

:HJ 
25 

76 

56 
1j(j 

56 

68 

100 

211 

587 

15 

18 

3 

12 
l1I 

11 

10 

8:3 

670 

5

9

6

2

3

0

8

3

1

 

l

l

l

l

7

0

 

6
 

6fi 

10 

75 

し
20 
]fi() 

附寸 貝lj('l勺&2~HI'- I) l 23 11) 

この規則は， 平成 29イト 4月 l11から施行する。

2 I仄学系研究科jtfii:I :l)fJ期諜肛及びhりI:後期課料の小命環塙I矢科学＼り攻、Wびに.f用I'.学研究
科博I:前期課料の数則科学専攻，物J用学！：り攻，物質生命化学r_li攻， lj:_物学 i、り攻及び地球

環塵'jだI、り攻は，改正後の111形大学大学院規則（以 I"「規則」としヽ う（，）第 l条0)2第 2瑣

の規化にかかわらず， 平成 29年 3Jl :31 11に,11i1亥＼り攻に在学する者が,1'!,l亥＼り攻に在学し

なくなる日主での間，存続するものとする。

3 前瑣0)1り攻において取得できる教介職員の免叶状の紐煩及び教科は，規則第 18条第 2

瑣の規定にかかわらず，なお従前の例による。

4 規則第;1条の 2第 2.1且の規定にかかわらず，平成 29年度から平成 '.3l年）文主での似学

系研究科及び刑 i:学研究科ItりI:11iJ期諜作の各刈i攻の収容定tiは，次のとおりとする。
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,{j)f'j信科..リl攻 平r&29 1iド）立 'VI& 30イド）虻

収容応Li 収容定n
:flfl 1・_,}:/1Jfりe,f斗

j¥fi l.iHiJリ1,rn!「'1~
少父i用｛平‘；：：刈u文 11 （） 

斗勿J用’、'f:f一、tp文 12 

゜4勿'fl化命化学I、り攻 13 

゜化物予'.Iり攻 ， 
゜j也r:RJ悶J筵,';を1、ip文 8 

゜則予:i、り攻 5:3 

゜4勿tt1ヒ,-;:,:,';を’、'P文 76 106 

バイオ化学 r.学内攻 5G 

応Jll牛命システム I.学刈i攻 1l("i 

』|、,'iヤIi!科・'、ドリl攻 56 ／ 
礼_Ljs('rじ(-I".'、;::f、りJ文 68 

機械システム J""/: I、り攻. JOO 

ものづくり技術経党学内攻 且〇

小 rl!- fi28 S28 

別表

1iJFりtJ-l ii、Ji 攻 り;.i./1→l)~O),f,fiJ頂 教 fl・ 

.flll 1:'}:1iJ 「•りe,f斗 J刑学＼り攻 中学校教諭 役父’、/:, Jlj!,f:J. 
Iり/1各、りもrl'fl犬

似i笠学校教諭 少父‘、/:, Jlflfl 
刈叶修灰も，;'F:j)~・

4勿fi1じ,'、'f:I'.'、ドリ/J文 似i衿学校教諭
Jlj!;i: 斗， r.~ ピ

Iり(I各’りも，；'F:IJミ

バイオ化学 l学＼り攻
似i箇学校教品 Jlj!,f: 斗
I 、li(1各欣~il'F:lJ\

応川生命システム r.学:1,り攻 似i竹学校教品 l・．業
I、ly:{1各りも，；'F:JJミ^

、Iiiヤ11科.'、['.I、If攻 似iぐが学校教品 ,1、NNl, I業
!、1/(1各付も,ff:I)~ 

礼i久(',じ（今 r.惰： 1、いJ文 似i袴学校教諭 l・．業
機械システム l汀::Iり攻 I、1/(1各りも記fl}ミ
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2 山形大学学位規程（抄）

日次

第 I,'(i 総則（第 1条―第4条）

第 2が学i:O),.;と{,,:j受り（第 5 条• 第 6条）

第 3拿修l:O)学N:J受り（第 7条ー第16条）
汀S4 c;,,, hf l: 0) ?{立1受り・

第 1節 課打による j1,り1・（第17条ー第26条）

第 2節 面文審査ぐりによるIーしlitト（第27条ー第38条）
第 5心t 教職修 I:(I,り/llj職） 0)'芹イ立授り（第39条—第112 条）

第 6, 作雑則（第113条ー第1}8条）

IIHHIJ 

第 1章総則

（趣旨）

(11{1i和51]什_:_4月2111仝部改正）

第 1条 この規代は，学・位規則(II{-{和28り文部省令第 9り以 ]"Iー省令」としヽ う。）第13条第 l

瑣， 111形大学学祁規則第39条第 2項及び111形大学大学院規則（以 Iく「大学院規則」としヽう0)

第2:3条第 2川の規几≫に）贔づき，山形大学（以 I"「本学」としヽ う0)が授りする学イ立につしヽて必

嬰な'ff瑣を定めるものとする。
("戸｛立OYf州Ji!'.D

第 2条 本学におしヽて授りする学｛立は，学 I:,修l:,IWl及び教職修 I・(1,1{/ll]Jfiit)とする。
（＼り攻分野の名称）

第 3条 学｛立に付出する内攻分野の名称は，別表0)とおりとする。

（学位．の名称）

第 4条 本学の学位を授りされた者が学・位の名称を川しヽるときけ， 「山形大学」と付叫するも

のとする。

第 2章学士の学位授与

（学l:O)学｛立1受り0)吸件）
第 5条 学 l:0)学・位は，本学を卒業した者に1受りする。
（学｛立の授り）

第 6条 学長は， I侶業を，忍定した者に所定の学位記を交付して学 l:O)学イ立を授りする0

第 3章修士の学位授与

（修 l:O)学位i受りの要件）
第 7条 修 l:O)学位且，本学大学院修 I:』『いくは博 I:前期諜肛（以 Iく「修 u~け'i¥」としヽ う。）

を修［した者にi受りする。
（修I:に係る学位論文の提II I) 

第呂条 修 l:O)学｛立論文l:t,,11該学・位論文の提Ill者が所属する研究科の研究科長に提Illするも
0)とする。

2 伯項の提出する学I立論文は， l編とする0 ただし，参号として他の諭文を沿付することが
できる。

3 蕃-ftO)ため必疫があるときは，学位論文の提出者に対して,)!,l亥論文O)itl¥本，位刑又は1票本
笠0)ぐt料を提出させることができる0

（予位論文のjl又付）

第 9条 前条の規定により受則した学｛立論文は，し、かなる1叶打があっても返付しなし＼
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第10条削除

（審査委員）

第11条 研究科長は，第8条の規定による学位．論文を受則したときは，繭文内容に閃連する科

IIの教授の中から 3人以上の審査委員を選出し，論文の審性及び最終試験を行うものとする。

ただし，必要があるときは，山形大学学仙研究院規f閑第 8条第 1項に）itづくt担 ,Ji教員とし
てヽ I仙亥研究科に配附された教授以外の教員を審1t委員に選ぶことができる0
2 研究科長は，学1立論文の蕃知こ‘りたって必嬰があるときは， 111形大学学衛研究院規1''1¥第8
条第 lJ且に）よづく担,11教nとして本学大学院の他の研究科に配{t忙された教員又は他の人:'ヽ ；を
院店しくは研究｝リ『印の教員’咋を蕃牡委員に加えることができる，〕

（最終試験）

第12条 修卜の予1立論文の提出者に課す最終試験は，学位論文の審1tが終った後，ヽ1i,l亥学位論
文を中心として，これに1月連のある ・j,:瑣について「l煩又は惰悴により釘う，）

（審介委員の報釘）

第I;3条 審杏委員は，学N論文の湖青及び最終試験を終［したときは， p'(ちにその結果を文，几
をもって研究科長にヤ11内しな(Jればならなし＼，

（研究科委Li会の紅見聴取）
第I11条 研究科長は，大学院規則第19条の規定に）店づき，修卜の学1立を授りすべきか否かにつ
いて，研究科委員会から、翌見を聴取するものとする。

（学長への報古）

第15条 研究科長は，修I●:1l~ け'itの修［を晶定しようとする者につしヽて，学長に恨釘しなけJLげ
ならなし、0

2 学長は， 1)1j瑣の報店に疑義があるときは， J用山を付して研究科Kにjlf審ftを求めることが
できなこの場合におしヽて，ヽ11,1亥研究科長は， JI{審ftを1Jしヽ，その結果を遅滞なく学氏に報
内しなければならなし＼

（学1立の授り）
第16条 学長は，修 h渫料の修（を認定した行に所定の学位叫を交付して修!:の学位を授りす
る。

第4章博士の学位授与

第 l節 課作による博 I:

CIW l:o)学位授りの吸件）
第17条 "'り l:O)学(ifは，本学大学院 Iしり U~t『立を修［した者に授りする。

（課料による博I:に係る学1立論文の提出）
第18条 諜程によるj¥1/.・I:O)学位論文は，ヽll議‘；だ，位面文の提出者が所属する研究科の研究科長に

提出するものとする0

2 1)1団の提出する学位論文は， ］編とする。ただし，参考として他の繭文を硲付することが

できる。

3 審査今のため必疫があるときは，学怜論文の提出者に対して'1111亥論文の訳本，校咽又は椋本

笠：の貴料を提出させることができる。

（学位論文の返付）

第19条 r)り条の規定により受則した学1立論文は，しヽかなる ・Ji:・1、1りがあっても収付しなし＼
第20条削除

情杏委員）

第21条 研究科長は，第18条の規定による学怜論文を受則したときは，論文内容に1切l述する科
Hの教校の中から 3人以い）＇蕃 ft委員を選出し，論文の審代及び最終試験を釘うものとする。
ただし，必疫があるときは，山形大学学術研究院規杓第 8条第 1瑣に）店づくじ担,jl教Liとし
て ~!J 該研究科に配附された教授以外の教員を審杏委員に選ぶことができる。
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ただし，必要があるときは，山形大学学術研究院規祝第 8条第 l瑣に）店づく+J「［当教員と
して刈該研究科に配附された教授以外の教員を審孔t委員に選ぶことができる。

2 研究科長は，＇‘汽立論文の審 ftに'''iたって必疫があるときは，山形大学学術研究院規杓第 8
条第 1項に）よづくじ担,1'!教員として本学大学院の他の研究科に配1i忙された教員又は他の大

学院杓しくは研究所憚の教員ぐりを審否委員に加えることができる。

（最終試験）

第22条 諜料による博卜の学位論文の提出者に諜す最終試験は，学位面文の蕃査が終った後，

'ヽ'i議'i叩i:論文を中心として，これにI州連のある事瑣について日姐又は惰答により行う，3
（審杏委員の報店）

第23条 審査委員は，学位論文の審ft及び最終試験を終(したときは，直ちにその結果を文，打
をもって研究科長にヤIi~古しなければならなし‘。

（研究科委員会の紅見聴取）

第211条 研究科長は，大学院規則第20条又は第21条の規定に）店づき，博l:の学｛立を授りすべき

か否かにつしヽて，研究科委11公からふ［見を聴取するものとする。
(''f: 」支 /'-._0) ヤIi~り）

第25条 研究科•長は， Iーしtit Jー：課作の修［を認定しようとする者につしヽて，掌位論文の＇粛吼砂 E旨及
び最終試験の結果を文，りをもって学長にヤI畠しなければならない。

2 学長は，前瑣の報内に疑義があるときは，則山を付して研究科長に再審ftを求めることが
できる。この場合におしヽて，‘乍亥研究科長は， lり惰責を行しヽ，その結果を遅滞なく学灰に恨

1りしなければならなし＼

（学1立の授り）
第26条 学長は， IWl: 諜作の修［を認定した者に所応の予位出を交付して博 I:の学位を授りす
る。

第 2節 論文面査パ｝による博 I:

(i/(ij)文審ft笠によるI専1:0)学イ立）
第27条 第17条の規定によるもののほか， IW:I: の学1立は， 1内u児料を経なしヽ者であっても本学
に学位論文を提出してその審ftに介格し，かつ，本学大学院I¥りl諜杓を修［した者と Iii]憚以
トの学力をイiすることを確認された者にも授りすることができる。
（論文による学位授りのljl晶）

第28条 仙条の規定により博卜の学位の授りを!JI晶する者は，学1立111晶，1::(別記様式 1)に学位
論文，論文11録，論文内容の要旨，）役）栢淋及び学1立論文愉,ftT数料を硲え，研究科長を経て
州:Kに提/1¥しなければならなし‘。
2 前瑣の場合におしヽて，本学大学院I専I:課杓(Iり、：学系研究科先迎的［矢科学＼り攻及び石渡学＼り
攻， .fl!¥I~ 学研究科並びにイ［機材料システム研究科にあっては博 l:後期諜肛）に1票準修業年限
以 I:在学しiiJr応の叩立を修得して退‘戸した者が，退学後 1年以内に学位繭文を提出した場合
には，学1立瓜倫文府責丁・.数料は免除する0
3 第 1項の提出する学9位論文は， ］編とする。ただし，参苔として他のi倫文を硲付すること
ができる。

4 審ftのため必疫があるときは，学位論文の提出者に対して'1i1l亥繭文の成本， 1りい『！又は椋本
罫の賓料を提出させることができる0

5 第 l瑣の学位論文審ftf: 数料の額は，山形大学における授菜料その他の1ヤ川に1月する規肛
の定めるところによる。

（学位論文及び学｛＼『論文審査:T数料の返付）
第29条 前条の規定により受則した学忙論文及び収納した学11'1論文審1tT数料は，いかなる'lf
恰があっても返付しなし＼

第30条削除
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（審査委員）

第31条 研究科長は，第28条第 1瑣のljl,l1りを受則したときは，論文内容に閃連する科日の教授
の中から 3人以卜の審ff委員を選出し，論文の審査及び学））の確忍を行うとともに，学Kに
学位111請，t忙脊を提/lげるものとする0 ただし，必＇炭があるときは，廿 l形大学学術-fiJF究院規柑
第 8条第 1瑣に見づく j:担,11教員として,11該研究科に配附された教授以外の教員を審否委

員に選ぶことができる。

2 研究科長は，学位論文の蕃ftに‘りたって必要があるときは，山形大学学衛研究院規1閑第 8
条第 1川に),しづく「．担‘片教員として本学大学院の他の研究科に配i悦された教H又は他の大
学院杵しくは研究所笠;o)教員憚を審ft委員に加えることができる。
("怜力の確認）

第32条 第27条の規定により j¥り卜の予｛立のl受りをljl1;心した行に諜す学））のI龍忍は， 11叫又け惰
衿により，！、I/攻＇芹術及び外 I叶晶につしヽて，本学大学院のIWlJ児代を修（した者と Iii]勺｝以 Iふ．の
学力をイiすることを/i'(1認するために行う。この場合において，外川晶については）息則として

2種知を諜するものとする。

(''t)J確認の特例）

第:3:3条 第27条の規定により 1専l:O)学(it:O)j受りを巾閲した者が，本学大学院の博 h児祝(I笈学

系研究科先進的似科学内攻及び石設学リ｛攻，則 r.学研究科並びにイi機材料システム研究科に
あっては他 l:後期課料）に所定の椋準修業年限以 1-.在学し所定のlj叶立を修得した者であると

きは， 1)1j条の学））の確認を免除することができる。

（札§内翡111¥J)

第:H条 第27条の規几令による博 l:O)学｛立論文の＇訴杏．及び学位 :J受りに係る学力の/i'(H認は，学｛立授
りのljl品を受則した IIから 1年以内に終［するものとする。

情吼t委員の報内）
第35条 蕃杏委員は，学竹論文の審杏及び学））の確忍を終（したときは， 11'(ちにその結果を文

，1:-: をもって研究科長にヤIi店しなlナればならなし、0

（研究科委n会の紅見聴ll父）
第:36条 研究科Kは， i'lり条の報店に）f~ づき， IWl:O)学•（立を授りすべきか否かにつしヽて，研究科

委員会から紅見を聴取するものとする。

(,、ドkl,、0)ヤflj1i:) 

第37条 研究科•長は，‘芹位論文の審ft要旨及び学力の確認の結果を文，りをもって学長に恨釘し

なfJればならなし‘。

2 学長は， 11り瑣の{iii内に疑義があるときは，｝訓lを付して研究科Kに内閑¥1fを求めることが
できる。この場合において， '11il亥研究科長は， 11f祁吼tを行い，その帖果を遅洲｝なく学Kに報
11.'しなければならなし＼

（学｛立の授り）

第38条 乍長は，学位論文の審査に合格し，かつ，学））が確認さオした者に所定の学9位叫を交付

してj内卜の学｛立を授りし，学｛立を授りできなしヽ者にはその旨を通知する。

第 5章 教職修士（専門職）の学位授与

（教職修l●: (,,  り11']職）の学位授りの吸件）

第39条 教職修 l:(リJ叩り職）の学、位は，本学大学院内判Jl胤学(it:諜料を修（した者に授りする0
（教育実践研究科委員公の紅見聴取）

第;J0条 教育実践研究科•長は，大学院規則第22条の規定に）よづき，教職修 1:(1.、lflllj職）の学イ立を

授りすべきか否かについて，教育文践研究科委員公から狂見を聴取するものとする。

（予：長^ への報古）

第111条 教介‘尤践研究科•長は，［りjllj職学忙諜位の修［を忍定しようとする者につしヽて，学長に

ヤIiiいしなければならなし＼
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2 学には，訓項の報的に疑義があるときは，刑由を付して教育夷践研究科•長に内審ftを求め

ることができる。この場合において，教育実践研究科長は，再審性を行い，その結果を遅滞

なく学長に報内しなければならなし＼

（学位．の授り）

第112条 学長は， 1#11"]職学位諜『itの修［を認定した者に所定の学位出を交付して教職修卜(r;l/

門職）の学位．を授りする。

第6章雑則

(,、汽立授りの恨古）

第1J3条 学長は，第26条及び第38条の規定により l内I:の学｛立を授りしたときは，省令第12条の

規定に J店づき，文部科学人1託に恨 ~i;-するものとする 0

（学｛立論文要旨宵の公表）

第11;J条 本学は，博 I:の学イ立を授りしたときは，省令第8条の規定にJ,tづき，学｛立を授りした
11から :3J]以内にその論文の内容の嬰旨及び論文審森の結果の嬰行をインターネットの利

川により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第;Jfj条 lt1l・1: の学｛立を授り•された行は，学位を授りされた IIから 1年以内にその学倅論文の全

文を公表しなければならなし‘。ただし，学｛立の授りを受ける州jに公表してしヽるときは，この

闘りて汀:-tなし、0

2 1)f団の規定にかかわらず，博 I:の学｛立を1受りされた者は，やむを得なし、'lf山がある場合に
は，学長のボ認を受けて， i倫文の全文に代えてその内容を疫約したものを公表することがで
きる。この場合において，学長は，その面文の全文を求めに応じて閲覧に供しなければなら

なし‘。

:3 J¥l}: I: の学イ立を授りされた者が行う伯 2川の規定による公表は，本学の協力を得て，インタ

ーネットの利川により行うものとする。

4 第 1項及び第 2瑣の規応により公表する場介には， 「山形大学術ft学位．論文」又は「山形
大学審査＾学｛立論文吸旨」と明記しなければならなし＼

（学位授りの取泊）

第11(-j条 本学におしヽて学イ立を授りされた者が，その名符を約す行為があったとき又は不正の）j

法により学位の授りを受けた,1r実が判明したときは，学には，ヽ11i1亥教授公又は'11rl亥研究科委

員会の紅見を聴いた I・.で学イ立の授りを取り泊し，学位訊］を以付させ，かつ，その旨を公表す

るものとする。

（州:{l'r:ri'且ぐ序0)1浪A)

第;J7条 学イ立，記の1浪式は，別記材訊2のとおりとする。
（その他）

第1[8条 この規代に定めるもののほか，学｛立の授りに閃し必疫な・Jr瑣は，ヽ 1!rl亥学祁長又は,11該

研究科•長が学長の 11k認を得て定める。

Bf寸則（平成28什：: I) l 2511) 

1 この規料は，平成28イト4月 1日から施行する。ただし，別表「IWl:の学位．（議文審1t笠に
よる博I—:)」の改正規定は，平成31 年,4 月 1 日から施行する。

2 改:II: 後の111形大学学｛立規代の規定にかかわらず，平成28年,:3 Jl 31 11にJIJ!-r_学研究科博I→前

期課料の機能泊i分 f-1・_,-; 気り攻及びイi機デバイス r.学＼り攻並びにlri]./iJr究科博I:後期課枠のイ［
機材料 c;気り攻に在学する者の学9位授りの取扱しヽにつしヽては，なお従前の例による。

Bf寸則（平成 29年 1Jl 23 11) 
この規Nは， 平成 29年4月 1日から施行する。
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2 改正後の山形大学学位規程の規定にかかわらず，平成 29年<-3月 31日に人文学部，地域教育
文化学部（地域教育文化学科の異文化交流コース，造形芸術コース，粁楽芸術コース，スポーツ
文化コース，食炭坑デザインコース， 1-j:_活環境科学コース，システム帖報学コース），理学部， L
学部（機能高分-+L学科，物質化学］―・.学科，バイオ化学［学科，応川I上命システムL学科，情報
科学科，屯氣屯f-[~ 学科）， 1矢学系研究科博l:前期課肛の牛命環境I夭科学専攻， IHJ研究科博lーー：後
期課料の牛命環燒I灰科学専攻及び則l翌：研究科1専lー：前期諜税の数則科学専攻，物則学Iり攻，物
質fl:_命化学内攻，化物学リ｛攻，地球環境学専攻に在学する者の学1立授りの取扱しヽ につしヽ ては，な
お（足前の例による0

別表

学士の学位

"/:;¥ii "1:i'斗 屈修コース
学｛立の種煩及び
L}f攻ク｝野の名称

L"/:;'fll l介iク)-r-・イfj札念lJ-1叶-1・_,-;:,f:斗・ 学 l:(I―.'、ド）
化学・ノ＜ィオ c;戸科
廿iヤII・ コ→-レクトロニクス学科
機械システム r争学科
建築・ ザイン学科
システム創成 r州：科

修士の学位

M・1じfl・ 1}/攻 諜1閑
学イ立0)柿粕及び
＼り攻分野の名称

I用l―.'、/:1Ufり¥:'.,f:l 則学！！｛攻 jし1/I: rliiJリlilM!1Y 11参I・:(Jlj¥"戸）

4勿附f1じ＇、ド I'."{:1,りJ文 Itり• l:1)1jJ~]ri~ し-lY 11参l:今 (I".'、/:)
バイオ化学 l汀た1、り攻
応）ll牛命システム lゾi気り攻
・I礼恨科学','l攻
礼［久(',じ(-I □；を1ヽり:;文
機械システム l汀t:r、り攻
ものづくり技術経料；学内攻

イi機材料システム研究科 イ［機材料システム＼り攻 ll1/ h、1りJV!翡しN {I各I:(r.?)

博士の学位（課程による博士）

研究科 ＼り攻 課料
学｛立の種粕及び
1_1/攻分野の名称

廿H1:,、/:11Jfり¥:',,f斗 地球共牛I、{fl科学＼り攻 !W U妥！リI,叫しれ［ hりl:(JIH?)
j¥りI:(L'、'f:)
I¥りL('、'f:Wi>

4勿附[1ヒ’‘戸 L,'/:I、If攻 I専 1:1妥 lりl,l~し1閑 lし1/.I: (L"/:) 

バイオ「学＼り攻 lt1i u妥ヽ！りJ,;閉~『立 I¥りI:(L"/:) 
礼1rNiヤUI. 窄'.I,りJ文 Iしり I: ("/:Wi) 
機械システム r.,'; を1り攻
も(/)づくり技術経賞学Iり攻

イi機材料システム研究利 イi機材料システムリi攻 j¥りl:t妥川],]閉！『1t IW: I: (I".'、'f:)

博士の学位（論文審査等による博士）

1iJfり厄f斗 学位の種柏及びリ［攻分野の名称

JI![ L'、iとり）「グじf斗 IW l: (Ji!!"/:> 
!W I: (r_,、/:)
Itりlー：（＇］をHi)

イ［機材料システム研究科 t・H lー・・( L '、/:)
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3. 山形大学大学院長期履修学生に関する規程
（平成 16年 6月 911制定）

（趣旨）

第 1条 この規杓tは，山形大学大学院規則第 3条の規定に見づき，長期にわたる教育課位を1役修す

る乍化（以 F「長期履修学11.-_」としヽ う0)について必要な'Jf項を定めるものとする0

（対象）

第 2条 長期履修学11~を希州することができる者は，次の各砂0) -に該,11する者とする0

(J) 職業を介し，所屈長のI衣，沿を得た者

(2) その他やむを得ない1叶打であると研究科長が認める者
(lj I ,//1「続）

第 3条 長期屈修学I卜..を希惰する者は，別出様式 lにより，別に定める期間内に学Kに叶I,/iiしなけ
才しLf、i;tらなし¥,

CI午11J)

第4条 前条のijl晶に対しては，研究科が行う審ftを経て，‘‘臼 11Jする，）

2 札臼栢は， lj り消，•い及び面談により行うものとする，9

(kJリl)復(I各o)Wlll!D 

第 5条 lミ期にわたる教か渫作を履修することができる期間は，山形大学大学院規則第 2条第 4瑣

に規定する期間以内とする。

（）役修期間の変更）

第6条 長期）役修学牛が，謹11fされた履修期間の変更を希州する場合は，別晶1浪式2により，別に

定める期間内に，学長に叶I,/iiしなければならなし＼

2 ,t午11Jされた履修期間の変更は，在学中 Iii1J限りとする。ただし，修 (r貨パI'・次間始後の変更は
できなしヽものとする。

（）役修期間変史の訓:11r) 

第 7条 前条のljl,;,りに対しては，第4条の規応を準川する。

（教か』［祝の編成）

第8条 長期履修学lj:_に係る教育課肛の編成は， '11,l亥研究科が応める履修）j仏を弾力的に州川する

ものとし，長期屈修学生に限定した教加果代の編成は行わなしヽものとする。

（長期履修学牛となるII、Ii'期ぐり）

第9条 長期履修学牛となるII、I]'期及び履修期間を変更するII、Ii'期け， I爪則として学期の初めとする 0

(j受業料）

第 10条 長期I復修学牛の授業料の年額は， 11、Iヽ・,:大学怯人山形大学における授業料その他の粋川に
閃する規捏の定めるところによる。

2 長期履修学牛として，ff11rされた1役修期間を越えた場合の授菜料・(i, . 般の学小と,,,)様の1受業料

を通Jljする。

（その他）

第 11条 この規定に定めるもののほか，長期履修学化にIY,Jし必要な・Ji:瑣は，学長が別に定める。

附則

この規則は， 平成 I6年 6月911から施行し， 平成 16年度人学者から適｝廿する 0

附則

この規定は，平成 20年4月 IIIから施行する。

1外寸 WJ 

この規作は， 平成 22年4月 1日から施1「する0
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WJ?,"じi浪ぷI'.:I 

長期履修学生申請書

｛ド月 II

山形大学長 殿

Mぅ厄科' 1,1/攻

〉ヽ"',,な

氏名 印

I" 』~(})とオ3 り，長:Jリl)役 (I各 "!:II:.を希哨したし、(})で叶l晶し主す。

受験番砂（学牛番砂）

人 学 1ド）j I l 

ィI→● ) j 

J}↓ fl:1!Jr 
T 

勤務先名（職柿怜）

勤務先
Jjf-{I: 地 丁

qi rlNJり!1!1

長期履修0)必要ヤI::

kJリl!&f1各:,tl・11hj : 

指導教員の紅見

11人学

ーし
... I 一

修 ()'定年）j ll 

年 ) j ll修 f

Tel 

Tul 

指導教員氏名
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別記様式 2

長期履修期間変更申請書

｛・ド 月 日

111 Hi )( '、V:K 屈斐

{VFり［科. I, り攻

-

9

 
に
ト

な

J

い
ノ，
,' ，
 t
 

、

¥r_r

|、・［記のとおり，長期）復修期間を変更したいのでrpr泊し主す。ーし
→t-1 一

学 11・．．番砂

人学年月 Il ィl'・ ) l I! 人学

J}l (l: 0) (I各[
1j'. ）］ 11 修［

f, iじイド）J 11 

1j'● Jj II から
現 {l: 0) 

（ イI'→ ヵヽ）j) 
J復｛修：川l11¥J 

イl'・ Jj 11 主で

変更後の修（
イI'・ J] 11 修r

J''じ｛ド）J I! 

什：^ ) j 11 力ヽら
変更後の

（ 1j'. か）j) 
!i立/1参 Jリl11¥J 

イI'- Jj 11 主で

長期）復修期間変更を必嬰とする則山：

指導教員の認見

指導教且氏名 「[J
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4. 山形大学大学院理工学研究科長期履修学生に関する内規

（趣旨）

この内規は， 111形大学大学院長期）役修学11~に関する規『以こ力しづき， 111形大学大学院則

L学研究科における長期）役修学化の取扱いにつしヽて必要なLjl瑣を定めるものとする。

（対象）

2 長期）復修学生を希州することができる者は，次の各号のいずれかに該,j'iする者とする()

(I) 職業をイ［し，所）萬長の成沿を得た者

(2) その他やむを得ない'-)叶計であると研究科長が認める者

(rJ1~8 F続）

3 長期）役修学牛を希惰する者は，指導教員のI代諾を得て，｝爪則として予期の初めに長期

履修学牛,pillり，りを研究科長に提/!¥しなければならなし‘。

（審1D

4 研究科長は， 1)/j川のljl1fr'f 1りを受則したときは，教務委員会にその面1tを付託する。

5 教務委員会は， ,p1lr1l. 片及び川i談により審1tし，その結果を研究科委員会にヤ11化する。

6 {1Ji究科委員公は，前瑣の恨的に）よづき審1tし， 11f否を決定する。

（長:JVI!役{1参O)jリ111¥J)

7 長期履修学牛の）役修期I札］は，椋準修業年限の 2倍を超えることはできなし＼

（｝復修期I札］の変更）

8 長期｝復修学牛が， il'Fi1fされた）役修期間の変更を希惰する場介は，指導教員の;J尺品を得

て， JJ;(HIJ として学期の初めに l叶リJJ役修期間変史 il1ilrり，杯を研究科•長に提出しなければなら

なし、0

9 前瑣の111,Jー，＼の審奔に対しては，第4瑣から第6川主での規定を準川する。

（審1t結果の通知）

10 研究科長は，、番1t鈷果を術1t結果油知 II}:(別記様式）により通知するものとする。

（）役{I参）iUJ 

11 長期）復修学牛は，現行の教介諜,Vilの範I川内で指柑教員と）復修叶両について打合せの 1-.,

屈修するものとする，）

（その他）

12 この内規に定めるもののほか，長期履修学牛に閃し必嬰な'),:瑣は，研究科委ii公の成

を経て別に定める。

IIH WJ 

この内規は， 平成 17 {ート 3月8IIから施行し， 平成 16年炭人学生から巡川する0

11(,J HIJ 

この内規は， 平成22年 7月 20日から施行する。
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別Hft外菓且こ

審査結果通知書

年）l 11 

1l1JJ';A'ヽ?};";を収足孔I!I'.、、ド{VFり信店l・

I、り攻

材:

111 Jfク）('、f)('、/:ll~'U'll 1・."y:{iJfり信｛斗lミ

Ii I ;}/JO)&>った長期）復修にづしヽて， 1,・,i山のとおり決応され主したので，お知らせし主す。

人学年月 11

lj1,ti1fJVllliJ 平成 11'- Jj I! 

ーし
•t••9 ――― 

平成

修 rr, 定年月 11

ij'- ) j 11 

蕃否の結果，以 I:のljl晶を許11Jする。 (1漏午11Jとする）

I I I fl彦）＇、/: 1ミ
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審査結果通知書

イト 月 II 

1l1)f~}(''f:)(,'芹 ll;c}用 l●→今 J 、/:,fi}F う,u斗
＼り攻

様

1J1J「ク）('、'f:)(今、］を化応.£11¥L'、/:{iJfり厄｛斗k

111品のあった長期）復修期間］の変更につしヽて， 1汀記のとおり決定され主したので，お知ら

せします。

記

人学年,)l 11 ィI'- Jl II 人学

J}l 11: 0) (I参［

f,; じィド）J 11 
ィr- J] 11 修(

現 在 0) 什'. ) j 11 ヵヽG ( ;,J'. /JヽJl) 

）札l{I参リJlllll 1,, ) j 11 主で

変更後の修[

J''; じイド）l 11 
ィj'. ) j II 修(

変更後の イF Jj ll カ、l') ( 1ド カヽ）j) 
）札l(I各JリlltlJ 什こ ) l 11 主で

審ftの結果，以 I・.O) qi品を記F11Jする，; (イ崎午11Jとする）

111 JI彦）(,、;:: l支▲
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5. 山形大学大学院理工学研究科学位審査細則

('JI成 5 年,4 月 2~3 日制定）

第 1章総則

（趣旨）

第 1条 この細則は， 111形大学大学院規則（以 Iく「大学院規則」としヽう。）及び什I形大学学位規作

（以 lく「学1立規代」としヽう。）に定めるもののほか，本学大学院則r学研究科の修!:及び博 l:O)
学位審査笠に閃し必要な'lf瑣を定めるものとする（）

第 2章修士の学位

（学位倫文の提出）

第 2条 学｛立論文を提出できる者は，所定の提川 IIにおいて，大学院規則第 19条に定める修('梃

件を，ヽ11該提出 Ilに対応する修 (II主でに，具備できる見込みのある者でなければならない。

（学位．論文の題11)

第3条 ‘、f:位繭文を提出しようとするときは，あらかじめその倫文の題II及び研究内容について
指導教員のit¥認を受けなければならない。

2 学位論文の題11は， illr定の様式により論文提出の 2か月訓に，什l形大学大学院則 r.学研究科
博 Uifi期課祝山形地Iべ委員公又は米沢地区委tl会（以 I"「地Iメ．．委n公」という。）の委員長に）1!1 
（ナII¥-zr rナオ・1,,t;f-zrらi:tし＼）
3 学位論文の題IIを変更しようとする場介のTこ続は，第 l瑣に準ずるものとする。

（学位論文の審牡lれ訥）

第4条 学位論文の審作をljl晶しようとする者（以 fl叶l品者」という。）は，指導教員の11¥品を

得たし巾晶，りに次に掲げる繭文ぐりを硲付して地区委Ll会の委ilkに提出しなければならなし＼
(1) 学位論文（和文又は英文） (A 4判， }J;(本） 3部

このほか'.fffftに必1梃な剖1数

(2) 論文内容の吸旨（所定の様式） :3 ; 『II

2 ljl閥附窮の提出期限は，次のとおりとする。

(l) 後期提出の場合 2月 1O 11 

(2) 前期提Illの場合 8月 10I l 

3 前瑣に定める 11が休IIに‘りたるときは，その前IIを提出期限とする。

（学位論文審ftill請の通知）

第 5条 地区委員公の委員長は，前条0)111晶，りを受則したときは，＼り攻長にその旨を通知し，地

区委員会に学位論文湘青を付託するものとする0

（学位．論文の審ft委員の選出）

第6条 地区委員会は，提出された学位論文について，学位規料第 11 条に規定する修,~論文に係

る蕃杏委員（以 lく「修I:論文蕃ft委員」という。）として，指導教員を含む 3人以卜^の博 h)fi期
諜｛閏担¥1'i教員を選出するものとする。ただし，選出された修 Iー論文審作委員が，やむを得ない

・Ji: 山により論文審査を行うことができなくなったときは，地仄委員公の1l義を経て，祈たに修I:
論文審ft委員を選出することができる。

（審ft委員L1tの指名）

第 7条 地区委員公の委員長は，地区委員会のil義を経て，修 I:論文霜吼t委員のうちからL1tを指

名する。なお，指名されたlご1tが，やむを得ない'lT山により論文術ftを行うことが出来なくな
ったII、『は，改めてt森を指名する［う
（学位論文公聴公）

第 8条 ！、り攻長は，提出された学位論文について公聴公を1作lf1『するものとする。
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（学位論文の審査及び最終試験）

第 9条 修□卜論文審森委員は，学位論文の蕃査及び最終試験を行う。

2 最終試験は，学位．論文の審査が終［した後に学位論文を中心として，これに位］述のある科日

について， 「l頭又は筆答により行う。

3 修七論文審査委員は，学位論文の審査の結果，不合格と刊定したときは，最終試験を行わな

いものとする。

4 学｛立論文の審査及び最終試験の結果は，合格又は不合格の謹晶をもって表す。

（学位論文の審i't及び最終試験の結果の報店）
第 10条 学｛立論文の審牡及び最終試験が終［したときは，修 l:;/倫文審査委員の lーー：査は，学・位論

文の審1-t及び最終芯験の結果のI災旨を地IX委員公に報位しなければならない。
（学位授りの判定）

第 11条 地区委員公は， 1'1り条の恨糾に）よづき，学位授りの 11J否について審ぷし，議決する。

第3章 課程修了による博士の学位

（論文訓11Jjの提出）

第 12条 学イ立論文に/)しヽ てのi倫文叶圃（以 Iく「論文11J・jlfij」という。）の審ftを受けようとする者

は， t指導教員に論文叶両を提川するものとする。
2 面文,;j・jj!Jjの審ftを受けることができる者は，後期課祝に 2イ・ド以 l:在学し，博l:後期課rnの｝役
修）よ準に定める条件を満たした者でなければならなし‘。ただし，在学期間に l½J し，大学院規則

第 20条ただし，りを悩川する者にあっては，この限りでない。

（論文，lI・1111j愉:11:委員の構成）

第 13条 提出された繭文，n・11hjの面1tは，繭文叶仙i審1t委員として指導教員グループがjたる。
2 前川の場合において，論文出1Iif審査のため必疫があるときは，他の大学院又は研究所笠・の教

員節（以 I"I他教員ぐ硲」という。）を加えることができる。

:3 1 l 1形大学大学院則r学研究科灸11公（以 I"「研究科委1i会」としヽ う，，）は，論文11l・11hj審1t委n
の中に他教且ぐりを合恥ときは，その者の行格蕃1tをいうものとする。

（論文叶両の審11:)

第 14条 面文，1I・111Jiの'.rff1tは， ljり出する学倅論文の構成及び内容について行う。

2 論文11l・111Jfの審付は，次に褐げる期 11主でに，‘九施しなければならなし＼

(1) 後期提出の場合 10月木11

(2) 前期提出の場合 4月木11

3 論文叶仙iの面1t結果は，合格又は不介格の，；'F晶をもって表す。
（論文叶両湖,11:結果の報内）

第 15条 倫文壮仙iの審1tが終［したときは， じ指導教員は，論文叶仙i審1t結果恨侶，打を研究科

委11会に提出しなければならなし＼
('芹位論文の提出）

第 16条 学9位論文を提出できる者は，論文叶両審ftに合格した後， 1!/r,tの提出 11において，大
学院規則第 20条に定める修('炭件を，ヽl仙亥提川 11に対応する修 (11主でに，具{11/iできる見込み

のある者でなければならない。

（学位論文の題H)

第 17条 学｛立論文を提出しようとするときは，あらかじめその繭文の附11及び研究内容につい

て指導教員グループの1/¥認を受けなければならない。

2 学(立論文の加日は，面文，汁両審1tに合格した後， 13[定の様式により次に褐げる期 II主でに，

研究科長に加け出なければならなし＼

(1)後期提出の場合 10月末II

(2) 前期提川の場合 4月木II

- 186 -



3 学イ立論文の屈目を変更しようとする場合のF続は，第 1項に準ずるものとする。
（学イ立論文の審牡Iこれ訥）

第 18条 lれ諮者は，指導教員グループのJ応忍を得たL 巾訥古に次に褐げる倫文笠を硲付して
山形大学大学院則r学研究科教務委員会（以]"「教務委員公」という0)を経て研究科長に提出
しなければならなし＼

(1)学位論文（和文又は英文） 全文の屯—fデータ

このほかに面査に必要な部数

(2) 論文H録 （所定の様式）

(3) 論文内容の要旨（所定の様式）

(;1) )復/!~',り (JiJrうじo)tlA)

5蘭i

5部

1部

(5) Jlヽ：著者O)j1il,狂、・,If-(所定のi汲式） 4;'fl¥ 

(6) 論文11録に記載した誨文0)別刷又は投稿中の論文）爪稿の'tjし及びその掲載決定通知0>'1fし

（掲載決定していない場合は，投稿）片汁翡の受付を証明するもの） 各 I(fll 

2 rp請，り匁信の提II¥期限は，次のとおりとする。

(1)後期提出の場合 12月 2011 

(2) 前期提出の場合 7月 111 

3 州i項に定める 11が休11に‘片たるときは，その前日を提出期限とする。

（学怜論文の審杏叶l品の油知）

第 19条 研究科Kは，前条の1p晶，りを受J唱したとき且， じ指導教員にその旨を辿知し，研究科
委員会に学怜論文審1tを付託するものとする。

（学｛立論文の審1t委員の選出）

第20条 研究科委員公は，提出された学伯論文につしヽて，学｛立規肛第 21条に規定する課利拇I:

面文に係る審1t委員（以 lく「諜村j¥りI:論文愉責委員」という。）として， I¥りI:後期課札汁II.'11教員
3人以 lを選出するものとする。ただし，選出された課閏専I論文浙府委員が，やむを得ない

'ff山により論文審1tを釘うことができなくなったときは，研究科委員会の成を経て，新たに課

札tlWI: 論文審1t委員を選出することができる。
2 1)1j瑣の場合において，論文審性のため必疫があるときは，他教員衿を加えることができる。

3 研究科委員会旦，課料,,,『I論文蕃1t委員の中に他教員ぐ序を加えるときは，その者の賓格審牡

を行うものとする。

（審杏委員j:府の指名）

第21条研究科長は， {iJI究科委員会の議を経て，課料博 l論文審ft委員のうちからl府を指名

する。なお，指名された): 査が，やむを得ない•Jr由により論文審ftを行うことが出来なくなっ

たときは，改めて j責を指名する。

（学忙論文公聴公）

第22条 課肛博I・論文審1t委員の j:査は，＼り攻長のJ凡忍のJ,(に，提出された学倅論文にづいて

学位論文公聴会をjj¥j催し，その,i]公者となる。

2 巾訥者は，学位論文公聴会で論文の発表を行わなければならなし＼

:3 j青は，学怜論文公聴会の間代II宵をlれ晶者に辿知するとともに，厭則として椛l催llの 1週

廿l]前主でに，仝l、り攻及びmi係者に掲ぷ又は，1:面をもって胤l俯を公ポするものとする。
4 学イ立論文公聴会の結果は，学｛立論文0)審査に反映させるものとする。

（学位論文O)'裔査及び最終試験）

第23条 課料博L論文審杏委員は，学院論文の滸府及び最終試験を行う。

2 最終試験は，学位論文を中心とし，これにI関連のある科llにつしヽ て i:-1頒又は喰答により行う。
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3 ll財＇立博—L論文審壺委員は，学位論文の審査の結果，不合格と判定したときは，最終試験を行

わないものとする。

4 学位論文の審査及び最終試験の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

("芦位論文の審査及び最終試験の結果の報店）

第24条 学位諭文の審査及び最終，式験が終［したときは， 1l~U'1U内卜論文審牡委員の l責は，学

位論文0)審1t及び最終，式験の鈷果の要旨（所定の様.i:¥::) を研究科委員公に報古しなければなら
なし、0

国f測JIil])

第25条 諜杓修［によるIWl:O)学位論文の審1tは，ヽ l.l,; 亥学小の在学する期川］内に終（するもの

とする。

("y:{立授りの判定）

第26条 研究科委員公は，第 211条の報店に）i¥づき，学位授りの11J否についで龍義し，投限によ

って議決する，）

2 前瑣の，，義決をするときは，研究科委員公構成且（公務及びlI: むを得なし、・Jni『により出）州でき

ないものを除く。以 lく「構成且」という。）の 3分の 2以卜の川）礼りを必要とする。

：｝ 学1立1受りのぶ決に/;t, Ill!.', りした構成nの3分の 2以 l・.O)什成がなければならなし＼
第4章 論文提出による博士の学位

（学N論文の審杏:1111泊）
第27条 1pi泊者は，本学の博 l後期』『叶11胄教員の紹介により，叶11mgに次に掲げる倫文ぐりを

硲えて，研究科長を経て予長に提出しなければならなし＼

(!)学倅論文（和文又は英文） 全文の出（データ

このほかに面ftに必要な;rn数
(2) 論文11録

(3) 論文内容の吸旨

(1J))jサI!礼，I}:

(5) 」し粋者のl,iJふ'.i:;杯

(6)学倅論文‘番:ft「数料

(JiJrぅt
（）りf;ど0)1汲xi;:)

(iiJr /じO)ff<_r¥;;)

(iiJrうじO)f浪xi;:)

2 111品は，随11,lj:行うことができるものとする。

（論文の内容）

5乳ill

5 ;';:11 

1 {fl¥ 

5 ;'fl¥ 

57,000!1] 

第28条 学1立論文の内容は，印刷公表さhたもの又Lt印刷公表]'!じの確実なものでなければな
らなし、（）

2 提Illした学伯論文は，本学の博 l諜柑修 (r,定者が提IIげる学イ立論文とlri]怜以卜のものであ

ることが必疫である。

（論文讃'.ft委uの選出）
第29条 研究科委員公は，提出された学的論文にづしヽて，学｛立規杵第31条に規定する論文博I:

学イ立論文に係る術ft麦員（以ド「論文審ft公員」という。）として， I¥りI:後期諜杓担,11教員3人以
トを選出するものとすなただし，選出された論文審杏委員が，やむを得ない1叫により繭文
審森を行うことができなくなったときは，研究科委員公の議を経て，祈たに論文審奔委員を選

出することができる。

2 lilf瑣の場合において，学位論文の審査のため必要があるときは，他教且ぐりを加えることがで

きる0

3 研究科委員公は，論文蕃奔委員の中に他教員罫を加えるときは，その者の責格審ftを行うも

のとする。
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（審査委員七府の指名）

第30条 研究科•長は，研究科委員公の議を経て， ii倫文蕃査委員のうちから I:査を指名する。

なお，指名されたじ1tがや打を得ないcJJ:山により論文審査を行うことが出来なくなったときは，

改めて卜査を指名する0

（学椅論文公聴公）

第31条 論文審杏委員のI:府は，提出された学伯論文について学位論文公聴公を開催し，その
I―i]公者となる。

（学位論文の審ft及び学力の確認）

第32条 論文蒋査委員は，学｛立論文の審ft及び学力の確忍を行う。
2 学力のIi糾忍は，博I・論文に閃連のある1,I/攻分野の科II及び外川晶科11に-----)l,ヽて， I l 叫又は~'fi~

答で行うものとする。

:3 1)り瑣の規定にかかわらず，学））の確認は，i倫文哨責委員が特別の'l-l-山があると認めるときは，

研究科委員会の!/X認を得て， 1しI/I: 論文に間連のある＼り攻分野の科11のみにづしヽて行うことがで

きる0

4 繭文審杏委員は，学位論文の審ftの結果，不合格と'j'IJ定したときは，学））の佃認を行わない

ものとする。

5 学怜論文の審1t及び学））の確品の結果は，合格又け不合格の,Wilt¥をもって表す。

('、/:)JO){礁忍の特例）

第33条 第27条の規定により学｛立の授りを1p晶した者が，本学大学院博I:後期課肛に 3年以 I・.
在学し所応の叫立を修得した者である場合には，学位．規料第:3:3条の規定により， 1)fj条の学力の

確認を免除することができる。

（学位審ftの牛、l「例）

第34条 本学の博 l後期諜作に 3年以い化学し，所定のlj叶立を修得し，退芹した者（以 Iく「ljl.

位修得退‘戸者lとしヽ う。）が退‘戸時より 3年以内に学｛立論文を提出した場合には，課閏専1--:0)学

位論文審1tと1,i]1汲の審ftを1]う。
2 巾位修得退‘怜者が退学II、『より 1年以内に学竹論文を提出するときは，論文愉祝T数料を納付

することを要しない。

（学イV論文の審1t及び学））の確認の結果報店）

第35条 学忙論文の審1t及び学））の確認が終（したときは，論文審ft委員のj:査は，学位論文

0藩 ft及び学）J (龍忍の結果の吸旨（所定の様式）を研究科委員公に・W店しなければならなし＼
('.Jf1tWll/1]) 

第36条 論文提出によるIW卜の学倅論文の審杏且， Ij 1,li1f, いを受則した日から 1年以内に終［す
るものとする。

（学イ立授りの判定）

第37条 研究科委員公は，第35条の報店にJ;tづき，学｛立授りの11]否について審ぷし，投限によ

って議決する。

2 伯瑣の議決をするときは，構成員（公務及びILむを得ない1叶Wにより出席できないものを除
< 0)の3分の 2以I・.の出席を必嬰とする，）
3 学位．授りの議決には，出席した構成11の3分の 2以卜の竹成がなければならなし＼
（その他の•J;:項）

第38条 その他必吸な•Jf瑣は，研究科委員公の成を経て，研究科長がクじめる。

附則

この細則は， 平成28年8月:30日からh徊行する。
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6. 山形大学外国人留学生規程
（昭和 6:1年2月16 11全部改正）

山形大学外国人学If_規則（昭和 30年 12月 23l'I制定）の全部を改正する。

（趣旨）

第 1条 この規程は，山形大学学部規則（以 lく「学部規則」という。）第 43条

第 2項及び山形大学大学院規則（以f 「大学院規則」という。）第 28条第 2

項の規定に）よづき，外囚人留学牛について必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第 2条 この規料において， 「外 ,~m人留学lj:_」とは，出人 i~E]:,釘;Im及び難民認定

法 (ll{~和 26イド政令第 319号）別表第 1に定める「貿学」の在留資格により，

本学において教育を受ける外Irこ］人学牛をいう。
（区分及び人学資格）

第 3条 外作］人惰学牛の区分及び人学資格は，次のとおりとする。

悩分 人学賓格

,'l,tll'、'f:ll:_ 学i祁規則第 10条に規定するもの

:k''戸 I炒~tー、;u1:_ 大学院規則第 6条に規定するもの

（修L課程及びl'WI: 前期課

札D

大学院学牛 大学院規則第 7条に規定するもの

(I・¥りu妥Jリh翡！『rD
7\'、ド l&t'、f>'I~ 大学院規則第 8条に規定するもの

(I災学系研究科1・11ll: 課祝）

,'¥:ffll和!・l::l ぐ窄）移t{1参lj: (1) 学;'fl)規則第 10条に規定するもの

(2) 11 本語~ ・11本文化,{i)「修コースを受講する者

""?1伶l):{Vfり・e11:_ 山形大学研・究i1:規科l第 4条に規定するもの

,';;: 乳!Vi守:1Jijlfi恨，1闘'''f".IJ:_ (1) 協定に）店づく外1-,t]の大学又は短期大学の予

J;. 

(2) 11本語'..日本文化7t升修コースを受講する者

大予院科H宵｝復修牛 大学：院規則第 6条，第 7条又は第 8条に規定する

もの

}('予:1炒~1リ I・・グじ ~lー:. 山形大学研究lj:_規程第 9条に規定するもの

大学院特別聴講学IL 協定にJ占づく外I下］の大学院の学生

年、11,:引HVfり't:''f:11:: 協定に』しづく外国の大学院の学11:.

日本語研修:l:j:_ II本語研修コースの学牛

（人学の時期）

第 4条 人学の時期は，）爪則として学期の始めとする。
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（志願方法悴）

第 5条 人学を志願する者は，次に掲げる書類に検定料を硲えて，志願する学

部又は研究科の長を経て，学長に願い出なければならない。

(1) 人学願苫

(2) 履歴暑

(3) 最終出身学校の卒業（修「）IT1El肘占及び成禎証明甚

(4) 健康診断杵

(5) 現に H本に在屈している者は，市区町村長が発行する｛主民限の写し

(6) その他必疫と認める苫柏

2 I月費外I月人留学lj:_制度実施要瑣（昭和 29年':3月 31Fl文部人:1:i: 故定）に）占づく

IE]費外Iじ］人留学牛及び外1,こ］政府脈附留学牛については，文咋II科学省からの協
議苫知をもって前瑣各号に褐げる苫類に代えることができる。

（人州：者の選考）

第 6条 人督：者の選ぢは，ヽ''i該学部又は研究科におl,,ヽてii'う。
（合格者の決定）

第 7条 合格者の決定は， [)ff条に規定する選杓に）よづき，ヽ''i1l亥学乳111教授会又は

研究科委il会の紅見を聴l,,ヽ た卜^で，学長が11:う。
（人＇予の T-続）

第 8条 前条の合格行は，所定の期日までに所定の内湘りを提出するとともに，

人学料を糾l付しなければならなし＼

（人＇芹の許可）

第 9条 学長は，前条の人学T-続を尤［した者について，人＇芹を許： r,Jする。
2 外l"i、1人貿予： 11~ は，定員の枠外として取り扱うことができる。

（教育課禾閑）

第 10条 授業科LI,lー札位数及び履修）j法は，各学部，研究科笠の応めるところ

による。

(lt業，修（憚）

第 11条 学i―tll学生につl,,ヽ ては， i'.ifr定の期間以 I:{t: 学し，所定のi札位を修得した

者に，渭該学部教授公の認見を聴いた卜で，学長が卒業を認定し，学イ立を授

りする。

2 大学院学：I卜.につl,,ヽ ては，所定の期I札l以 I五学し，所定の廿り立以 l:を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けたI・., 学｛立論文の審査及び最終試験に介格した

者に，ヽ11fl亥研究科委員会の議を経て，学長が学｛立を授りする。

3 学イ立については， 山形人ゾ学学イ立規代の定めるところによる。

（検定料，人学料，授業料及び高術料）

第 12条 学部学牛＾，大学院学生，科 1,:1ぐ硲履修牛^ ，研究生，特別聴講．’‘怜生及び特

別11JF究学"l-:o)検定料，人学料，授業料及び‘伽術料の額は， 1且立大学怯人山形
大学における授架料その他の費川に関する規平立の定めるところによる。
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2 伯項の規定にかかわらず，国費外国人留学牛制度実施要項（昭和 29年 3月 31

ll文部大臣裁定）に見づく作］費外甘l人留学Iこじに係る検定料，人学料及び授業料

は，徴収しない。

（交流協定に見づく外 ~E]人留学生の授業料悴）

第 13条 本学と諸外且lの大学との廿tlにおいて締結された大学間交流協定，学部
間交流協定及びこれらに準ずるものに）店づき受け人れる外川人留学牛．につい

ては，協定留学I卜として受け人れる。

2 前項に規定する協定留学牛．については，検定料，人学料及び授業料を徴収し

ないことができる。

（その他）

第 14条 外I玉］人留学牛にづいては，この規料に定めるもののほか，本学の請規

則 lド，学牛に1関する規定を準川する。

llf、J- WJ 
この規則は， 11{1和 63年 !JJllllから施行する。

（省略）

1外寸 札lj('JZJ戊281r 3) J 9 I l) 

この規料は，平成 28年 4月 1Hから施行する。
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7. 山形大学大学院特別研究学生交流規程
(ll{i朴l5 7;, ドI2月 10 11制定）

第 1章総則

（趣旨）

第 l条 この規肛は，山形大学大学院規則（以 I"I大督：院規則」という。）第 16条の規定によ

り他の大学院又は研究）J膚（以 Iく「他大学院怜lとしヽう。）におしヽて研究指導を受ける者（以

f I閥別研究派避因LJとしヽうD)及びlliJ規則第 27条の規定により本大学院におしヽて研究

指導を受ける者（以 lく「特別研究学化」 としヽう。）の取扱しヽにつしヽて必吸な'tf.瑣を定めるも

のとする。

（｛肛大学院怜との協汲）

第 2条 大学院規則第 1(-j条及び第 27条の規定に）,(づく他大学院笠との協議は，研究題ll,M 

究指導期間その他必要な市瑣について，ヽj鉗亥研究科委員公（以,,・ 「委員公」という。）の成

を経て，研究科長が行う。

第2章特別研究派遣学生

（出願和続）

第 3条 特別研究派附学牛として他）ぐ芹Iりc~1rの研究指消を受けようとする者は，所定のI頒閃に

より研究科長に/Jjifjl;ヽII¥なければならなし＼

（研究指導の許11J)

第 4条 而条の/Ji虹し、出があったときは，第 2条の規定による協ふに）よづき，研究科kが研究指

導を受けることを許11Jする。

（研究指導の報古）

第 4条の 2 llり条の規定により研究指消を叶叫した場合，研究題ll,研究指導期間その他必疫

な'Jr瑣につしヽて，研究科長は学長にヤfi古するものとする0
（研究指導期間）

第 5条 特別研究派遣・;た lj~が研究指導を受ける期間は， 1年以内とする。ただし，大学院j(りI:

課料において，やむを得ない1叶打があると認められる場合は，委員会の議を経て，研究科

長が期間の延長を111r11Jすることがある。

2 訓項ただし，杯の場合において，許11Jする期間は lイドを超えることができない。

({i)f-う厄冷fl¥1;・) 

第 6条 特別研究脈附学牛は，研究指導が終(したときは， 11'(ちに（外11、Iの他大学院節におし＼

て研究指導を受けた者にあっては，帰II、.」の日から 1月以内）研究科長に研究ヤIijり，片及び'1in亥
他大学院宵の長の交付する研究指導の恨古，いを提出しなければならなし＼

（研究指導1l午11Jの取泊し）

第 7条 4か別研究派附学！［が次の各砂の•に該 ,11 するときは，研究科Kが研究指消の叶 11J を取

り泊すことがある。

(1) I I l形大学（以]"「本学」としヽう。）又は他大学院怜の晶規則に迎反したとき。

(2) 派附の趣旨に反する行為が忍められるとき。
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第3章特別研究学生

（受人れの記FIIJ)

第 8条 他の大学院から特別研究学I卜→→の文人れについて依頼があったときは，第 2条の規定に

よる協義に駈づき，研究科長が受人れを許riJする。

2 前J→:I'{の依頼に‘りたっては，研究科で定める内頓を提出しなければならない。

3 第 l瑣の規定による特別研究学!J:の受人れを許1iJした場合，研究科長は学長に報古するも

のとする。

（研究指導の報店閃）

第 9条 特別研究学牛に対する研究指導が終［したときは，研究科長が研究指導の恨内閃を交

付するものとする。

（月↓叶じの準川）

第 10条 第 5条及び第 7条の規定は，特：別研究学牛に準川する0

2 年か別研究学11-:には，本学の晶規則ijI' 学化に1月する規定を準川する。

（省略）

附則

この規捏は，平成 27年 4月 1日から）j徊1「する。

-1911 



山形大学大学院における博I:課程教育リーディングプログラム「フロンティア行機材料シ

ステム創成フレックス大学院J奨励金規祝

1勺戊25什—: 4月 111 

化lj jじ

（趣旨）

第 1条 この規杓は，山形大学大学院における博 I:課『it教育リーディングプログラム「フ

ロンティアイi機材料システム創成フレックス大学院Jilli J廿規料第 9条の規定に）店づき，

学lj:_に文給する焚励金に1月し必吸な’ド瑣を定めるものとする。

（奨励危の支給）

第 2条 奨励金は，学修及び研究にリi念するための文拉経費として，本学大学院における

博l:,l財'it教育リーディングフログラム「フロンティアイ［機材料システム訓成フレックス

大学院」 （以 Iく「本プログラム」としヽう。）に所），，対する学牛に対し，本学大学院規則第

2条第 2瑣に規定するI専l叫［作の椋準修業年限内に限り文給することができる。
（文給条件）

第3条 呪}Jih金を文給する学11::に対しては，次の各号に掲げる条件を付すものとする。

(1)受給IJM始日から 1年以 l令＾継続して‘り該リーディングプログラムに所属すること。

(2) 他の給付．貸り刈り)経粋 (1受業料扱助を Il的とする助成金であって，本学が認めた

ものを除く。）を受給しないこと。

(:3) JJ;(Hljとして，就労を行わないこと。

2 訓瑣第 3号の規料にかかわらず、ヽ11il亥訊動が本プログラムの‘応施に不可欠な場合、次に

掲げる就労を認めることができる。

(I) 削‘りたり総II、『間数511、IJ'廿りまでのTA (ティーチングアシスタント）

(2) 週‘りたり総II、『1/IJ数 5時Ill]までのRA (リサーチアシスタント）

(3) インターンシップにおける就労

（受給qり泊）

第4条 奨励金を受給しようとする学11-:は，所定の内渭iを，別に定める期 II主でに，フレ

ックス大学院プログラムコーディネーター（以卜▲「フログラムコーディネーターJとい

う。）に提出しなければならなし＼

（選考▲「•·続）

第 5条 プログラムコーディネーターは， lilf条の巾韻を受け，焚励伶を支給する学lj:_を決

定する。

2 プログラムコーディネーターは，呪励金の支給間始11主でに，;促励金の受給が決定し

た学化（以 fr受給学牛」としヽう0) の氏名を公表するものとする。
（文給額）

第 6条 奨l万h金の文給額は，フレックス大学院プログラムIJll発・述党委員会（以 lく「迎党

委員会」という0) において別に定める。ただし，受給学牛 l人につき月額20)J円を超

えることはできない0

（文給）J!L) 

第 7条 奨励金は，｝爪則として文給定 1l WUJの17日（その 11が1111化日にあたるときは15
日，その 11が l:llt't1日にあたるときはHiI l, その日が祝llにあたるときは18日）とする。）

に，受給学牛が指定する f! J俯に振り込むことにより文給するものとする。
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2 伯瑣の規定にかかわらず，支給定 H 主でに文給条件に係る事実が確認できなし \~ifのた

め，その日に支給することができないときは，その日後の支給定日に支給する。

（文給倅1U

第 8条 フログラムコーディネーターは，受給学生が，次の各砂のしヽずれかに該‘りする場

合は， 'l, 実が生じた月の翌月以降の奨励金の支給を倅11又は取り Yiりすことができる。

(I) 第 3条に規定する条件を満たさないこととなった場合

(2) 休学竹しくは退-;::又は除籍となった場合

(3) 死亡した場合

(1J) 懲戒処分を受けた場合

(5) 信業成紹又はヤlオ］が不良である場合

(6) フレックス大学院が実』徊する審査心ぐりによりリーディングプログラムにおしヽて学｛立を

授りする対象者とならないこととなった場合

(7) 「I己都合によりリーディングプログラムに所属しないこととなった場合

（奨励位の返迎）

第 9条 プログラムコーディネーターは，前条の規定にJ,lづき奨励金の支給を取り泊され

た受給学牛に，取泊しに係る奨励金の返還を訥求することができる。

2 受給学牛は， 1)/j瑣の規定にJよづき返還晶求を受けたときは，速やかに取泊しに係る奨

励金を返迎しなければならない。

（競争的賓金の受給）

第10条 第 3条第 2砂の規定にかかわらず，受給学小が，他の競伯的賢金を受けて研究訊

動節を実施することが+11J欠である場合は，ヽ''i,l亥競争的賓金に応蒻することができる0

2 受給学IIJJ, Iiり瑣の規定にJ占づき他の競伯的賓金に応似する場合は，所定の材いしによ

り，プログラムコーディネーターの,1午lりを得なければならなし＼

（年、IJ'別な •j叶W による支給｛り'.:11:) 

第11条 フログラムコーディネーターは，迎党委員会の成を経て， ）＇，賃i:~かの状況により呪・

励金の減額又は支給の1が:I I: を行うことができる。
（その他）

第12条 プログラムコーディネーターは，州料；委員公のぶを経て，受給学牛が長期に惰学

又はインターンシップ怜に参加する場合は，必吸とする経粋（滞在枠を合恥。）を， J' 

I府の範I川内で奨励金とは別に支給することができる。

UiH!IJ) 
第13条 この規作に定めるもののほか，焚励金の支給にnt;Jし必疫な'lf瑣は，別に定める0

IIH HIJ 

この規杓は， 平成25年 4月 I11から施行する0

1外tWJ 
この規代は，平成25年12月1011から施1「し， 平成25年10月 1日からJj紅川する。

l外tfllJ 
この規料は，平成281卜5月21111から施行し，平成28年 4Jl 1 11から適川する。

IIH WJ 
この規位は，平成28年 8月30llから施Hする0
II(寸廿lj

この規料は，平成28年12)]2711から施f「する。
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（第 4条閃係）

'l勺戊； 1ド ） j ll 

山形）ぐド大学院における博u果祝教育リーディングプログラム
「フロンティアイ［機材料システム創成フレックス大学院」奨励金IjI i泊，一片

フレックス大学院プログラムコ ィネーター殿

,p, 泊者
Iり攻名

学牛番妙

フリガナ

lt!i竹（ヤl:今7JIJ) 

指導教n
所）属

職名

氏名

⑲ （リ｝・女）

◎ 

ト記のとおり，博 l:i]果杯教行リーディングプログラム「フロンティアイi機材料システ

ム創成フレックス大学院l 雙）~]))金を受給したく ljl 晶し主す。

なお，山形大学大学院におけるIしI/I: 諜祝教介リーディングプログラム「フロンティア
イi機材料システム創成フレックス大学ド応」奨励金規肛第 3条各妙に定める奨励金支給条

件を全て満たしており， 1p,泊にあたっては， 1、杭偽の記載はあり主せん。

主た，奨励金の受給期間中は， !(I/I: 諜祝教育リーディングプログラムの学修および研

究に刈i念します。

出

区 ノ,JJ＼ 新規 廂I鬼糸外：

丁

叶I訥者の

現仕所。連絡先 TEL 

E-mail ＠ 

受給期間］ 平成 1ード4 月 1 I l ~ ―一 'V・I戊 イト :3)] :3 1 I l ( 1 2ブ］｝］）
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d 

研上究題 Fl名

1 研究概要(500'ド料度）

2 見込まれる業績(500'['.f閑度）

受給期!Ill中の

1リrり信 1i+ 11hj ,I',; 

3 /J)Gりu岱ど(500オ'.,f閑）隻）

※受給期I廿lは年度を超えることはでき主せん。
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(~ り10月i2判i殷H系）

'Vr& 1ド）J II 

飩争的資金応麻伺

フレックス大学院プログラムコーディネーター 殿

応似者

！ー、If攻名

学4番号
フリガナ

氏名（、性別）

指導教員

所 屈

職 名

氏 名

＠ （男・女）

＠ 

い記のj用山により，競争的賓金に応似してもよろししヽか伺しヽ主す。

ーし
『
4
↓

-
1

l }ぷ蒻する競争的賓金の内容

2 J, ぶ沙但f用111

プログラムと

競伯的賓金の

閃係

3 プログラムにおける1洲究活動宵にりえる効果

※必要に応じて競/fl的資金に応似する望t料を派付してください。
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山形大学大学院における博上課程教育リーディングプログラム「フロンティア行機

材料システム創成フレックス大学院J院4:寮 (YUグラジュエートハウス）規程

斗7.[JX:25{ド4月 11-1 

制 定

（趣旨）

第 l条 この規作は，山形大学大学院における1-w.• ,~ 課禾閑教f[リーディングプログラ
ム「フロンティアイi機材料システム創成フレックス大学院J迎）ll規『1t第10条の規

定に）よづき，院牛寮YUグラジュエートハウス（以ド「院牛寮」という。）の竹

則連腐について必要なejf項を定めるものとする。

（設間I口l的）

第 2条 院牛寮は， 「フロンティアイー［機材料システム創成フレックス大学院」 （以

ド「フレックス大学院」という。）に人学した学生に対し勉学にふさわしい環炭

を提供するととともに，フレックス大学院学牛としての共同牛話を通じてグロー

バル人材の形成に冑与することをu的とする。
（院牛寮O)trJ咀連就の責任者笠）
第 3条 院牛寮の名称，竹則連闘責任省及び収容定日は，次のとおりとする。

(1) 院牛寮の名称は， YUグラジュエートハウスとする。

(2) 竹叩應i均責任者をフレックス大学院プログラムコーディネーターとする。
(3) 収容人数は， 60人とする。

鸞罰連隊）

第 4条 院牛寮の↑汀H運貨に I見lする ~1i:項は，フレックス大学院プログラムIJFJ発・迎

帆委員公（以lく「連帆委員公」という。）で審議する。

(mm 11u) 
第 5条 院牛寮に，寮長を置く。

2 寮長は，管則連慇責任者が指名し，委叫属するものとする。

3 寮長は，院生寮~t活に対して，随時適切な助げ指導を行う。

（人寮｝禎）

第 6条 院牛寮に人寮を希惰する者は，｝叶定の人寮願翡に大学が指定する力粕を硲

えて，管;rm連賞責任者に顧い出るものとする。
（人寮選苦及び人寮許可）

第 7条 人寮を許可すべき者の選考及び人寮の訊Frifは，竹則運営責任者が行う。

（人寮許・i1Jの取泊し）

第 8条 人寮を訊FIIJされた者で，人寮選号の過柑において虚偽0)ljl立てをしたこと

が判I肘したときは，人寮の許:riJを取り梢すことがある。
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('?,1:ZfH附斗）

第 9条 寄宿料については，別に定める。

2 月の途中で人寮又は退寮した場合における刈該月の富憎i料は， Iじl割りにより

計算した額とする。この場介について， 1ヶ月は3011とする。

（経費負札I.)

第10条 食杓その他寮生の生料泊に必要な光熱水料，共益費等の経杓は，寮生の負

担とする。

（施設の利川節）

第11条 寮牛は，い室，共 Ir~施設その他院生寮施設を正常な状態に保全すること

に屈を）l jい，院牛寮の利川にあたっては，別に定めるところに従わなければな

らなし‘。

（退寮F続）
第12条 退寮を希掌する者は， 30II以l・.前に所定の退寮願を竹J―IJ!迎党点任者に提

出し，そのボ認を受けるものとする。ただし、退寮 IIの決定は，管頂胚囮灼責任

者の指ぷに従うものとする。夏季及び冬平の休業中のみの退寮は，認めない。

2 本学フレックス大学院学生としての身分を失った者は，直ちに退寮しなけれ

l工ならなし＼

（退寮処分）

第13条 寮牛が次の各号のいずれかに該渭するときは，管頂胚囮的責任行は，退寮

を命ずることがある。

(1) 山形大学大学院規則又はこの規程に違反したとき。

(2) 保健衛!J:.H也の寮牛に悲影粋のあるとき。
(3) 風紀，秩庁を乱す行為のあったとき。

(1) '岱術料及び納付すべき所定の経費をi僻納したとき。

（寮牛以外の者の術泊）

第14条 院牛寮には，寮牛以外の者を1?1Yl1Iさせてはならない。

（その他）

第15条 この規程に定めるもののほか，院lj-:寮の利川に閃する必疫な事項は，迎

僅委員会の議を経て，竹珂述営責任者が別に定める。

I外J廿lj

この規程は，平成25年4月 111から施行する。

I外寸 刊J('jl.J戊26イード12)]16日）

この規枠は，平成26年」2月1611から施行し，平成26年:12月 111から適川する。

1外l・ 刊J(ij勺戊281ド8JJ 3011) 

この規料は，平成28年 8月30日から施行する。
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山形大学大学院における博士課程教育リーディングプログラム

「フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院」院生寮

(YUグラジュエートハウス）入寮願

平成年月 H

所 属 フレックス大学院 （ 

ふりがな

氏 名

性 別 男・女

現住所
丁

電話番号

住所
丁

氏名
保証人

電話

続柄

入寮希望年月日 平成 年 月 日

※「個人、情報の利川」について

提I□廿していただいた仇類のWU人 i情報は，寮務事務のみ使川し，
第：＾者に開ぷ・提供・飢託することはあり主せん。
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山形大学大学院における博士課程教育リーディングプログラム「フロンティア有

機材料システム創成フレックス大学院」の博上後期課程への進芋審査に係る QE

(Qualj「yjng Examination : I翡Iー：課程研究屈礎力試験）に関する内規

（斗Zfj文26fド1月21日）

（趣旨）

第 1条 この内規は，山形大学大学院規則第9条の 2第2項の規定に）よづき，山形大学大

学院における博L:諜程教育リーディングプログラムフロンティアイi機材料システム創

成フレックス大学院（以lご「フレックス大学院」という。）コースに在籍している掌：

牛:_の博上後期課オ閑への進学審住に係る QE(QualifyingExamination : j導I—:課柑研究）よ礎

力試験）（以ド「QE」という。）について，必要な事項を定めるものとする。

（審奔条件）

第 2条 QEを受験することができる者は，本コースに在籍し，学I・トが所属する研究科の

学牛使覧に定める所定の本コース 1, 2年次履修）よ準の授業科Il (以ド「授業科日」と

いう。）を修得する見込みがあり，かつ，次瑣の疫件を祉蘭たし，必疫な研究指導を受

けた学・'I:.とする。

2 QEを受験する要件は，次の各妙のいずれにも該‘りすることとする。

(1) 英語による国際学会発表 lイ牛又は英文f牙翡 l件を投f闘済みであること。

(2) 論文 l件（英語を推奨し，査読付プロシーディングも認める）を投稿済みである

こと。

（札f奔111請）

第 3条 QEの受験を巾請しようとする者（以ド「q帰打者」という。）は，フレックス人→

学院教行ディレクター（以 lく「教育ディレクター」という。）及びじ指導教員の承認

を得たL'.ムで，次に掲げる内湘iをJ!l,1打者が所属する研究科の研究科長（以Iべ. r研究科長」
という。）に提出しなければならない。

(1) 博lー：後期課札kへの進学審査に係る QI〖 (Qualifying Examination: 博上課禾閑研究仙礎

力試験） 1l=l請翡（別紙様式第 1号）

(2) 論文H録（別紙様式第2号）

(3) 研究内容要旨（別紙様式第 3号）

2 1p請の提出期限は， 11月30Hとする。

3 前項に定める日が 1-.:lll蘭H又はl一＾曜日に‘りたるときは，その忙[r)/Jの金曜Hを提廿＿＼期限と

する。
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（通知及び付託）

第4条 研究科長は，前条の巾請書を受則したときは，教育ディレクターにその旨を通知

し， QEの実施を叶打打者が所属する研究科に係る大学院則T学研究科博卜前期諜柑米沢

地Iべ委員会又は大学：院イf機材料システム研究科委員会（以lべ＾「刈該委員会」という。）

に付託するものとする。

（審査委員の運出）

第 5条 渭該委員会は，提出された111請について， QEを実施するため，ーし専攻及び副り]{

攻の指導教員を合む 3人以卜の QE審査委員（以下「審査委員Iという。）を選川する。

ただし，選出されたQE蒋奔委員が，やむを得ないtjf山により QE審奔を行うことが，［廿来

なくなったときは，ヽ11i該委員会の議を経て，祈たに QI・-~ 審査委員を選I廿することができ

る。

（審査委員l壺）

第6条研究科長は，ヽ11i該委員合の議を経て，審査委員のうちからじ査を指名する。

（審査委員会）

第 7条 教育ディレクターは， C~E 審査委員会（以 lく「審森委員会」という。）を招集し，

その）巫長となる。

2 審査委員会は，教育ディレクター及び審査委員で構成する。

3 審1t委員会が必要と認めるときは，フレックス大学院を担,1'!する教員の出）i1iりを得て揺

見を求めることができる。

4 審ft委員会は， QEに係る日杓の決定及び次条に定める QE0)夷施）j怯について確認す

る。

（リfiJj徊）':it去）

第 8条 QI●］は，山形大学大学院規則第 19条第 2項及び第 3項の規定に準じて，研究の成

果に関して発表及び質疑により審1-tし，研究遂行能力並びに{1ffiイ直創成グローバル文践

力を日頒試間により審査する。

2 審i1t委員公が必疫と認めるときは， QI・］に際し，フレックス大学院を担)['iする教員の出

Mりを得て， II煩試間11、『の質疑応答に加わり，判定II、JJ'に紅見を求めることができる。

3 審1tの結果は，合格又は不介格の評fr/iをもって表す。

（結果報店）

第 9条 審査委員会は， QEが終（したときは， QEの結果を，渭該委員会に報告しなけれ

ばならなし＼

2 教育ディレクターは，授業科II修得状況について，ヽl'ifj亥委員公に恨位するものとする。

（博L後期課杓への進学の‘判定）

第 10条 渭該委員会は，前条の報f斤に）よづき，博L:後期諜祝への進i、ドのnJ否について審

議し，決定する。
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附則

この内規は， 平成26年ふ 1月21IJから施行する。

附且lj

この内規は，平成27年0月811から施釘する。

附且lj

この内規は，平成28年5月2411から施11する。
1外,J- WJ 

この内規は，平成28年8月30IIから施行する。

111寸 y[IJ

この内規は，平成28年 11月22日から）j徊1]する。
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【材:工し第 1号］

、V:1& 什—: Jl II 

研・究科長殿

平成 年度人学博I:前期課祝

j: 今1y攻名

副 iり攻名

学4番砂

氏 名 聾

博士後期課程への進学審査に係る

QE (Qualifying Examination : 博士課程研究基礎力試験）

申請書

111形大学大学院規則第 9条の 2第2瑣の規定により， QEを受験したしヽ ので， 卜記の，片

拍を硲えて巾請します。

ーし
ム
1
↓

:
I
――
 

胃嬰

録

容
ー

―

―

―

ー

、

I

)

 

一

文

究
f
 
ぃ”

人
間
.fll 

J: 指導教H ⑲ 

フレックス大学院教育ディレクター ⑲ 
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【様J-'.以第 2号】

論文 目 録
(bibliography) 

人学年度(admissionyear) : 

じ専攻名 (major): 

副専攻名 (minor): 

学生番砂(studcnLnumber) : 

氏名 (name): 

［国際学会発表] (presentations al international conf、()]でncus)

(1 ) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （クイトルtitle),

xxxxxx (会，，義名 conferencename) 7/2007, Yonezawa, Japan, PP.456-457 
(2) 

（注）① 仝許者名（本人氏名に I、•線を引く），タイトル，応ふ名， IJ廿俯年月， IJ廿催地，

ヘージ（始頁ー終頁）を出人してくださし＼

Write all authors (underline your name), tit](), con「cffencename, month and yc)c1r 

lrnlcl, place lwlcl, and pages (sLa!'L-cmd pages). 

② 祈ししヽものから古しヽものへ遡って年代順に出人してくださし＼

13(、ginw i Lh Lhe most J'()cen t one (i. cヽ. reverse) chronological order). 

［倫文J(articles) 

(1) Taro Yamagata, Jiro Yonezawa, △△△△△△△△△△△△△△△ （論文名 title) , 

XX  XX  XX  (,; 志名 journal) , Vol.56, No.3, PP.234-238 , (2007) 

(2) 山形太郎，米沢゜．郎，東北：一郎，△△△△△△△△△△△△△△△ （繭文名 title)

xxxxxx (誌名 journal), 第 30春，第 2砂， PP.345-349, (2006) 

(/U① 令的者名（本人氏名に I、ム線を引く）， ,i倫文名，発表機I川（学礼i雑誌名，呑， 砂，

ヘージ（始頁ー終頁）），発表年を出人してくださし＼

¥Vr i le、a11 au Lhors (under l inc、yourname), article title, publisher (journal mune, 

vo I unw, i ssuc, page (s lar L・cmd page、s), and pub! ication year. 

② 新しいものから古いものへ遡って年代/IIJ'iに出人してください。

Begin wilh the most recent one (i.e. rnve1、S(、chronologicalonler). 

③ 印刷中の場合は（印刷中），投f翡中の場合は（投f翡中），準備中の場合は（投f翡準備中）

と記人してください。

Spc、Cj「yeach publication by adding (in print) 01、 (submitLed). 

記載例，及び（往）の部分は削除して使Jljしてください。

Delete uxam)!es a叫 instructionswhen you use Lhis form. 
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【材b¥砂窮 3¥}] 

研 究内容要 旨
I

(research summary) 

人学年度(admissionyear) 

J.:1、り攻名 (major): 

副専攻名 (minor): 

学牛番乃(studcn L nun恥 r)

氏名 (name): ⑭
 

研究切 H(rcscarchLitle): 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

00000000000000000000000000000000000000000000 

00000000000000 

（注）タイプ， ワープロぐりを川しヽ てくださし‘。 lOptl, 000オー：料度 (lfi以内） とします0
(Type using a「ontsize lOpt, maximum 300 words in one page.) 
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山形大学大学院における博士課程教育リーディングプログラム「フロンティア有機材料シ

ステム創成フレックス大学院」の 5年一貫博1ー：課程コース修rに係る ECE(End-of-Course 
Examination : フレックス大学院修了試験）に関する内規

平成 27年 9月 8日

（趣旨）

第 1条 この内規は，山形大学大学院規則第 13条の 2第2項の規定に見づき，山形大学大

学院における博I—ー：課程教育リーディングプログラムフロンティアイf機材料システム創成

フレックス大学院（以下「フレックス大学院」という。）コースに在籍している学生の 5

年一貰博士課程コース修了の可否を審査するための ECE (End-of-Course 

Examination : フレックス大学院修了試験）（以下「ECE」という。）について必要な事

項を定めるものとする。

（コース修了要件）

第 2条 本コースを修「する者は，学生＾が所属する研究科（以下「当該研究科」という。）

の学生便覧に定める所定の本コース履修韮準の授業科日（以下「授業科日」という。）を

修得し，かつ，博+学位論文の審森及び最終試験に合格した卜心で， ECEに合格しなけれ

ばならなし＼

（審f叫l訥）

第 3条 ECEの受験を巾請しようとする者（以ド「申請者」という。）は，渭該研究科の学

位審査細則に定める博士学位．論文の審査申請を行う J,:f] —学期に，+指導教貝並びにフレ

ックス大学院教育ディレクター（以ド「教育ディレクター」という。）の承認を得た卜〖3 ，

次に掲げる書類をフレックス大学院プログラムコーディネーター（以f 「プログラムコ

ーディネーター」という。）へ提出しなければならない。

--ourse Exammat10n : フレ(1)フレックス大学院コース修了審査に係る ECE (End of C 

ックス大学院修［試験）巾訥苫（所定様式）

(2)フレックス大学院活動結果嬰旨（所定様式）

（通知及び付託）

第 4条 プログラムコーディネーターは，前条の巾訥閃を受則したときは，教育ディレク

ターにその旨を通知し， ECEの実施をフレックス大学院プログラム間発・ 迎’蘭委員会（以

ド「連隊委員会」という。）に付託し，実施責任者を教育ディレクターにあたらせる。

（審査委員の選出）

第 5条 運i玲委員会は，提出された申請について，各申請者の ECEを実施するため，フレ

ックス大学院産学連携教員 3名以上の ECE審査委員を選出する。

2 運院委員会が必要iと認めるときは， ECE審査委員（以下「審査委員」という0) のうち

1名を':j該研究科博卜後期課程担胄教員をもって代えることができる。

3 選出された ECE審査委員が，やむを得ない事山により ECE審査を行うことが出来なく

なったときは，連党委員会の議を経て，新たに ECE審査委員を選出することができる。
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（審査長）

第 6条 プログラムコーディネーターは，運営委員会の議を経て，審査委員をフレックス

大学院産学連携教員の中から各 ECE審査長を指名する。

（実施方法）

第 7条 ECEは，本コースの教育目標に掲げる能力を身につけていることを，口頭試間によ

り審査する。

2 審査の結果は，合格又は不合格の評語をもって表す。

（結果の報告）

第 8条 ECE審査長は， ECEが終［したときは， ECEの結果を，運慇委員会に報告しな

ければならない。

2 教育ディレクターは，本コース修臼こ係る授業科H修得状況及び博士学位論文の審査結

果について，連斡委員会に報告するものとする。

（本コース修了の判定）

第 9条 運党委員会は，前条の報告に駈づき，本コース修rの1iJ否について審議し，決定
し，判定結果を当該研究科の研究科委員会に報告するものとする。

IIH fllJ 

この内規は， 平成 27年 9月 8日から施行する。

[If寸 WJ

この内且iは，平成 28年 5月 2411から施行する。

1外寸 札IJ

この内規は，平成 28年 8月 30日から施釘する。

1外JWJ 

この内規は， 平成 28年 11月 22日から施行する。
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平成年月日

フレックス大学院プログラムコーディネーター 殿

平成 年度入学博士後期課程

専攻名

学生番号

氏名 ⑲
 

フレックス大学院コース修了審査に係る

ECE (End-of-Course Examination : 

フレックス大学院修了試験）申請書

山形大学大学院規則第 13条の 2第 2項の規定により， ECEを受験したいので，下記書類を

添えて申請します。

1
L
 

1
1
'
1
 

n
 

フレックス大学院活動結果要旨

主指導教員 ⑲
 

フレックス大学院教育ディレクター ⑲ 
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フレックス大学院活動結果要旨
(activity summary in Innovative Flex Course for Frontier Organic Material Systems) 

Type your summary here. 

Make sure to follow the format outlined below; 

Font: I 0-point, Times New Roman 

Line spacing: Single 

Length: maximum 800 words 

Language: English 

Printing: Use both sides of paper 

(Delete instructions when you use this form.) 

Admission year : 

Major: 

Student number : 

Name: 

S誼nature:

-212 



Name: 

-213~ 



2 0 1 7什コ,4月 1 日

発 行 山形大学大学院理丁屑学研究科

〒992-8510 米沢市城南四丁目 3-1 6 

？且轟古 （がイヤルイン） 0238-26-3015 
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